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　今日、農山漁村地域を多く抱える町村では、人口減少時代を真正面か
ら見据え、自ら知恵を絞り、持続可能な地域づくりを実現するため、自
主的、主体的にそれぞれの地域の特性を最大限活かしながら、住民等と
一体となって地方創生に向けた取組を日々進めています。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、私たちの生活様式に劇的な
変化をもたらすとともに、ライフスタイルや人生のあり方にまで影響を
与えました。そのような中、改めて農山漁村地域が本来持つ価値や可能
性が注目されています。
　この度刊行いたしました「町村の施策事例集Ⅷ」は、全国の町村が取
り組んでいる移住・定住施策や地域産業の活性化施策など、意欲が溢れ
魅力のある地域づくり52事例を紹介しています。それぞれの施策事例は、
令和２年度から３年度にかけて全国町村会の機関誌「町村週報」に「現
地レポート」として、施策の成立に至るまでの経緯や苦心談、今後の課
題と展望等をご執筆いただき、掲載したものです。
　また、令和３年で東日本大震災発災から 10年目の節目を迎えたことか
ら、被災町村の皆さまに、現在の復興状況や魅力溢れる地域づくり、将
来の展望等についてご執筆いただき、特集「東日本大震災発災から 10年
～町村の軌跡と未来～」として掲載いたしました。
　さらに、「小さな村 g7サミット」を契機として連携する北海道・東北・
関東・近畿・中国・四国・九州それぞれの地域で最も人口の少ない 7つ
の村の皆さまに、多様な取組についてご執筆いただき、特集「小さな村
g7サミット～小さな村だからできること～」として掲載いたしました。
　各位におかれましては、ぜひともご一読頂き、全国の町村のまちづく
りに向けた真摯な取組にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　併せて、この「町村の施策事例集Ⅷ」が全国各地のまちづくり関係者
の皆さま方の新たな気づきとなれば幸いです。
　最後に、本書の刊行にあたり、多大なご協力を賜りました関係者の皆
さまに厚く御礼申し上げます。

令和４年９月

全国町村会長　荒木 泰臣
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さ
な
村
に
あ
る
　
～
地
域
史
か
ら
み
る
「
移
動
・
交
流
」
と
、
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
～

25

福
島
県

檜
枝
岐
村�

（
ひ
の
え
ま
た
む
ら
）

尾
瀬
と
と
も
に
歩
む
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

30

山
梨
県

丹
波
山
村�

（
た
ば
や
ま
む
ら
）

『
縁え
に
し

め
ぐ
る
里  

丹
波
山
村
』
～
「
ご
縁
」
が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

34

和
歌
山
県

北
山
村�

（
き
た
や
ま
む
ら
）

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り

38

岡
山
県

新
庄
村�

（
し
ん
じ
ょ
う
そ
ん
）

小
さ
な
村
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

42

高
知
県

大
川
村�

（
お
お
か
わ
む
ら
）

何
が
何
で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る
　
～
『
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
』
か
ら
『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ
～

46
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岩
手
県
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だ
む
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で
“
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る
”
の
だ
む
ら

1

岩
手
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山
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ま
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ま
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年
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県
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）
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に
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る
「
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や
ま
も
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」
を
目
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て

9
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県
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川
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う
）

あ
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い
ス
タ
ー
ト
が
世
界
一
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れ
る
町
へ
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島
県

川
内
村�

（
か
わ
う
ち
む
ら
）

「
Ｇ
ｏ
！ 

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
～
今
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
へ
～
」

17

福
島
県

楢
葉
町�

（
な
ら
は
ま
ち
）

「
町
の
復
興
か
ら
創
生
へ
」
～
笑
顔
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち  

な
ら
は
～
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小
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な
村
ｇ
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ト
　
～
小
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な
村
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か
ら
で
き
る
こ
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関
連
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策

北
海
道

音
威
子
府
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お
と
い
ね
っ
ぷ
む
ら
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地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
小
さ
な
村
に
あ
る
　
～
地
域
史
か
ら
み
る
「
移
動
・
交
流
」
と
、
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
～

25

福
島
県

檜
枝
岐
村�

（
ひ
の
え
ま
た
む
ら
）

尾
瀬
と
と
も
に
歩
む
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

30

山
梨
県

丹
波
山
村�

（
た
ば
や
ま
む
ら
）

『
縁え
に
し

め
ぐ
る
里  

丹
波
山
村
』
～
「
ご
縁
」
が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

34

和
歌
山
県

北
山
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（
き
た
や
ま
む
ら
）

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り
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岡
山
県

新
庄
村�

（
し
ん
じ
ょ
う
そ
ん
）

小
さ
な
村
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

42

高
知
県

大
川
村�

（
お
お
か
わ
む
ら
）

何
が
何
で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る
　
～
『
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
』
か
ら
『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ
～

46

熊
本
県

五
木
村�

（
い
つ
き
む
ら
）

「
ひ
か
り
輝
く
五
木
村
」  

～
村
民
が
主
役
の
村
づ
く
り
を
目
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て
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50
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移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働
　
　
関
連
施
策

北
海
道

天
塩
町�
（
て
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お
ち
ょ
う
）

マ
イ
カ
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空
席
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シ
ェ
ア  
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に
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ィ 
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携
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梨
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史
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滋
賀
県

甲
良
町�

（
こ
う
ら
ち
ょ
う
）

甲
良
町
の
歴
史
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く
り
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八
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町�

（
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ち
ょ
う
）
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つ
く
る
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県
八
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方
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生
の
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組
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ま
ち
ょ
う
）

魅
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と
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ふ
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ま
ち
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岡
山
県

和
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町�

（
わ
け
ち
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う
）

住
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続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て
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教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉
　
　
関
連
施
策

北
海
道

栗
山
町�

（
く
り
や
ま
ち
ょ
う
）

ケ
ア
ラ
ー
（
無
償
の
介
護
者
）
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
　

～
市
町
村
初
の
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
の
制
定
（
令
和
３
年
４
月
）
～

101

東
京
都

瑞
穂
町�
（
み
ず
ほ
ま
ち
）

異
な
る
空
間
が
混
在
し
た
不
思
議
な
町
、
そ
れ
が
“
瑞
穂
町
”

105

新
潟
県

粟
島
浦
村�
（
あ
わ
し
ま
う
ら
む
ら
）

日
本
海
に
浮
か
ぶ
新
潟
県
の
小
さ
な
島  

粟
島

109

広
島
県

海
田
町�

（
か
い
た
ち
ょ
う
）

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

113

山
口
県

和
木
町�

（
わ
き
ち
ょ
う
）

小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
輝ひ
か

る
和
木
町
を
未
来
に
つ
な
ぐ

117

長
崎
県

波
佐
見
町�

（
は
さ
み
ち
ょ
う
）

陶
器
と
農
業
の
町
　
波
佐
見
町
　
～
「
陶
・
農
」
兼
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
～

121

熊
本
県

高
森
町�

（
た
か
も
り
ま
ち
）

情
報
通
信
基
盤
整
備
が
町
を
変
え
る
！
　
～
コ
ロ
ナ
禍
で
発
揮
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
力
～

125

鹿
児
島
県

徳
之
島
町�

（
と
く
の
し
ま
ち
ょ
う
）

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
後
世
に
、
国
内
５
か
所
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

129

3
農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進
　
　
関
連
施
策

青
森
県

佐
井
村�

（
さ
い
む
ら
）

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら
　
～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～

133

福
島
県

南
会
津
町�

（
み
な
み
あ
い
づ
ま
ち
）

「
南
郷
ト
マ
ト
」
×
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
～
南
郷
ト
マ
ト
１
０
０
年
産
地
を
目
指
し
て
～

137

茨
城
県

茨
城
町�

（
い
ば
ら
き
ま
ち
）

い
ば
ら
き
ま
ち
未
来
へ
の
道
し
る
べ
　
～
三
世
代
が
共
に
輝
く
元
気
交
流
空
間  

夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
～

141

埼
玉
県

伊
奈
町�

（
い
な
ま
ち
）

平
成
の
町
普
請
！
伊
奈
備
前
守
忠
次
公
の
志
を
継
い
だ
ま
ち
づ
く
り

145

石
川
県

宝
達
志
水
町�

（
ほ
う
だ
つ
し
み
ず
ち
ょ
う
）

「
町
の
魅
力
」
は
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す
　
～
宝ほ

う
活か

つ
（
宝
達
志
水
を
楽
し
く
す
る
活
動
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

149

静
岡
県

南
伊
豆
町�

（
み
な
み
い
ず
ち
ょ
う
）

人
に
ふ
れ  

自
然
に
ふ
れ  

心
や
す
ら
ぐ  

南
伊
豆
町

152
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兼
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来
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に
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元
気
交
流
空
間  

夢
と
希
望
を
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来
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な
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平
成
の
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普
請
！
伊
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備
前
守
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次
公
の
志
を
継
い
だ
ま
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づ
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石
川
県

宝
達
志
水
町�

（
ほ
う
だ
つ
し
み
ず
ち
ょ
う
）

「
町
の
魅
力
」
は
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す
　
～
宝ほ

う
活か

つ
（
宝
達
志
水
を
楽
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く
す
る
活
動
）
プ
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ト
～
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静
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み
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に
ふ
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自
然
に
ふ
れ  
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ら
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南
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※
文
中
の
日
付
・
数
値
、
記
述
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
「
町
村
週
報
」
掲
載
時
点
の
も
の
で
す
が
、
一
部
最
新
の
デ
ー
タ
に
修
正
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
県

那
賀
町�

（
な
か
ち
ょ
う
）

林
業
の
再
生
へ
向
け
て

156

愛
媛
県

砥
部
町�

（
と
べ
ち
ょ
う
）

「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」  

映
画
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
か
ら

160

高
知
県

日
高
村�

（
ひ
だ
か
む
ら
）

「
安
全
・
安
心
で
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
村
」
を
目
指
し
て

164

宮
崎
県

高
原
町�

（
た
か
は
る
ち
ょ
う
）

事
業
承
継
で
ふ
る
さ
と
高
原
町
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

168

4
自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　
関
連
施
策

岩
手
県

西
和
賀
町�  ��

（
に
し
わ
が
ま
ち
）

ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
を
町
の
チ
カ
ラ
に

172

愛
媛
県

内
子
町�

（
う
ち
こ
ち
ょ
う
）

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
を
め
ざ
し
て

176

福
岡
県

宇
美
町�

（
う
み
ま
ち
）

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

180

5
観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）　
関
連
施
策

北
海
道

美
瑛
町�

（
び
え
い
ち
ょ
う
）

美
し
い
農
業
景
観
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

184

岐
阜
県

関
ケ
原
町�

（
せ
き
が
は
ら
ち
ょ
う
）

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
調
和
し
た
ま
ち

188

大
阪
府

岬
町�

（
み
さ
き
ち
ょ
う
）

い
ま
求
め
ら
れ
る
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル  

豊
か
な
自
然
の
中
で
「
働
き
」「
学
び
」「
楽
し
め
る
」
ま
ち

192

奈
良
県

明
日
香
村�

（
あ
す
か
む
ら
）

「
民
家
ス
テ
イ
」
か
ら
始
ま
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

196

和
歌
山
県

湯
浅
町�

（
ゆ
あ
さ
ち
ょ
う
）

伝
統
と
歴
史
が
息
吹
く  

醤
油
発
祥
の
地

200

沖
縄
県

与
那
国
町�

（
よ
な
ぐ
に
ち
ょ
う
）

日
本
で
最
後
に
夕
日
が
沈
む
島

204
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1

１
　
野
田
村
の
概
要

豊
か
な
自
然
と
太
平
洋
に
囲
ま
れ
る
野
田

村
は
、岩
手
県
の
沿
岸
北
部
に
位
置
し
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
新
幹
線
や
公
共
交
通
機
関
を
乗

り
継
い
で
“
た
っ
た
の
”
５
時
間
程
度
で
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
季
は
海

流
の
影
響
に
よ
る
ヤ
マ
セ
（
偏
東
風
）
の
発

生
で
冷
涼
湿
潤
、
一
方
で
冬
季
は
温
暖
で
晴

れ
の
日
が
多
く
、
降
雪
量
も
少
な
い
こ
と
が

特
徴
で
、
人
口
は
大
体
４
、
０
０
０
人
、
面

積
が
80
㎢
程
度
の
と
て
も
小
さ
な
村
で
す
。

こ
の
よ
う
に
あ
り
ふ
れ
た
小
さ
な
農
山
漁

村
で
あ
り
な
が
ら
も
、
特
徴
的
な
文
化
や
風

習
が
あ
り
、
毎
年
１
月
15
日
の
小
正
月
に
は

「
な
も
み
」
と
い
わ
れ
る
鬼
の
よ
う
な
面
を

付
け
た
来
訪
神
が
村
内
の
家
々
を
練
り
歩

き
、
そ
の
家
の
悪
霊
を
追
い
払
う
伝
統
行
事

や
、
そ
の
昔
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
「
の
だ

塩
」
を
内
陸
に
運
ん
だ
「
の
だ
塩
ベ
コ
の
道
」

な
ど
が
有
名
で
す
。

ま
た
、
野
田
村
に
は
断
崖
や
岩
礁
の
多
い

▲

野
田
村
の
最
高
峰
「
和
佐
羅
比
山
」
山
頂
か
ら
望
む
野
田
村

▲

家
々
を
練
り
歩
く
「
な
も
み
」

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

岩手県

野田村
のだむら

心
で
“
つ
な
が
る
”
の
だ
む
ら

岩手県

野田村
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町村の施策事例集Ⅷ2

三
陸
で
は
希
少
な
砂
浜
「
十と

府ふ

ヶが

浦う
ら

」
が
あ

り
ま
す
。「
十
府
ヶ
浦
」
は
、
３
・
５
㎞
に

わ
た
っ
て
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
お

り
、「
小
豆
砂
」
と
呼
ば
れ
る
淡
い
紫
色
の

小
石
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

製
塩
に
よ
る
村
の
繁
栄
、
製
塩
が
縮
小
し
た

後
も
主
要
な
観
光
名
所
と
し
て
野
田
村
を
支

え
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
　
村
を
襲
う
大
津
波

村
を
支
え
て
き
た
十
府
ヶ
浦
が
時
に
村
の

脅
威
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
ヤ
マ
セ
」

に
よ
る
農
作
物
被
害
や
大
津
波
に
よ
り
村
は

幾
度
も
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
記
録
に
残

る
野
田
村
の
津
波
被
害
は
３
度
で
、
明
治
、

昭
和
、平
成
の
大
津
波
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

そ
の
経
験
は
親
か
ら
子
へ
、
さ
ら
に
そ
の
子

ど
も
へ
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
大
津
波
で
中
心
街
が
壊
滅
的
被
害
を
受

け
、
流
失
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
野
田
村
保

育
所
の
園
児
全
員
が
無
事
に
避
難
す
る
な

ど
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
精
神
で
“
ま

ず
は
逃
げ
る
こ
と
”が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
村
の
住
家

の
お
お
よ
そ
３
分
の
１
に
あ
た
る
５
０
０
戸

を
超
え
る
住
家
被
害
、
37
人
の
人
的
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
防
潮
堤
が
破
壊
さ
れ
、
村
内

の
主
要
施
設
も
多
く
流
失
す
る
な
ど
村
の
被

害
は
甚
大
な
も
の
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
き
、順
調
に
復
旧
・

復
興
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

３
　
復
興
に
向
け
た
む
ら
づ
く
り

野
田
村
の
特
徴
的
な
復
興
事
業
と
し
て
大

き
く
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
１
つ
目
は
、「
津
波
防
災
の
刷
新
」

で
す
。
住
民
の
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
災
害
に
強
い
む
ら
を
目

指
し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を

踏
ま
え
、
避
難
場
所
・
避
難
路
の
ネ
ッ
ト

▲

本
村
の
観
光
名
所
「
十
府
ヶ
浦
」

▲
�

毎
年
４
月
～
11
月
の
最
終
土
曜
日
開
催�

�

「
プ
チ
よ
市
」

▲
�

震
災
後
、
災
害
危
険
区
域
内
に
整
備
し
た
都

市
公
園
「
十
府
ヶ
浦
公
園
」

▲
�

津
波
被
災
後
（
平
成
23
年
３
月
12
日
津
波
翌

日
の
野
田
村
役
場
前
）

岩手県 野田村
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3

ワ
ー
ク
整
備
、
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
、
防

災
拠
点
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、「
住
ま
い
の
再
建
」
で
す
。

被
災
者
が
住
宅
再
建
す
る
た
め
の
高
台
団

地
の
整
備
や
宅
地
か
さ
上
げ
、
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
居

系
、
商
業
系
、
工
業
系
の
３
系
統
の
区
域

と
公
園
整
備
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
区
域

内
に
は
村
民
の
集
い
の
場
と
集
合
店
舗
機

能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
「
リ
メ
ン
バ
ー
・

ホ
ー
プ
ビ
レ
ッ
ジ
　
ね
ま
ー
る
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
に
は
３
つ
の
事
業
者
が

店
舗
を
構
え
、
集
会
場
で
は
毎
月
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
世
代

交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
月
か
ら
11
月
の
最
終
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
「
プ
チ
よ
市
」
で
は
村
内
飲
食

店
等
が
施
設
敷
地
内
に
出
店
し
、
た
く
さ

ん
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、「
都
市
公
園
の
整
備
・
十
府
ヶ

浦
の
再
生
」
で
す
。
津
波
防
災
を
目
的
と

し
て
災
害
危
険
区
域
に
整
備
し
た
都
市
公

園
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
休
憩
・

展
望
の
場
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
が
ポ
ケ
ッ
ト
状
に
な
っ
て
お

り
、
津
波
の
緩
衝
機
能
を
備
え
た
高
盛
土

で
津
波
発
生
時
の
内
陸
部
の
被
害
を
抑
え

る
機
能
も
併
せ
持
ち
ま
す
。
こ
の
公
園
は

小
・
中
・
高
校
生
、
大
人
を
入
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
公
園
の
イ
メ
ー
ジ

を
作
り
上
げ
、
複
数
の
ゾ
ー
ン
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
遊
具
広
場

に
は
多
く
の
親
子
が
遊
び
に
訪
れ
、
公
園

内
に
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
は
連
日

た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
利
用
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
び
と
が
こ
の

公
園
に
集
ま
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
　
大
震
災
を
後
世
に
“
つ
な
ぐ
”

野
田
村
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害

や
教
訓
を
後
世
に
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
、

再
び
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
災
害
に
対
し

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

震
災
遺
構
・
展
示
施
設
な
ど
を
震
災
伝
承

施
設
に
登
録
し
て
い
ま
す
。「
野
田
村
復
興

展
示
室
」
は
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
最
上

位
の
第
３
分
類
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
被

災
時
か
ら
現
在
ま
で
の
村
の
歩
み
を
各
種

資
料
・
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

震
災
前
の
街
並
み
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
震

災
遺
構
と
し
て
被
害
の
残
る
水
門
や
破
壊

さ
れ
た
橋
り
ょ
う
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
被
災
に
よ
り
街
並
み

が
変
化
し
た
村
中
心
街
や
十
府
ヶ
浦
公
園

に
被
災
時
と
現
在
（
被
災
後
）
の
比
較
写

真
を
掲
載
し
た
看
板
を
設
置
し
た
ほ
か
、

震
災
伝
承
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
と
し
て
被
災

写
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
よ
る
防
災
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ら
の
伝
承
事
業
や
村
民
に
よ

る
震
災
ガ
イ
ド
な
ど
、
震
災
を
「
つ
な
ぐ
」

こ
と
に
よ
る
防
災
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

５
　�

復
興
支
援
に
よ
っ
て
で
き
た�

多
く
の
“
つ
な
が
り
”

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
野
田
村
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
支
援

者
が
駆
け
付
け
、
支
援
を
き
っ
か
け
に
た

く
さ
ん
の「
つ
な
が
り
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
１
つ
で
あ
る
「
チ
ー
ム
北
リ
ア
ス
」

は
、
八
戸
、
弘
前
、
関
西
の
有
志
に
よ
る

団
体
で
、
が
れ
き
撤
去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
は
じ
め
、
被
災
し
た
写
真
の
返

却
、
村
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
継
続
的
に

活
動
し
て
お
り
、
今
年
２
月
に
は
「
新
し

い
東
北
」
復
興
・
創
生
顕
彰
（
復
興
庁
）

を
受
賞
す
る
な
ど
、
現
在
も
活
発
な
支
援
・

交
流
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

写
真
返
却
の
活
動
は
、
映
画
「
浅
田
家
！
」

の
モ
デ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

▲
�

復
興
展
示
室
内
に
設
置
さ
れ
た
被
災
前
の�

�

村
市
街
地
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
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町村の施策事例集Ⅷ4

支
援
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
つ
な
が

り
と
し
て
、
大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科

と
の
協
定
「
Ｏ
Ｏ
Ｓ
協
定
（
大
阪
大
学
オ

ム
ニ
サ
イ
ト
協
定
の
略
称
）」
は
、
震
災
後

村
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置

し
て
被
災
者
と
の
交
流
を
続
け
て
い
た
大

阪
大
学
と
の
相
互
交
流
の
深
化
・
発
展
を

目
的
と
し
て
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
講
座
「
野
田
学
」
で
は
『
10
年

後
の
野
田
村
を
他
の
村
で
は
真
似
で
き
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
村
』
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
講
義
・
実
習
・

演
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
Ｏ
Ｏ
Ｓ
協
定
先
と
の
事
業

連
携
も
模
索
し
て
お
り
、
今
後
大
阪
大
学

の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
企
業
の
専
門

的
技
能
が
む
ら
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

６
　� “
つ
な
が
り
”
を
活
か
し
た�

む
ら
づ
く
り

「
チ
ー
ム
北
リ
ア
ス
」
や
「
Ｏ
Ｏ
Ｓ
協
定
」

の
よ
う
に
震
災
支
援
を
き
っ
か
け
に
で
き

た
つ
な
が
り
の
他
に
も
、
特
徴
的
な
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
す
。
準
村
民
制
度
「
心
は

い
つ
も
の
だ
村
民
」
は
、
村
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
、
村
を
応
援
し
、
心
で
つ
な
が

る
方
々
を
準
村
民
と
し
て
登
録
す
る
制
度

で
、
登
録
者
１
、
０
０
０
人
を
超
え
る
ま

で
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
登
録
者
に
は
、

村
内
外
の
提
携
店
で
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た

お
も
て
な
し
」
の
ほ
か
、
毎
月
２
回
の
メ

ル
マ
ガ
で
村
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
感
染
予
防
支
援
と
し
て
、
登
録
者
の

方
々
へ
村
内
の
縫
製
工
場
で
製
造
し
た
布

マ
ス
ク
と
、
収
束
後
に
村
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
特
産
品
の
「
の
だ
塩
」

を
セ
ッ
ト
で
お
送
り
し
ま
し
た
。
登
録
者

の
方
々
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、
た
く
さ

ん
の
お
礼
の
お
手
紙
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
実
施
し
て
い
る
「
の

だ
季
節
ギ
フ
ト
」
で
は
、
登
録
者
の
方
々

を
対
象
に
村
の
四
季
に
合
わ
せ
た
歴
史
や

文
化
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
て
お
り
、

紹
介
し
た
内
容
に
関
連
し
た
商
品
の
ギ
フ

ト
販
売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
村
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
村

特
産
品
の
購
入
と
合
わ
せ
て
村
へ
の
愛
着

を
深
め
、
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
情
報
発
信
や
特
産
品
の
や
り

取
り
だ
け
で
は
な
く
、
登
録
者
同
士
の
交

流
や
村
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
、
事
業
ア

イ
デ
ィ
ア
募
集
な
ど
、
準
村
民
な
ら
で
は

の
、
外
部
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
む
ら
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
　
心
で
“
つ
な
が
る
”
の
だ
む
ら

人
口
減
少
が
加
速
し
、
地
方
創
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

関
係
人
口
・
交
流
人
口
が
重
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
野
田
村
も
多
く
の
地
方
自
治

体
と
同
様
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
創

出
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
り
、
東
日
本

大
震
災
を
き
っ
か
け
に
で
き
た
た
く
さ
ん

の
“
つ
な
が
り
”
を
深
化
・
発
展
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、“
つ
な
が
る
”
だ
け
が
野
田
村
の

目
指
す
姿
で
は
な
く
、“
つ
な
が
り
”
を
活

用
し
た
相
互
交
流
・
発
展
に
よ
る
む
ら
づ

く
り
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
目
指
す

姿
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
む
ら

づ
く
り
は
村
に
暮
ら
す
内
部
の
人
材
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
村

の
中
に
い
て
は
見
え
な
い
、
見
せ
な
い
村

の
魅
力
が
非
常
に
多
い
と
感
じ
ま
す
。
こ

の
魅
力
を
強
化
・
発
信
す
る
た
め
に
、
外

部
の
人
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
取
り
入
れ
、

ま
た
、
発
信
し
て
い
た
だ
き
、“
つ
な
が
っ

て
い
る
”
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
村
、「
心
で

つ
な
が
る
野
田
村
」
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

�

野
田
村
長
　
小
田
　
祐
士

（
令
和
３
年
７
月
26
日
付
第
３
１
６
７
号
）

▲
�

昔
な
が
ら
の
薪
窯
直
煮
製
法
で
作
ら
れ
る
の

だ
塩
（
の
だ
塩
工
房
）

岩手県 野田村
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リ
ア
ス
海
岸
と
広
大
な
山
林

山
田
町
は
三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
人
口
約
１
万
５
、０
０
０
人
の
町
で
す
。

面
積
は
、
約
２
６
３
㎢
。
平
地
部
は
極
め
て

少
な
く
、
大
半
を
山
林
原
野
が
占
め
て
い
ま

す
。
沿
岸
は
リ
ア
ス
海
岸
特
有
の
地
形
を
有

し
、
ブ
ナ
や
ス
ギ
な
ど
の
森
林
に
覆
わ
れ
た

船
越
半
島
を
挟
ん
で
、
北
側
に
山
田
湾
、
南

側
に
船
越
湾
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
平
均
気
温
は
11
・
６
℃
、
降
水
量

は
約
１
、
５
８
５
㎜
（
い
ず
れ
も
過
去
５
年

分
の
平
年
値
）。
沖
合
で
寒
流
の
親
潮
と
暖

流
の
黒
潮
な
ど
が
混
じ
り
合
い
、
西
方
を
縦

走
す
る
北
上
山
地
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、

県
内
陸
部
と
比
べ
降
雪
量
が
少
な
く
冬
は
比

較
的
暖
か
い
の
が
特
徴
で
す
。夏
に
な
る
と
、

海
側
か
ら
湿
潤
で
冷
た
い
北
東
風
「
や
ま

せ
」
が
吹
き
込
む
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
、

山
田
湾
に
は
や
ま
せ
の
霧
が
幻
想
的
に
漂
い

ま
す
。

海
と
森
に
囲
ま
れ
た 

自
然
豊
か
な
景
観

周
囲
約
20
㎞
の
山
田
湾
は
、
湾
口
が
狭
く

つ
ぼ
ん
だ
き
ん
ち
ゃ
く
型
で
「
海
の
十
和
田

湖
」
と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
穏
や
か
に
凪
ぐ
こ

と
が
多
い
地
形
。
湾
内
に
は
関
口
川
や
織
笠

川
な
ど
の
河
川
か
ら
山
間
部
で
蓄
え
ら
れ
た

ミ
ネ
ラ
ル
分
が
注
ぎ
込
ま
れ
、
カ
キ
や
ホ
タ

テ
ガ
イ
な
ど
の
格
好
の
養
殖
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
恵
み
豊
か
な
陸
中
の
海
を
象
徴
す
る

よ
う
に
、
湾
内
に
は
多
く
の
養
殖
い
か
だ
が

並
ん
で
い
ま
す
。
近
年
で
は
波
の
静
か
な
特

徴
を
活
か
し
て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
サ
ッ
プ

な
ど
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
と
し
て
も
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

船
越
湾
は
外
洋
に
広
く
面
し
、
船
越
半
島

の
南
東
側
で
は
激
し
い
波
に
浸
食
さ
れ
て
切

り
立
っ
た
、
赤
平
金
剛
や
大
釜
崎
な
ど
の
海

食
崖
が
見
る
者
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。
ま
た

▲

養
殖
い
か
だ
が
並
ぶ
山
田
湾

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

岩手県

山田町
やまだまち

あ
の
日
か
ら
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く

復
興
と
再
生
の
こ
の
10
年

岩手県

山田町
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そ
の
半
島
の
付
け
根
に
は
、
三
陸
鉄
道
リ
ア

ス
線
の
岩
手
船
越
駅
が
あ
り
「
本
州
最
東
端

の
駅
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
と
森
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境

は
、
地
理
的
な
成
り
立
ち
や
歴
史
・
文
化
を

教
育
や
観
光
に
活
か
す
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

１
つ
「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
構
成
。
穏
や

か
で
美
し
い
「
山
田
湾
の
景
観
」
と
、
２
億

年
以
上
前
の
海
の
堆
積
物
が
観
察
で
き
る

「
豊
間
根
川
上
流
の
地
層
」
が
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

山
海
の
恵
み 

四
季
折
々

町
の
主
要
な
産
業
は
水
産
業
。
親
潮
と
黒

潮
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
豊
富
な
魚
介
類
が
群

れ
る
三
陸
漁
場
で
の
沿
岸
漁
業
や
養
殖
漁
業

が
盛
ん
で
す
。
11
月
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
サ
ケ
漁
を
中
心
に
、
サ
バ
や
ブ
リ
、
ウ
ニ
、

ア
ワ
ビ
、
ク
リ
ガ
ニ
な
ど
四
季
折
々
の
恵
み

が
水
揚
げ
さ
れ
、
養
殖
で
は
カ
キ
や
ホ
タ
テ

ガ
イ
、
ホ
ヤ
、
ワ
カ
メ
な
ど
が
澄
み
き
っ
た

海
の
香
り
を
届
け
て
い
ま
す
。

町
観
光
協
会
が
運
営
し
、
カ
キ
の
蒸
し
焼

き
な
ど
を
提
供
す
る「
三
陸
山
田
か
き
小
屋
」

は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
も
の
の
す
ぐ

に
再
建
さ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
の
11
月
か
ら
５
月

ま
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

内
陸
部
で
は
農
業
も
広
く
行
わ
れ
、
水
稲

を
中
心
に
多
種
の
野
菜
類
を
生
産
。
肥
え
た

土
と
昼
夜
の
寒
暖
差
が
味
の
良
い
農
作
物
を

育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木

栽
培
が
盛
ん
で
、
干
し
し
い
た
け
の
品
質
の

良
さ
は
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
他
に
も
県
内
有
数
の
マ
ツ
タ
ケ
産
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災

人
口
約
４・３
％
が
犠
牲
に

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
田
町
で
す

が
、
歴
史
の
中
で
は
幾
度
も
大
津
波
に
遭
遇

し
て
き
ま
し
た
。
古
く
は
、
平
安
時
代
の
貞

観
11
（
８
６
９
）
年
に
発
生
し
た
「
貞
観
地

震
津
波
」、
江
戸
時
代
に
は
慶
長
16
（
１
６

１
１
）
年
に
「
慶
長
三
陸
地
震
津
波
」、
そ

の
３
０
０
年
後
の
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年

に
「
明
治
三
陸
地
震
津
波
」、
そ
の
後
も
昭

和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
「
昭
和
三
陸
地
震

津
波
」、
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
「
チ
リ

地
震
津
波
」。
町
は
、
そ
の
た
び
に
大
き
な

痛
手
を
負
い
な
が
ら
も
再
建
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

過
去
の
災
害
か
ら
学
び
、
甚
大
な
被
害
に

遭
っ
た
地
区
で
は
集
団
で
高
台
移
転
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
津
波
を
防
ぐ
た
め
、
防
潮
堤
を
設
置

す
る
な
ど
、
防
災
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
３
月

11
日
の
「
東
日
本
大
震
災
」
で
は
、
三
陸
海

岸
一
帯
に
防
潮
堤
を
越
え
る
規
模
の
大
津
波

が
押
し
寄
せ
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
町
内
で
の
最
大
震

度
は
５
強
、
町
を
襲
っ
た
最
大
級
の
第
１
波

は
、
波
高
約
19
ｍ
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
い
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な
高
い
波
が
押
し
寄

せ
、
襲
い
か
か
る
よ
う
に
町
に
海
水
が
流
れ

込
み
ま
し
た
。
家
と
家
と
が
バ
リ
バ
リ
と
い

う
音
を
立
て
て
ぶ
つ
か
り
合
い
、
海
へ
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
避
難
途
中
の
人
々
に

も
波
が
が
れ
き
を
巻
き
込
み
な
が
ら
押
し
寄

せ
、
流
さ
れ
た
車
か
ら
は
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
水

流
に
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
地
獄
絵
図
が

町
内
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

津
波
や
火
災
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
死
亡

者
数
お
よ
び
行
方
不
明
者
数
が
合
計
８
２
５

人
。
町
人
口
（
平
成
23
年
３
月
１
日
時
点
で

の
１
万
９
、
２
７
０
人
）
の
約
４
・
３
％
に

及
び
ま
し
た
。
家
屋
被
害
は
、
全
壊
２
、
７

６
２
棟
、
大
規
模
半
壊
・
半
壊
４
０
５
棟
、

一
部
損
壊
２
０
２
棟
。
低
標
高
の
沖
積
平
野

▲市場でも評価の高い殻付きカキ

▲
�

焼
け
野
原
と
化
し
た
町
の
様
子�

�

（
発
災
直
後
２
０
１
１
年
３
月
26
日
）

▲�

シ
イ
タ
ケ
栽
培
な
ど
農
林
業
も
盛
ん

岩手県 山田町
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な
ど
に
立
地
し
た
家
屋
が
津
波
に
よ
る
浸
水

で
面
的
に
広
く
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
津
波

を
原
因
と
す
る
大
規
模
な
火
災
の
発
生
に
よ

り
、浸
水
域
以
外
の
家
屋
も
焼
失
し
ま
し
た
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
関
係
で
は
、
震

災
前
（
平
成
22
年
３
月
）
の
登
録
漁
船
１
、

９
９
２
隻
の
う
ち
ほ
ぼ
９
割
に
あ
た
る
１
、

７
９
１
隻
の
船
が
流
失
し
、
養
殖
施
設
や
作

業
小
屋
の
ほ
と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
を
亡
く
し
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
光
景
か
ら
は
、
今
日
の
町
の
姿
は
想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
カ
年
の
復
興
ス
テ
ッ
プ
重
ね

「
コ
ン
パ
ク
ト
」
な
ま
ち
づ
く
り

「
二
度
と
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
」
を
理
念
に
、
何
よ
り
も
津
波
か
ら
命
を

守
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
復
興
に
向
け
歩

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
12
月
に

策
定
し
た
「
山
田
町
復
興
計
画
」
で
は
、
10

カ
年
の
復
興
ス
テ
ッ
プ
を
「
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
と
な
る
土
地
や
基
盤
施
設
の
再
整
備
と

各
種
活
動
を
始
動
す
る
『
復
旧
期
』」、「
新

た
な
土
地
へ
の
建
設
開
始
と
各
種
活
動
を
本

格
始
動
す
る
『
再
生
期
』」、「
町
の
成
熟
化

と
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
各
種
活
動
を
拡
大

す
る
『
発
展
期
』」
を
お
お
む
ね
３
年
ず
つ

の
間
隔
で
設
定
。
段
階
に
応
じ
た
施
策
や
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

復
興
計
画
で
の
都
市
の
骨
格
形
成
（
ま
ち

の
空
間
イ
メ
ー
ジ
）
で
目
指
し
た
の
は
、
既

存
市
街
地
・
集
落
を
基
本
に
し
た
「
コ
ン
パ

ク
ト
」な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
宅
地
整
備
は
、

既
存
集
落
と
で
き
る
だ
け
隣
接
す
る
形
で
高

台
団
地
や
災
害
公
営
住
宅
を
整
備
し
、
従
来

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
つ
な
が
り
を
重

視
し
ま
し
た
。
町
中
心
部
は
、
現
在
の
三
陸

鉄
道
リ
ア
ス
線
・
陸
中
山
田
駅
周
辺
と
国
道

45
号
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
を
「
ま
ち
な
か
再

生
区
域
」
と
位
置
づ
け
、
震
災
前
は
広
範
囲

に
分
散
し
て
い
た
商
店
や
図
書
館
、
郵
便
局

や
銀
行
な
ど
を
集
約
。
災
害
公
営
住
宅
（
１

４
６
戸
）
も
隣
接
さ
せ
、
利
便
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

観
光
の
復
興
で
地
域
活
性
化
へ

『
山
田
フ
ァ
ン
』
の
拡
大
狙
う

未
曾
有
の
災
害
か
ら
10
年
。
焦
土
と
化
し

て
い
た
町
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
、
公
共
施

設
な
ど
の
再
建
が
進
み
、
道
路
や
街
並
み
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。平
成
30
年
度
に
は
、

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
が
開
通
し
、今
年
度
は
、

青
森
県
八
戸
市
か
ら
宮
城
県
仙
台
市
ま
で
の

全
長
３
５
９
㎞
を
つ
な
ぐ
三
陸
沿
岸
道
路
が

お
お
む
ね
全
線
開
通
す
る
見
通
し
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
る
「
観
光
客
」

や
「
通
過
客
」
に
感
動
を
与
え
、リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
る
『
山
田
フ
ァ
ン
』
の
拡
大
に
向
け
た

観
光
政
策
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

復
興
計
画
に
お
け
る
復
旧
期
を
過
ぎ
、
再

生
期
か
ら
発
展
期
へ
差
し
掛
か
っ
た
平
成
27

年
に
は
「
観
光
の
振
興
」
を
掲
げ
「
山
田
町

観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」を
組
織
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
頼
ら
ず
、
観
光
に

携
わ
る
人
が
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
と
し
て
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
は
、
会
議
や
専
門
部
会
の
ほ
か
、
勉

強
会
を
開
き
、
観
光
に
携
わ
る
立
場
か
ら
の

現
場
の
声
、
専
門
的
な
視
点
、
町
民
に
よ
る

検
討
な
ど
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
翌
年
の
平

成
28
年
度
に
は
観
光
協
会
や
商
工
会
員
な
ど

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
山
田
町
体
験
観
光
推

進
協
議
会
」
を
設
立
。「
や
ま
だ
ワ
ン
ダ
フ

ル
体
験
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
名
称
で
観
光
客
向

け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
り
ま
と
め
な
ど

を
行
い
、
行
政
と
民
間
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
た
プ

ラ
ン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

山
田
湾
で
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
オ
ラ
ン
ダ

島
上
陸
、
漁
船
ク
ル
ー
ズ
、
養
殖
い
か
だ
見

学
、漁
業
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、

震
災
語
り
部
ガ
イ
ド
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
野

菜
の
摘
み
取
り
体
験
な
ど
、被
災
地
で
あ
り
、

漁
業
と
農
業
が
隣
り
合

う
本
町
ら
し
い
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
感
で

き
ま
す
。

「
ま
た
来
よ
う
」
―

―
。
そ
ん
な『
山
田
フ
ァ

ン
』
を
増
や
す
た
め
、

山
田
町
な
ら
で
は
の
観

光
を
磨
き
上
げ
て
い
き

ま
す
。

▲

波
の
静
か
な
山
田
湾
で
楽
し
め
る
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

▲�

商
業
施
設
や
公
共
施
設
、
金
融
機
関
な
ど
が

集
約
さ
れ
た
「
ま
ち
な
か
再
生
区
域
」
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無
人
島
で
非
日
常
の
体
験
を 

オ
ラ
ン
ダ
島
を
観
光
の
起
爆
剤
に

江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
20
（
１
６
４
３
）

年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が
山
田

湾
に
入
港
。
水
、
食
料
を
補
給
す
る
た
め
に

訪
れ
た
船
員
た
ち
を
町
の
人
々
は
温
か
く
も

て
な
し
ま
し
た
。
そ
の
後
３
５
０
年
の
時
を

経
て
平
成
５
年
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
文
化

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
田
湾
に
浮
か
ぶ

無
人
島
が
「
オ
ラ
ン
ダ
島
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
は
、
こ
う
し
た
史
実
が
も
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

白
い
砂
浜
が
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
島
は
「
東
北

唯
一
の
無
人
島
海
水
浴
場
」
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
施
設
や

遊
歩
道
、
桟
橋
が
被
災
し
、
海
水
浴
は
休
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
民

や
有
志
団
体
が
倒
木
の
撤
去
や
海
岸
の
清
掃

な
ど
を
行
い
、
国
の
復
興
事
業
に
よ
り
遊
歩

道
や
避
難
路
、
桟
橋
の
整
備
が
完
了
。
10
年

ぶ
り
の
再
開
と
な
っ
た
昨
年
の
海
開
き
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
う

け
、
町
民
に
限
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
期
間
の
み
を
限
定
し
、
海
水
浴
場
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
島
を
活
用
し
た
体
験
観
光
を
企

画
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
１
つ
が
「
無
人
島

キ
ャ
ン
プ
」。
昨
年
10
月
に
専
門
家
な
ど
の

体
験
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
釣
り
や
散
策
等

の
ほ
か
、
町
の
海
産
物
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
客
を
受
け
入
れ
る
本
格
利
用
に
向

け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
田
湾
の
真
ん
中
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
島
で
の

「
無
人
島
キ
ャ
ン
プ
」
が
実
現
す
れ
ば
、
他

県
か
ら
の
集
客
も
狙
う
こ
と
が
で
き
、
滞
在

型
観
光
の
誘
客
の
起
爆
剤
と
し
て
も
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
詰
め
込
む

新
・
道
の
駅
を
賑
わ
い
の
拠
点
に

本
町
で
は
「
ま
た
来
た
く
な
る
、
山
田
町

の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
が
詰
ま
っ
た
賑
わ
い
の

拠
点
」
を
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
し
い
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
「（
仮
称
）
新
・
道
の

駅
や
ま
だ
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
三

陸
沿
岸
道
路
の
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
く
、
既
設
の
国
道
45
号
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

が
容
易
で
、
観
光
客
や
通
過
客
、
地
元
利
用

客
に
も
利
便
性
の
高
い
好
条
件
の
立
地
を
生

か
し
た
施
設
と
す
る
計
画
で
す
。

地
元
客
に
喜
ば
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、
具
体
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
①

町
の
生
鮮
食
品
や
特
産
品
を
味
わ
い
・
購
入

で
き
る
「
物
流
・
物
産
の
拠
点
」
②
町
な
ら

で
は
の
食
べ
方
や
遊
び
方
を
気
軽
に
楽
し
め

る
「
体
験
の
拠
点
」
③
新
規
出
店
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
を
支
援
す
る
「
挑
戦
の
拠
点
」
④

観
光
資
源
や
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
す
る

「
情
報
発
信
の
拠
点
」
―
―
の
４
つ
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

復
興
後
の
町
全
体
に
波
及
効
果
を
も
た
ら

す
新
た
な
施
設
と
し
て
、
令
和
５
年
７
月
の

開
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
進
め
　
　

希
望
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
へ

震
災
後
、
本
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
山
田

町
復
興
計
画
」
が
終
了
し
、
震
災
復
興
か
ら

新
し
い
町
づ
く
り
に
舵
を
切
る
初
年
度
と
な

り
ま
す
。
併
せ
て
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
９

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
。

「
個
性
豊
か
に
　
ひ
と
が
輝
き
　
ま
ち
が
潤

う
　
山
田
町
」
を
目
標
に
掲
げ
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
復
興
を
遂
げ
た
町
が
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
希
望
と
と
も
に
引
き
継
が
れ

る
よ
う
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
担
い
手
確

保
、
町
内
へ
の
移
住
促
進
や
子
育
て
環
境
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

�

山
田
町
長
　
佐
藤
　
信
逸

（
令
和
３
年
８
月
23
日
付
第
３
１
７
０
号
）

▲�「（
仮
称
）
新
・
道
の
駅
や
ま
だ
」�

�

外
観
イ
メ
ー
ジ

▲
�「

無
人
島
キ
ャ
ン
プ
」
の
受
け
入
れ
準
備
を

進
め
る
オ
ラ
ン
ダ
島

岩手県 山田町
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１
　町
の
概
要

宮
城
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
東
西
約
６

㎞
、
南
北
約
12
㎞
の
ほ
ぼ
長
方
形
の
形
を
な

す
町
で
、
面
積
は
64
・
58
㎢
、
地
形
は
西
か

ら
阿
武
隈
高
地
か
ら
連
な
る
丘
陵
地
、
海
岸

平
野
に
大
別
さ
れ
、
西
高
東
低
の
均
一
的
な

地
形
が
連
続
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

気
候
は
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
す
る
た
め
、

海
流
の
影
響
に
よ
り
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温

暖
で
降
雪
が
少
な
く
、
比
較
的
過
ご
し
や
す

い
地
域
と
な
っ
て
お
り
、「
東
北
の
湘
南
」

と
も
称
さ
れ
ま
す
。

震
災
前
の
人
口
は
約
１
６
、
７
０
０
人
、

世
帯
数
は
約
５
、
５
０
０
世
帯
で
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
は
、西
部
丘
陵
地
で
り
ん
ご
、

中
央
部
平
野
で
水
稲
、
東
部
砂
質
土
壌
で
い

ち
ご
の
一
大
産
地
が
形
成
さ
れ
、
特
に
、
り

ん
ご
、
い
ち
ご
は
、
県
内
で
も
有
数
の
生
産

量
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
特
産
品
で
あ

る
ホ
ッ
キ
貝
の
資
源
管
理
型
漁
業
に
取
り
組

み
、
品
質
・
水
揚
げ
量
と
も
に
県
内
随
一
の

実
績
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

２
　未
曾
有
の
災
害

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
12
ｍ
も
の
巨
大
津
波
が
、
町

内
全
域
の
約
40
％
（
可
住
地
の
約
60
％
）
に

襲
来
し
、
多
く
の
尊
い
命
と
、
住
ま
い
や
鉄

道
等
の
生
活
基
盤
、
農
地
等
の
産
業
基
盤
を

▲

新
市
街
地
「
つ
ば
め
の
杜
地
区
」

▲町の復興を牽引、完熟いちご復活

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

宮城県

山元町
やまもとちょう

後
世
に
誇
れ
る「
新
生
や
ま
も
と
」を

目
指
し
て

宮城県

山元町
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一
瞬
に
し
て
奪
い
去
り
ま
し
た
。

死
者
６
３
７
人
（
震
災
関
連
死
含
む
）、

住
宅
４
、
４
４
０
棟
（
全
壊
50
％
、
大
規
模

半
壊
12
％
、
半
壊
12
・
４
％
、
一
部
損
壊

25
・
６
％
）
が
被
害
を
受
け
、
最
大
19
か
所

の
避
難
所
を
開
設
、
避
難
者
も
最
大
５
、
８

２
６
人
に
上
り
ま
し
た
。

３
　マ
ン
パ
ワ
ー
の
支
援
に
感
謝

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
町
で
は
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
が
続
く
中
、
被
災
者
の
生
活

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
と
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
、
い
ち
早
く
罹
災
証
明
の
発
行

に
着
手
。
避
難
所
を
運
営
し
な
が
ら
、
町
内

８
か
所
に
１
、
０
８
０
戸
の
応
急
仮
設
住
宅

を
整
備
し
、
発
災
翌
月
末
に
は
順
次
入
居
を

始
め
、
同
年
８
月
に
は
全
て
の
避
難
所
を
閉

鎖
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
12
月
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
構
想
「
第
５
次
山
元
町
総
合
計
画
」
と
し

て
位
置
付
け
た
「
山
元
町
震
災
復
興
計
画
」

を
策
定
し
、「
住
ま
い
の
再
建
」
と
「
生
業

の
再
生
」、「
町
民
の
安
全
・
安
心
」
を
最
優

先
に
復
旧
・
復
興
を
進
め
ま
し
た
。

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
の
町
職
員
数
は
１
６
７
人
（
う

ち
行
政
職
１
４
０
人
前
後
）
の
み
、
区
画
整

理
事
業
の
経
験
も
な
く
、
土
木
の
専
門
職
員

も
少
な
い
中
、
予
算
規
模
も
震
災
前
の
約
55

億
円
（
一
般
会
計
）
か
ら
、
平
成
24
年
度
に

は
約
７
１
６
億
円
規
模
に
ま
で
達
し
、
圧
倒

的
に
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
全
国
各
地
１
２
０

を
超
え
る
自
治
体
か
ら
、
昨
年
度
末
時
点
で

ト
ー
タ
ル
６
９
０
人
、
年
間
最
大
１
１
３
人

（
平
成
27
年
度
）
も
の
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
を
は
じ
め
町
職
員
に

ど
れ
程
励
み
に
な
っ
た
こ
と
か
。
即
戦
力
と

し
て
、「
チ
ー
ム
山
元
」
の
一
員
と
な
り
復

興
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
　�命
と
減
災
を
最
優
先
に�

町
を
大
改
造�

復
興
計
画
で
は
、
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
後
世
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
単
な
る
復

旧
に
留
ま
ら
な
い
「
創
造
的
な
復
興
」
を
目

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
土
地
利
用
の
基
本

的
な
方
針
と
し
て
、
被
災
状
況
を
踏
ま
え
た

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
見

据
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
全
て
の
世
代
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

そ
の
中
で
、最
優
先
事
項
と
し
た
の
は「
命

と
減
災
」
へ
の
取
組
を
果
敢
に
進
め
る
こ
と

で
し
た
。
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
海

岸
防
潮
堤
（
一
線
堤
）
の
本
格
復
旧
と
、
防

災
緑
地
や
沿
岸
幹
線
道
路
（
二
線
堤
）
の
嵩

上
げ
に
よ
る
多
重
防
御
で
の
津
波
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
岸
部
に
は
、
津
波
か
ら
命
を
守

る
た
め
、
一
時
避
難
場
所
と
し
て
標
高
９
ｍ

の
築
山
（
避
難
丘
）
を
備
え
た
３
か
所
の
防

災
公
園
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
か

ら
丘
通
り
に
延
び
る
10
本
の
避
難
道
路
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

津
波
に
よ
り
流
失
し
た
鉄
道
施
設
（
駅
舎

含
む
）
は
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
約
１
・
１
㎞
内
陸
側
へ
移
設（
区

間
延
長
約
14
・
６
㎞
）
の
上
、
一
部
区
間
を

高
架
し
、
平
成
28
年
12
月
に
運
行
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。

５
　 �

拠
点
形
成
を
目
指
し
た�

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

沿
岸
部
の
住
居
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
集

団
移
転
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
移
転
先
と
し

て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
の
も
と
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
新
駅
を
軸
に
、
新
生
や
ま
も

と
の
発
展
を
牽
引
す
る
「
町
の
顔
」
と
し
て

新
山
下
駅
周
辺
地
区
（
つ
ば
め
の
杜
地
区
）、

医
療
・
福
祉
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
宮
城
病
院
周
辺
地
区
（
桜
塚
地
区
）、

発
展
の
一
翼
を
担
う
副
都
心
と
し
て
新
坂
元

駅
周
辺
地
区
（
町
東
地
区
）
の
３
つ
の
新
市

街
地
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
３
つ
の
新
市
街
地
に
は
、
復
興
公
営

住
宅
（
災
害
公
営
住
宅
）
４
９
０
戸
、
分
譲

宅
地
２
５
１
区
画
を
整
備
し
、
復
興
公
営
住

宅
に
つ
い
て
は
、
県
内
最
速
の
平
成
25
年
４

月
か
ら
順
次
入
居
を
開
始
し
ま
し
た
。

特
に
、「
つ
ば
め
の
杜
地
区
」
に
は
、
被

災
し
た
保
育
所
を
統
合
新
築
し
た
ほ
か
、
小

学
校
を
沿
岸
部
か
ら
移
転
復
旧
し
、
さ
ら
に

児
童
館
を
含
む
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
、
隣
接
す
る
「
つ
ば
め
の
杜
中
央
公
園
」

で
は
大
型
遊
具
も
配
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
溢
れ
、
子
育
て
世
代
の
方
々

に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

６
　 �

将
来
を
見
据
え
た�

「
大
区
画
ほ
場
整
備
」

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
農
地
の
約

59
％
に
相
当
す
る
約
１
、
４
１
６
ha
の
農
地

が
津
波
に
よ
り
浸
水
し
、
水
田
は
、
全
体
１
、

４
３
０
ha
の
う
ち
１
、０
５
９
ha（
74
・
１
％
）

が
作
付
不
可
、そ
の
う
ち
９
８
６
ha
（
69
％
）

が
被
害
水
田
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
し
た
東
部
地
域
（
山
元
北
部
地
区
１

４
４
・
２
ha
・
磯
地
区
55
・
1 

ha
・
山
元
東

▲�内陸へ約１・１㎞移設、高架を走る電車

▲�噴水で遊ぶ子どもたち（つばめの杜中央公園）
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11

部
地
区
６
０
２
・
９
ha
）
の
土
地
を
用
途
に

応
じ
て
集
積
し
、
農
用
地
の
大
区
画
化
、
意

欲
あ
る
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
な
ど
、

経
営
規
模
の
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
営
農
に
必
要
と
な
る
施
設
（
出
荷

調
製
貯
蔵
施
設
）・
農
業
機
械
を
整
備
、
併

せ
て
排
水
施
設
の
機
能
強
化
を
推
進
し
、
農

業
の
効
率
化
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
取
組
が

功
を
奏
し
、
震
災
以
降
、
25
社
（
い
ち
ご
関

係
15
社
）
の
農
業
法
人
が
設
立
、
被
災
農
地

の
新
た
な
担
い
手
と
な
っ
た
ほ
か
、
地
域
活

性
化
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

７
　� 復
興
を
大
き
く
牽
引�

「
い
ち
ご
の
産
地
」
復
活

震
災
前
、
町
の
主
要
生
産
品
で
あ
っ
た
い

ち
ご
は
、津
波
に
よ
り
栽
培
施
設
の
97
％（
１

２
5
／
１
２
９
戸
）
が
流
失
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た

い
ち
ご
の
復
活
は
、
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、

町
民
誰
も
が
そ
の
復
活
を
願
う
も
の
と
な

り
、
そ
の
復
活
が
町
に
元
気
を
与
え
、
農
業

の
復
興
へ
と
導
い
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
、

町
を
挙
げ
て
山
元
産
い
ち
ご
の
復
活
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

震
災
前
、
沿
岸
部
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

立
ち
並
び
、
土
耕
栽
培
が
主
で
あ
っ
た
い
ち

ご
栽
培
の
手
法
を
大
き
く
転
換
。
平
成
26
年

４
月
、
内
陸
に
４
か
所
の
い
ち
ご
団
地
を
整

備
し
、
大
型
ハ
ウ
ス
に
よ
る
高
設
ベ
ン
チ
で

の
水
耕
栽
培
を
導
入
し
、
同
年
11
月
に
は
、

い
ち
ご
団
地
に
参
加
す
る
52
戸
全
戸
で
出
荷

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
後
に
設
立
さ
れ
た
い
ち
ご
関

係
の
農
業
法
人
に
よ
る
販
路
開
拓
や
ブ
ラ
ン

ド
化
、
観
光
農
園
な
ど
に
よ
り
、
い
ち
ご
の

町
と
し
て
認
知
度
が
ア
ッ
プ
、
震
災
前
「
13

億
円
」
で
あ
っ
た
生
産
額
が
、
令
和
２
年
産

で
「
16
億
円
」
と
大
き
く
躍
進
し
ま
し
た
。

８
　� 賑
わ
い
の
拠
点�

「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」

平
成
31
年
２
月
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
坂
元
駅
前

に
、
新
た
な
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の

郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
以

来
、
山
元
産
い
ち
ご
の
復
活
や
、
同
じ
く
震

災
で
海
底
に
沈
ん
だ
瓦
礫
の
影
響
に
よ
り
漁

が
で
き
な
か
っ
た
「
ホ
ッ
キ
貝
」
の
漁
の
本

格
再
開
な
ど
も
後
押
し
と
な
り
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
わ
ず
か
２
年
３
か
月
で
、

売
上
げ
約
７
・
５
億
円
、
来
場
者
も
約
１
３

０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
い
ち
ご
や
り
ん

ご
、
ホ
ッ

キ
貝
、シ
ャ

イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な

ど
の
特
産

品
の
ほ
か
、

新
鮮
な
地

元
野
菜
や

魚
介
類
、

郷
土
料
理

の
「
ホ
ッ
キ
め
し
」
や
「
は
ら
こ
め
し
」

な
ど
町
の
名
産
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
、

開
業
以
来
、
千
客
万
来
の
賑
わ
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ

ン
し
、「
和
・
洋
・
中
」
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
３
店
舗
が
季
節
の
郷
土
料
理
や

地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
食
事
を
提
供
し
て
お
り
、

買
い
物
、
食
事
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

９
　「震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
」
公
開

巨
大
津
波
か
ら
90
人
の
命
を
守
り
、
49
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
中
浜
小
学
校
は
、
震

災
10
年
目
に
防
災
教
育
の
場
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
昨
年
９
月
26
日
に
、
県
南
唯
一
の

震
災
遺
構
と
し
て
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
し
た
施
設
に
直
接
立
ち
入
っ

て
見
学
で
き
る
数
少
な
い
震
災
伝
承
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
安
全
性
に
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
、
倒
れ
か
か
っ
た
壁
、

配
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
天
井
な
ど
、
被

災
し
た
際
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
お

り
、
当
時
の
様
子
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲�郷土料理「ホッキめし」

▲�

お
か
げ
さ
ま
で
大
盛
況
！
農
水
産
物
直
売
所

「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」

▲�見学体験の工夫などが評価され、グッドデザイン賞をダブル受賞した� �
「震災遺構中浜小学校」

▲�陽ざしの中、一面に咲き誇る色鮮やかなひまわり
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10
　� 人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
、�

選
ば
れ
る
町
へ

震
災
以
降
、
町
で
は
新
市
街
地
の
整
備
を

含
め
大
規
模
な
復
旧
・
復
興
事
業
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、「
子
育
て
す
る
な
ら
山
元
町
」、

「
住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り
山
元
町
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援
施
策
、
県
内
最
高
水

準
と
な
る
移
住
・
定
住
支
援
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
人
口
は
急
激
に
減

少
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
取
組
が
功
を
奏
し
、

平
成
26
年
７
月
以
降
１
２
、０
０
０
人
台（
住

民
基
本
台
帳
人
口
）
を
維
持
、
平
成
28
年
度

か
ら
５
年
連
続
で
転
入
者
が
転
出
者
を
上
回

る
社
会
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
　賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
町
へ

震
災
前
、
町
の
交
流
人
口
は
年
間
10
万
人

足
ら
ず
、「
ホ
ッ
キ
祭
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
来
訪
が
殆
ど
と
い
う
状
況
で
し
た

が
、
第
６
次
山
元
町
総
合
計
画
（
令
和
元
年

12
月
策
定
）
で
は
、
交
流
人
口
１
０
０
万
人

と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
震
災
前
の
実
績
を
考
え
れ
ば
途
方
も
な

い
目
標
設
定
で
、
中
に
は
疑
問
を
持
つ
方
も

い
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
町
外
か
ら
来
訪

の
目
的
と
な
る
よ
う
な
交
流
拠
点
と
し
て
農

水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
の

郷
」
を
整
備
、町
の
３
大
特
産
品
（
い
ち
ご
、

り
ん
ご
、
ホ
ッ
キ
貝
）
に
加
え
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
１
番
人
気
に
な
っ
て
い
る

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、
海
岸
に
近
い
砂

地
で
育
て
ら
れ
た
品
質
の
高
い「
復
興
芝
生
」

を
含
め
た

５
大
特
産

品
に
成
長
、

町
の
新
た

な
魅
力
も

増
え
て
い

ま
す
。

春
は「
い

ち
ご
狩
り
」

（
12
月
～
５

月
頃
）、
夏

に
は
沿
岸

部
で
大
区

画
化
さ
れ

た
農
地
に

緑
肥
と
し

て
作
付
け

さ
れ
た
ヒ

マ
ワ
リ
が

咲
き
誇
る

「
ひ
ま
わ
り

祭
り
」、
秋
に
は
「
ぶ
ど
う
狩
り
」、
冬
に
は
、

復
興
支
援
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
光
の
祭

典
「
コ
ダ
ナ
リ
エ
」
が
開
催
さ
れ
、
四
季
折
々
、

新
た
な
町
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
、
交
流

人
口
１
０
０
万
人
の
実
現
も
間
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

12
　 �

令
和
の
幕
開
け
と
と
も
に�

新
庁
舎
開
庁

震
災
前
の
町
は
、
東
に
牡
鹿
半
島
ま
で

望
め
る
雄
大
な
太
平
洋
と
、
青
々
と
茂
る

松
林
、
美
し
い
砂
浜
、
そ
し
て
、
平
野
部

か
ら
阿
武
隈
山
地
の
ふ
も
と
ま
で
広
が
る

豊
か
な
田
園
風
景
の
中
で
、
町
民
み
ん
な

が
顔
見
知
り
と
い
う
、
ま
さ
に
「
日
本
の
原

風
景
」
と
も
い
え
る
営
み
、
街
並
み
が
あ
り

ま
し
た
。

震
災
に
よ
り
、
そ
の
街
並
み
が
一
変
、
誰

し
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曽
有
の
災

害
に
、
多
く
の
町
民
が
戸
惑
い
、
そ
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
「
命
の
尊
さ
」
に
改
め
て
向

き
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
発
災
直
後
か
ら
、
関
係

機
関
を
は
じ
め
、
全
国
、
さ
ら
に
は
国
境
を

越
え
て
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
か
ら
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
派
遣
を
い
た
だ
い
た
多
く

の
自
治
体
で
は
、
必
ず
し
も
職
員
数
が
充
足

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
状
況
下
で
、
地
方
の

小
さ
な
町
に
、
派
遣
応
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は
誠
に
有
難
く
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
復
興
し

た
「
新
生
や
ま
も
と
」
を
、
町
を
訪
れ
る
全

て
の
方
々
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
後
世
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

山
元
町
長
　
齋
藤
　
俊
夫

（
令
和
３
年
７
月
５
日
付
第
３
１
６
５
号
）▲役場新庁舎開庁式

▲�復興芝生の園庭で遊ぶ子どもたち（つばめの杜保育所）

▲�旬の果物（りんご・シャインマスカット）

▲�イルミネーションが彩る光の祭典「コダナリエ」

宮城県 山元町
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は
じ
め
に

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
こ
こ
ま

で
全
国
各
地
の
皆
さ
ま
か
ら
町
の
再
建
に
対

す
る
物
心
共
の
支
援
を
賜
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
あ
ら
た

め
て
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

女
川
町
の
紹
介

女
川
町
は
、
宮
城
県
の
東
、
牡
鹿
半
島
基

部
に
位
置
し
、
東
部
は
太
平
洋
に
面
し
、
西

部
、
南
部
、
北
部
の
三
方
を
北
上
山
地
か
ら

伸
び
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
山
林
が
84
％
と
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
陸
特
有

の
リ
ア
ス
式
海
岸
か
ら
な
る
女
川
湾
の
沖
合

に
は
、
江
島
列
島
や
出
島
な
ど
大
小
の
島
々

が
散
在
し
て
お
り
、
奥
州
三
大
霊
場
の
１
つ

で
あ
る『
霊
島 

金
華
山
』は
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、
女
川
港
か
ら
定

期
船
が
出
て
い
ま
す
。『
女
川
』
の
由
来
は
、

前
九
年
の
役
の
頃
、
豪
族 

安
倍
貞
任
が
源

氏
方
の
軍
と
戦
っ
た
際
に
、
一
族
の
婦
女
子

を
安
全
地
帯
で
あ
る
『
安
野
平
』
に
避
難
さ

せ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
か
ら
流
れ
出
す
渓

流
を
『
女
川
』
と
呼
び
、の
ち
に
地
名
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
上
山
地
と
太
平
洋
が
交
わ
る
風
光
明
媚

な
リ
ア
ス
式
海
岸
は
天
然
の
良
港
を
形
成

し
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
・
ホ
ヤ
・
ギ
ン
ザ
ケ
な

ど
の
養
殖
業
が
盛
ん
で
、
世
界
三
大
漁
場
の

１
つ
で
あ
る
金
華
山
沖
漁
場
が
近
い
こ
と
か

ら
、
魚
市
場
に
は
年
間
を
通
じ
て
暖
流･

寒

流
の
豊
富
な
魚
種
が
数
多
く
水
揚
げ
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
サ
ン
マ
の
水
揚
げ
は
、
女
川
魚

市
場
の
水
揚
魚
種
の
中
で
は
最
大
の
数
量
・

金
額
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
有
数
の
サ
ン
マ

水
揚
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲

J
R
女
川
駅
上
空
か
ら
女
川
湾
を
望
む
。
駅
舎
か
ら
海
ま
で
直
線
に
延
び
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、

通
称
「
レ
ン
ガ
み
ち
」
で
あ
る
。

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

宮城県

女川町
おながわちょう

あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
が

　
　
　世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ

宮城県
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東
日
本
大
震
災

平
成
23
年
3
月
11
日
14
時
46
分
、
突
き
上

げ
る
よ
う
な
縦
揺
れ
と
大
き
な
横
揺
れ
が
発

生
し
、
女
川
町
で
は
震
度
6
弱
、
地
震
に
よ

る
津
波
は
最
大
津
波
高
14
・
8
ｍ
、
最
大
浸

水
高
18
・
5
ｍ
、
最
大
遡
上
高
34
・
7
ｍ
を

観
測
。
最
大
津
波
高
と
遡
上
高
は
県
内
最
大

を
記
録
し
ま
し
た
。こ
の
巨
大
津
波
に
よ
り
、

当
時
の
人
口
１
０
、
０
１
４
人
の
う
ち
、
８

２
７
人
（
8
・
3
％
）
も
の
尊
い
人
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
内
の
住
家
４
、
４

０
０
棟
の
う
ち
、
７
割
の
３
、
１
０
０
棟
が

流
失
（
全
壊
、
大
規
模
半
壊
）。
離
島
、
半

島
部
に
点
在
す
る
漁
業
集
落
で
も
住
家
の
ほ

か
、
カ
キ
処
理
場
、
ギ
ン
ザ
ケ
、
ホ
ヤ
な
ど

の
養
殖
施
設
、
漁
船
等
が
流
失
し
、
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

震
災
か
ら
の
復
興

発
災
か
ら
間
も
な
い
4
月
、
当
時
の
安
住

宣
孝
町
長
は
復
興
計
画
の
策
定
に
向
け
復
興

推
進
室
と
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
、
震
災

か
ら
6
か
月
後
の
9
月
に
「
女
川
町
復
興
計

画
」
が
町
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

復
興
計
画
は
「
と
り
も
ど
そ
う
笑
顔
あ
ふ

れ
る
女
川
町
」を
復
興
の
基
本
目
標
に
掲
げ
、

「
防
災
」「
産
業
」「
住
環
境
」「
保
健
・
医
療
・

福
祉
」「
人
材
育
成
」
の
5
本
柱
を
復
興
方

針
に
復
興
期
間
は
平
成
23
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
の
8
年
間
と
し
ま
し
た
。

女
川
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
特

徴
の
１
つ
は
、『
ま
ち
と
海
の
眺
望
を
遮
る

巨
大
防
潮
堤
を
造
ら
な
か
っ
た
こ
と
』
に
あ

り
ま
す
。
湾
口
を
囲
む
国
道
３
９
８
号
を
海

側
の
側
面
に
防
潮
堤
機
能
を
持
た
せ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
兼
用
堤
」
を
整
備
し
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
浸
水
し
た
区
域
は
、
一
定
の

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
建
物
で
な
け
れ
ば
居
住

で
き
な
い
「
災
害
危
険
区
域
」
に
指
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ひ
な
壇
構
造
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前
商
業
エ
リ
ア
や
新
し

い
高
台
住
宅
地
の
眺
望
軸
か
ら
は
「
海
」
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
　
　
　

民
間
と
の
関
わ
り

震
災
直
後
に
行
政
（
町
職
員
）
が
被
災
者

の
捜
索
活
動
や
避
難
所
運
営
を
行
う
中
、
民

間
側
の
産
業
界
は
『
女
川
の
ま
ち
は
俺
た
ち

が
守
る
』
を
旗
印
に
、
水
産
業
や
商
工
業
な

ど
の
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
民
間
の
組
織

「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
町
商
工
会
会

長
は
、平
成
23
年
4
月
の
設
立
総
会
時
に「
町

の
復
興
に
は
10
年
も
20
年
も
か
か
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
復
興
の
中
心
と
な
る
の
は
、
若
者

世
代
。町
の
復
興
は
責
任
世
代
と
な
る
30
代
、

40
代
の
若
者
に
託
す
。
還
暦
以
上
は
口
を
出

さ
ず
、
側
面
支
援
に
徹
す
る
（
弾
除
け
に
な

る
）」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
時
、
町
商
工
会
会
長
は
還
暦
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｆ
Ｒ
Ｋ
は
民
間
独
自
の
復
興
計

画
を
策
定
し
て
平
成
24
年
１
月
に
町
と
議
会

に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
民
間
独
自
の
復
興

計
画
は
、
①
数
十
年
に
一
度
発
生
す
る
津
波

に
対
し
て
も
浸
水
し
な
い
ま
ち
、
②
複
数
の

避
難
道
路
の
整
備
、
③
大
人
も
子
ど
も
も
の

び
の
び
歩
き
、
活
動
で
き
る
ま
ち
な
ど
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
川
町
復
興
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
大
き
な

影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
産

業
界
を
中
心
と
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
的

に
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
け
ん
引
す
る
「
公
民

連
携
」
は
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
へ
の
取
組

現
在
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
国
が

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
国
内

で
は
地
方
都
市
、
特
に
被
災
地
で
は
、
著
し

い
少
子
高
齢
化
や
商
店
街
の
衰
退
等
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
女
川
町
も
被
災
前
1

万
人
だ
っ
た
人
口
は
大
き
く
減
少
し
、
現
在

は
６
、
２
０
０
人
あ
ま
り
で
す
。

震
災
前
に
も
、女
川
町
に
は「
担
い
手
不
足
」

や
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
な
ど
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

仮
に
震
災
前
と
全
く
同
じ
“
女
川
町
”
を
作
っ

て
し
ま
っ
て
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て

▲
�

駅
前
か
ら
女
川
港
に
向
か
っ
て
形
成
さ
れ
た

に
ぎ
わ
い
拠
点
は
、
都
市
景
観
大
賞
や
土
木

学
会
最
優
秀
賞
な
ど
の
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。
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い
な
い
“
女
川
町
”
を
も
う
一
度
作
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
口
が

減
少
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

行
政
だ
け
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
公
共
」

は
担
え
ず
、
行
政
と
民
間
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
「
チ
ー
ム
女
川
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

果
た
す
べ
き
得
意
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
重

要
で
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
女
川
町
で

は
震
災
後
、
町
民
と
行
政
、
い
わ
ゆ
る
公
民

が
共
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

地
域
経
営
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
解
決
に
向
け
、
膝
を
つ
き
合
わ
せ
な
が

ら
議
論
し
課
題
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。

「
活
動
人
口
」
の
創
出

女
川
町
で
は
「
あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
が

世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
！ 

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

震
災
か
ら
の
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
震
災
前

か
ら
抱
え
て
き
た
町
の
課
題
を
解
決
し
、
震

災
に
よ
る
人
口
流
出
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
復
興
後
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、「
活
動
人
口
」
の
創
出
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
で
い
う「
活

動
人
口
」
と
は
、
女
川
と
い
う
町
を
活
用
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
人
々
を
指
し
ま

す
。
女
川
と
い
う
町
を
器
う
つ
わ
と
し
て
捉
え
、
町

を
使
っ
て
民
間
の
自
由
な
発
想
と
ア
イ
デ
ア

を
活
か
し
た
新
し
い
取
組
を
行
う
人
を
増
や

し
、
に
ぎ
わ
い
と
地
域
経
済
活
力
を
維
持
す

る
と
い
う
考
え
で
す
。

活
動
人
口
創
出
促
進
事
業

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
将
来
的
な
定
住
人
口

の
増
加
や
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
活

動
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、
女
川
町
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
行
う
「
お
試
し
移
住
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
短

期
間
（
5
～
30
日
間
）
で
、
実
際
に
住
み
、

町
の
人
や
雰
囲
気
に
触
れ
な
が
ら
女
川
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
体
感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
移
住
意
思
は
問
わ
ず
、
少
し

で
も
地
方
で
暮
ら
す
こ
と
・
働
く
こ
と
・
関

わ
る
こ
と
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
移
住
し

た
方
で
、
町
内
企
業
や
町
職
員
と
し
て
女
川

町
で
働
い
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
当

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
女
川
町
や
地
方
で
起
業

す
る
た
め
に
必
要
な
学
び
を
提
供
す
る
「
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
行
っ
て
お
り
、
震

災
前
の
女
川
町
に
は
な
か
っ
た
フ
レ
ー
バ
ー

日
本
茶
を
提
供
す
る
お
店
や
、ギ
タ
ー
工
房
、

手
作
り
石
鹸
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
飲
食

店
等
の
オ
シ
ャ
レ
で
魅
力
的
な
店
舗
も
駅
前

商
業
エ
リ
ア
や
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
に
出
店

し
て
い
ま
す
。

「
駅
前
シ
ン
ボ
ル
空
間
」
と
　
　
　

「
道
の
駅
お
な
が
わ
」

現
在
の
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
を
降
り
る
と
、
来
訪

者
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
駅
前
広
場
が
広

が
り
、
そ
の
先
に
は
海
へ
と
一
直
線
に
向
か

う
レ
ン
ガ
み
ち
が
続
き
ま
す
。
駅
を
降
り
る

と
目
の
前
に
交
通
ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
る
と
い

う
光
景
は
他
の
地
域
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前
広
場
は
、
あ
え
て
交
通

広
場
を
駅
舎
側
面
に
配
置
し
、
象
徴
的
な
駅

舎
正
面
を
歩
行
者
中
心
の
空
間
と
し
て
レ
ン

ガ
み
ち
の
起
点
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
幅
員

15
ｍ
の
レ
ン
ガ
み
ち
で
は
駅
か
ら
海
に
向

か
っ
て
順
に
、
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

建
設
し
た
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施
設
「
シ
ー
パ

ル
ピ
ア
女
川
」、同
じ
く
観
光
物
産
施
設
「
地

元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス
」、
住
民
と
の
話
し
合

い
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
“
ま

ち
の
居
間
”
で
あ
る
「
女
川
町
ま
ち
な
か
交

▲

�

歩
行
者
専
用
道
路
の
レ
ン
ガ
み
ち
で
は
、
音

楽
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
レ

ン
ガ
み
ち
を
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
に
見
立
て
た

結
婚
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

▲

�

ギ
タ
ー
工
房
や
多
彩
な
小
売
店
、
女
川
の
味

を
堪
能
で
き
る
飲
食
店
が
集
ま
る
。
ま
ち
歩

き
を
楽
し
み
な
が
ら
“
お
な
が
わ
”
を
満
喫

で
き
る
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」。
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流
館
」、
町
の
観
光
拠
点
と
な
る
「
女
川
町

た
び
の
情
報
館
ぷ
ら
っ
と
」
が
ま
ち
の
骨
格

を
形
成
し
、
こ
の
既
存
の
４
つ
の
施
設
を
エ

リ
ア
と
し
て
道
の
駅
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
同
エ
リ
ア
は
、
公
民
連
携
に
よ
る
民
間

活
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
管
理
運
営
に
よ

り
、
道
の
駅
お
な
が
わ
を
中
心
と
し
た
利
便

性
向
上
、
に
ぎ
わ
い
創
出
、
地
域
経
済
活
性

化
を
図
る
た
め
、
観
光
情
報
や
道
路
状
況
の

ほ
か
、
地
場
産
品
の
魅
力
や
震
災
復
興
の
歩

み
を
発
信
す
る
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
水
産
業
体
験
施
設
「
あ
が

い
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
背
後
地
に
は
換
地

手
法
等
に
よ
っ
て
整
備
し
た
自
立
再
建
型
の

商
業
業
務
地
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
で
も
あ
る
Ｊ
Ｒ
女
川

駅
か
ら
レ
ン
ガ
み
ち
の
眺
望
軸
は
、
初
日
の

出
方
向
に
向
け
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
元
旦

か
ら
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

震
災
遺
構
「
旧
女
川
交
番
」

駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
を
女
川
湾
に
向

か
っ
て
抜
け
る
と
、
そ
こ
に
は
震
災
遺
構
の

旧
女
川
交
番
が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
津
波
の
引
き
波
に
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
基
礎
部
分
の
杭
が
抜
か
れ
横
倒
し
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
建
物
に
は
漂
流
物
の

跡
や
残
骸
も
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
津
波
で
転

倒
し
た
の
は
日
本
で
は
初
め
て
の
事
例
で
、

世
界
的
に
見
て
も
希
少
で
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
の
記
憶
と
教
訓
、
そ
し
て
絶
望
か
ら
立

ち
上
が
っ
た
人
々
の
復
興
の
歩
み
を
後
世
へ

と
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
未
来
に
生
き
る

人
々
が
同
じ
悲
し
み
や
苦
し
み
を
味
わ
う
こ

と
の
無
い
よ
う
に
願
い
、
こ
の
旧
女
川
交
番

が
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

終
わ
り
に

現
在
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
全
世
界
で
大
変
と
い
う

一
言
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
過
酷
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
行
動
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
、

経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
が
出
て
お
り
、
女

川
町
の
産
業
界
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
状

況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

当
面
の
間
、
社
会
活
動
が
制
約
さ
れ
る

日
々
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
経
験
と
積
み
重
ね
て

き
た
も
の
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
困
難
な
状

況
に
あ
り
な
が
ら
も
希
望
を
描
き
な
が
ら
、

た
だ
立
ち
止
ま
り
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ

ば
か
り
で
は
な
く
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
町

民
一
丸
と
な
り
今
次
の
状
況
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
官
民
を
挙
げ
て
意
を
用
い

な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
も
、
日
頃

か
ら
の
対
策
を
お
取
り
い
た
だ
き
つ
つ
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
女
川
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
！

女
川
町
長
　
須
田
　
善
明

（
令
和
３
年
８
月
２
日
付
第
３
１
６
８
号
）

▲

�

店
頭
に
は
女
川
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚
や
水

産
加
工
品
等
の
地
場
産
品
が
並
ぶ
「
地
元
市

場
ハ
マ
テ
ラ
ス
」。

▲

�

元
日
の
波
静
か
な
女
川
湾
と
初
日
の
出
。
海

を
遮
る
防
潮
堤
を
造
ら
ず
に
海
へ
の
眺
望
軸

を
確
保
し
た
。

▲
�

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
引
き
波
に
よ
り
横

倒
し
に
な
っ
た
震
災
遺
構
「
旧
女
川
交
番
」。

宮城県 女川町
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〇
は
じ
め
に

川
内
村
は
、
福
島
県
浜
通
り
に
位
置
し
、

総
面
積
は
１
９
、
７
３
８
ha
、
う
ち
約
１
７
、

４
０
０
ha
が
林
野
で
占
め
ら
れ
、
美
し
い
自

然
と
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
震
災
前

３
、
０
２
８
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
及

び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

発
災
以
降
、「
一
歩
踏
み
出
せ
ば
奇
跡
は
起

こ
る
」
と
信
じ
、
当
村
の
復
興
を
進
め
て
き

ま
し
た
。お
陰
様
で
約
８
割
の
村
民
が
戻
り
、

愛
お
し
い
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
令
和
元
年
に
は
村
制
施
行
１
３
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
３
年
３
月
に

は
、
復
興
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
決
意
を

示
す
「
輝
村
宣
言
」
を
発
表
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す

べ
て
の
自
治
体
、
団
体
、
個
人
様
に
紙
面
を

お
借
り
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
豊
か
な
山
間
に
抱
か
れ
た
当
村
は
、

あ
の
震
災
・
原
発
事
故
以
来
「
被
災
地
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。事
故
直
後
、

村
民
は
全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
避
難

所
に
お
い
て
、
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
漠

然
と
し
た
喪
失
感
と
閉
塞
感
で
、
心
身
共
に

極
度
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
し
た
。さ
ら
に
、

目
に
見
え
な
い
放
射
能
が
、
補
償
や
賠
償
金

の
多
寡
等
で
格
差
を
生
じ
さ
せ
、
住
民
感
情

を
複
雑
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
を
生
じ
さ

せ
、
人
の
生
き
方
や
判
断
に
も
ず
け
ず
け
と

土
足
で
入
り
込
み
、
住
民
の
心
と
身
体
を
痛

め
つ
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
６
月
、
一
部
残
っ
て
い
た
居
住

制
限
区
域
が
解
除
さ
れ
、
村
の
避
難
指
示
区

域
は
全
て
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
住

民
が
戻
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
帰

還
促
進
と
い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

▲

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
「
高
田
島
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」

▲

�

令
和
3
年
5
月
に
完
成
し
た

「
か
わ
う
ち
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

福島県

川内村
かわうちむら

「
Ｇ
ｏ
！ 

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
　

～
今
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
へ
～
」

福島県

川内村
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〇
原
発
事
故
の
影
響

地
震
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
当
村
で
す

が
、
放
射
性
物
質
の
汚
染
を
踏
ま
え
、
３
月

15
日
に
私
自
ら
が
全
村
避
難
を
決
断
し
、
防

災
行
政
無
線
で
呼
び
か
け
、
翌
日
早
朝
か
ら

郡
山
市
の
「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」

に
避
難
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
富
岡
町
民
約

８
、
０
０
０
人
が
当
村
に
避
難
し
て
い
た
た

め
、富
岡
町
と
一
緒
の
避
難
と
な
り
ま
し
た
。

長
期
の
避
難
生
活
に
よ
る
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
体
調
を
崩
す

村
民
が
続
出
し
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
は

入
院
や
要
介
護
度
の
重
症
化
に
伴
う
施
設
入

所
が
増
え
ま
し
た
。
震
災
に
よ
る
直
接
死
は

ゼ
ロ
で
す
が
、
避
難
途
中
や
入
院
先
で
亡
く

な
っ
た
関
連
死
が
１
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。
放
射
能
の
リ
ス
ク
と
避
難
の
リ
ス
ク
が

同
時
並
行
的
か
つ
多
発
的
に
押
し
寄
せ
て
き

ま
し
た
。

農
林
畜
産
業
は
廃
業
及
び
休
業
に
追
い
込

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
も
激
変
し

ま
し
た
。
働
く
場
所
さ
え
失
わ
れ
、
県
外
避

難
に
よ
り
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
分
断
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た
最
大

の
被
害
は
、
住
民
間
の
軋
轢
と
人
間
の
尊
厳

の
喪
失
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
帰
村
宣
言

未
曾
有
の
環
境
変
化
の
中
、
当
村
の
放
射

線
量
は
、
地
区
に
よ
り
比
較
的
高
い
線
量
を

示
す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に

は
低
い
こ
と
が
判
明
し
、
除
染
を
実
施
す
る

こ
と
で
戻
れ
る
環
境
が
整
う
と
判
断
し
、
平

成
23
年
11
月
に
は
、
保
育
園
・
小
中
学
校
・

診
療
所
等
の
公
共
施
設
の
除
染
を
開
始
し
ま

し
た
。
加
え
て
原
発
の
水
素
爆
発
の
危
険
性

が
低
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
24
年
１

月
「
戻
れ
る
人
か
ら
戻
る
、
心
配
な
人
は
も

う
少
し
様
子
を
見
て
か
ら
戻
る
」
こ
と
で
帰

村
宣
言
を
行
い
、
同
年
４
月
、
１
年
ぶ
り
に

行
政
機
能
を
役
場
に
戻
し
、
除
染
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

帰
村
に
向
け
た
住
民
懇
談
会
で
は
、除
染
、

雇
用
、
医
療
介
護
、
教
育
、
買
物
交
通
、
補

償
、
賠
償
な
ど
戻
れ
な
い
理
由
を
訴
え
る
声

が
噴
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
た
だ
１
つ

共
通
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
１
日
も
早
く

我
が
家
に
戻
り
た
い
、
当
た
り
前
の
日
常
を

回
復
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
切
な
る
願

い
で
し
た
。
そ
の
思
い
に
応
え
る
た
め
、
速

や
か
に
役
場
で
の
業
務
を
再
開
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

〇�
震
災
原
発
事
故
か
ら
の�

復
旧
・
復
興

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
村
の
生
き
残
り
を
か
け
、
創
造
的
・
未

来
志
向
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
新
た

な
指
針
と
し
て
、
第
四
次
総
合
計
画
（
令
和

25
年
３
月
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

村
が
、
生
活
環
境
や
雇
用
な
ど
村
民
の
帰
村

を
促
進
す
る
た
め
の
復
興
事
業
を
先
行
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
双
葉
地
方
復
興

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担

う
、
そ
の
こ
と
も
村
づ
く
り
の
指
針
と
位
置

づ
け
ま
し
た
。

〇
除
染

除
染
は
、
帰
村
に
向
け
て
、
真
っ
先
に
取

り
組
む
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

空
間
線
量
の
軽
減
と
継
続
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
、
村
民
が
村
に
戻
り
、
放
射
能
の
脅
威
か

ら
解
放
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
し
た
。
先
ず
平
成
23
年
９
月
、

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
内
の
除
染
目
標
を
空

間
線
量
率
0
・
23
μ
Sv
／
h
以
下
に
設
定

し
、
村
内
１
、
０
７
０
世
帯
の
宅
地
除
染
を

実
施
し
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の

住
宅
除
染
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

農
地
、
道
路
、
森
林
へ
と
対
象
範
囲
を
広
げ

な
が
ら
生
活
空
間
の
除
染
を
進
め
る
と
と
も

に
、
村
内
10
か
所
に
、
除
染
廃
棄
物
の
一
時

保
管
場
所
で
あ
る
仮
置
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

除
染
が
完
了
し
た
世
帯
に
は
、
線
量
調
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
放
射
線
を
可
視
化

で
き
る
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
行

い
、
線
量
調
査
結
果
と
写
真
を
一
世
帯
ず
つ

配
布
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
活
空
間
の
安

心
・
安
全
を
提
供
し
ま
し
た
。
宅
地
除
染
は
、

▲

川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
避
難
所

▲

帰
村
宣
言
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平
成
26
年
３
月
に
全
世
帯
が
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

〇
雇
用
の
創
出
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

安
全
に
住
め
る
環
境
を
確
保
し
た
う
え

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
便
な
く
暮
ら
せ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
面

の
暮
ら
し
の
利
便
性
を
取
り
戻
し
つ
つ
、
隣

接
す
る
い
わ
き
市
・
田
村
市
・
小
野
町
な
ど

と
の
連
携
の
も
と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
住
宅
、
雇
用
、
買
い
物
、
医
療
、
教
育

（
高
校
通
学
を
含
む
）、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
介

護･

福
祉
、
ご
み
・
下
水
汚
泥
処
理
、
葬
祭

場
な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

住
環
境
整
備
で
は
、
震
災
前
の
村
営
住
宅

が
36
戸
と
新
た
に
住
宅
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に

比
し
て
少
な
く
、
住
宅
不
足
の
解
消
が
課
題

で
し
た
。
そ
こ
で
村
営
ア
パ
ー
ト
、
災
害
公
営

住
宅
、
若
者
定
住
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
及

び
子
育
て
支
援
住
宅
等
、
合
わ
せ
て
１
５
７

戸
を
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
民
間
ア
パ
ー

ト
建
設
の
た
め
の
支
援
事
業
を
行
い
20
戸
の

民
間
ア
パ
ー
ト
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
空
き
が
な
く
な
り
、
現
在
で
も
慢
性
的
な

住
宅
不
足
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
、
国
の
福
島
再

生
加
速
化
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
工
業
団

地
造
成
事
業
を
進
め
、
総
面
積
15 

ha
、
７
区

画
が
平
成
29
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、

内
３
区
画
に
企
業
が
進
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、村
内
他
所
に
も
金
属
加
工
金
型
工
場
、

蓄
光
タ
イ
ル
製
造
工
場
、
チ
ッ
プ
製
材
工
場

を
誘
致
し
、
併
せ
て
自
前
で
完
全
密
閉
型
水

耕
栽
培
の
植
物
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

震
災
前
よ
り
働
く
場
所
の
選
択
肢
が
増
え
、

新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
に
複
合
商
業
施
設
「
Ｙ
Ｏ

－

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
身
近
な

所
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
が
遠
く
な
っ
た
た
め
、
震
災
前

の
内
科
・
歯
科
に
加
え
、
平
成
24
年
度
か
ら

眼
科
・
整
形
外
科
・
心
療
内
科
・
消
化
器
内

科
な
ど
、
震
災
前
よ
り
も
診
療
科
目
を
増
や

し
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
は
、
新
た
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

村
内
で
葬
式
等
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
26
年
３
月
に
葬
祭
セ
ン
タ
ー「
ふ
る
さ
と
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

村
民
の
体
力
維
持
向
上
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
平
成
28
年
に
は
温
水
の
「
も
り
た
ろ

う
プ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

震
災
前
か
ら
川
内
村
の
観
光
施
設
で
あ
っ

た
「
い
わ
な
の
郷
」、「
か
わ
う
ち
の
湯
」
も

改
装
・
改
修
の
う
え
再
開
し
、
多
く
の
利
用

者
で
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
タ
イ
国
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
店
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
日
本
第
１
号
店
が

オ
ー
プ
ン
し
、
村
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

▲

町
分
住
宅

▲

工
業
団
地

▲

マ
ラ
ソ
ン
大
会

▲除染作業の様子
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い
ま
す
。

避
難
で
中
断
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
に
、
詩
人
草
野
心
平
を
偲

ぶ
「
天
山
ま
つ
り
」
を
２
年
ぶ
り
に
天
山
文

庫
で
実
施
し
、「
か
わ
う
ち
復
興
祭
」及
び「
か

わ
う
ち
Ｂ
Ｏ
Ｎ
・
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
学
生
の
発
案
で
平
成
28
年
４

月
30
日
に
開
催
し
た
第
1
回
川
内
の
郷
か
え

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
川
内
優
輝
選
手
を
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

県
ま
で
全
国
33
都
道
府
県
か
ら
１
、
１
８
８

名
が
参
加
、
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
開
催
は
、
賑
わ
い

の
創
出
と
交
流
人
口
増
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
令
和
３
年
４
月

５
日
に
、
か
わ
う
ち
保
育
園
を
併
設
し
た
義

務
教
育
学
校
「
川
内
小
中
学
園
」
が
開
校
し
、

新
た
な
教
育
環
境
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
、
川
内
な
ら
で
は
の
教
育
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

〇
新
た
な
産
業
の
創
出

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
で
は
、
生

食
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
、
西
洋
野
菜
栽
培
や
エ

ゴ
マ
の
生
産
販
売
な
ど
、
新
た
な
内
発
的
産

業
の
動
き
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
、
い
ち
ご
栽
培
に
着
手
し
、

年
明
け
か
ら
出
荷
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
は
、
５
年
前
に
定
植
し

た
苗
木
か
ら
、
昨
年
初
め
て
収
穫
・
委
託
醸

造
を
行
い
、
令
和
３
年
４
月
川
内
産
ブ
ド
ウ

を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
２
０
２

０
」が
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
、村
内
の
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
に
醸
造
施
設
を
建
設
中
で
、
今
秋

に
は
ワ
イ
ン
醸
造
を
開
始
し
、
来
春
に
は
、

川
内
産
ワ
イ
ン
と
表
示
さ
れ
た
ボ
ト
ル
が

店
頭
に
並
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

〇
移
住
定
住
へ
の
取
組

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、
帰
還
促
進
と

復
興
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
交
流
人
口
を

拡
大
し
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

移
住
支
援
に
つ
い
て
は
、
結
婚
祝
金
、
出

産
祝
金
、
保
育
料
給
食
費
無
料
、
医
療
費
無

料
（
18
歳
ま
で
の
児
童
対
象
）、
新
築
住
宅

建
設
費
補
助
（
３
０
０
万
円
）、
ひ
と
り
親

移
住
奨
励
金
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
復
興
の
先
の
課
題

現
在
も
避
難
し
て
い
る
村
民
の
大
部
分
は

子
ど
も
た
ち
が
い
る
子
育
て
世
帯
で
す
。
若

い
世
帯
の
帰
村
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
な
地
域
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
震
災
前

よ
り
も
行
政
依
存
度
が
高
ま
り
、
村
民
の
自

立
を
促
す
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
の
復
興
予
算
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
景
気
の
反
動
減
等
の
課
題
が
顕

在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

〇
お
わ
り
に

復
興
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
生
き
が
い
や

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
震
災
前
か
ら
農
山
村
の
空
洞
化
が
叫
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
を
契
機
に
耕

作
を
あ
き
ら
め
る
農
家
が
一
層
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
人
が
住
ま
な
く
な
れ
ば
土
地

が
荒
れ
、
地
域
の
自
治
が
崩
壊
し
て
い
き
ま

す
。
農
山
村
で
生
活
す
る
意
義
や
価
値
観
が

見
い
だ
せ
な
く
な
り
、
誇
り
ま
で
失
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
条
理
や
軋
轢
、

ジ
レ
ン
マ
、
不
安
や
不
満
、
不
信
感
と
戦
っ

て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
背
中
を
押
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
緊
張
感
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
時
間
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
希
望
や
生
き
が
い
、
川
内
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
、

多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
、特
に
、

子
ど
も
た
ち
、
女
性
、
若
い
人
た
ち
が
住
み

た
い
と
思
う
よ
う
な
、「
輝
く
村
」
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
の
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

川
内
村
長
　
遠
藤
　
雄
幸

（
令
和
３
年
６
月
28
日
付
第
３
１
６
４
号
）

▲

い
ち
ご
栽
培
施
設

▲義務教育学校
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楢
葉
町
の
概
要

楢
葉
町
は
、
福
島
県
東
部
の
太
平
洋
に
面

し
た
浜
通
り
地
方
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、

東
西
13
㎞
、
南
北
11
㎞
、
総
面
積
１
０
３
・

64
㎢
、
人
口
6
、
７
５
７
人
（
令
和
3
年
6

月
30
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
の
町

で
す
。

北
部
に
は
、
隣
接
す
る
町
と
ま
た
が
っ
て

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
が
立
地

し
、
西
に
位
置
す
る
阿
武
隈
山
系
に
水
源
を

も
つ
木
戸
川
と
井
出
川
が
、
町
の
中
央
部
を

そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
流
れ
太
平
洋
に
そ
そ
ぎ
、

そ
の
中
流
域
に
農
耕
地
が
ひ
ら
け
、
集
落
が

形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

気
候
は
、
比
較
的
寒
暖
の
差
が
少
な
く
、

太
平
洋
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
積
雪

は
年
数
回
程
度
で
あ
り
、
降
雨
量
も
年
間
を

通
じ
て
1
、
４
０
０
㎜
前
後
と
少
な
く
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
と

復
旧
・
復
興

当
町
は
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
・
津
波
に
見

舞
わ
れ
、
ま
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

▲

楢
葉
町
の
景
観

▲H23. 3.11 押し寄せる大津波

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
　～
町
村
の
軌
跡
と
未
来
～

震災

福島県

楢葉町
ならはまち

「
町
の
復
興
か
ら
創
生
へ
」

　～
笑
顔
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　な
ら
は
～
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発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
、
町
全
体
が
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
、平
成
23
年
4
月
22
日
か
ら
、

許
可
な
く
町
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

翌
年
か
ら
、
国
直
轄
除
染
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
な
ど
、
社
会
生
活
基
盤
の
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
平
成
26
年
5
月
29
日
に
は
、
町

内
で
生
活
で
き
る
環
境
が
概
ね
整
う
こ
と
を

前
提
に
、「
帰
町
の
判
断
」を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
27
年
9
月
5
日
、
よ
う
や
く
楢

葉
町
全
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
許
可

が
な
く
と
も
町
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
以
降
、

「
楢
葉
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
や

「
な
ら
は
天
神
岬
温
泉
し
お
か
ぜ
荘
」
な
ど
、

既
存
施
設
の
再
開
も
果
た
し
、
平
成
30
年
6

月
に
は
、
生
活
に
必
要
な
機
能
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
「
笑
ふ
る
タ
ウ
ン
な
ら

は
」
内
に
、
公
設
民
営
の
商
業
施
設
「
こ
こ

な
ら
笑
店
街
」
と
、
翌
7
月
に
は
交
流
施
設

「
み
ん
な
の
交
流
館
な
ら
は
Ｃ
Ａ
Ｎ
ｖ
ａ
ｓ
」

を
オ
ー
プ
ン
。
平
成
31
年
4
月
に
は
プ
ー
ル

付
き
屋
内
体
育
施
設
「
な
ら
は
ス
カ
イ
ア

リ
ー
ナ
」
等
々
、
震
災
前
以
上
の
賑
わ
い
を

創
出
す
べ
く
、
復
旧
・
復
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
た
現
在

で
も
、
そ
の
影
響
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

震
災
前
か
ら
の
懸
念
事
項
で
あ
っ
た
人
口
減

と
高
齢
化
は
一
層
拍
車
が
か
か
り
、
従
来
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
創
生
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
3
年

3
月
に
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
し
た
総

合
的
な
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、「
第
六

次
楢
葉
町
勢
振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、「
次
世
代
に
つ
な
げ
る
ま

ち
づ
く
り
」「
町
民
の
連
携
と
協
働
」「
安
全
・

安
心
な
生
活
の
確
立
」「
広
く
外
に
開
か
れ

た
ま
ち
の
創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
、
ま
ち

の
将
来
像
と
し
て
「
笑
顔
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
な
ら
は
」
を
掲
げ
、今
後
、

当
町
が
進
む
べ
き
道
筋
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
主
な
分
野
の
取
組
状
況
、
今

後
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

①
農
業

水
稲
を
は
じ
め
、
甘
藷
・
タ
マ
ネ
ギ
等
畑

作
物
、
花
き
や
畜
産
な
ど
、
各
分
野
で
順
調

に
再
開
・
規
模
拡
大
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

震
災
後
、
農
業
の
担
い
手
が
大
き
く
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
農
地
の
集
積
と
基
盤
整

備
に
よ
る
省
力
化
を
進
め
、
特
に
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
施
設
活
用
に
よ
る
効
率

的
な
農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

水
稲
に
加
え
て
、
収
益
性
の
高
い
新
し
い

作
物
に
も
挑
戦
し
て
お
り
、
特
に
甘
藷
（
さ

つ
ま
い
も
）
は
、
町
と
食
品
メ
ー
カ
ー
と
が

連
携
し
て
、
一
大
産
地
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
3
年
度
か
ら
新
た
に
約
30
戸
の
農

家
が
さ
つ
ま
い
も
を
育
て
る
な
ど
、
そ
の
第

▲H27. ９. ５避難指示解除セレモニー

▲生活に必要な機能を集約した「笑ふるタウンならは」

▲プール付屋内体育施設「ならはスカイアリーナ」

▲甘藷収穫祭
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23

一
歩
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
、
省
力
化
・
効
率

化
や
高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
等
の
実
現
に

向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
商
工
業
・
新
産
業

商
圏
人
口
の
減
少
を
懸
念
す
る
事
業
者
も

多
く
、
商
業
施
設
を
公
設
民
営
に
よ
り
設
置

し
、
商
業
事
業
者
の
帰
還
を
促
進
し
、
集
約

化
に
よ
っ
て
、
町
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に

も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
楢
葉
南
工
業
団
地
に
お
い

て
は
、
電
気
自
動
車
な
ど
次
世
代
の
自
動
車

に
必
要
不
可
欠
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

原
料
と
な
る
水
酸
化
リ
チ
ウ
ム
製
造
会
社
な

ど
、
最
先
端
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
者
が

進
出
し
、工
業
団
地
の
再
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
の
核
と
な
る
新
産

業
を
創
造
す
る
た
め
、
新
た
な
企
業
の
誘
致

を
推
進
す
る
産
業
再
生
エ
リ
ア
を
令
和
3
年

度
に
整
備
し
、
太
陽
光
発
電
用
パ
ネ
ル
製
造

事
業
者
、
ガ
ラ
ス
加
工
メ
ー
カ
ー
の
2
社
が

進
出
し
て
お
り
、
町
民
の
雇
用
創
出
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
と
連
動
し
た
、
廃
炉
事
業
へ
の
地

元
企
業
の
参
画
な
ど
、
一
層
の
新
産
業
創
出

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
観
光

当
町
随
一
の
観
光
資
源
で
あ
る
「
天
神
岬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
は
、太
平
洋
が
一
望
で
き
、

広
大
な
芝
生
広
場
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
等
が
あ
り
、中
で
も
キ
ャ
ン
プ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
利
用
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。

同
公
園
内
に
は
、宿
泊
施
設
を
備
え
た「
楢

葉
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
、
海

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
露
天
風
呂
を
完
備

し
た
「
な
ら
は
天
神
岬
温
泉
し
お
か
ぜ
荘
」

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
複
合
的
な
機
能
を

も
つ
公
園
と
し
て
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
の
拠
点
と
な
っ
て
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、「
道
の
駅
な
ら
は
」
は
、
道
の
駅

で
は
珍
し
い
温
泉
施
設
を
有
し
て
い
ま
す
。

併
設
の
物
産
館
で
は
、
地
元
の
朝
採
り
野
菜

や
花
が
店
頭
に
な
ら
び
、
楢
葉
町
産
の
酒
米

「
夢
の
香
」を
使
用
し
た
日
本
酒「
楢
葉
の
風
」

な
ど
、
地
元
特
産
品
や
県
内
外
の
お
土
産
品

等
を
多
種
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、サ
ッ
カ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
町

内
施
設
と
の
連
携
を
強
化
し
、
周
遊
型
観
光

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

④
教
育

こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
連
携
し

た
12
年
間
の
き
め
細
か
な
教
育
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
個
性
に
応
じ
た
能
力
を
引
き
出

し
、
自
ら
の
将
来
を
切
り
開
く
力
を
身
に
つ

け
る
、特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
は
、
広
い
園
庭
と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
園
舎
に
よ
っ
て
、
の
び
の
び
と
し

た
保
育
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
早
い
段
階

か
ら
異
文
化
に
触
れ
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
常
駐
し
英
語
に
親
し
む

遊
び
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
で
は
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
先
立
ち
、「
1
人
1
台
の
情

報
端
末
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、小
学
校
・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

す
る
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
教
育
で
は
、
幼
児
期
か
ら
中
学
生

ま
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
に
よ
る

授
業
等
を
行
い
、
国
際
化
社
会
に
対
応
し
た

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
地
域
振
興
を
テ
ー
マ
に
、
生

徒
自
ら
が
商
品
の
企
画
・
販
売
を
行
う
模
擬

会
社
を
設
立
し
、
実
学
を
通
じ
て
起
業
家
精

神
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

▲天神岬スポーツ公園

▲天神岬でのキャンプ風景

▲楢葉産の酒米　（夢の香）を使用した日本酒「楢葉の風」
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す
。今

後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
家
庭
教
育
・

放
課
後
学
習
の
支
援
、
メ
ン
タ
ー
制
度
の
導

入
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
よ
り
一
層

の
き
め
細
か
な
取
組
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

⑤
生
涯
学
習

震
災
後
特
に
、も
の
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
や
、

日
本
舞
踊
、
書
道
な
ど
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
つ
な
が
る
各
種
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
再
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
生
涯
学

習
環
境
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
民

主
催
で
運
営
す
る
各
種
活
動
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
楢
葉
市
民
大
学
」
を
開
校
し
、

農
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
書
道
、
歴
史
、
語
学
、

合
唱
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
町
民
が
自
由
に

参
加
で
き
る
講
座
を
開
催
し
「
町
民
み
ん
な

が
先
生
に
な
る
」と
い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
、

力
強
い
人
材
の
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
、
町
内
居
住
者
が
参
加
し
、

自
発
的
に
学
び
を
楽
し
み
、
心
豊
か
な
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習

活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ

プ
ー
ル
付
き
屋
内
体
育
施
設
「
な
ら
は
ス

カ
イ
ア
リ
ー
ナ
」
を
整
備
し
、「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
と
連
携
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
に
設
立
し
た
「
一
般
社
団

法
人
楢
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
さ
せ
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振
興
を
推
進
す
る

体
制
を
確
立
し
、
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境

と
各
種
観
光
資
源
を
活
か
し
、
町
内
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑦
少
子
化
対
策

子
育
て
支
援
と
し
て
、
喜
び
や
楽
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
と
も
に
出
産
の
お
祝
い
と

し
て
、
第
3
子
以
上
1
人
に
つ
き
30
万
円
の

出
産
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
支
援
と
し
て
、
子
育

て
に
関
し
て
の
情
報
発
信
や
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
な
ど
、
機
能
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
等

を
実
施
し
、
子
育
て
世
代
へ
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
の
触

れ
合
い
の
た
め
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
交
流
の
場
、
つ
な

が
り
の
場
、
伝
承
の
場
と
な
る
多
世
代
共
生

拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

⑧
移
住
・
定
住

現
在
、
町
民
の
帰
還
率
は
約
6
割
ま
で
回

復
し
て
お
り
ま
す
が
、
帰
還
す
る
方
々
は
頭

打
ち
の
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、
高
齢
化
率
が

高
い
と
い
っ
た
課
題
が
顕
著
化
し
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
復
興
の
さ
ら
な
る
加
速
化
と

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
に
よ
る
、

居
住
人
口
の
増
加
や
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
再

生
、
産
業
基
盤
を
担
う
人
材
の
確
保
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
口
回
復
に
向
け
て
、
新
た

な
住
民
（
特
に
若
い
世
帯
）
を
呼
び
込
む
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、
新
た
な
住

民
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、
復

興
を
担
う
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
、
移
住･

定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

む
す
び

当
町
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
大
き
な
課
題
に

直
面
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
ご
支
援
を
受
け
、
今
日
の
姿
ま

で
復
興
が
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
か
ら
10
年
を
経
て
、
楢
葉
町

は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、
新
た
な
町

勢
振
興
計
画
の
も
と
、
人
々
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
、
活
力
・
生
き
が
い
・
つ
な
が
り
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
楢
葉
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
、
移
住
・
定
住
を
推
進
し
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
お
い
た
施
策
を

展
開
し
、「
新
生
な
ら
は
」の
創
造
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

楢
葉
町
長
　
松
本
　
幸
英

（
令
和
３
年
８
月
30
日
付
第
３
１
７
１
号
）

▲こども園でのALT授業

▲R3.3.2５東京オリンピック聖火リレー

福島県 楢葉町
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１
　�

北
海
道
で
一
番
小
さ
な
村
、���

音
威
子
府

ア
イ
ヌ
語
で
「
川
尻
、
川
口
の
に
ご
っ
て

い
る
川
」
等
の
意
を
持
つ
音
威
子
府
村
は
、

北
海
道
北
部
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
、
北
海

道
で
１
番
人
口
の
少
な
い
村
で
す
。
ま
た
、

全
国
７
地
方
の
中
で
最
も
人
口
の
少
な
い
村

(

東
北
・
福
島
県
桧
枝
岐
村
、
関
東
・
山
梨

県
丹
波
山
村
、
近
畿
・
和
歌
山
県
北
山
村
、

中
国
・
岡
山
県
新
庄
村
、
四
国
・
高
知
県
大

川
村
、
九
州
・
熊
本
県
五
木
村)

で
組
織
し

て
い
る
、「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
の

北
海
道
代
表
村
で
も
あ
り
ま
す
。

人
口
６
７
６
人（
令
和
４
年
１
月
末
現
在
）

の
う
ち
、
約
２
割
が
村
立
高
校
「
北
海
道
お

と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
」
に
在
籍

す
る
生
徒
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
村
の
特
色

の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に
は

廃
校
の
危
機
に
あ
っ
た
高
校
で
し
た
が
、
新

た
に
村
立
全
日
制
工
芸
科
へ
の
転
換
を
図

り
、
現
在
で
は
全
国
各
地
か
ら
美
術
工
芸
を

学
ぶ
た
め
に
生
徒
が
移
住
し
て
き
て
い
ま

す
。

▲

J
R
宗
谷
本
線
音
威
子
府
駅
（
観
光
列
車
お
も
て
な
し
風
景
）

▲�村立北海道おといねっぷ美術工芸高等学校ロビー
に展示されている生徒作品

現 地 レ ポ ー ト

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

北海道

音威子府村
おといねっぷむら

地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
小
さ
な
村
に
あ
る

 
～
地
域
史
か
ら
み
る
「
移
動
・
交
流
」
と
、

新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
～

北海道

音威子府村

025_3193北海道音_威子府村_三.indd   26 2022/10/04   14:59



町村の施策事例集Ⅷ26

安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）、
三
重
県
松

阪
市
出
身
で
幕
末
の
探
検
家
で
あ
る
「
松
浦

武
四
郎
」
が
、
本
村
を
縦
断
す
る
国
内
で
４

番
目
に
長
い
河
川
、
天
塩
川
流
域
を
訪
れ
た

と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

本
村
の
筬お
さ

島し
ま

地
区
付
近
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
古

老
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
、
北
海
道
の
名

称
発
想
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
村
内
に
は
「
松
浦
武
四
郎
・
北
海
道
命

名
之
地
」
木
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　�

人
と
モ
ノ
が
移
動
し
賑
わ
っ
た
、

鉄
道
の
街

か
つ
て
本
村
は
、
鉄
道
の
街
・
国
鉄
の
街

と
呼
ば
れ
、
全
国
各
地
に
鉄
道
網
が
敷
設
さ

れ
始
め
た
大
正
元
年
に
宗
谷
本
線
が
開
通
、

以
降
は
本
村
か
ら
分
岐
し
て
い
た
旧
・
天て
ん

北ぽ
く

線
の
鉄
道
要
衝
地
と
し
て
発
展
を
し
ま
し

た
。
北
海
道
北
部
の
鉄
道
宿
場
町
的
に
街
が

形
成
、
発
展
を
し
、
最
盛
期
に
は
人
口
４
、

０
０
０
近
く
と
な
り
、
鉄
道
関
係
者
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平

成
元
年
に
は
分
岐
し
て
い
た
鉄
道
路
線
の
廃

止
、
国
鉄
民
営
化
な
ど
の
影
響
も
大
き
く
、

現
在
は
北
海
道
で
一
番
人
口
の
少
な
い
ミ
ニ

村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
を
代
表
す
る
名
産
品
に
は
、
鉄
道
愛

好
家
を
は
じ
め
、
蕎
麦
フ
ァ
ン
に
根
強
い
人

気
の
「
音
威
子
府
そ
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
黒

く
て
特
徴
的
な
麺
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き

く
、
秘
伝
製
法
で
作
ら
れ
た
歴
史
あ
る
蕎
麦

は
、
か
つ
て
は
音
威
子
府
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
待
合
室
内
の
立
ち
食
い
そ
ば
屋
「
常
盤

軒
」
で
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
駅
立
ち
食
い

そ
ば
屋
は
店
主
が
他
界
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
も
の

の
、
現
在
も
製
造
さ
れ
る
音
威
子
府
そ
ば
を

求
め
て
、
多
く
の
観
光
客
が
本
村
に
立
ち
寄

ら
れ
て
い
ま
す
。

３
　�

北
海
道
の
無
人
駅
が
消
え
、�

　

集
落
が
消
え
て
い
く
危
機
感

明
治
期
か
ら
は
じ
ま
っ
た
鉄
道
の
敷
設

は
、
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
特

に
「
新
し
い
街
を
形
成
す
る
」
こ
と
を
後
押

し
す
る
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
こ
と
が
、
北

海
道
の
鉄
道
の
特
徴
で
す
。

本
村
に
は
現
在
、
特
急
列
車
が
停
車
す
る

「
音
威
子
府
駅
」
を
は
じ
め
、無
人
駅
の
「
筬

島
駅
」「
咲さ
っ

来く
る

駅
」「
天
塩
川
温
泉
駅
」
の
計

４
駅
が
あ
り
ま
す
。
の
ち
に
設
置
さ
れ
た
天

塩
川
温
泉
駅
以
外
は
、
駅
を
中
心
に
駅
前
の

街
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
の
時
代
に
は

駅
長
、
駅
員
が
各
駅
に
い
て
、
線
路
を
守
る

保
線
現
場
の
方
、
家
族
を
含
め
る
と
、『
駅
』

が
あ
る
だ
け
で
小
さ
な
集
落
が
で
き
る
ほ
ど

で
し
た
。

北
海
道
の
鉄
路
は
存
続
の
危
機
を
迎
え
て

お
り
、
路
線
の
廃
止
や
無
人
駅
の
廃
止
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
村

の
無
人
駅
３
駅
も
廃
止
対
象
と
な
り
、
令
和

２
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
駅
予
定
で
し
た

が
、
自
治
体
が
維
持
経
費
を
負
担
す
る
形
で

当
面
の
間
、存
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
宗
谷
本
線
内
に
お
い
て
も
、
多
く
の
無

人
駅
が
廃
止
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
自

治
体
の
判
断
で
数
駅
が
存
続
し
て
い
ま
す
。

人
々
の
移
動
手
段
は
、
半
世
紀
前
と
比
較

し
て
も
大
き
く
変
化
を
し
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
市
街
地
以
外
に
住
む
人
も
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
駅
を
利
用
す

る
地
元
住
民
の
数
が
減
っ
て
い
く
の
と
同
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
列
車
の
本
数
の
減

少
に
よ
り
、
延
べ
利
用
者
数
は
必
然
的
に

減
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

一
方
で
、他
の
公
共
交
通
と
同
様
に
、「
駅
」

を
利
用
で
き
る
の
は
地
元
住
民
だ
け
で
は
な

く
、
全
国
、
全
世
界
の
人
が
同
じ
よ
う
に
利

▲�北海道の名付け親、松浦武四郎「北海道命名
の地碑」

▲�日本一の駅そばと言われた「音威子府そば」

▲�自治体で維持する筬
おさ

島
しま

駅

北海道 音威子府村
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用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
が
駅
で
あ
り

鉄
道
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

鉄
道
の
敷
設
や
駅
の
設
置
と
と
も
に
駅
前

市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
人
々
の
営
み
が
あ
っ

た
各
地
区
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
そ
の

地
を
離
れ
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
が
で

き
た
「
駅
」
が
あ
る
日
突
然
消
え
て
し
ま
う
。

こ
の
こ
と
は
、『
都
市
や
地
方
に
か
か
わ
ら

ず
「
平
等
」
に
使
え
て
い
た
も
の
が
、
地
方

か
ら
先
に
消
え
て
い
く
』こ
と
の
表
れ
、き
っ

か
け
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
駅
が
消
え
る
」
こ
と
自
体
も
地
域
に
と
っ

て
は
１
つ
の
問
題
で
す
が
、
都
市
と
地
方
と

の
関
係
性
を
考
え
る
う
え
で
の
本
質
的
な
問

題
、
課
題
が
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

４
　�

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
「
線
路
の

石
缶
詰
」
で
、
一
石
を
投
じ
る

本
村
で
は
、「
駅
」
は
地
元
だ
け

の
も
の
で
も
な
く
、
み
ん
な
で
支
え

維
持
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
１
つ
の

仕
組
み
と
し
て
、『
み
ん
な
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
る

取
組
で
は
、
無
人
駅
３
駅
の
維
持
存

続
に
対
す
る
維
持
経
費
の
捻
出
の
た

め
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し

て
賛
同
者
、
支
援
者
を
募
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
の
寄
附
金
を
駅
の
維
持
経
費
や
鉄
道
利

活
用
の
取
組
へ
と
活
か
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
は
、
地
域
の
20
～
30
歳
代
の

若
手
が
中
心
と
な
り
組
織
さ
れ
て
い
る
住
民

有
志
グ
ル
ー
プ
「nociw

＊
」（
※
読
み
：

ノ
チ
ウ
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
星
」
の
意
）
が
企

画
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、「
線
路
の

石
缶
詰
」
が
話
題
を
呼
び
、
多
く
の
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
缶
詰
に
は
、
本
村
か
ら

分
岐
し
て
い
た
旧
鉄
道
路
線
跡
地
（
現
在
は

村
有
地
）
で
採
取
し
た
線
路
の
石
だ
け
が

入
っ
て
い
る
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
缶

詰
で
す
。
一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

鉄
道
愛
好
家
の
方
で
あ
っ
て
も
、
ほ
し
い
！

と
思
う
よ
う
な
返
礼
品
で
は
な
い
の
は
確
か

で
す
。

他
の
地
域
で
人
気
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
は
、
肉
や
海
産
物
な
ど
の
地
場
産
品

が
中
心
で
す
が
、
こ
の
線
路
の
石
缶
詰
を

返
礼
品
に
追
加
し
た
２
０
２
０
年
11
～
12

月
の
わ
ず
か
２
ヶ
月
間
で
約
１
０
０
個
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
納
税
額
換
算
で
１
０

０
万
円
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
の
１
年
間
で
見
る
と
、
無
人
駅
維
持
経

費
や
鉄
道
利
活
用
に
対
す
る
総
額
で
約
５

０
０
万
円
弱
に
の
ぼ
り
、
無
人
駅
維
持
に

必
要
な
１
年
分
の
経
費
分
以
上
に
も
な
っ

た
の
で
す
。

◇
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
ア
ワ
ー
ド

こ
の
一
連
の
企
画
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

で
開
催
す
る
、
地
域
で
の
取
組
を
表
彰
す

る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
ア
ワ
ー
ド
２
０

２
１
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
額
ト
ッ
プ
の
自
治
体
は
年

間
数
十
億
近
く
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
一

方
で
、
地
域
の
歴
史
や
資
源
、
限
ら
れ
た

人
材
、
資
金
の
中
で
、
地
域
の
諸
課
題
解

決
に
向
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
評
価
さ

▲

自
然
に
還
り
つ
つ
あ
る
旧
鉄
路
の
跡
地
で
石
を
採
取

▲ふるさと納税返礼品「線路の石缶詰」

▲�旧駅跡看板を背景に、村長と住民有志代表が「石」
をPR

▲�ふるさとチョイスアワード2021
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れ
た
も
の
で
す
。

小
さ
な
村
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
中
に
あ

る
小
さ
な
魅
力
、
資
源
に
着
目
し
、
一
見
す

る
と
価
値
の
な
い
「
石
」
に
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
想
い
を
込
め
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
に
す
る
。
そ
の
取
組
は
、
過
熱
す
る
豪

華
な
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
競
争
に
対
し
て

一
石
を
投
じ
る
と
と
も
に
、
小
さ
な
村
で
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
視
点
の
１
つ
で
あ
る
も
の
と

感
じ
て
い
ま
す
。

５
　�

小
さ
な
村
の
役
場
職
員
と
　
　

東
大
生
が
ま
ち
づ
く
り

本
村
の
歴
史
は
、
特
に
鉄
道
を
中
心
と
し

た
人
と
モ
ノ
の
移
動
、
そ
の
た
め
の
鉄
道
設

備
や
人
材
と
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

業
等
が
集
ま
り
、
街
全
体
が
発
展
を
し
た
背

景
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
鉄
道
自
体
の
効
率

化
、
役
割
の
縮
小
、
北
海
道
北
部
の
人
口
減

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
人
と
モ
ノ
の
移
動
自

体
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
い

ま
も
な
お
交
通
の
要
衝
地
の
役
割
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

地
域
の
歴
史
の
中
に
お
い
て
こ
の
「
移

動
」
と
い
う
点
に
着
目
し
て
み
る
と
、
単

な
る
「
通
過
」
だ
け
で
は
な
く
、
転
勤
を

伴
う
職
種
の
方
々
の
「
異
動
」
も
多
く
あ
っ

た
と
言
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
数

年
お
き
に
人
が
入
れ
替
わ
る
中
で
の
「
交

流
」
か
ら
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
は
、

本
村
の
地
域
特
色
や
活
性
化
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
要
衝
地
と
し
て
の
人
の
動
き

は
縮
小
し
た
一
方
で
、
全
寮
制
の
村
立
高
校

の
生
徒
40
名
が
毎
年
移
住
し
、
40
名
の
卒
業

生
が
地
域
外
へ
転
出
し
て
い
く
こ
と
、
村
の

総
人
口
の
約
１
割
が
必
ず
入
れ
替
わ
る
の

は
、
あ
る
意
味
で
過
去
か
ら
の
「
移
動
」
の

歴
史
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
、
地
域
的

な
強
み
で
も
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
、
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
展
開
し
て
い
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

◇
都
市
圏
交
流
推
進
事
業

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
都
市
圏
学
生
交

流
推
進
事
業
」
の
名
称
で
、
特
に
首
都
圏
の

大
学
に
通
う
大
学
生
を
対
象
に
し
、
本
村
と

学
生
と
の
交
流
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
令
和
３
年
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

地
域
と
大
学
と
が
連
携
し
た
事
業
の
場

合
に
は
、
大
学
単
位
や
ゼ
ミ
な
ど
を
通
じ

た
場
合
が
一
般
的
で
す
が
、
今
回
の
事
業

で
は
学
生
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
周
知
を

行
い
、
特
に
地
域
に
対
し
て
強
い
興
味
関

心
の
あ
る
学
生
が
自
ら
携
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
第
一
の
特
徴
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

学
生
の
学
部
や
所
属
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
建

築
や
都
市
工
学
を
専
攻
す
る
大
学
４
年
生
、

▲地元農家と東大生の交流

▲オンラインを通じた交流

▲高校生らが絵ビニール傘に描いた作品のお披露目 ▲東大生の設計をもとにパビリオンを組み立てた

北海道 音威子府村
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東
京
大
学
に
あ
る
農
業
ま
ち
づ
く
り
サ
ー

ク
ル
「
東
大
む
ら
塾
」
に
所
属
し
て
い
る

２
年
生
、
と
い
う
内
訳
で
す
。
学
生
個
々

人
の
専
攻
や
興
味
関
心
の
視
点
か
ら
、
地

方
の
『
村
』
と
関
係
を
持
ち
、
実
際
に
体

験
し
、考
え
、実
践
す
る
場
を
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
地
域
側
が
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
第
一
目
標
に
、
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
本
村
役
場

で
は
初
め
て
の
「
挙
手
性
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
り
立
ち
上
げ
を
し
、

20
歳
代
の
職
員
３
～
４
名
で
事
業
実
施
を

行
い
ま
し
た
。
事
業
内
企
画
は
、「
建
築
」

と
「
農
業
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き
く
二
つ

に
分
け
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
開
を
し
て

い
ま
す
。
建
築
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

地
域
の
状
況
や
美
術
工
芸
を
学
ぶ
生
徒
が

い
る
村
立
高
校
の
強
み
を
活
か
し
、
タ
ク

テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
（T

A
C

T
IC

A
L 

U
R

B
A

N
IS

M

、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
手

法
、
長
期
的
変
化
の
た
め
の
短
期
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
展
開
）
を
用
い
た
、
パ
ビ
リ
オ

ン
（
仮
設
建
造
物
）
制
作
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◇�

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ�

Ｐ
ａ
ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ
ｎ�

２
０
２
１

こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
制
作
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
、
村
役
場
若
手
職
員
と
東
大
生
と
が
Z

ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
（
※
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
）
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を

駆
使
し
、
会
議
を
重
ね
て
き
た
こ
と
も
特

徴
で
す
。
実
際
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
、
事

前
事
後
の
意
見
交
流
会
は
、
東
京
の
大
学

生
と
本
村
の
高
校
生
、
役
場
職
員
と
が
Z

ｏ
ｏ
ｍ
上
で
行
い
、
そ
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
ラ
イ
ブ
配
信
を
試
み
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
楽

し
め
る
工
夫
な
ど
も
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ど
こ

に
で
も
あ
る
「
ビ
ニ
ー
ル
傘
」
を
構
成
部

材
に
用
い
、
そ
の
傘
に
美
術
工
芸
を
学
ぶ

村
立
高
校
の
生
徒
有
志
が
「
描
き
」、
大
学

生
が
考
え
た
半
円
ド
ー
ム
状
の
仮
設
構
造

物
を
、
現
地
で
参
加
者
全
員
が
協
力
し
合

い
な
が
ら
組
み
上
げ
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。大

学
生
が
専
攻
す
る
「
建
築
」
と
、
高

校
生
が
学
ぶ
「
美
術
工
芸
」
と
を
掛
け
合

わ
せ
、
小
さ
な
村
で
「
交
流
」
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ

た
視
点
と
発
想
で
、
村
に
と
っ
て
も
大
き

な
刺
激
の
１
つ
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

６
　
小
さ
な
村
は
、
オ
モ
シ
ロ
イ

来
村
し
た
大
学
生
か
ら
の
事
後
感
想
の

中
に
は
、「
実
際
に
訪
れ
る
ま
で
は
、
な
に

も
な
い
、
消
え
か
け
て
い
る
自
治
体
だ
と

思
っ
て
い
た
。」
と
、
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
都
市
で
暮
ら
す
若
者
か
ら
す
る
と
、

人
口
だ
け
を
数
値
上
で
見
れ
ば
当
た
り
前

の
反
応
で
、
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
暮
ら

し
て
い
る
村
民
と
す
れ
ば
突
き
刺
さ
る
感

想
で
す
。

人
口
が
減
り
、
地
域
が
消
え
て
い
く
の

は
村
に
限
ら
な
い
問
題
で
す
が
、
現
実
と

向
き
合
い
な
が
ら
も
い
か
に
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
け
る
か
…
。
廃
線

跡
の
石
こ
ろ
を
拾
い
集
め
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
大
学
生
の
発
想
や
知
識
を
借
り
な

が
ら
役
場
若
手
職
員
が
ま
ち
づ
く
り
に
挑

戦
し
た
り
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
些
細
な
ア

ク
シ
ョ
ン
で
も
、
村
に
と
っ
て
は
大
き
な

プ
ラ
ス
と
な
り
得
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味

「
小
さ
い
」
が
故
の
強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。地

方
創
生
や
関
係
人
口
の
創
出
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
本
村
の
地
域
史
を
振
り
返

る
と
、
実
は
す
で
に
「
移
動
」
や
「
人
が

交
わ
る
（
交
流
）」
こ
と
の
積
み
重
ね
が
続

き
、
関
係
人
口
へ
と
つ
な
が
る
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在

の
村
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地
方
の

課
題
に
直
面
す
る
小
さ
な
村
に
は
、
過
去

に
も
現
在
に
も
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る

多
く
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

音
威
子
府
村
役
場
　
総
務
課
地
域
振
興
室

　
係
長
　
横
山
　
貴
志

（
令
和
４
年
３
月
21
日
第
３
１
９
３
号
）

▲報告書を学生が作成し住民へ配布

▲�ライブ配信した動画をYouTubeで公
開中
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檜
枝
岐
村
の
概
要

檜
枝
岐
村
は
、
福
島
県
の
西
南
端
に
位
置

し
東
西
24
㎞
南
北
34
・
５
㎞
に
及
び
、
栃
木

県
・
群
馬
県
・
新
潟
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
３
９
０
・
46
㎢
で
約
98
％
を
山
林
が

占
め
て
お
り
、
う
ち
94
％
が
国
有
林
で
す
。

役
場
所
在
地
の
標
高
は
９
３
９
ｍ
、
東
北
最

高
峰
の
燧
ケ
岳
や
会
津
駒
ケ
岳
（
と
も
に
日

本
百
名
山
）
な
ど
２
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
村
で
す
。
自
然
環
境
は
厳
し

く
、
年
間
の
平
均
気
温
は
８
℃
、
平
均
降
水

量
は
１
、
５
０
０
㎜
を
超
え
、
最
深
積
雪
量

は
例
年
２
ｍ
前
後
、
多
い
年
は
３
ｍ
を
超
え

る
こ
と
も
あ
る
特
別
豪
雪
地
帯
で
す
。
ま
た

交
通
の
便
も
悪
く
、
県
内
の
主
要
都
市
で
あ

る
会
津
若
松
市
ま
で
約
１
０
０
㎞
、
最
寄
り

駅
の
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅
は
約
50
㎞
離
れ
て

お
り
、
村
内
を
通
る
国
道
３
５
２
号
は
新
潟

県
側
が
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
標

▲

檜
枝
岐
村
全
景

▲

尾
瀬
国
立
公
園
「
大
江
湿
原
」

現 地 レ ポ ー ト

福島県

檜枝岐村
ひのえまたむら

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

尾
瀬
と
と
も
に
歩
む 

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

福島県

檜枝岐村
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高
が
高
い
た
め
昔
か
ら
米
が
実
ら
ず
、
か
つ

て
は
林
業
が
主
産
業
で
し
た
が
、
昭
和
40
年

代
後
半
か
ら
尾
瀬
国
立
公
園
を
中
心
と
し
た

観
光
業
が
村
の
主
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
で
一
番
小
さ
い
村

村
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
令
和
３
年
10

月
末
現
在
５
２
７
人
（
世
帯
数
１
９
６
・
高

齢
化
率
36
・
43
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

７
地
方
の
も
っ
と
も
人
口
の
少
な
い
村
（
北

海
道
（
音
威
子
府
村
）・
東
北
・
関
東
（
山

梨
県
丹
波
山
村
）・
近
畿
（
和
歌
山
県
北
山

村
）・
中
国
（
岡
山
県
新
庄
村
）・
四
国
（
高

知
県
大
川
村
）・
九
州
（
熊
本
県
五
木
村
））

で
構
成
す
る
「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」

の
東
北
代
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７

年
に
は
第
２
回
サ
ミ
ッ
ト
が
当
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
人
口
密
度
の
低
さ
は
１
㎢
あ
た

り
約
１
・
３
人
と
日
本
一
で
す
が
、
集
落
の

ほ
と
ん
ど
は
檜
枝
岐
川
沿
い
の
３
㎞
に
密
集

し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
「
檜
枝
岐
歌
舞
伎
」

村
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
に
檜
枝
岐
歌
舞
伎

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
か
ら
２
７
０
年
以
上
、
一
度
も
途
絶
え
る

こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
島
県
会

津
地
方
は
昔
か
ら
農
村
歌
舞
伎
が
盛
ん
な
場

所
で
、
か
つ
て
は
各
村
々
に
舞
台
や
一
座
が

あ
り
、
明
治
・
大
正
と
盛
ん
に
農
民
に
よ
る

歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
に

な
り
各
地
の
歌
舞
伎
は
徐
々
に
衰
退
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
檜
枝
岐
歌
舞
伎
は
愛
宕
神
祭

礼
・
鎮
守
神
祭
礼
に
演
じ
る
奉
納
歌
舞
伎
と

し
て
現
在
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌
舞
伎
を
演
じ
る
「
檜
枝
岐
の
舞
台
」
は

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
、
檜
枝
岐
歌

舞
伎
は
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
継
承
団
体
の
「
千
葉
之
家

花
駒
座
」
は
大
正
時
代
か
ら
こ
の
座
名
で
活

動
し
て
お
り
、
現
在
の
座
長
は
11
代
目
で
35

名
の
座
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
３
回
の

上
演
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
村
を

訪
れ
歌
舞
伎
を
観
劇
し
て
い
ま
す
。

村
の
歴
史
と
生
活
文
化

村
に
は
７
ヶ
所
の
遺
跡
埋
蔵
地
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
ど
れ
も
縄
文
時
代
後
期
の
も
の

で
、
古
く
か
ら
人
々
が
居
住
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。姓
は
星
が
半
数
近
く
を
占
め
、

平
野
が
約
３
割
、
橘
が
約
１
割
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
普
段
か
ら
村
民
同
士
は
下
の
名
前

で
呼
び
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
新
生
児

が
誕
生
し
て
も
、
同
じ
名
前
を
命
名
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
星
姓
（
藤
原

氏
）、
橘
姓
（
楠
氏
）
に
つ
い
て
は
言
い
伝

え
や
古
文
書
な
ど
に
よ
り
記
録
が
残
り
ま
す

が
、
平
野
姓
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
、
家

紋
（
揚
羽
蝶
）
や
言
葉
な
ど
に
よ
り
平
家
の

落
人
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
ま
で
は
山
の
木
を
自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
黒ク
ロ

檜ビ

や
姫
子
松
を
山

か
ら
切
り
出
し
、
木こ

羽ば

板い
た

と
呼
ば
れ
る
屋
根

材
に
加
工
し
、
会
津
や
上
州
に
売
っ
て
米
や

油
、
塩
な
ど
を
得
て
い
ま
し
た
。
山
に
良
質

な
黒
檜
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
が
「
檜
枝
岐

村
」
の
名
前
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
以
降
は
地
租
改
正
に
よ
り
豊
富
な
森
林
は

国
有
化
さ
れ
、
生
き
る
糧
で
あ
っ
た
山
の
資

源
を
失
い
、
村
は
貧
し
く
な
っ
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
主
産
業
は
林
業

で
し
た
が
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
受
け
な

が
ら
ヘ
ラ
・
杓
子
・
曲
げ
わ
な
ど
の
木
工
品

を
製
造
し
生
活
を
支
え
ま
し
た
。
明
治
22
年

の
町
村
制
施
行
に
よ
り
村
は
近
隣
の
伊
南

村
・
大
川
村
と
３
ヶ
村
組
合
村
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
正
６
年
に
檜
枝
岐
村
と
し
て
独
立

し
ま
し
た
。
以
後
、
一
度
も
合
併
を
す
る
こ

と
も
な
く
、
平
成
29
年
に
村
政
独
立
百
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
に
は
江
戸
期
か
ら
「
出
作
り
」
と
呼
ば

れ
る
生
活
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
山
林
が
多

く
居
住
地
近
く
に
平
地
が
少
な
い
た
め
、
居

住
地
か
ら
約
５
～
８
㎞
離
れ
た
川
沿
い
の
平

地
に
「
出
作
り
小
屋
」
と
呼
ば
れ
る
小
屋
を

建
て
、
蕎
麦
・
粟
・
稗
な
ど
の
雑
穀
を
育
て

な
が
ら
、
夏
場
は
家
族
み
ん
な
で
村
を
離
れ

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
子
ど
も
た

ち
は
遠
く
離
れ
た
学
校
ま
で
歩
い
て
通
っ
て

い
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
な
い
時
代

に
子
ど
も
た
ち
は
大
変
な
苦
労
を
し
た
そ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
が
昭
和
40
年
代
ま
で
続

き
ま
し
た
が
、奥
只
見
ダ
ム
の
完
成
に
伴
い
、

村
財
政
が
一
気
に
好
転
し
ま
し
た
。し
か
し
、

▲檜枝岐歌舞伎
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耕
作
地
が
減
少
し
た
こ
と
で
他
の
市
町
村
へ

転
出
す
る
者
も
お
り
、
出
作
り
小
屋
で
生
活

す
る
者
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

小
さ
な
村
の
観
光

尾
瀬
へ
の
入
山
者
の
増
加
や
財
政
の
好

転
に
よ
り
、
村
の
主
産
業
が
林
業
か
ら
観

光
業
に
転
じ
ま
し
た
。
昭
和
46
年
に
村
が

主
導
し
村
内
に
民
宿
を
増
や
し
、
同
年
に

は
初
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
津
駒

ケ
岳
山
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
50

年
に
は
下
水
道
を
全
戸
整
備
し
、
温
泉
も

湧
出
し
全
戸
に
給
湯
し
ま
し
た
。
温
泉
は

現
在
で
も
全
戸
に
給
湯
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
行
政
の
取
組
に
よ
り
林
業
か
ら

観
光
業
へ
の
転
換
を
図
り
、
昭
和
50
年
代

初
め
に
は
旅
館
７
軒
、
民
宿
32
軒
が
営
業

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
世
帯
数
が
１
８

０
世
帯
で
す
の
で
約
２
割
以
上
の
世
帯
が

宿
泊
業
を
営
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
村
民
の
努
力
に
よ
り
村
は
次
第
に

豊
か
に
な
り
、
村
民
の
所
得
も
増
加
し
て

い
き
ま
し
た
。
以
来
半
世
紀
に
わ
た
り
檜

枝
岐
村
は
観
光
業
が
主
産
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
の
観
光
は
長
く
尾
瀬
国
立
公
園
（
平

成
19
年
に
日
光
国
立
公
園
か
ら
分
離
独
立
）

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
尾
瀬

へ
の
入
山
者
数
は
平
成
８
年
に
64
万
人
と

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
が
、
尾
瀬
の
自
然

を
守
る
た
め
過
剰
な
入
山
者
を
規
制
す
る

動
き
が
始
ま
り
、
そ
の
後
は
右
肩
下
が
り

で
入
山
者
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
風

評
被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
入

山
者
は
11
万
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
村

内
の
旅
館
民
宿
へ
の
宿
泊
者
も
ピ
ー
ク
時

の
６
５
、
０
０
０
泊
か
ら
１
３
、
０
０
０

泊
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
尾
瀬
へ
の
訪
問
者
は
減
少

を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
道
の
駅
「
尾
瀬
檜
枝
岐
」
な
ど

を
目
的
と
し
た
村
内
へ
の
旅
行
者
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
横
ば
い
の
数
値

が
続
い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
車
中
泊

な
ど
宿
泊
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
施
設

へ
の
宿
泊
者
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
小
さ
な
村
の
観
光
は
熱
心
な
「
檜
枝

岐
フ
ァ
ン
」
に
よ
っ
て
長
年
支
え
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
「
檜
枝
岐
フ
ァ
ン
」
の
多
く
は
リ

ピ
ー
タ
ー
で
、
宿
泊
者
の
約
７
割
を
占
め

ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
必
要
性
を
感
じ

つ
つ
も
、
交
通
の
便
も
悪
い
山
奥
ま
で
繰

り
返
し
訪
問
し
て
く
れ
て
い
る
日
本
人
の

お
客
様
を
一
番
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
、

半
世
紀
に
わ
た
り
檜
枝
岐
村
が
観
光
を
生

業
と
し
て
継
続
で
き
た
理
由
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ふ
く
し
ま
子
ど
も
自
然
環
境
学
習 

推
進
事
業

福
島
県
で
は
、
県
内
の
小
中
学
校
を
対

象
と
し
た
尾
瀬
国
立
公
園
で
の
環
境
学
習

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
檜
枝
岐
村
観
光
課

で
は
、
こ
の
事
業
の
事
務
局
と
し
て
福
島

県
と
協
力
し
な
が
ら
平
成
23
年
度
の
事
業

開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
べ
２
３
９
校
、

８
、
５
７
０
名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、

尾
瀬
の
自
然
や
檜
枝
岐
の
生
活
文
化
に
触

れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
こ
の
事
業
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
地
元
に
伝
わ
る
農
村

歌
舞
伎
（
檜
枝
岐
歌
舞
伎
）
の
「
化
粧
体
験
」

や
、
自
然
と
触
れ
合
う
「
岩
魚
の
つ
か
み

ど
り
」
な
ど
を
、
隣
接
す
る
南
会
津
町
で

は
「
藍
染
め
体
験
」
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
参

加
校
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
尾
瀬
の

素
晴
ら
し
い
自
然
や
檜
枝
岐
村
の
生
活
文

化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
今
後
も

事
業
の
継
続
を
望
ん
で
い
ま
す
。

▲尾瀬檜枝岐温泉「燧の湯」

▲歌舞伎化粧体験

福島県 檜枝岐村
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県
境
を
ま
た
い
だ
連
携
の
推
進 

～
群
馬
県
片
品
村
と
の
取
組
～

尾
瀬
で
つ
な
が
る
群
馬
県
片
品
村
と
は

現
在
も
車
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
瀬
の
自

然
を
守
る
た
め
、
昭
和
40
年
代
に
道
路
開

発
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
片
品

村
へ
は
栃
木
県
日
光
市
を
経
由
し
車
で
片

道
約
４
時
間
を
要
し
ま
す
。
唯
一
２
つ
の

村
を
結
ん
で
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
会

津
と
上
州
の
交
易
路
で
あ
っ
た
片
品
村
大

清
水
か
ら
尾
瀬
沼
を
経
由
し
、
檜
枝
岐
村

七
入
に
至
る
旧
街
道
「
会
津
沼
田
街
道
」

で
す
。
今
で
も
こ
の
街
道
の
一
部
に
は
木

道
が
敷
か
れ
、
尾
瀬
国
立
公
園
内
の
歩
道

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る

自
治
体
で
は
日
本
で
１
番
往
来
が
不
便
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
中
、
両
村
を
結

ぶ
唯
一
の
道
と
し
て
「
会
津
沼
田
街
道
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
新
た

な
魅
力
と
し
て
発
信
し
、
互
い
の
連
携
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
尾
瀬
は
群
馬
・
福
島
・
新

潟
・
栃
木
の
４
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め

情
報
発
信
も
各
県
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
な

状
況
で
す
。
観
光
客
を
奪
い
合
う
の
で
は
な

く
県
域
を
越
え
た
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
尾

瀬
全
体
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
今
後
も
広
域
的
な
連
携
を
模
索
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

着
実
に
進
む
人
口
減
少
と
そ
の
対
策

～
持
続
可
能
な
村
を
目
指
し
て
～

村
で
は
今
年
度
か
ら
本
格
的
な
人
口
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
よ

う
に
村
の
人
口
は
現
在
５
２
７
人
で
す
。

昭
和
36
年
の
８
９
９
人
を
ピ
ー
ク
に
緩
や

か
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
面
積
の

98
％
が
山
林
で
平
地
が
少
な
い
た
め
、
昔

か
ら
土
地
を
譲
ら
な
い
風
習
が
あ
り
不
動

産
業
者
も
な
く
移
住
・
定
住
が
難
し
い
地

域
で
す
。

令
和
２
年
度
の
人
口
動
向
に
よ
る
と
、

21
～
49
歳
の
約
６
割
が
村
出
身
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
に
は
高
校
が
な
く
、
隣
接

す
る
南
会
津
町
の
１
番
近
い
高
校
で
も
村

か
ら
車
で
40
分
程
度
を
要
し
、
豪
雪
地
帯

の
た
め
冬
場
の
通
学
も
困
難
な
こ
と
か
ら

中
学
を
卒
業
す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
村
を

離
れ
ま
す
。
一
度
は
村
を
離
れ
て
も
約
６

割
の
村
民
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
村
を
支
え
て

い
ま
す
。

村
で
は
昭
和
40
年
代
か
ら
尾
瀬
で
山
小

屋
の
経
営
を
始
め
、
村
内
宿
泊
者
が
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
平
成
初
期
か
ら
は
、
岩
魚

の
養
魚
場
や
舞
茸
・
自
然
水
・
ソ
バ
の
加

工
品
の
生
産
施
設
を
村
営
で
開
始
す
る
な

ど
、
村
民
の
雇
用
場
所
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
こ
う
し
た

努
力
に
よ
っ
て
、
村
の
観
光
産
業
は
支
え

ら
れ
、
急
激
な
人
口
減
少
も
な
く
高
齢
化

率
も
30
％
台
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
起

因
す
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
風
評
被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
村
の
観
光

産
業
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
村
営
事
業

所
の
継
続
も
難
し
い
状
況
と
な
り
、
人
口

を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
必

要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

受
入
れ
と
と
も
に
今
後
は
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ

る
移
住
・
定
住
者
受
入
れ
に
必
要
な
、
移

住
者
・
村
・
村
民
に
と
っ
て
三
方
よ
し
の

対
策
を
強
化
し
、
１
０
０
年
後
も
檜
枝
岐

村
で
あ
り
続
け
る
よ
う
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

�

檜
枝
岐
村
長
　
星
　
明
彦

（
令
和
３
年
12
月
20
日
付
第
３
１
８
４
号
）

▲岩魚の養魚場

▲尾瀬沼と燧ケ岳
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丹
波
山
村
の
概
要

　丹
波
山
村
は
、
山
梨
県
の
東
北
部
に
位
置

し
、
東
は
東
京
都
奥
多
摩
町
、
西
は
甲
州
市
、

北
は
埼
玉
県
秩
父
市
に
接
し
て
い
る
県
境
の

村
で
す
。
面
積
は
１
０
１
・
30
㎢
で
，
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
山
林
で
あ
り
、
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
に
属
し
、
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
人
口
５
３
５
人
の

関
東
で
１
番
人
口
の
少
な
い
村
で
す
。

村
内
に
は
日
本
百
名
山
の
雲
取
山
及
び
大

菩
薩
嶺
が
あ
り
、
東
京
都
の
水
源
で
あ
る
丹

波
川
（
多
摩
川
）
が
村
の
中
心
部
を
流
れ
て

お
り
、
極
め
て
良
質
な
水
は
、
小
河
内
ダ
ム

（
奥
多
摩
湖
）
を
経
て
東
京
都
民
の
飲
料
水

と
な
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
山
村
の
歴
史
は
古
く
、
丹
波
川
南
岸

の
高
尾
成
畑
地
区
か
ら
縄
文
時
代
の
土
器
や

住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
太
古
の

昔
か
ら
遠
い
祖
先
が
住
み
、
営
み
を
続
け
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
32
年
の
大
火
に
お
い
て
多
く
の
古
文

書
が
失
わ
れ
、
歴
史
的
な
沿
革
を
詳
し
く
辿

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
古
式
記
録
と
し

て
は
、「
甲
斐
国
志
」
等
に
断
片
的
な
記
載

が
見
ら
れ
ま
す
。
戦
国
武
将
、
武
田
氏
の
全

盛
期
に
は
、
黒
川
金
山
の
採
掘
の
た
め
金
山

奉
行
が
置
か
れ
、
黒
川
千
軒
、
丹
波
千
軒
と

称
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
は
国
中
地
方
か
ら
大
菩
薩
峠
を
経
て
、
青

梅
に
通
じ
る
甲
州
裏
街
道
の
宿
場
と
し
て
重

要
な
拠
点
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
の
着
手
　
　
　
　

～
Ｃ
Ｍ
方
式
の
導
入
～

丹
波
山
村
役
場
は
、昭
和
46
年
竣
工
以
来
、

50
年
に
わ
た
り
村
の
行
政
拠
点
と
し
て
村
民

サ
ー
ビ
ス
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
村
の
大
切
な
財
産
と
し
て
、
修
繕
や

補
修
を
積
み
重
ね
な
が
ら
大
切
に
維
持
管
理

▲

丹
波
地
区
風
景

現 地 レ ポ ー ト

山梨県

丹波山村
たばやまむら

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

『
縁え

に
し

め
ぐ
る
里
　
丹
波
山
村
』

　
～「
ご
縁
」が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

山梨県

丹波山村
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し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
診
断
で

は
大
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
時
代
の
変
化
に
伴

う
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
り
、

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
30
人
に
満
た
な
い
職
員
に
建
築

や
土
木
の
専
門
職
は
お
ら
ず
、
し
か
も
職
員

は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
兼
務
し
て
お
り
余
裕

も
な
い
中
で
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
立
案
か

ら
発
注
先
を
決
め
る
ま
で
の
膨
大
な
資
料
の

作
成
や
設
計
の
も
と
に
な
る
要
求
水
準
書
の

作
成
は
と
て
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
民
が
官
を
補
完
す
る
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｃ
Ｍ
）

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
発
注
者
で
あ
る
丹
波
山
村
の
補
助
者
・

代
行
者
と
な
る
Ｃ
Ｍ
Ｒ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
丹
波
山
村
の

立
場
に
立
ち
、
設
計
や
発
注
方
式
の
検
討
、

工
程
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
を
行
う
仕
組
み
で
、
専
門
職
が
い
な

い
場
合
で
も
Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
村
職
員
の
負

担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
従
来
な
ら
請
負
業
者
か
ら
設
計
変
更
や

工
事
金
額
の
変
更
を
申
し
出
ら
れ
れ
ば
専
門

知
識
の
な
い
職
員
は
承
認
す
る
し
か
な
か
っ

た
も
の
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
に
よ
り
「
こ
う
す
れ
ば

で
き
る
は
ず
だ
」
と
反
論
し
て
く
れ
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

専
門
知
識
の
あ
る
職
員
を
採
用
す
る
こ
と

や
、
請
負
業
者
か
ら
の
工
事
費
の
増
額
要
求

を
的
確
に
判
断
し
、
そ
の
可
否
を
対
応
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
Ｃ
Ｍ
Ｒ
と
い
う

外
部
の
力
を
借
り
る
と
い
う
こ
の
方
式
の
重

要
性
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
（
設

計
・
施
工
一
括
方
式
）
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
９
社
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
採
用
と
な
っ
た
提
案
は
、
独
創
性
に

富
み
、
庁
舎
と
し
て
は
斬
新
的
な
デ
ザ
イ
ン

で
未
来
に
引
き
継
ぐ
庁
舎
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
内
容
で
あ
り
、
審
査
員
全
員
が
同
意
し
、

契
約
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
、
順
調
に
工
事

が
進
捗
し
て
お
り
、
今
年
11
月
末
に
は
竣
工

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
来
会
議
～
村
の
活
性
化
の
た
め
に
～

丹
波
山
村
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
対

策
等
の
ほ
か
、
新
庁
舎
建
設
事
業
を
き
っ
か

け
と
し
た
丹た

波ば

宿じ
ゅ
く

再
生
事
業
、
人
口
増
加
に

つ
な
が
る
就
業
の
場
や
新
た
な
観
光
施
策
の

創
設
等
、
役
場
職
員
の
知
識
や
発
想
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
前
述

の
新
庁
舎
建
設
事
業
同
様
、
外
部
の
力
を
借

り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
平
成

30
年
７
月
に
「
丹
波
山
村
未
来
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

未
来
会
議
は
、
県
内
外
の
各
界
の
識
見
者

及
び
公
募
村
民
、
村
職
員
等
約
20
人
で
構
成

さ
れ
、
平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
を
第
１

期
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
を
第
２
期

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
期
で
は
、
村
の
財
産
の
有
効
活
用
、

新
た
な
魅
力
の
発
見
・
活
用
等
に
つ
い
て
自

由
な
発
想
で
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
森
の
資
源
循
環
」、「
狩

猟
学
校
」、「
鴨
沢
地
区
再
生
（
第
２
源
泉
の

活
用
）」
の
３
つ
の
施
策
を
絞
り
込
み
、
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
、
第
２

期
の
期
間
中
も
継
続
し
て
検
討
を
重
ね
、
現

在
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
つ
い
て
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。（
後
述
）

平
成
２
年
度
か
ら
の
第
２
期
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
に
伴
う
丹
波
宿
再
生
に
つ
い
て
、

第
１
期
同
様
３
班
に
分
か
れ
検
討
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
今
年
３
月
に
「
活
動
報
告
書
・

丹
波
宿
再
生
へ
の
具
申
書
」
と
し
て
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。（
後
述
）
具
申
内
容
は
、

一
部
、
令
和
４
年
度
予
算
に
盛
り
込
み
、
事

業
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

森
の
資
源
循
環
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～�

ワ
イ
ン
樽
の
製
造
・
定
住
促
進
住

宅
の
建
設
～

山
梨
県
は
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
が
盛
ん
で
あ

る
も
の
の
ワ
イ
ン
樽
だ
け
は
輸
入
樽
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
未
来
会
議
第
１
期
の
「
森
の
資

源
循
環
班
」
で
は
、
森
林
資
源
を
提
供
す
る

側
と
求
め
る
側
を
結
び
付
け
円
滑
に
循
環
さ

せ
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
内
の
ミ
ズ
ナ

ラ
を
原
材
料
と
し
た
ワ
イ
ン
樽
の
製
造
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
事
業
所

等
に
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
令
和
２
年
12
月
に

▲新庁舎外観イメージ図

▲�丹波山村未来会議の様子
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村
内
の
ミ
ズ
ナ
ラ
を
伐
採
し
、
富
山
県
で
製

材
、
岐
阜
県
で
加
工
，
宮
崎
県
で
組
立
を
行

い
、
令
和
３
年
４
月
に
18
ℓ
サ
イ
ズ
の
ワ
イ

ン
樽
17
個
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
甲

州
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ
ン
を
樽
詰
め

し
、
熟
成
さ
せ
、
純
山
梨
産
の
ワ
イ
ン
（
７

２
０
㎖
）
が
約
５
０
０
本
完
成
し
、
そ
の
後

も
同
じ
樽
で
新
た
な
ワ
イ
ン
を
熟
成
さ
せ
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
に
は
今
期
の
ミ
ズ
ナ
ラ
伐

採
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に

大
き
な
容
量
の
ワ
イ
ン
樽
製
造
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
丹
波
山
村
は
、
岩
手
県
住
田
町
と

親
し
い
連
携
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
住
田

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、
陸
前
高
田

市
の
被
災
者
を
中
心
に
受
け
入
れ
る
木
造
の

仮
設
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。
建
設
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
役
割
を
終
え
た
仮
設
住
宅
が

払
下
げ
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
住
宅
の
一
部
を

無
償
譲
渡
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
資
材
を

活
用
し
、
令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
に

各
１
棟
の
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
、
令
和

４
年
度
も
１
棟
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
樽
及
び
定
住
促
進
住
宅
も
、
森
の

資
源
循
環
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
事
業

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
充
て
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

狩
猟
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
猟
師
体
験
・
狩
猟
と
サ
ウ
ナ
事
業
～

丹
波
山
村
は
、
人
口
の
約
６
・
５
％
が
猟

師
と
い
う
狩
猟
が
盛
ん
な
村
で
す
。

未
来
会
議
第
１
期
の
「
狩
猟
学
校
班
」
で

は
、
丹
波
山
村
を
「
狩
猟
の
村
」
と
位
置
づ

け
、
猟
師
体
験
や
鹿
の
解
体
、
罠
猟
体
験
等

を
組
み
込
ん
だ
「
狩
猟
学
校
」
の
事
業
の
立

ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
丹
波

山
村
の
狩
猟
文
化
と
、
豊
か
な
水
と
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
サ

ウ
ナ
と
を
組
み
合
わ
せ
た「
狩
猟
と
サ
ウ
ナ
」

は
山
梨
県
を
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
の
聖
地
化

す
る
取
組
と
し
て
、
県
内
の
先
進
的
な
イ
ベ

ン
ト
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
令
和
３

年
７
月
に
は
、「
や
ま
な
し
自
然
サ
ウ
ナ
と

と
の
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
丹
波
山
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
内
の
温
泉
施
設
「
の
め
こ
い

湯
」
で
は
敷
地
内
に
て
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ
ン
タ
ル
ア
ウ
ト

ド
ア
サ
ウ
ナ
事
業
を
開
始
し
、
お
客
さ
ま
が

い
つ
で
も
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
も
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

充
て
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

鴨
沢
地
区
再
生
～
第
２
源
泉
の
活
用

～
　鴨

沢
地
区
は
、
東
京
都
奥
多
摩
町
と
隣
接

す
る
、
丹
波
山
村(

山
梨
県)

へ
の
玄
関
口
で

あ
り
、
日
本
百
名
山
の
雲
取
山
の
登
山
口
で

も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
３
密
を
避
け
な
が
ら

健
康
維
持
を
し
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
が
ブ
ー
ム

と
な
り
、
雲
取
山
が
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
主
人
公
竈
門
炭
治
郎
の
生
誕
の
地
と
紹
介

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
登
山
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
は
、
昭
和
62
年
ま
で
小
中
学

校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
の
た
め
廃
校

と
な
り
、
そ
の
後
も
人
口
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
雲
取
山
へ
の
登
山
客
は
増
加
し
て

お
り
、
年
間
２
万
人
以
上
が
入
山
し
て
い
ま

す
。一

方
、村
内
に
あ
る
温
泉
の
第
２
源
泉
は
、

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

維
持
管
理
費
の
み
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
会
議
第
１
期
の
「
鴨
沢
地
区
再
生
班
」

で
は
、
鴨
沢
地
区
の
旧
学
校
敷
地
に
第
２
源

泉
を
活
用
し
た
立
ち
寄
り
湯
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
同
地
区
内
に
あ
る
元
酒
造
会
社
内

の
剣
道
場
を
資
料
館
に
改
修
す
る
こ
と
等
を▲�空撮鴨沢地区

▲村内のミズナラを原料としたワイン樽

▲やまなし自然サウナととのいプロジェクト

山梨県 丹波山村
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盛
り
込
ん
だ
基
本
構
想
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
同
地
区
の
再
生
を
進
め
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
村
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
た

丹た

波ば

宿じ
ゅ
く

再
生
事
業
　

新
庁
舎
建
設
が
進
む
村
の
中
心
地
「
宿
し
ゅ
く
地

区
」
は
、
か
つ
て
宿
場
と
し
て
栄
え
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
空
洞
化
が
進
み
、
１
５

０
軒
程
あ
る
家
屋
の
半
数
が
空
き
家
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度
の
未
来
会
議
第

２
期
は
、
空
洞
化
し
た
丹
波
宿
を
再
生
さ
せ

る
た
め
、「
一
体
感
の
あ
る
街
道
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
」、「
居
場
所
と
活
動
の
場
づ
く
り
」、「
自

然
を
利
用
し
た
新
し
い
活
動
の
場
」
に
つ
い

て
第
１
期
同
様
３
班
に
分
か
れ
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

一
体
感
の
あ
る
街
道
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
班

で
は
、「
新
庁
舎
建
設
事
業
と
連
携
し
た
国

道
・
村
道
へ
の
サ
イ
ン
設
置
」、「
星
空
が
見

え
る
外
灯
設
置
」、「
郵
便
局
を
併
設
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」、「
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
設
置
」
等
、

居
場
所
と
活
動
の
場
づ
く
り
班
で
は
、「
村

が
改
修
し
た
旧
廣
瀬
邸
を
中
心
と
し
た
村
内

外
の
多
世
代
が
交
流
で
き
る
環
境
整
備
」、

「
空
き
家
活
用
協
議
会
の
設
立
」
等
、

自
然
を
利
用
し
た
新
し
い
活
動
の
場
班
で

は
、「
狩
猟
の
学
校
創
設
に
向
け
た
取
組
と

関
連
講
座
の
充
実
」、「
自
然
体
験
拠
点
の
整

備
」、「
間
伐
材
を
使
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
体
験

教
室
の
開
催
」、「
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」
等
が
具
申
さ

れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
以
降
事
業
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

村
の
教
育
環
境
　
　
　
　
　
　
　
　

～�

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指

し
て
～

丹
波
山
村
に
は
、
小
学
校
１
校
（
丹
波
小

学
校
）
と
中
学
校
１
校
（
丹
波
中
学
校
）
が

あ
り
、
現
在
小
学
生
12
人
、
中
学
生
12
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
減
少
を
抑
え

る
た
め
に
親
子
山
村
留
学
制
度
を
導
入
し
、

こ
れ
ま
で
80
人
を
超
え
る
児
童
生
徒
が
東
京

を
は
じ
め
と
す
る
他
都
府
県
か
ら
親
子
共
々

移
住
し
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
学
校
の
教
育
計

画
や
教
育
活
動
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
、
村
単

教
諭
を
採
用
し
複
式
学
級
を
解
消
し
た
り
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
外
国
語
教
育
を
推
進
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用
し
た
ほ
っ
と
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
の
貸
与
だ
け
で
な
く
電
子
黒
板
を
小
中
学

校
各
教
室
に
設
置
し
Ｉ
Ｔ
活
用
教
育
等
、
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
運
営
し
見
守
り
体
制
も
強

化
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
丹
波
山
村
教
育
大
綱

（
第
３
期
丹
波
山
村
教
育
振
興
基
本
計
画
）

を
制
定
し
ま
し
た
が
、
施
策
の
一
環
と
し
て

小
規
模
同
士
の
交
流
活
動
を
、
小
さ
な
村
ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
高
知
県
大

川
村
の
大
川
小
中
学
校
と
実
施
す
る
と
と
も

に
、
令
和
４
年
度
か
ら
丹
波
川
・
多
摩
川
つ

な
が
り
の
東
京
都
大
田
区
小
中
学
校
と
の
交

流
を
隔
年
で
小
中
学
校
の
宿
泊
行
事
を
行
う

と
と
も
に
、
村
内
在
住
の
高
校
生
や
大
学
生

（
社
会
人
・
大
学
院
生
を
含
む
）
が
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
る
場
の
提
供
、
通
信
制
高

校
で
の
学
び
を
支
援
す
る
場
の
提
供
も
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

丹
波
小
学
校
・
丹
波
中
学
校
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
丹
波
小
中
学
校
運
営
協
議
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
に
な
り
ま
す
。
教

科
や
道
徳
な
ど
に
地
域
人
材
を
活
用
し
た

り
、
教
育
活
動
で
は
丹
波
山
村
の
特
産
品
で

あ
る
「
舞
茸
」
を
伏
せ
込
み
か
ら
収
穫
・
販

売
ま
で
を
地
域
の
人
と
行
っ
た
り
、
文
化
財

保
存
会
が
江
戸
時
代
か
ら
３
５
０
年
の
歴
史

を
誇
る
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
を
指
導
し
、
そ

の
成
果
を
小
中
合
同
運
動
会
で
発
表
し
た
り

す
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
村
づ
く
り

令
和
２
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
し
た
丹
波
山

村
第
５
次
総
合
計
画
は
、
こ
の
村
を
未
来
に

つ
な
ぐ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
盛
り
込

み
、
確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
策
定
し
ま
し

た
。こ

れ
を
機
に
、長
い
間
静
か
だ
っ
た
村
に
、

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
槌
音
が
響
き
始
め
て

お
り
ま
す
。
新
庁
舎
建
設
事
業
を
始
め
と
す

る
各
種
事
業
が
着
実
に
進
捗
す
る
こ
と
に
よ

り
、
村
に
新
た
な
就
業
の
場
が
生
ま
れ
る
と

同
時
に
沢
山
の
ご
縁
も
生
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ご
縁
に
よ
り
、
今
ま
で
思
い
も
つ

か
な
か
っ
た
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
し
い

ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、
丹
波
山
村
の
フ
ァ
ン

も
増
え
、
ひ
い
て
は
、
移
住
者
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
ご
縁
、
こ
れ
か
ら

の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
ご
縁
が
行
き
交
う
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
丹
波
山
村
長
　
岡
部
　
岳
志

（
令
和
４
年
２
月
21
日
付
第
３
１
９
０
号
）

▲電子黒板を利用しての授業風景
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町村の施策事例集Ⅷ38

１
　
北
山
村
の
概
要

北
山
村
は
、
紀
伊
半
島
の
中
央
部
、
三
重

県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
の
県
境
に
位
置
す

る
、
自
治
体
丸
ご
と
飛
び
地
に
な
っ
て
い
る

村
で
す
。
令
和
４
年
１
月
時
点
の
人
口
は
、

２
６
０
世
帯
４
２
１
人
、
面
積
は
48
・
20
㎢

と
、
人
口
で
み
る
と
本
州
の
中
で
最
も
小
規

模
な
自
治
体
の
１
つ
で
す
。

紀
伊
半
島
南
部
特
有
の
多
量
な
雨
に
恵
ま

れ
た
、
豊
富
な
流
量
を
誇
る
北
山
川
が
村
内

を
貫
流
し
、
山
間
の
小
さ
な
村
独
特
の
景
観

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
と
急
流
に
よ

る
浸
食
が
作
り
出
し
た
七
色
峡
や
瀞
峡
の
景

色
は
、
ぜ
ひ
と
も
１
度
は
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

か
つ
て
は
道
路
が
未
開
通
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
狭
隘
な
山
道
を
超
え
な
け
れ
ば
来
村
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
秘
境
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
近
隣
の
高
速
道

路
の
開
通
や
道
路
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
県

庁
所
在
地
で
あ
る
和
歌
山
市
や
大
阪
市
、
名

古
屋
市
等
が
い
ず
れ
も
自
動
車
で
３
時
間
圏

内
と
な
り
、
日
帰
り
で
の
来
村
も
比
較
的
容

易
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
制
の
施

行
以
後
、
１
度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
単
独

村
を
維
持
し
続
け
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
に
は
単
独
村
制
施
行
１
３
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
・
平
成
の
大
合
併
の
時
代
を

生
き
抜
き
、
こ
れ
ま
で
単
独
村
制
を
貫
い
て

き
た
こ
と
は
、
村
民
の
誇
り
の
１
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

２
　
全
国
唯
一
　
飛
び
地
の
村

「
飛
び
地
」
と
は
、
一
般
的
に
は
自
治
体

の
一
部
が
別
の
自
治
体
に
飛
び
離
れ
て
い
る

地
域
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
本
来
の
自
治
体

と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
離

島
の
イ
メ
ー
ジ
が
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲

観
光
筏い

か
だ

下
り

現 地 レ ポ ー ト

和歌山県

北山村
きたやまむら

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り

和歌山県

北山村
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北
山
村
は
全
国
で
唯
一
、
村
が
丸
ご
と
飛

び
地
に
な
っ
て
お
り
、
村
の
境
界
は
す
べ
て

三
重
県
か
奈
良
県
と
接
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
の
地
図
で
見
る
と
右
側
に
浮
か

ん
だ
島
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
覚

え
や
す
い
立
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
ご
と
飛
び
地
に
な
っ
て
い
る
所
以
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
新
宮
市
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
か
ら
、
と
い
う
も
の
が
有
力
で
す
。

詳
し
く
は
後
述
し
ま
す
が
、
山
と
川
に
囲

ま
れ
た
北
山
村
は
、
林
業
を
中
心
産
業
と
し

て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
道
路
の
通
わ
な
い
山

間
部
か
ら
、
木
材
を
搬
出
す
る
手
段
と
し
て

発
達
し
た
の
が
、
筏い
か
だ

流
し
で
し
た
。

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
の
折
、
北
山
川
を

境
に
奈
良
県
・
三
重
県
・
和
歌
山
県
が
区
切

ら
れ
た
結
果
、
本
来
で
あ
れ
ば
奈
良
県
に
属

す
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
か
ね
て
よ
り

新
宮
に
木
材
を
搬
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
地
域
の
人
々

は
、「
新
宮
が
和
歌
山
県
に
な
る
の
な
ら
、

自
分
た
ち
も
」
と
希
望
し
、
和
歌
山
県
に
編

入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

３
　
全
国
唯
一
　
伝
統
産
業
　
筏い

か
だ

現
在
は
５
月
か
ら
９
月
の
夏
の
観
光
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
名
高
い
観
光
筏い
か
だ

下
り
で

す
が
、
実
は
６
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
っ

て
い
ま
す
。

北
山
村
に
限
ら
ず
、
近
隣
の
地
域
で
は
山

か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
筏
に
組
み
、
川
を
流

す
こ
と
で
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。
川
の
上
流

か
ら
河
口
ま
で
、地
域
ご
と
に
い
た
筏
師
が
、

交
代
し
な
が
ら
筏
を
流
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
搬
出
さ
れ
た
北
山
産
の
木
材
は

伏
見
城
や
江
戸
城
本
丸
の
建
材
に
も
使
わ
れ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
流
と
難
所
を
有
す
る
北
山
村
周
辺
を
流

す
筏
師
の
技
術
は
卓
越
し
た
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
実
績
を
買
わ
れ
、明
治
40（
１

９
０
７
）
年
に
は
、
朝
鮮
の
鴨お
う

緑り
ょ
っ

江こ
う

へ
出
稼

ぎ
と
技
術
の
指
導
に
向
か
い
ま
し
た
。

昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
の
ダ
ム
建
設
と

道
路
の
改
良
に
よ
り
、
木
材
の
搬
出
は
完
全

に
陸
路
に
代
わ
り
ま
し
た
。
多
い
時
に
は
５

０
０
人
以
上
も
い
た
筏
師
も
次
第
に
数
を
減

ら
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
北
山
筏
の
技
術
を
絶
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
林
業
が
衰
退
し
た
後
の
村

を
支
え
る
産
業
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
考
え
た
当
時
の
筏
師
は
、
筏
下
り
を

観
光
資
源
に
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
筏
を

小
型
船
舶
と
し
て
登
録
し
、
ダ
ム
の
放
水
を

一
定
に
し
て
も
ら
い
、
安
全
な
水
路
を
作
り

上
げ
る
等
、
数
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
昭

和
54
年
か
ら
観
光
筏
下
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

村
の
観
光
を
支
え
る
日
本
唯
一
の
筏
下
り

の
技
術
を
後
世
に
も
残
す
べ
く
、
現
代
の
筏

師
た
ち
が
日
々
技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
ス

リ
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
　�

全
国
唯
一
　
伝
統
果
実
　�

じ
ゃ
ば
ら

北
山
村
に
は
も
う
１
つ
全
国
唯
一
を
誇
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
じ
ゃ
ば
ら
」

と
い
う
柑
橘
で
す
。

じ
ゃ
ば
ら
は
邪
気
を
払
う
ほ
ど
酸
っ
ぱ
い

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
、
北
山
村
だ
け
に

自
生
し
て
い
た
香
酸
柑
橘
で
す
。
柚
子
よ
り

も
果
汁
が
豊
富
で
種
も
な
く
、
地
元
で
は
縁

起
物
と
し
て
昔
か
ら
お
正
月
の
料
理
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
も
そ
も
じ
ゃ
ば
ら
は
、
あ
る
村
民
が
庭

に
生
え
て
い
た
「
へ
ん
な
み
か
ん
」
を
発
見

し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
み
か
ん

じ
ゃ
な
い
が
独
特
の
味
と
香
り
が
う
ま
い
」

と
村
の
特
産
品
化
を
目
指
し
動
き
出
し
ま
す
。

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
、
柑
橘
の
分
野
で

高
名
な
田
中
諭
一
郎
博
士
の
調
査
に
よ
り
、

全
く
新
し
い
品
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

村
を
あ
げ
て
の
増
産
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
10
年
頃
ま
で
は
、
柑
橘
類

の
人
気
も
低
く
売
り
上
げ
は
低
迷
、
事
業
の

撤
退
も
視
野
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毎

年
熱
心
に
購
入
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
に
聞
い
て
み
る
と
、「
子
ど
も
の
花
粉
症

に
良
い
気
が
す
る
」
と
の
こ
と
で
、
大
規
模

な
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
方
か
ら
同
様
の
感
想
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
マ
ス
コ
ミ
で
の
露
出
の
増
加

や
行
政
と
し
て
は
異
例
の
楽
天
市
場
で
の
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
開
設
を
行
い
、
爆
発
的
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
に
は
村
出
資
１
０
０
％
で
株
式

会
社
じ
ゃ
ば
ら
い
ず
北
山
を
設
立
し
、
行
政

の
事
業
で
あ
っ
た
商
品
開
発
や
販
売
事
業
を

独
立
さ
せ
ま
し
た
。
民
間
会
社
な
ら
で
は
の

機
動
力
の
高
さ
を
も
と
に
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
で
は
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
も
請
け
負
っ
て
お
り
、
長
年
の
販
売

事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
満
足

度
の
高
い
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
近
隣
市

▲村内の景観

▲じゃばらの果実

038_3192和歌山県_北山村_三.indd   40 2022/10/04   15:05



町村の施策事例集Ⅷ40

町
村
の
事
業
も
受
託
す
る
等
、
新
た
な
事
業

へ
の
取
組
も
盛
ん
で
す
。

５
　�

い
き
い
き
と
　
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
せ
る
　
支
え
あ
い
の
村

そ
の
よ
う
な
北
山
村
で
す
が
、
当
然
に
人

口
減
少
・
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
単
に
表
面
上
の
人
口
に
囚
わ
れ

る
こ
と
な
く
村
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
70
歳
以
上
の
人
口
が
１
５
０
人
を

超
え
る
村
に
お
い
て
、
自
然
減
に
打
ち
勝
つ

人
口
増
を
目
標
に
据
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。

適
度
な
過
疎
「
適
疎
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

村
の
今
後
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
に
よ
り
も
村
民
の
生
活
を
守
り
、
生
活

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
第
１
義
の
目
標
で

す
。
そ
の
た
め
に
村
に
と
っ
て
ど
う
い
う
人

物
が
必
要
な
の
か
、
移
住
・
定
住
を
は
じ
め

と
す
る
今
後
の
施
策
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

大
局
的
な
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

生
活
を
守
り
、
生
活
の
質
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
は
、
１
つ
１
つ
地
道
に
課
題
を
解
決
し

た
先
で
、
成
果
が
出
て
く
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

１
つ
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が

「
い
き
い
き
と
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
支

え
あ
い
の
村
」
で
す
。
高
齢
者
を
は
じ
め
、

皆
が
積
極
的
に
社
会
の
中
で
役
割
を
果
た

し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
長
く
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
発
展
を
目
指
す
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

診
療
所
が
１
つ
だ
け
の
村
に
お
い
て
、
健

康
づ
く
り
は
地
域
で
の
暮
ら
し
の
基
盤
と
し

て
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
近
年
は
年

齢
を
問
わ
な
い
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

１
つ
は
「
あ
い
べ
元
気
イ
キ
イ
キ
ポ
イ
ン

ト
」
事
業
で
す
。
１
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ロ

コ
ト
レ
、
畑
で
の
農
作
業
等
で
運
動
し
た
ら
、

量
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
ま
す
。
３

カ
月
ご
と
に
歩
数
部
門
・
ポ
イ
ン
ト
部
門
で

集
計
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
目
指
し
た
り
、
近
所
の

方
と
の
日
頃
の
運
動
機
会
の
創
出
に
つ
な

が
っ
た
り
と
、
運
動
能
力
の
維
持
向
上
だ
け

で
な
い
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
高
血
圧
の
方

ゼ
ロ
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま

し
た
。
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
村
民
の
日
常
的
な
血
圧
測

定
の
実
施
、
動
脈
硬
化
検
診
の
積
極
的
な
活

用
、
健
康
づ
く
り
教
室
の
実
施
等
を
通
じ
、

自
身
で
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
向
上
を
目
指

し
、
村
民
全
体
の
健
康
状
態
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

健
康
的
な
生
活
の
先
に
、
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
見
出
し
、
元
気
に
地
域
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
　
教
育
に
か
け
る
思
い

村
で
は
「
子
ど
も
は
宝
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
世
界
で
広
く
活
躍
で
き
る
子
ど
も
を

育
て
る
べ
く
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

早
期
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
英
語
教
育
は

近
年
よ
う
や
く
芽
吹
き
だ
し
、
初
期
の
英
語

教
育
を
受
け
た
人
材
が
各
地
で
活
躍
を
始
め

て
い
ま
す
。

保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫
し
て
週
１

時
間
以
上
の
英
会
話
教
室
を
開
催
し
、
子
ど

も
た
ち
の
英
語
力
を
伸
ば
し
ま
す
。
ま
た
、

集
大
成
と
し
て
中
学
校
２
・
３
年
生
の
希
望

者
全
員
を
、
全
額
公
費
負
担
の
も
と
ア
メ
リ

カ
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
に
派
遣
し
て
い

ま
す
。
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
業

の
１
つ
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
中
央
公
民
館
で

あ
る
村
民
会
館
に
教
育
委
員
会
事
務
局
を
移

転
し
、
図
書
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
常
設
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
保
育
園
入
園
前

の
乳
幼
児
の
保
護
者
が
週
１
回
「
マ
マ
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
常
時
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
、遊
び
に

行
け
ば
い
つ
で
も
誰
か
が
そ
こ
に
い
る
、
と

い
う
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
規
模
な
村
で
の
子
育
て
環
境
は
、
必
ず

し
も
す
べ
て
が
プ
ラ
ス
の
環
境
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
課
題
を
１
つ
ず
つ
解
決
し

て
い
く
こ
と
で
、
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
　
新
時
代
の
観
光
立
村

暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
と
と
も
に
重
要
な

の
が
「
外
貨
」
の
獲
得
で
す
。
中
小
事
業
者

の
売
り
上
げ
の
向
上
、
一
人
ひ
と
り
の
所
得

の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
と
し
て
収
入
を

増
や
す
こ
と
で
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
外
貨
の
獲
得
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

筏
で
の
観
光
、
じ
ゃ
ば
ら
で
の
特
産
品
に

よ
る
外
貨
獲
得
の
手
段
を
も
っ
て
い
ま
す

▲健康エクササイズ

▲交流スペースの様子

和歌山県 北山村

038_3192和歌山県_北山村_三.indd   41 2022/10/04   15:05



41

が
、
同
様
の
こ
と
を
続
け
て
い
る
だ
け
で
は

衰
退
を
待
つ
の
と
同
じ
こ
と
。「
こ
れ
ま
で

と
同
じ
日
常
が
続
く
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い

見
通
し
が
通
用
し
な
い
こ
と
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
こ
こ
数
年

で
身
に
染
み
て
い
る
は
ず
で
す
。

じ
ゃ
ば
ら
に
関
し
て
は
、
新
加
工
場
の
建

設
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
外
注
に
頼
っ

て
い
た
一
部
製
品
の
製
造
の
内
製
化
、
製
造

ラ
イ
ン
の
効
率
化
等
を
図
り
、
収
益
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
と
協
力
し
、

村
内
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
じ
ゃ
ば
ら
の
増

産
に
も
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

観
光
筏
に
関
し
て
は
、
収
益
構
造
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
と
し
て
の
後

継
者
の
育
成
や
、
天
候
に
囚
わ
れ
な
い
筏
体

験
の
提
供
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
今
後
、
道
路
環
境
の
改
善
が
人
の
流

れ
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
常
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紀
伊
半
島
を
１
周

す
る
高
速
道
路
の
完
成
、
村
内
の
主
要
道
路

で
あ
る
国
道
１
６
９
号
奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
区
間

の
開
通
を
数
年
後
に
控
え
、
総
合
的
な
視
点

で
の
観
光
事
業
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
村
全
体
ま
る
ご
と
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
」

と
題
し
、
村
内
全
体
で
大
自
然
を
体
感
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
構
想
段
階

で
は
あ
り
ま
す
が
、
親
水
エ
リ
ア
の
拡
大
や

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
、
新
規
橋
梁
を
活
か
し

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
誘
致
、
道
の
駅
施
設

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
、
新
た
な
北
山
村
を
お

見
せ
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

８
　�

近
隣
と
の
連
携
・「
ち
い
さ
な

村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」

こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
に
お
い
て
、
単
独

の
村
だ
け
で
成
功
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
近
隣
地
域
全
体
の
観
光
動
向
を
注
視
し
、

柔
軟
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、
紀
伊
半
島

全
体
の
振
興
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
か
ら
は
隣
接
す
る
奈
良
県
上

北
山
村
お
よ
び
下
北
山
村
の
有
志
が
中
心
と

な
り
「
北
山
３
村
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
対
応
し

た
形
で
３
年
間
続
け
て
開
催
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
が
、
で
き
る
形
で
フ
ェ
ス

タ
に
協
力
し
盛
り
上
げ
、
地
域
で
元
気
に
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ら

れ
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、「
筏
師
の
道
」
と
い
う
か
つ
て
筏

を
流
し
た
筏
師
た
ち
が
帰
り
に
歩
い
て
き
た

道
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
広
域
に
わ
た

る
た
め
、
道
の
整
備
等
は
奈
良
県
十
津
川
村

の
方
と
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
村
の
課
題
の
１
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
公
共
交
通
機
関
の
不
足
で
す
。

Ｊ
Ｒ
熊
野
市
駅
と
村
内
を
往
復
す
る
１
日
２

便
の
バ
ス
し
か
交
通
手
段
が
な
く
、
熊
野
三

山
や
熊
野
古
道
等
周
囲
の
観
光
ル
ー
ト
か
ら

断
絶
し
て
い
る
状
態
で
す
。
早
急
に
解
決
し

た
い
課
題
の
１
つ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
で
の
連
携
は
観
光
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
全
国
の
人
口
が
少
な
い
７
つ
の

村
が
集
ま
っ
た
「
ち
い
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
」
で
は
、
北
海
道
か
ら
熊
本
県
ま
で
の
村

が
集
結
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
全
国

的
な
協
議
会
等
と
は
違
っ
た
、
小
規
模
だ
か

ら
こ
そ
の
付
き
合
い
が
生
ま
れ
、
相
互
に
取

組
を
学
び
、
人
を
育
て
あ
う
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
山
梨
県
丹
波
山
村

を
中
心
に
、
東
京
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
や
多
様
な
業
界
の
方
と
の
連
携
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
躍
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

９
　
こ
れ
か
ら
の
北
山
村

日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
進
む
中
、
私
た

ち
の
よ
う
な
最
小
の
自
治
体
が
真
っ
先
に
前

人
未
踏
の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
そ
の
荒
波

の
時
代
を
い
か
に
し
て
漕
ぎ
抜
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

北
山
川
を
下
る
筏
師
た
ち
は
、
見
事
な
連

携
で
そ
の
激
流
を
超
え
て
い
き
ま
す
。
村
行

政
、
議
会
、
住
民
が
一
体
と
な
り
、
筏
師
の

よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
と
、
一
致
団
結

し
て
荒
波
を
超
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
山
村
長
　
山
口
　
賢
二

（
令
和
４
年
３
月
14
日
付
第
３
１
９
２
号
）

▲奥瀞道路Ⅲ期区間工事

▲北山３村フェスタ

▲大田区も交えたｇ７+ １サミット
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１
　
新
庄
村
の
概
要

新
庄
村
は
岡
山
県
の
西
北
端
に
位
置
し
、

鳥
取
県
と
蒜ひ
る

山ぜ
ん

地
域
に
接
し
て
い
ま
す
。
中

国
山
地
の
尾
根
部
に
あ
り
、
毛
無
山
を
主
峰

と
す
る
１
、
０
０
０
ｍ
級
の
美
し
い
連
山
に

囲
ま
れ
、
県
下
三
大
河
川
の
１
つ
、
旭
川
の

源
流
域
に
あ
り
ま
す
。
村
の
人
口
は
８
８
０

人
（
２
０
２
１
年
９
月
末
）、
総
面
積
は

67
・
１
㎢
で
山
林
が
92
％
を
占
め
、
谷
あ
い

に
沿
っ
て
標
高
４
５
０
ｍ
か
ら
６
０
０
ｍ
に

集
落
が
点
在
し
て
い
る
典
型
的
な
中
山
間
地

域
で
す
。

古
く
は
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
の
際
、
松

江
藩
主
松
平
雲
州
候
が
泊
ま
っ
た
と
い
う
出

雲
街
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
往
時
の
面
影

が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廃
藩
置
県

（
１
８
７
１
年
）
以
来
、
一
度
も
合
併
し
た

こ
と
が
な
く
、
村
政
施
行
１
５
０
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、現
在
、

50
年
に
わ
た
り
村
の
拠
点
と
し
て
村
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
役
場
庁
舎
を
新
た
に
整
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
　
３
年
ぶ
り
に
医
師
を
採
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
向

け
、
小
さ
な
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
集
団
接

種
を
行
っ
た
こ
と
で
、
全
国
平
均
、
県
平
均

を
大
き
く
上
回
る
高
い
接
種
率
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、
新
庄
村
で

は
未
だ
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
年
４
月
、
３
年
ぶ
り

に
医
師
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
村
民
の
願
い
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
何
よ
り
も
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
村
の
人
々
の
健
康
維
持
や

夜
間
の
急
患
対
応
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
村
と
し
て
も
健
康
・
福
祉
・
医
療
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲

空
撮
新
庄
村
の
秋

現 地 レ ポ ー ト

岡山県

新庄村
しんじょうそん

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

小
さ
な
村
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

岡山県

新庄村
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３
　
移
住
・
定
住
施
策

日
本
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減

少
に
対
し
て
、新
庄
村
で
は
平
成
27
年
に「
人

口
減
ス
ト
ッ
プ
宣
言
」
を
出
し
、
最
重
要
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
令
和
元
年
ま
で
の
５
年
間
で
社
会
増

と
な
り
、
平
成
29
年
度
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
３
・
27
で
岡
山
県
内
１
位
。
令
和
２
年
度

の
年
少
人
口
増
加
率
も
２
・
08
で
同
じ
く
１

位
と
な
る
な
ど
確
実
に
成
果
と
し
て
表
れ
て

い
ま
す
。
要
因
と
し
て
、
社
会
増
と
い
う
明

確
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
移
住
・
定
住
相

談
会
を
は
じ
め
、複
数
の
職
を
持
つ
「
複
業
」

や
村
と
都
会
を
行
き
来
す
る「
２
拠
点
移
住
」

と
い
っ
た
新
た
な
働
き
方
・
生
活
ス
タ
イ
ル

の
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
等
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
支

援
、
移
住
希
望
者
へ
の
個
別
対
応
の
他
に
居

住
整
備
と
し
て
空
き
家
の
改
修
や
単
身
者
向

け
住
宅
の
建
築
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
村
の
良
さ
を
前
面
に

出
し
な
が
ら
、
都
会
の
人
の
心
を
つ
か
む
施

策
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
き

ま
す
。

４
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

全
国
７
地
方
に
お
い
て
人
口
の
最
も
少
な

い
村
（
離
島
は
除
く
）
が
年
に
１
度
、
一
堂

に
会
す
る「
小
さ
な
村『
ｇ
７
』サ
ミ
ッ
ト
」。

小
さ
い
こ
と
が
強
み
で
あ
る
と
い
う
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
の
場
で
す
。

山
梨
県
丹
波
山
村
で
の
第
１
回
以
降
、
福

島
県
檜
枝
岐
村
、
北
海
道
音
威
子
府
村
、
和

歌
山
県
北
山
村
で
開
催
。
第
５
回
は
本
村
で

行
う
予
定
で
し
た
が
、
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
苦
渋
の
決
断
に
よ
り
２
年
連
続
で
延
期

し
、
令
和
４
年
秋
に
新
庄
村
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

新
庄
村
で
は
当
初
か
ら
「
人
は
『
財
（
た

か
ら
）』
で
あ
り
、
サ
ミ
ッ
ト
は
若
い
人
材

の
育
成
の
場
」
と
捉
え
、
行
政
職
員
の
参
加

に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
間
の
方
の
参
加
を
積
極

的
に
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

第
５
回
は
、「
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
」
を
開
催
テ
ー
マ
と
し
、
人
口
減
少
に
悩

む
全
て
の
自
治
体
が
直
面
す
る
本
質
的
な
課

題
を
取
り
上
げ
、
住
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
力

を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
　�

一
般
社
団
法
人
む
ら
づ
く
り�

新
庄
村
の
設
立

新
庄
村
内
の
各
種
課
題
の
解
決
や
地
方
創

生
に
関
す
る
取
組
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
代

わ
っ
て
よ
り
機
動
的
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
本
年
４
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
宿
泊
施
設
「
新
庄
宿
　
須
貝
邸
」
や

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
「
木
挽
家
」
の
運
営
の

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
域
通
貨
「
も
ち
ん
」

村
内
の
商
店
等
へ
の
客
数
を
増
や
し
、
村

内
の
経
済
循
環
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
令
和
３
年
３
月
に
地
域
通
貨
「
も
ち
ん
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
通
貨
の
特
徴
は
、換
金
性
が
「
な
い
」

こ
と
で
す
。
１
も
ち
ん
＝
１
円
の
よ
う
に
現

金
同
等
の
通
貨
と
し
て
は
利
用
で
き
ず
、
商

店
等
に
お
い
て
「
現
金
で
は
買
え
な
い
価
値

の
あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す

る
こ
と
に
だ
け
使
用
で
き
ま
す
。
①
商
店
等

に
お
い
て
「
も
ち
ん
」
の
み
で
利
用
可
能
な

プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
②
プ
レ
ミ
ア

ム
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
上
の
マ
ッ
プ
の
誘
客

効
果
に
よ
り
お
客
が
商
店
等
を
訪
れ
、
通
常

の
商
品
の
購
入
も
促
進
さ
れ
る
―
と
い
う
し

く
み
の
構
築
が
目
的
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

現
金
の
メ
リ
ッ
ト
を
要
因
と
す
る
誘
客
・
経

済
対
策
と
は
異
な
り
、「
商
店
等
が
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
作
り
出
し
た
経
済
的
負
担
が

伴
わ
な
い
形
で
提
供
で
き
る
特
別
な
サ
ー
ビ

ス
を
基
礎
に
客
と
の
関
係
性
を
深
め
な
が
ら

客
数
を
増
や
す
」と
い
う
新
た
な
取
組
で
す
。

人
と
商
店
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
こ
と
が

小
さ
な
地
域
で
の
持
続
的
な
経
済
循
環
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
商
店
等

に
限
ら
ず
地
域
団
体
等
の
活
用
も
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
。

◇
事
業
協
同
組
合

人
口
減
に
立
ち
向
か
う
小
規
模
自
治
体
に

お
い
て
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
新
た
な
人
材
を
求
め
て
い
る
分
野
は

「
農
業
分
野
」
で
す
。

主
産
業
で
あ
る
稲
作
、
特
に
ヒ
メ
ノ
モ
チ

の
栽
培
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
り
農
地
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
村
外
か
ら
の
人
材
も

積
極
的
に
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
に
従
事
し
た
場
合
、
寒
冷
地

で
あ
る
本
村
で
は
冬
期
間
に
十
分
な
稼
ぎ
を

得
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
村
で

は
令
和
３
年
度
中
に
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
を
設
立
し
、「
春
～
秋
は
農
業
に

従
事
、
冬
期
間
は
別
の
仕
事
に
従
事
す
る
マ

ル
チ
ワ
ー
カ
ー
」
を
募
集
・
採
用
す
る
予
定

で
す
。
現
在
、事
業
者
間
の
調
整
が
終
わ
り
、

設
立
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
規
模
自
治
体
の
課
題
は
、
経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
た
め
、
民
間
主
導
で
は
解

決
が
困
難
な
も
の
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
正
面
か
ら
立
ち
向

か
い
、
国
・
県
の
制
度
を
積
極
的
に
利
用
し

て
い
く
姿
勢
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

▲移住単身者向け住宅
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６
　
農
林
業
の
成
長
産
業
化

◇
農
業
施
策

新
庄
村
の
農
業
は
、
全
耕
地
面
積
に
占
め

る
水
田
の
割
合
が
高
く
水
稲
栽
培
中
心
の
地

域
と
な
っ
て
お
り
村
の
気
候
風
土
を
活
か
し

た
、
モ
チ
米
「
ヒ
メ
ノ
モ
チ
」
の
作
付
け
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
旭
川
源
流
の
清
ら
か
な

水
と
夏
場
の
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
り
、
他
地

域
に
比
べ
て
、お
餅
へ
加
工
し
た
時
の
粘
り
・

コ
シ
の
強
さ
・
甘
み
・
白
さ
が
際
立
っ
て
高

く
、県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

村
で
は
こ
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
中
心
と
し
た

農
業
振
興
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
14
年
の
ヒ

メ
ノ
モ
チ
生
産
組
合
の
設
立
を
機
に
、
ヒ
メ

ノ
モ
チ
専
用
加
工
場
（
第
一
加
工
場
、
第
二

加
工
場
）
の
建
設
や
販
売
の
拠
点
で
あ
る
道

の
駅
の
機
能
強
化
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
実

演
販
売
等
を
通
じ
、
生
産
者
と
一
丸
と
な
っ

た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
生
産
は
現
在
、
村
の
水
稲

作
付
面
積
の
約
70
％
を
占
め
て
お
り
、
１
俵

当
た
り
の
価
格
に
つ
い
て
も
一
般
モ
チ
の
価

格
を
超
え
る
１
４
、
０
０
０
円
台
の
高
価
格

を
維
持
し
て
い
ま
す
。
加
工
に
つ
い
て
も
、

現
在
ま
で
村
を
挙
げ
た
取
組
が
功
を
奏
し
、

ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
っ
て
お
り
需
要
も
高
い

状
況
で
す
。
加
工
及
び
直
販
の
中
心
と
な
る

道
の
駅
で
は
、
モ
チ
米
を
活
用
し
た
大
福
、

麺
類
や
ビ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
の
６
次

産
業
化
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
加
工
量
も
近

年
倍
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。

一
方
、
過
疎
地
域
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
と

お
り
、
当
地
域
も
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
農

家
戸
数
の
減
少
が
見
ら
れ
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を

中
心
と
し
た
農
産
物
の
栽
培
面
積
・
出
荷
数

量
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
村
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
農
地

を
有
効
活
用
し
、
農
作
業
の
受
委
託
、
農
地

の
利
用
集
積
を
進
め
る
べ
く
令
和
２
年
度
に

「
一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
」
の
設

立
を
行
い
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ

り
減
少
す
る
農
地
の
保
全
を
行
っ
て
い
ま

す
。
初
年
度
と
な
る
令
和
３
年
度
は
約
６
ha

の
農
地
の
借
受
け
を
行
い
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を

中
心
と
し
た
農
産
物
の
栽
培
や
農
作
業
の
受

託
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地

の
利
用
集
積
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
取

組
に
は
村
民
は
も
と
よ
り
県
サ
イ
ド
か
ら
も

高
い
期
待
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
村
農
業
の
中
心

品
目
と
し
て
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
加
工
の
増
大
と
ヒ
メ
ノ
モ
チ
玄
米
で
の

地
域
内
一
貫
流
通
に
向
け
た
体
制
整
備
等
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
村
内
で
の
生
産
か
ら

加
工
流
通
が
一
貫
し
て
行
え
る
よ
う
、
ヒ
メ

ノ
モ
チ
第
三
加
工
場
の
整
備
、
流
通
体
制
の

刷
新
な
ど
今
後
も
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
中
心
と
し

た
農
業
政
策
に
よ
る
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
計
画
で
す
。

◇
林
業
施
策

新
庄
村
で
は
役
場
新
庁
舎
建
設
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
あ
た
り
、

村
産
材
を
地
産
地
消
で
き
る
し
く
み
の
構
築

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
般
木
材
と
し
て
流
通
し
な
い
未

利
用
材
は
隣
の
真
庭
市
に
運
搬
し
て
い
ま
す

が
、
新
庁
舎
に
熱
供
給
用
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
搬
出
間
伐
を
行
っ

た
際
の
未
利
用
材
の
活
用
や
森
林
所
有
者
自

ら
間
伐
材
を
搬
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

る
所
得
の
還
元
な
ど
林
業
振
興
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
儲
か
る
林
業
」
を
目
指
し
て

森
林
資
源
の
現
況
把
握
と
方
向
性
を
具
体
的

に
打
ち
出
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
役
場
新

庁
舎
か
ら
導
入
し
、
そ
の
後
、
周
辺
の
公
共

施
設
（
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
、小
中
学
校
）
に
導
入
す
る
計
画
で
す
。

７
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

新
庄
村
の
観
光
資
源
は
風
情
在
る
宿
場
町

の
町
並
み
と
豊
か
な
自
然
で
す
。
旧
出
雲
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
本
村
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
が
い
せ
ん
桜
通
り
に
は
、
日

露
戦
争
の
戦
勝
記
念
に
植
樹
さ
れ
た
１
３
２

本
の
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
が
樹
齢
１
１
５
年

を
超
え
る
今
も
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
赤
瓦

の
並
ぶ
が
い
せ
ん
桜
通
り
の
町
並
み
の
中
、

国
の
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）
を
活
用

し
て
設
置
し
た
施
設
「
咲
蔵
家
．」
と
国
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
古
民
家

を
改
修
し
た
宿
泊
施
設
「
新
庄
宿 

須
貝
邸
」

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
施
設
も
一
般
社
団

法
人
む
ら
づ
く
り
新
庄
村
が
運
営
し
て
お

り
、「
咲
蔵
家
．」
は
、
村
民
が
集
い
、
く
つ

ろ
げ
、
働
け
る
新
し
い
交
流
拠
点
と
し
て
、

新
庄
村
の
情
報
発
信
を
行
う
ほ
か
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
も
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
新
庄
宿 

須

貝
邸
」
は
１
日
２
組
限
定
の
宿
泊
施
設
で
、

四
季
折
々
の
景
色
を
見
せ
る
が
い
せ
ん
桜
の

側
で
、
上
質
な
時
間
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▲ひめのもち

▲がいせん桜

岡山県 新庄村
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ま
た
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
一
部
で
あ

り
、
ブ
ナ
・
カ
タ
ク
リ
の
か
お
る
「
毛
無
山
」

一
帯
で
は
、
岡
山
県
の
３
分
の
２
を
占
め
る

ブ
ナ
林
を
中
心
と
し
た
優
れ
た
自
然
環
境
と

良
好
な
渓
流
環
境
に
よ
り
、
入
込
客
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
に
は
貴
重
な
森
林
資
源
を
活

用
し
た
、
岡
山
県
下
唯
一
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
に
中
国
地
方

で
３
番
目
に
認
定
さ
れ
、毛
無
山
の
麓
で「
ゆ

り
か
ご
の
小
径
」
散
策
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。「
森
の
案
内
人
」
と
と
も
に
、
全

長
２
㎞
の
コ
ー
ス
を
新
鮮
な
空
気
を
胸
一
杯

に
吸
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
散
策
す
る
森
林

セ
ラ
ピ
ー
は
人
気
が
高
く
、
多
く
の
観
光
客

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
資
源
を
守
る

た
め
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
で
は
セ
ラ

ピ
ー
コ
ー
ス
の
道
整
備
も
行
い
な
が
ら
、
希

少
な
動
植
物
を
守
る
た
め
の
活
動
も
行
っ
て

お
り
、
心
と
体
の
癒
し
の
空
間
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

新
た
な
森
林
資
源
の
活
用
と
し
て
、
本
村

と
真
庭
市
の
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
山
岳
エ

リ
ア
を
舞
台
と
し
た
、
西
日
本
最
長
ク
ラ
ス

の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を
平
成
28
年

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
全
国
か

ら
約
２
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
平
成
30
年

の
開
催
で
は
２
倍
以
上
の
約
５
４
０
名
が
参

加
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
規
模
の
大
会
と
な
っ

て
お
り
、
西
日
本
で
も
有
数
の
大
会
と
し
て

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
歴
史
豊
か

な
風
土
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
十
分
配
慮
し

た
自
然
や
施
設
の
一
層
の
磨
き
上
げ
を
進
め

な
が
ら
、
地
域
経
済
環
境
の
改
善
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

中
小
事
業
者
が
メ
イ
ン
の
本
村
で
は
、
新

た
な
事
業
に
挑
戦
す
る
た
め
の
資
金
面
や
起

業
家
の
育
成
等
の
支
援
の
た
め
に
、「
新
庄

村
起
業
家
支
援
資
金
貸
付
金
」
制
度
を
創
設

し
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
加
工
販
売
、
６
次

化
産
業
等
に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
貸
付
を

行
う
こ
と
で
、
誰
も
が
新
し
い
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

８
　�

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た�

教
育
「
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
」

新
庄
村
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
、
あ

ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
取
り
入

れ
た
教
育
と
し
て
、
新
庄
っ
子
人
材
育
成
事

業
（
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
）
に
平
成
28
年
７

月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
急
速
に
変
化

す
る
社
会
を
生
き
抜
く
う
え
で
、
学
び
、
そ

し
て
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
知
性
、
人

格
、
情
緒
、
社
会
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
「
デ
ザ
イ
ン

思
考
」
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
目
標
と
す

る
「
主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
姿

を
特
化
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
仕
方
、
人
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
、
協
働
す
る
こ
と
、
や
り
抜
く
こ
と
、
多

様
な
人
と
交
流
す
る
こ
と
も
学
ん
で
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
「
総
合
的
人
材
育
成

事
業
」
の
中
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
受
講
し
た
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
教
育
委
員
会
も
保
護
者

も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

新
庄
村
長
　
小
倉
　
博
俊

（
令
和
３
年
11
月
29
日
付
第
３
１
８
１
号
）

▲咲蔵家．▲須貝邸の客室

▲キュリオスクール

▲森林セラピー
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１
　�

大
川
村
の
概
要

大
川
村
は
四
国
山
地
の
中
央
部
、
高
知

県
の
最
北
端
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
東
西
15
・
5
㎞
、
南
北
9
・
4
㎞
、

面
積
は
95
・
27
㎢
で
、
北
は
愛
媛
県
に
接

し
て
い
る
村
で
す
。
周
囲
を
１
、
０
０
０

ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
村
の
中
央
を
吉

野
川
が
貫
く
形
で
東
西
に
流
れ
、
約
９
割

は
険
し
い
山
地
と
平
坦
地
が
極
め
て
少
な

い
山
村
で
、
南
国
土
佐
と
呼
ば
れ
る
高
知

県
内
で
は
比
較
的
低
温
な
地
域
と
な
り
ま

す
。
令
和
４
年
２
月
末
時
点
の
人
口
は
３

６
８
人
と
、
四
国
地
方
の
中
で
最
も
人
口

が
少
な
い
自
治
体
で
す
。

基
幹
産
業
と
し
て
は
林
業
の
他
に
、
50
年

以
上
前
か
ら
続
く
「
大
川
黒
牛
」
の
生
産
と
、

平
成
20
年
代
か
ら
取
組
を
開
始
し
た
高
知
県

の
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
「
土
佐
は
ち
き
ん
地
鶏
」

の
生
産
を
中
心
と
す
る
畜
産
業
が
、
地
域
産

業
の
中
で
も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
新
た
に
村
の
豊
か
な
自
然

を
資
源
と
す
る
観
光
振
興
の
取
組
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
四
国
の
水
瓶
」
早
明
浦
ダ
ム
の

水
源
地
域
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
の
保
護
・
水
資
源
の
確
保
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

２
　�

離
島
を
除
い
て�

日
本
最
少
人
口
の
村

大
川
村
の
人
口
は
、
昭
和
35
年
の
4
、
１

１
４
人
（
国
勢
調
査
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
特
に
昭
和
46
年
の
早
明
浦

ダ
ム
建
設
に
よ
る
中
心
集
落
の
水
没
、
昭
和

47
年
に
１
６
０
年
余
り
の
創
業
以
来
の
歴
史

を
持
つ
白
滝
鉱
山
の
閉
山
が
決
定
的
な
要
因

と
な
り
、
昭
和
60
年
に
は
７
５
１
人
に
ま
で

激
減
し
、
全
国
的
に
も
稀
な
過
疎
の
小
村
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
づ
く
り
を
象
徴

す
る
数
字
と
し
て
掲
げ
た
平
成
元
年
の
人
口

▲

大
川
村
風
景

現 地 レ ポ ー ト

高知県

大川村
おおかわむら

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

何
が
何
で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る

 
～
『
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
』
か
ら

 

『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ
～

高知県

大川村
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７
５
０
人
か
ら
、
平
成
24
年
ま
で
の
わ
ず
か

四
半
世
紀
の
間
に
３
０
０
人
以
上
が
減
少

し
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
つ

い
に「
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
歯
止
め
が
き
か
な
い
人
口
減

少
は
地
域
の
活
力
低
下
に
直
結
し
、
産
業

の
衰
退
、
耕
作
放
棄
地
や
森
林
の
荒
廃
の

拡
大
、
ひ
い
て
は
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
い
っ
た
住
民
の
命
に
か
か
る
問

題
の
深
刻
化
等
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
連

鎖
に
つ
な
が
る
こ
と
が
当
時
大
き
く
危
惧

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
総
人
口
が
減

少
す
る
中
、
同
様
に
村
内
の
16
集
落
全
て

で
住
民
の
数
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

明
治
22
年
の
市
町
村
制
施
行
以
来
１
２
０

年
余
を
経
過
し
た
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、

全
16
集
落
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
今
後
消

滅
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、

大
き
な
危
機
感
を
具
体
的
に
持
つ
こ
と
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
早
明

浦
ダ
ム
建
設
に
よ
る
中
心
集
落
の
水
没
の

際
と
は
、
ま
た
違
う
意
味
で
の
「
ふ
る
さ

と
が
な
く
な
る
」
か
も
し
れ
な
い
も
の
で
、

地
域
の
努
力
の
も
と
、
地
域
を
守
っ
て
の

人
口
対
策
を
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

じ
た
中
で
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
何
が
何

で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
た
「
第
５
次
大
川
村
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
「
大
川
村

に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
」

と
い
う
村
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

取
組
開
始
か
ら
間
も
な
い
平
成
27
年
の
国

勢
調
査
で
は
、
再
び
「
離
島
を
除
い
て
日

本
最
少
人
口
の
村
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
速
度
を
上
げ
て
一
歩
一
歩

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

３
　�「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
結
い
の
里
」

の
取
組
　�

～
暮
ら
し
よ
い
村
づ
く
り
～

大
川
村
の
全
16
集
落
は
広
範
囲
に
点
在

し
て
い
る
た
め
、
住
民
の
数
が
減
少
す
る

中
で
各
集
落
が
水
の
管
理
や
見
守
り
、
地

域
行
事
の
開
催
な
ど
、
集
落
と
し
て
の
機

能
を
今
後
も
単
独
で
維
持
し
続
け
て
い
く

こ
と
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
高
知
県
が
中
山
間
地
域
対
策
と
し
て

展
開
を
進
め
て
い
た
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

を
、
住
民
主
体
で
の
地
域
づ
く
り
拠
点
と

し
て
導
入
し
、
村
全
体
を
１
つ
の
集
落
に

見
立
て
て
課
題
解
決
の
取
組
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

そ
う
し
て
平
成
27
年
度
に
開
所
し
た
「
大

川
村
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
結
い
の
里
」
は
、

地
元
農
家
の
食
材
を
利
用
し
た
地
産
地
消

を
目
指
す
学
校
給
食
や
高
齢
者
等
へ
の
配

食
の
提
供
を
行
う
給
配
食
事
業
、
産
直
・

物
販
や
軽
食
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
村
の

え
き
事
業
を
中
心
に
展
開
し
て
お
り
、
年
々

増
加
し
て
い
く
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
比
例
し

て
、
そ
の
機
能
を
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
土
日
祝
は
地
域
の
お
母
さ
ん
方

が
地
元
食
材
を
使
用
し
た
軽
食
を
提
供
す

る
「
お
母
さ
ん
食
堂
」
が
開
店
す
る
ほ
か
、

月
に
１
度
の
週
末
だ
け
の
ラ
ー
メ
ン
の
提

供
、
お
菓
子
や
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
と
い
っ
た

特
産
品
の
開
発
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
営
や
取
組
に
関
わ
る
の
は
地
元

の
方
だ
け
で
は
な
く
、
集
落
支
援
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
各
事
業
の
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
の

を
筆
頭
に
、
移
住
者
を
含
む
村
外
か
ら
の

人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
顕
在
化
し
て
い
る
生
活
用
水
確
保

や
鳥
獣
被
害
対
策
の
問
題
解
決
に
向
け
た

機
能
強
化
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

主
目
的
は
住
民
力
の
向
上
で
あ
り
、
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
の
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
で
す
の
で
、
さ
ら
な
る
村
民
の
参
加
、

集
客
力
の
強
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 ４
　�

産
業
の
振
興
　�

～
働
き
よ
い
村
づ
く
り
～

近
年
、
最
も
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
産
業

振
興
の
取
組
は
、
吉
野
川
源
流
域
の
美
し
い

自
然
の
中
で
育
ま
れ
る
「
土
佐
は
ち
き
ん
地

鶏
」
と
「
大
川
黒
牛
」
の
生
産
・
販
売
を
中

心
と
し
た
畜
産
振
興
で
す
。

高
知
県
の
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
で
あ
る
「
土
佐

は
ち
き
ん
地
鶏
」
は
、
平
成
17
年
頃
に
高
知

県
が
独
自
に
交
配
し
た
土
佐
九
斤
と
大
軍
鶏

の
味
を
受
け
継
ぐ
三
元
交
配
で
生
ま
れ
た
地

鶏
で
す
。
大
川
村
で
は
村
の
命
運
を
か
け
、

平
成
20
年
か
ら
本
格
的
な
生
産
を
開
始
し
ま
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し
た
。
現
在
は
、
そ
の
約
8
割
が
大
川
村
で

徹
底
し
た
管
理
の
も
と
大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
村
内
で
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
一
貫
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
雇
用
を
創
出

す
る
こ
と
も
目
的
の
１
つ
と
し
て
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
大
川
黒
牛
」
は
、
昭
和
38
年
、
村
役
場

を
中
心
と
し
て
農
業
協
同
組
合
や
一
部
農
家

の
支
援
を
得
て
、
淡
路
島
の
家
畜
市
場
で
買

い
付
け
た
「
但た
じ

馬ま

牛
」
を
先
祖
に
持
ち
、
年

間
約
50
頭
し
か
出
荷
さ
れ
な
い
幻
の
肉
で

す
。
肉
質
は
と
て
も
柔
ら
か
く
、
上
品
な
脂

の
旨
み
と
き
め
の
細
か
い
霜
降
り
、
肉
本
来

の
旨
さ
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
、
脂
の
旨
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
整
っ
た
風
格
あ
る
味
わ
い
で
す
。

毎
年
11
月
3
日
に
開
か
れ
る
「
大
川
村
謝

肉
祭
」
は
「
土
佐
は
ち
き
ん
地
鶏
」
と
「
大

川
黒
牛
」
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
全

国
か
ら
人
口
の
４
倍
近
い
お
客
さ
ん
が
や
っ

て
来
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
日
本
酒
が
飲
み
放

題
な
ど
、
高
知
な
ら
で
は
の
「
大
川
村
の
お

き
ゃ
く
」
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
で
は
、
村
内
で
若
い
農
家
が
頑

張
っ
て
い
る
花
卉
栽
培
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ユ

リ
な
ど
）
と
い
っ
た
農
業
振
興
の
取
組
や
、

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
い
る
山
岳
観
光
を
主
と
し
た
観
光
振
興
の

取
組
な
ど
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

 ５
　�
山
村
留
学
の
推
進
と
青
年
団
活
動
　

～
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
～

昭
和
62
年
の
第
１
期
留
学
生
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
「
大
川
村
ふ
る
さ
と
留
学
」
こ
と
大

川
村
の
山
村
留
学
制
度
は
、
１
年
間
親
元
を

離
れ
、
異
年
齢
集
団
で
生
活
を
共
に
し
て
村

内
の
学
校
へ
通
学
し
ま
す
。
１
年
間
の
長
期

留
学
生
活
で
は
、
自
然
豊
か
な
山
村
で
生
活

し
都
市
部
で
は
体
験
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
体
験
や
学
校
生
活
を
、
そ
し
て
留
学
セ

ン
タ
ー
（
宿
舎
）
で
の
集
団
生
活
の
中
で
は

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
と
い
う
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
習
得
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の

早
期
か
ら
の
人
格
形
成
に
つ
な
が
る
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
少
人
数
の
た
め
に
友
だ
ち
の
数
が

少
な
い
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
長
期
留

学
生
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
に
交

流
を
深
め
刺
激
を
受
け
あ
い
、
長
所
を
伸
ば

し
、
短
所
を
補
う
と
い
っ
た
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
も
あ
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
20
〜
30
代
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
を
中
心
と
し
た「
大
川
村
青
年
団
」は
、

お
よ
そ
30
名
近
い
若
者
が
在
籍
し
、
夏
祭

り
の
開
催
や
特
産
品
販
売
・
Ｐ
Ｒ
と
い
っ

た
地
域
に
根
差
し
た
事
業
を
主
体
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
業
を
通
し
て
若
者
同

士
の
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
お
り
、
い
つ

の
時
代
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
、

村
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
団
体
で
す
。
ま

た
、
村
外
の
団
体
と
の
交
流
も
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る

活
動
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
５
年
度
に
は

全
国
地
域
青
年
「
実
践
大
賞
」
を
受
賞
し

て
お
り
、
今
後
も
次
代
を
担
う
若
者
た
ち

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

６
　�

子
ど
も
と
高
齢
者
は「
村
の
宝
」　

～
生
き
が
い
あ
る
村
づ
く
り
～

決
し
て
大
川
村
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
が
村
民
の
宝
で
あ
り
、

村
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
人
口
の
少

な
い
本
村
で
は
、
そ
の
思
い
は
よ
り
一
層

強
く
、
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
雰
囲
気
を
た
し
か
に
感
じ
ま
す
。
そ

ん
な
村
の
次
代
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
心
豊
か
に
育
ち
、
保

護
者
が
子
育
て
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が

▲�土佐はちきん地鶏

▲�青年団が主催する夏祭り「大川村民祭」

▲�留学センタ－の部屋の様子

高知県 大川村

046_3194高知県_大川村_三.indd   49 2022/10/04   15:08



49

で
き
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
取
組
の
１
つ

と
し
て
、
大
川
村
で
は
昭
和
の
時
代
か
ら

０
歳
児
〜
未
就
学
児
童
の
無
料
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
食
材
を
使

用
し
た
給
食
費
（
保
育
園
（
離
乳
食
完
了

期
）、
小
学
校
、
中
学
校
）
の
無
償
化
に
代

表
さ
れ
る
子
育
て
支
援
制
度
を
中
心
に
、

各
種
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
核

家
族
化
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
す
る
現
代

社
会
の
中
で
、
よ
り
子
育
て
の
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
注
力

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
各
方
面
で

の
取
組
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
村

の
重
要
な
一
員
と
し
て
高
齢
者
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
生
き
が
い
対
策
の
推
進
で
は

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
で
は
人
材
セ
ン
タ
ー
匠
会

が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
豊

か
な
知
恵
と
経
験
、
技
能
は
環
境
の
厳
し

い
山
村
地
域
で
あ
る
本
村
で
は
特
に
、
日

常
の
生
活
の
中
で
助
け
に
な
る
こ
と
も
多

く
、
そ
う
い
っ
た
高
齢
者
が
年
齢
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
の
世
代
と
と
も
に

社
会
の
重
要
な
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
活
動
的
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

７
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
全
国

を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
地
域
で

人
口
規
模
の
１
番
小
さ
な
村
が
集
ま
る
サ

ミ
ッ
ト
で
す
。
山
梨
県
丹
波
山
村
が
当
時
、

各
地
域
で
人
口
が
最
も
少
な
い
村
（
離
島

を
除
く
）
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
小
さ
な
村
同
志
が
一
同
に
集
ま
り
、

情
報
を
交
換
し
、
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、

互
い
の
価
値
を
高
め
て
い
く
と
同
時
に
新

た
な
視
点
か
ら
村
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
初
回
の
山
梨
県
丹
波
山
村

か
ら
、
第
２
回
２
０
１
７
年
福
島
県
桧
枝

岐
村
、
第
３
回
２
０
１
８
年
北
海
道
音
威

子
府
村
、
第
４
回
２
０
１
９
年
和
歌
山
県

北
山
村
と
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

２
年
間
延
期
と
な
っ
て
い
る
、
次
回
の
第

５
回
岡
山
県
新
庄
村
で
の
開
催
は
２
０
２

２
年
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
大
川

村
や
熊
本
県
五
木
村
で
の
開
催
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
２
０
１
９
年
東

京
会
議
や
東
京
大
田
区
を
含
め
た
２
０
２

１
年
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
東
京
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
、
各
種
協
働
事
業

の
展
開
に
よ
り
、
小
さ
な
村
が
持
つ
可
能

性
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

８
　『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ

令
和
４
年
２
月
末
現
在
、
大
川
村
の
人

口
は
３
６
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
そ
の
も
の
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
お

ら
ず
、
４
０
０
人
の
人
口
の
維
持
も
叶
っ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
取
組
に
よ
り
、
Ｈ
27
年
度
か
ら
Ｒ
1
年

度
の
う
ち
3
箇
年
に
お
い
て
人
口
の
社
会

増
が
実
現
す
る
な
ど
の
多
大
な
成
果
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
も
、
直
近
の

令
和
２
年
国
勢
調
査
に
お
い
て
「
離
島
を

除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
」
か
ら
の
脱

却
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
川

村
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
主
要
地
場

産
品
（
土
佐
は
ち
き
ん
地
鶏
、
大
川
黒
牛
）

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
商
品
力
の
弱
点
を
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
補
う
取
組
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
販
売

上
の
課
題
が
克
服
さ
れ
、
高
付
加
価
値
化
の

達
成
を
見
込
む
も
の
で
す
。
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
住
民
主
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
土
佐
は
ち
き
ん

地
鶏
を
使
用
し
た
新
商
品
の
開
発
も
進
め
て

い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
た

営
業
活
動
の
強
化
や
新
た
な
商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
用
い
た
販
路
拡
大
を
実
現
し
、
地

場
産
品
の
売
り
上
げ
や
商
品
イ
メ
ー
ジ
に
プ

ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
の
村
民
が
一
丸
と

な
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
進

め
、
村
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
中

で
、
４
０
０
人
の
人
口
と
生
活
を
守
り
、
住

み
よ
い
「
ま
る
ご
と
大
川
」
村
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

大
川
村
長
　
和
田
　
知
士

（
令
和
４
年
３
月
28
日
付
第
３
１
９
４
号
）

▲�村の宝物

▲�まるごと大川
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五
木
村
の
概
要

本
村
は
、
熊
本
県
の
南
部
に
あ
た
る
人
吉

球
磨
地
域
の
北
部
に
位
置
し
、
北
と
西
は
八

代
市
、南
は
多
良
木
町
、相
良
村
及
び
山
江
村
、

東
は
水
上
村
に
隣
接
し
た
村
で
あ
り
ま
す
。

村
全
体
が
九
州
山
地
の
脊
梁
地
帯
に
あ
る

た
め
、
標
高
１
、
０
０
０
～
１
、
５
０
０
ｍ

の
山
岳
が
連
な
り
、
94
％
が
山
林
で
あ
り
ま

す
。
平
坦
部
は
非
常
に
少
な
く
、
深
い
峡
谷

が
縦
横
に
走
る
急
峻
な
地
形
を
有
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
の
総
面
積
は
、
２
５
２
・
94

㎢
（
東
西
20
・
７
㎞
、
南
北
17
・
５
㎞
）
で
、

村
の
中
央
を
南
北
に
貫
流
し
て
い
る
「
清
流 

川
辺
川
」
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
全
国

一
級
河
川
の
水
質
調
査
結
果
」
で
は
、
平
成

18
年
か
ら
15
年
連
続
で
「
水
質
が
最
も
良
好

な
河
川
」
と
評
価
を
受
け
た
清
流
を
有
す
る

自
然
豊
か
な
山
村
で
あ
り
ま
す
。

川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画
の
経
緯
と
　

人
口
減
少

昭
和
38
年
か
ら
３
年
連
続
し
て
発
生
し
た

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
本
村
の
み
な
ら
ず
、
球

磨
川
水
系
流
域
の
人
吉
市
や
八
代
市
等
に
お

い
て
も
甚
大
な
被
害
（
死
傷
者
65
人
、
家
屋

の
全
壊
流
失
１
、
５
１
５
戸
、
床
上
浸
水
３
、

７
０
７
戸
）
が
生
じ
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭

和
41
年
に
建
設
省
か
ら
洪
水
調
節
を
主
目
的

と
し
た
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
村
の
人
口
の
約
半
分
が

居
住
す
る
地
域
で
役
場
等
の
主
要
な
機
能
が

集
中
す
る
中
心
地
も
水
没
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

計
画
発
表
以
来
、
本
村
の
存
亡
を
か
け
た

対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
長
引
く
ダ

ム
問
題
に
起
因
す
る
水
没
予
定
地
域
の
村
民

の
精
神
的
疲
労
、
高
齢
化
に
伴
う
生
活
再
建

へ
の
不
安
、
本
村
の
将
来
や
ダ
ム
建
設
の
目

▲

全
国
一
級
河
川
水
質
日
本
一
「
清
流
川
辺
川
」
に
て
（
ク
リ
ア
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
風
景
）

現 地 レ ポ ー ト

熊本県

五木村
いつきむら

特
集
　
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
　
～
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～

g7

「
ひ
か
り
輝
く
五
木
村
」
　 
～
村
民
が
主
役
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

熊本県

五木村

050_3178熊本県_五木村_三.indd   51 2022/09/28   23:30



51

的
等
か
ら
、
平
成
８
年
10
月
に
大
局
的
な
見

地
に
立
っ
て
“
ダ
ム
建
設
や
む
な
し
”
と
苦

渋
の
決
断
を
し
、
ダ
ム
本
体
着
工
に
対
し
同

意
を
行
い
ま
し
た
。

以
降
、
本
村
は
ダ
ム
建
設
を
前
提
と
し
た

村
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
20
年
８
月
、
球
磨
川
流
域

の
一
部
首
長
が
ダ
ム
建
設
に
反
対
を
表
明

し
、
続
い
て
、
同
年
９
月
、
熊
本
県
知
事
も

ダ
ム
建
設
の
白
紙
撤
回
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
翌
年
９
月
に
、
国
土
交
通
大

臣
も
ダ
ム
建
設
の
中
止
を
明
言
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
一
連
の
表
明
に
よ
り
、
ダ
ム

本
体
着
工
同
意
以
降
進
め
て
き
た
ダ
ム
建
設

を
前
提
と
し
た
村
づ
く
り
は
、
混
沌
と
し
た

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
本
村
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
県
と
共
同

で
策
定
し
た
「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く
り
計

画
」
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
施
策
、
平
成
23
年
６

月
の
国
、
県
、
村
の
三
者
合
意
に
基
づ
く
基

盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
村
の
対
策

本
村
は
、
ダ
ム
建
設
計
画
と
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、急
速
な
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
対
策
と
し
て
、
村
で
は
移
住

定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
義
と

し
て
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
生
活
環
境
意
識
の
変
化
に
よ

り
、
都
心
部
か
ら
地
方
へ
移
住
を
検
討
さ
れ

る
若
年
層
の
方
が
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ

り
、
本
村
に
お
い
て
も
全
国
各
地
よ
り
移
住

の
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
移
住
・
定

住
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
約
１
８
、
３

０
０
件
と
な
っ
て
お
り
、
移
住
・
定
住
支
援

サ
イ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
移
住
・
定

住
専
門
誌
及
び
民
間
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
へ

の
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
の
掲
載
に
よ
り
、
電

話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
移
住
の
相
談
件
数
も
一

気
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
地
見
学
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
、
住
宅
を
含
め
村

内
各
所
を
案
内
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
方
と
面
会
い
た
だ

く
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を

行
っ
た
こ
と
で
、
過
去
最
多
と

な
る
18
人
の
移
住
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
移
住
専
門
誌
で
発
表

さ
れ
た
「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
、
移
住

先
と
し
て
の
五
木
村
の
認
知
度

の
向
上
に
寄
与
い
た
し
ま
し

た
。今

年
度
に
お
い
て
は
、
本
村

の
自
然
環
境
の
魅
力
や
子
育
て

支
援
生
活
に
必
要
な
充
実
し
た

支
援
制
度
の
周
知
を
積
極
的
に

発
信
し
た
う
え
で
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
数
の
増
加
を
図
る
た
め
、
点
在
す

る
空
き
家
の
発
掘
や
空
き
家
を
有
効
活
用
し

た
住
宅
整
備
等
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

移
住
後
の
新
生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
な
就
業

斡
旋
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
集
落
機
能
の

維
持
と
地
域
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
外
部

人
材
を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
「
地
域

人
口
の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き「
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
に
よ
る
雇
用
の
創
出
」

に
よ
っ
て
、
産
業
の
担
い
手
不
足
に
悩
む
地

域
事
業
者
と
地
方
へ
の
移
住
を
望
む
若
者
を

つ
な
ぐ
制
度
と
し
て
、
村
内
９
つ
の
事
業
者

で
構
成
す
る
「
五
木
村
複
業
協
同
組
合
」
を

今
年
の
６
月
に
設
立
を
し
、９
月
30
日
に
は
、

熊
本
県
よ
り
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
と
し
て
、
熊
本
県
内
で
初
の
認
定
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
五
木
村
複
業
協
同
組
合
」
を
設
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
材
回
帰
の
受
け
皿
と

し
て
雇
用
の
創
出
は
も
と
よ
り
、
地
域
力
の

向
上
、
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
を
し
て
も
ら
う
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
村
と
し

ま
し
て
は
、
新
た
な
働
き
方
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
組
織
に
対
し

ま
し
て
全
面
的
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

渓
流
ヴ
ィ
ラ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
を
　
　

拠
点
と
し
た
観
光
振
興

従
来
、
本
村
を
訪
れ
る
観
光
客
の
ほ
と
ん

ど
が
、
日
帰
り
通
過
型
の
観
光
で
あ
り
ま
し

た
が
、
宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
た
め
、
村
で

は
観
光
交
流
の
拠
点
施
設
の
要
と
な
る
新
た

な
宿
泊
施
設「
渓
流
ヴ
ィ
ラ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」

を
平
成
31
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。

▲�五木村複業協同組合創立総会（村内9事業所）（令和３年６月４日）
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緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
「
清
流
川
辺
川
」

の
ほ
と
り
に
あ
る
喧
騒
を
離
れ
て
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
お
洒

落
で
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
コ
テ
ー
ジ
と
周
囲

に
は
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
取
り
入
れ
た
「
森
の
遊
び
場
」
を
有

す
る
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、前
方
に
は
「
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
」

の
ジ
ャ
ン
プ
台
が
望
め
、
川
辺
川
で
は
川
魚

釣
り
や
カ
ヤ
ッ
ク
が
体
験
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
、「
渓
流
ヴ
ィ
ラ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
」
を
拠
点
に
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
を
実
施
す

る
な
ど
観
光
客
の
滞
在
時
間
の
延
長
や
村
内

各
観
光
施
設
の
回
遊
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
や
、
令
和
２
年
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
、

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
影
響
等
、
三

重
苦
の
中
で
、
本
村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
観
光
振
興
に
お

け
る
「
渓
流
ヴ
ィ
ラ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
の
中

核
的
な
役
割
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
総
入

込
客
数
は
、
12
万
４
、
０
０
０
人
と
約
３
割

減
少
（
平
成
27
年
度
と
比
較
）
し
た
も
の
の
、

宿
泊
客
数
は
３
、
２
０
０
人
と
約
３
割
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幻
の
柑
橘
“
く
ね
ぶ
”
を
活
用
し
た

産
業
振
興

本
村
の
耕
作
面
積
は
、
総
面
積
の
１
％
未

満
で
あ
り
、
認
定
農
業
者
も
３
戸
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
、
高
齢

化
が
進
み
担
い
手
及
び
後
継
者
不
足
か
ら
く

る
耕
作
放
棄
地
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ

こ
で
、
本
村
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

兼
業
に
よ
る
生
産
が
可
能
な
作
物
を
中
心

に
、
地
域
な
ら
で
は
の
産
品
づ
く
り
に
挑

ん
で
お
り
、
道
の
駅
な
ど
を
拠
点
に
集
出

荷
の
支
援
や
情
報
発
信
等
を
行
い
、
生
産

と
販
路
を
し
っ
か
り
結
び
付
け
、
併
せ
て

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
に
よ
る
産
品

の
高
付
加
価
値
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。特

産
化
の
中
心
と
し
て
、
現
在
は
、
五

木
村
と
鹿
児
島
県
の
離
島
、
沖
縄
県
に
わ

ず
か
に
残
る
「
幻
の
柑
橘
」
と
言
わ
れ
る

希
少
な
地
域
資
源
で
あ
る
「
く
ね
ぶ
」
を

振
興
作
物
と
位
置
づ
け
、「
五
木
村
く
ね
ぶ

生
産
組
合
」
を
設
立
し
、
五
木
村
、
第
三

セ
ク
タ
ー
㈱
子
守
唄
の
里
五
木
及
び
五
木

物
産
館
出
荷
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、栽
培
・
商
品
製
造
・

特
産
化
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

商
品
と
し
て
は
、「
く
ね
ぶ
シ
ロ
ッ
プ
」

や
「
く
ね
ぶ
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
」
等
、
実

需
者
向
け
の
商
品
化
を
図
り
、
将
来
の
多

様
な
商
品
展
開
に
備
え
た
取
組
を
行
っ
て
お

り
、
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
手

製
菓
業
者
「
Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
」
の
原
料
に
採

用
さ
れ
、「
ぷ
っ
ち
ょ
幻
の
み
か
ん
味
」
と

し
て
、
全
国
販
売
が
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
利
用
し
て
い
る
既
存
の
成

木
に
合
わ
せ
、
新
た
に
村
営
展
示
圃
場
を
活

用
し
、
栽
培
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
幼
木
の

栽
培
に
も
力
を
入
れ
生
産
拡
大
を
図
っ
て
お

り
、
令
和
８
年
に
は
、
現
在
の
収
穫
量
の
約

４
倍
と
な
る
８
ｔ
の
収
穫
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

葉
枯
ら
し
天
然
乾
燥
材
に
よ
る
　
　

産
直
住
宅
の
ブ
ラ
ン
ド
化

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
産
材
の
価
格

低
迷
と
鳥
獣
被
害
、
特
に
鹿
に
よ
る
食
害
・

▲�渓流ヴィラＩＴＳＵＫＩ　宿泊棟（外観）

▲�くねぶ果実

▲�渓流ヴィラITSUKI　宿泊棟（内装）
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剥
皮
被
害
が
林
業
経
営
の
意
欲
低
下
を
招
い

て
お
り
、
さ
ら
に
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
及

び
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
就
業
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
林
業
は
村
の
主
産
業

で
あ
り
、
森
林
は
有
効
な
産
業
資
源
で
あ
り

ま
す
。

戦
後
植
栽
し
た
森
林
は
、
40
年
を
越
え
た

民
有
林
の
人
工
林
が
89
％
を
占
め
、
伐
期
を

迎
え
て
お
り
計
画
的
な
伐
採
・
再
造
林
等
を

行
う
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
村
で
は
、「
働
く
場

づ
く
り
」、「
く
ら
し
づ
く
り
」、「
ひ
と
づ
く

り
」
を
強
化
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
五
木
村
」

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
本
村
の
林
業
は
、
切
っ
た
丸
太

を
市
場
を
介
し
て
販
売
す
る
木
材
流
通
が
主

で
あ
り
、
長
引
く
木
材
価
格
の
低
迷
で
森
林

所
有
者
の
所
得
が
減
少
し
、
山
林
の
適
正
な

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
森
林
に
よ
る
所
得
の
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
促
す
た
め
に
、
五
木
産
材
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

中
の
１
つ
と
し
て
木
材
の
良
さ
を
伝
え
る
た

め
に
、
現
在
、
主
流
と
な
っ
て
い
る
乾
燥
機

を
使
用
せ
ず
、
伐
採
し
た
状
態
で
葉
枯
ら
し

乾
燥
し
さ
ら
に
製
材
後
に
天
然
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
本
来
の
木
材
が
持
つ
「
色
・
艶
・

香
り
」
が
表
現
で
き
、
強
度
・
防
腐
に
も
優

れ
る
と
さ
れ
る
「
葉
枯
ら
し
天
然
乾
燥
材
」

を
、
住
宅
建
材
と
し
て
生
産
し
使
用
す
る
家

づ
く
り
を
、「
産
直
住
宅
」
と
し
て
提
案
し

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
村
内
を
は
じ
め
県
内

外
の
関
係
者
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、「
五

木
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
さ
せ
、
市
場
に
左
右

さ
れ
に
く
い
新
た
な
流
通
シ
ス
テ
ム
と
な
る

こ
と
で
、
森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

森
林
経
営
者
の
経
営
意
欲
が
向
上
す
る
こ

と
で
、
森
林
の
多
目
的
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
の
森
林
整
備
や
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用

体
制
の
確
立
を
図
り
、
村
が
宣
言
し
た
「
森

林
で
自
立
す
る
村
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

川
辺
川
ダ
ム
計
画
の
再
燃
と
　
　
　

今
後
の
村
づ
く
り

本
村
に
お
い
て
は
、平
成
21
年
度
か
ら「
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
村
づ
く
り
」
と
し
て
、
県
と

共
同
で
策
定
し
た
「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
計
画
」
に
基
づ
き
、
村
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
ダ
ム
建
設
の
白
紙
撤
回
に
よ
り
未

利
用
地
と
な
っ
た
広
大
な
ダ
ム
の
水
没
予
定

地
を
活
用
す
る
た
め
、
国
か
ら
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
営
業
活
動
も
可
能
と
な
る
都
市
・

地
域
再
生
等
占
用
特
例
に
よ
る
指
定
及
び
占

用
許
可
を
受
け
、
水
没
予
定
地
に
交

流
拠
点
と
な
る
公
園
の
整
備
や
本
村

の
特
産
品
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培

施
設
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
鹿
の
解
体
施
設
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
観
光
施
設
で
あ
る
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
や
宿
泊
施
設
の
「
渓

流
ヴ
ィ
ラ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
を
整
備

す
る
な
ど
、
順
調
に
観
光
客
の
増
加

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
度
の
令
和
２
年
７

月
豪
雨
に
よ
り
球
磨
川
水
系
流
域
を

中
心
に
昭
和
40
年
７
月
洪
水
を
上
回

る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
を
受

け
て
、
同
年
11
月
19
日
、
熊
本
県
知

事
が
緑
の
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
「
新
た
な
流
水
型
ダ
ム
」
を

国
に
求
め
る
こ
と
を
表
明
、
国
土
交

通
省
に
お
い
て
も
新
た
な
流
水
型
ダ

ム
の
建
設
を
前
提
と
し
た
基
本
設
計
及
び
環

境
ア
セ
ス
の
着
手
、
ま
た
、
球
磨
川
水
系
河

川
整
備
基
本
方
針
の
変
更
及
び
河
川
整
備
計

画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村
に

お
い
て
は
こ
う
し
た
国
及
び
県
の
動
き
を
受

け
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ダ
ム
に
よ

ら
な
い
村
づ
く
り
」
か
ら
、
再
び
「
ダ
ム
を

前
提
と
し
た
村
づ
く
り
」
に
大
き
く
方
針
転

換
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
新
た

な
ダ
ム
の
全
容
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、今
後
、

本
村
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

五
木
村
長
　
木
下
　
丈
二

（
令
和
３
年
10
月
25
日
付
第
３
１
７
８
号
）

▲�五木産葉枯らし天然乾燥材を使った産直住宅PR風景
　五木村フェア２０２１　IN　阿蘇ミルク牧場に於いて

▲�

①
幻
の
み
か
ん（
く
ね
ぶ
）ぷ
っ
ち
ょ（
Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
）

　
②
く
ね
ぶ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

　
③
く
ね
ぶ
ぽ
ん
酢
　
他
く
ね
ぶ
製
品

　
④
く
ね
ぶ
唐
辛
子

①③

②④
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天
塩
町
の
概
要

天
塩
町
は
、
最
北
の
稚
内
か
ら
日
本
海
側

を
南
に
約
70
㎞
に
あ
る
人
口
約
３
、
０
０
０

人
の
漁
業
と
酪
農
の
町
で
す
。
町
名
の
由
来

と
な
っ
た
国
内
４
番
目
の
長
流
「
天
塩
川
」

の
河
口
部
に
位
置
し
、
か
つ
て
明
治
後
期
か

ら
大
正
に
か
け
て
流
域
の
豊
潤
な
森
林
か
ら

切
り
出
し
、
流
送
に
よ
り
河
口
の
港
に
集
積

さ
れ
た
木
材
を
国
内
外
に
輸
出
す
る
物
流
拠

点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
特
に
良
質
な
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
は
「
天
塩
松
」
と
呼
ば
れ
、
欧
州

に
渡
り
、
高
級
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
部
材
等
と

し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
下
流
域
に
は
国
立

公
園
区
域
と
な
っ
て
い
る
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
ま

で
伸
び
る
海
水
と
淡
水
の
混
合
す
る
広
大
で

豊
穣
な
汽
水
域
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
棲
息

す
る
シ
ジ
ミ
は
大
粒
で
重
厚
な
味
に
定
評
が

あ
り
、
古
来
よ
り
「
蝦
夷
の
三
絶
」（
蝦
夷

地
に
あ
る
三
つ
の
絶
品
）の
１
つ
と
謳
わ
れ
、

希
少
性
も
伴
い
、
秋
に
天
塩
川
に
回
帰
す
る

良
質
な
鮭
（
天
塩
鮭
）
と
共
に
固
有
の
水
産

ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
河
口
に
隣
接

す
る
天
塩
川
河
川
公
園
か
ら
は
、
日
本
海
と

そ
こ
に
浮
か
ぶ
利
尻
富
士
、
天
塩
川
を
背
景

に
沈
む
美
し
い
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▲

天
塩
川
河
川
公
園
か
ら
の
夕
日

▲

天
塩
川
河
口
に
面
し
た
酪
農
と
漁
業
の
町

現 地 レ ポ ー ト

北海道

天塩町
てしおちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

マ
イ
カ
ー
空
席
の
シ
ェ
ア

　
互
助
に
よ
る
新
た
な
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
相
乗
り
交
通
の
取
組
～

北海道

天塩町
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交
通
課
題
の
背
景

戦
後
、
良
質
な
森
林
資
源
の
減
少
と
安
価

な
輸
入
木
材
の
流
通
拡
大
、
か
つ
て
豊
漁

だ
っ
た
ニ
シ
ン
の
不
漁
か
ら
１
９
５
５
年
を

ピ
ー
ク
に
60
年
間
で
人
口
は
３
分
の
１
に
減

少
し
ま
し
た
。町
内
を
通
っ
て
い
た
鉄
道（
国

鉄
羽
幌
線
）
は
１
９
８
７
年
に
廃
止
さ
れ
、

以
降
、
移
動
す
る
た
め
の
町
内
か
ら
出
発
す

る
公
共
交
通
機
関
は
路
線
バ
ス
だ
け
と
な
り

ま
し
た
。
道
路
整
備
の
進
展
と
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
よ
り
今
日
で
は
マ
イ

カ
ー
が
住
民
の
大
多
数
の
移
動
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
を
単
独
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
移

動
制
約
者
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
の
が
、
通
院
の
た
め
の
移
動
で
し
た
。

町
内
に
あ
る
町
立
病
院
は
、
内
科
と
整
形
外

科
の
み
で
あ
り
、
一
番
近
い
総
合
病
院
の
あ

る
70
㎞
離
れ
た
稚
内
市
ま
で
は
、
直
行
す
る

公
共
交
通
機
関
は
無
く
、
路
線
バ
ス
と
鉄
道

を
乗
り
継
い
で
片
道
約
３
時
間
を
要
し
、
日

帰
り
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
し
た
。
一
方
、

マ
イ
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
片
道
約
１
時
間
程
度

で
行
く
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
取
組
開
始
前

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
自
分
が
自
動

車
の
運
転
や
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
た

ら
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
非
常
に
困

る
57
％
」、「
あ
る
程
度
、
困
る
41
％
」
と
殆

ど
の
住
民
が
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
に
過
度

に
依
存
し
、
そ
れ
が
自
力
で
不
可
能
に
な
っ

た
場
合
の
不
安
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
急
速
に
進
行
す
る

高
齢
化
に
よ
り
、
当
町
で
は
全
国
平
均
値
よ

り
も
早
い
ペ
ー
ス
で
運
転
可
能
人
口
が
減
少

し
、
30
年
後
に
は
半
分
以
下
に
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
、
自
動
車
運
転

を
中
止
す
る
実
績
平
均
値
は
76
歳
と
い
う
統

計
が
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
地
に
お
い
て
マ
イ

カ
ー
に
よ
る
移
動
は
、
も
は
や
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
生
活
の
質
や
満
足
度
に
直
結
し
大

き
く
左
右
し
ま
す
。
過
疎
地
の
実
測
感
と
し

て
80
歳
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
、
団
塊
の

世
代
が
全
て
後
期
高
齢
者
に
移
行
す
る
２
０

２
５
年
以
降
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交

通
事
故
増
加
問
題
も
深
刻
化
し
ま
す
。
単
独

で
の
マ
イ
カ
ー
利
用
に
代
替
す
る
移
動
手
段

を
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
／
互
助
に
よ
る
課
題
解
決

既
存
の
公
共
交
通
機
関
で
移
動
制
約
者
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
が
困
難
な
場
合
、
自
治
体

運
営
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
用
い
て
補
完
、
ま
た
は
、
交
通
事
業

者
や
国
に
対
し
て
既
設
路
線
網
の
存
続
維

持
、
不
便
性
を
解
消
す
る
た
め
の
要
望
、
陳

情
と
い
っ
た
活
動
に
終
始
す
る
こ
と
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
者
に
お
い

て
は
複
数
の
利
用
が
あ
る
時
間
帯
が
少
な

く
、
乗
合
乗
車
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
り
、
結
果
的
に
輸
送
密
度

が
低
い
た
め
車
両
一
人
当
た
り
の
運
行
コ
ス

ト
は
上
昇
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

当
町
の
場
合
、
従
来
的
発
想
で
す
と
通
院
の

足
等
を
確
保
す
る
た
め
70
㎞
先
の
稚
内
市
ま

で
町
が
直
行
バ

ス
を
運
行
さ
せ

る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す

が
、
財
政
的
に

余
裕
の
な
い
小

規
模
自
治
体
に

と
っ
て
巨
費
を

投
じ
、
運
行
を

持
続
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
な
の

で
す
。
ま
た
、

採
算
収
益
性
が

見
込
め
な
い
運

行
に
多
額
の
費

用
を
投
じ
、
存

続
さ
せ
る
こ
と

自
体
が
今
後
の

人
口
減
少
ト
レ
ン
ド
の
中
で
は
現
実
的
で
は

な
い
と
い
う
前
提
で
、
既
に
住
民
が
生
活
の

足
と
し
て
「
日
常
的
に
移
動
し
て
い
る
マ
イ

カ
ー
の
空
席
を
未
利
用
資
産
と
位
置
づ
け
、

有
効
活
用
で
き
な
い
か
？
」
と
い
う
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
概
念
で
の
課
題
解
決

を
模
索
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
と
は
未
利
用
ま
た
は
利
活
用
度
の
低
い

有
形
無
形
の
資
産
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り

課
題
の
解
決
と
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
効
果
）、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
喚
起
創
出
を
図
る

も
の
で
す
。

マ
イ
カ
ー
相
乗
り
ス
キ
ー
ム
の
構
築

こ
の
シ
ェ
ア
／
互
助
の
概
念
に
よ
る
マ
イ

カ
ー
の
空
席
を
利
活
用
し
た
新
た
な
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
ス
キ
ー
ム
構
築
の
試
行
錯
誤
の

末
、
既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
国
内
最
大

の
マ
イ
カ
ー
相
乗
り
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
運
営
し
て
い
た
㈱
ｎ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
と
提

携
し
、
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
活

用
し
た
仕
組
み
作
り
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
マ
イ
カ
ー
を
単
独
利
用
で
き

な
い
高
齢
者
な
ど
移
動
制
約
者
が
至
近
の
総

合
病
院
が
あ
る
70
㎞
先
の
稚
内
市
ま
で
の
通

院
の
足
を
い
か
に
確
保
す
る
か
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
ま
し
た
。
①
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ

イ
バ
ー
が
事
前
に
稚
内
市
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ

予
定
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
移
動
予
定
の
あ

る
車
両
を
可
視
化
し
ま
す
。
②
通
院
な
ど
で

移
動
し
た
い
高
齢
者
な
ど
移
動
制
約
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
ド
ラ
イ
ブ
を
選
択
し
、

▲至近の総合病院等がある稚内市
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相
乗
り
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
③
ド
ラ
イ

バ
ー
の
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
が

成
立
し
実
際
に
相
乗
り
に
よ
る
移
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
ま
ず
、
課
題
と
な
っ
た
の

は
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）

で
し
た
。
マ
イ
カ
ー
を
保
有
も
し
く
は
運
転

で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
移
動
制
約
者
の
ほ
と

ん
ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
通
信
デ
バ
イ
ス
機
器
を
使
用
ま
た

は
保
有
し
て
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
可
視
化
さ
れ
た
移
動
車
両
情
報
を
自
ら
閲

覧
参
照
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
し
た
。
こ
の

点
を
解
消
す
る
た
め
、
同
乗
を
希
望
す
る
町

民
が
電
話
で
町
役
場
窓
口
に
希
望
す
る
移
動

内
容
を
伝
え
、
相
応
し
い
ド
ラ
イ
ブ
予
定
を

参
照
・
抽
出
し
、
担
当
者
が
代
理
で
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合

す
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
運
送
に
対
す
る
対

価
で
は
な
く
、
移
動
に
要
し
た
ガ
ソ
リ
ン
代

の
実
費
額
の
み
を
同
乗
者
で
折
半
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
に
支
払
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
道
路
運
送
法
第
２
条
第
３
項
の

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
せ
ず
、
道
路

運
送
法
上
の
許
可
ま
た
は
登
録
が
不
要
の
運

送
態
様
と
な
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク

行
為
」
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
き

先
（
目
的
地
）
を
稚
内
市
内
の
み
と
限
定
し
、

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
の
民
業
圧
迫
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。（
☆
天
塩
町
か
ら
稚

内
市
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
料
金
は
片
道
約
２
万

円
か
か
り
日
常
的
な
利
用
客
は
い
ま
せ
ん
）

相
乗
り
実
証
（
運
用
）
開
始

２
０
１
７
年
３
月
、
天
塩
―
稚
内
間
相
乗

り
交
通
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
開

始
に
際
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
町
民
ド
ラ

イ
バ
ー
を
募
集
し
、
登
録
説
明
会
に
て
当
初

19
名
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
登
録
し
ま
し

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
登
録
の
条
件
と
し
て
①
70

歳
未
満
（
年
齢
条
件
）
②
自
動
車
任
意
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
が
可
能（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ

ト
、
パ
ソ
コ
ン
の
保
有
）

－

を
設
定
し
、
車

検
証
・
自
動
車
任
意
保
険
加
入
証
明
書
・
運

転
免
許
証
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、

同
乗
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
18
歳
以
上
の
住

民
で
あ
れ
ば
登
録
を
受
け
付
け
、
当
初
13
名

の
町
民
が
登
録
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
運

用
の
仕
組
み
及
び
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

国
の
産
業
競
争
力
強
化
法
に
よ
る
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
解
消
制
度
」
を
活
用
し
、
予
め
設
定

し
た
移
動
に
要
す
る
実
費
の
範
囲
内
の
金
額

を
同
乗
者
が
負
担
し
、
相
乗
り
さ
せ
る
事
業

に
つ
い
て
照
会
し
、
国
土
交
通
省
及
び
経
済

産
業
省
か
ら
「
旅
客
運
送
事
業
」
に
該
当
せ

ず
、
道
路
運
送
法
上
の
許
可
ま
た
は
登
録
を

要
し
な
い
と
の
回
答
を
受
け
適
法
性
を
公
式

に
担
保
し
ま
し
た
。

課
題
と
対
応

運
用
を
開
始
し
、
ま
ず
同
乗
者
側
の
課
題

と
し
て
認
知
と
理
解
の
不
足
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
前
例
の
無
い
取
組
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
専
用
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

よ
う
な
も
の
」「
通
院
す
る
た
め
だ
け
に
利

用
で
き
る
も
の
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
散

見
さ
れ
ま
し
た
。
取
組
内
容
を
印
刷
し
た
チ

ラ
シ
を
住
民
回
覧
、
配
布
な
ど
に
よ
り
周
知

を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
組
み
の
認
知
、

理
解
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
高
齢
者
の
集
ま
る
場
に
出
向

き
直
接
説
明
を
行
っ
た
り
、
相
乗
り
ツ
ア
ー

を
企
画
実
施
し
、
通
院
以
外
の
目
的
で
も
利

用
で
き
る
こ
と
を
周
知
し
ま
し
た
。
ま
た
同

乗
す
る
側
の
不
安
要
因
で
あ
っ
た
「
知
ら
な

い
人
」
の
運
転
す
る
ク
ル
マ
に
乗
車
す
る
不

安
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
交
流
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
つ
く
り
軽
減
さ
せ
ま
し

た
。
一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
側
の
課
題
と
し
て

は
、
実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
予
定
を
登
録
し
、
相

乗
り
対
応
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
登
録
さ
れ

北海道 天塩町

▲相乗りマッチングの仕組み

▲相乗りの様子

▲可視化された天塩町～稚内間の移動予定車両
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た
全
ド
ラ
イ
バ
ー
の
う
ち
の
少
数
（
３
名
程

度
）
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
参

加
が
少
な
い
要
因
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
代
実

費
分
の
み
の
料
金
収
受
が
参
加
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
低
い
こ
と
、
片
道
約
70
㎞
の

中
長
距
離
の
移
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
際
に
は
計
画
性
の
低
い
突
発
的
な
移

動
傾
向
が
高
く
、
事
前
の
ド
ラ
イ
ブ
予
定
登

録
、
移
動
予
定
の
可
視
化
が
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
当
初
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
個
人
加
入

す
る
保
険
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
心
理
的
な
不
安
や
忌
避
を
抱

く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
保
険
に
関

し
て
は
当
事
業
を
対
象
と
す
る
互
助
に
よ
る

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
専
用
自
動
車
保
険
が
２

０
１
９
年
７
月
に
認
可
販
売
開
始
と
な
り
、

８
月
に
同
保
険
に
町
が
加
入
す
る
こ
と
で
、

任
意
保
険
の
補
償
内
容
を
代
替
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
解

決
に
導
く
た
め
の
方
策
を
日
々
、
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
が
既
存
の
法
律
や
制
度
の
壁
が

大
き
く
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。

実
績
と
効
用
、
展
開

２
０
１
７
年
３
月
か
ら
の
運
用
（
実
証
）

開
始
後
１
年
間
の
実
績
は
、
延
べ
同
乗
者
利

用
が
１
７
３
名
、
運
行
ド
ラ
イ
ブ
数
は
１
１

９
往
復
で
し
た
。
２
０
２
１
年
３
月
ま
で

49
ヶ
月
間
の
累
計
で
は
延
べ
同
乗
利
用
者
が

６
５
４
名
、
運
行
ド
ラ
イ
ブ
数
は
４
４
１
往

復
（
総
走
行
距
離
約
６
万
１
千
キ
ロ
）
と
な

り
、
同
乗
利
用
登
録
者
は
１
０
２
名
と
な
り

ま
し
た
。
同
乗
利
用
者
の
約
８
割
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
利
用
目
的
別
で
は
全
体
の
８

割
超
が
通
院
で
し
た
。
マ
イ
カ
ー
を
単
独
利

用
で
き
な
い
高
齢
者
等
の
移
動
制
約
者
に

と
っ
て
最
大
の
不
便
で
あ
っ
た
総
合
病
院
へ

の
日
帰
り
通
院
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同

乗
利
用
者
か
ら
は
「
こ
の
仕
組
み
が
あ
る
お

か
げ
で
、町
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
人
口
流
出
の
抑
制
効

果
に
も
寄
与
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
取
組

の
開
始
時
及
び
維
持
に
か
か
る
運
営
側
の
効

用
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
相
乗
り

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
無
償
で

利
用
し
、
新
規
に
専
用
機
器
や
通
信
デ
バ
イ

ス
の
購
入
設
置
な
ど
が
一
切
不
要
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
初
期
投
資
と
運
営
の
た
め
の
直

接
経
費
が
ほ
と
ん
ど
不
要
で
し
た
。
相
乗
り

交
通
に
よ
る
輸
送
実
績
を
ベ
ー
ス
に
従
来
型

の
公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
）
を
借
り
上
げ
し
、

費
用
を
町
が
賄
っ
た
場
合
の
試
算
で
は
年
間

約
２
、
６
０
０
万
円
相
当
の
費
用
想
定
に
対

し
て
相
乗
り
に
よ
る
初
年
度
運
用
経
費
で
は
、

約
１
２
０
万
円
（
広
報
周
知
、
説
明
登
録
会

開
催
等
の
経
費
）
で
約
２
、
５
０
０
万
円
の

費
用
削
減
効
果
（
仮
想
）
が
あ
り
ま
し
た
。

別
の
側
面
と
し
て
、
当
事
業
が
全
国
的
に

前
例
の
な
い
取
組
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て

全
国
の
多
く
の
関
係
機
関
、
市
町
村
か
ら
問

合
せ
や
視
察
、
９
つ
の
大
学
の
調
査
研
究
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
交
流
や

関
わ
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
２

０
１
８
年
か
ら
筑
波
大
学
（
社
会
工
学
）
と

連
携
し
、
毎
年
大
学
生
が
町
に
来
訪
滞
在
し
、

調
査
研
究
活
動
と
併
せ
中
高
生
の
人
材
育
成

事
業
に
展
開
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

今
回
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
相
乗

り
交
通
」
の
取
組
は
、
あ
く
ま
で
も
マ
イ
カ
ー

を
単
独
利
用
で
き
な
い
移
動
制
約
者
の
足
の

確
保
に
特
化
し
た
も
の
で
、
地
域
全
体
の
交

通
課
題
の
解
消
や
持
続
可
能
性
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
を
ふ
ま
え

令
和
３
年
度
よ
り
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

に
向
け
て
着
手
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
生
活
圏
域
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
も
含

め
既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
リ
ソ
ー
ス
、ニ
ー

ズ
と
課
題
に
つ
い
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
調

査
、
分
析
し
実
態
を
把
握
し
て
い
く
一
方
、
住

民
・
利
用
者
・
交
通
事
業
者
・
関
係
団
体
な
ど

地
域
内
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
意
見
集

約
、
合
意
形
成
を
経
て
総
合
的
な
地
域
交
通

体
系
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
地
域
に
お
い
て
は
一
層
の
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
限
ら
れ
た
財
源
と
ヒ
ト
、
モ
ノ
に
よ
る
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
と
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

存
続
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
開
拓
時
代

に
築
か
れ
、
か
つ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

内
在
し
て
い
た
互
助
の
精
神
や
仕
組
み
を
現

代
に
ア
レ
ン
ジ
・
再
考
す
る
こ
と
で
の
可
能

性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

総
務
課
企
画
広
報
係
　
菅
原
　
英
人

（
令
和
３
年
６
月
７
日
付
第
３
１
６
２
号
）

▲相乗り交流会の様子

▲当取組がきっかけで始まった大学との連携事業
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１
　緑
と
愛
と
丘
の
あ
る
ま
ち

原
風
景
が
息
づ
く
ま
ち

川
西
町
（
人
口
１
４
、
６
４
３
人
、
面
積

１
６
６
・
６
０
㎢
／
令
和
３
年
２
月
末
日
現

在
）
は
、
山
形
県
の
南
部
、
置
賜
地
方
の
中

央
に
位
置
し
、
周
囲
を
吾
妻
、
飯
豊
、
蔵
王
、

朝
日
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
が
息

づ
く
町
で
す
。

米
沢
盆
地
独
特
の
気
候
と
風
土
か
ら
、
草

木
が
芽
吹
く
春
、
暑
さ
厳
し
い
夏
、
色
と
り

ど
り
に
森
が
染
ま
る
秋
、
雪
深
い
冬
な
ど
四

季
の
彩
り
に
育
ま
れ
た
昔
な
が
ら
の
原
風
景

が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）、
川
西
町
を
訪

れ
た
英
国
の
女
性
旅
行
作
家
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
は
、
そ
の
著
書
「
日
本
奥
地
紀
行
」

の
中
で
、
町
の
風
景
を
「
鍬
で
耕
し
た
と
い

う
よ
り
鉛
筆
で
描
い
た
よ
う
に
美
し
い
」
と

称
え
、
い
く
つ
も
の
農
作
物
が
植
え
ら
れ
た

大
地
の
眺
め
を
「
実
り
豊
か
に
微
笑
す
る
大

地
で
あ
り
、
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
書

き
記
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
気
候
と
肥
沃
な
土
壌
か
ら
、

「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」「
は
え
ぬ
き
」
を
代

表
と
す
る
水
稲
を
主
産
業
と
し
、
県
内
で
も

有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
町
の
南
西

部
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
は
、「
米

沢
牛
」
の
主
産
地
と
し
て
県
内
一
の
繁
殖
牛

生
産
と
肥
育
の
地
域
内
一
貫
生
産
体
系
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
あ
い
の
丘

平
成
２
年
、「
緑
と
愛
と
丘
の
あ
る
ま
ち
」

の
創
造
を
め
ざ
し
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ヒ
ル
ズ

構
想
を
策
定
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
が
出

会
う
「
で
あ
い
の
丘
」、
憩
い
の
場
で
ふ
れ

あ
う
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」
の
二
つ
の
丘
を
整

備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
丘
が
有
機
的
に
結
び
合

う
地
域
間
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
フ
レ
ン
ド

▲

川
西
町
の
風
景

現 地 レ ポ ー ト

山形県

川西町
かわにしまち

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

「
協
働
」か
ら「
共
創
」の

ま
ち
づ
く
り
へ

山形県 川西町
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リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
人
と
人
と
の
「
で
あ
い
」

を
育
む
ま
ち
の
文
化
交
流
の
拠
点
で
、
図
書

館
、ホ
ー
ル
、交
流
ス
ペ
ー
ス
が
一
体
と
な
っ

た
多
目
的
施
設
で
す
。
図
書
館
に
は
、
本
町

出
身
の
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
約
22
万
点
の
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る

「
遅
筆
堂
文
庫
」
が
開
館
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
文
庫
に
は
、
付
箋
が
貼
ら
れ
た
ま
ま
の
本

や
生
原
稿
な
ど
、
作
家
の
息
づ
か
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
は
、
多
感
な
幼
少
時
代

を
川
西
町
（
小
松
地
区
）
で
過
ご
し
、
昭
和

47
年
に
直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
、
全
国
に
多
く

の
フ
ァ
ン
を
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

劇
団
「
こ
ま
つ
座
」
を
旗
揚
げ
し
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
定
期
的
に
公
演
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
に
は
、
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
の
功
績
を
紹
介
す
る
展
示
室
を
開
設

し
、
円
柱
を
利
用
し
た
本
棚
「
本
の
樹
」
に

は
、
全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
井
上
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。

遅
筆
堂
文
庫
の
開
館
と
同
時
に
開
校
し
た

「
生
活
者
大
学
校
」
は
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん

が
校
長
と
し
て
開
催
、
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
を
多
彩
な
講
師
陣
と
参
加
者
が
熱
く

語
り
合
い
、
多
く
の
感
動
を
産
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
井
上
さ
ん
が
他
界
さ
れ
た
今
で
も

同
大
学
校
は
継
続
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
４
月
に
は
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
を

偲
ぶ
「
吉
里
吉
里
忌
」
を
開
催
し
、
井
上
さ

ん
の
功
績
を
顕
彰
し
未
来
に
語
り
伝
え
て
い

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
丘

観
光
交
流
の
拠
点
で
あ
る
「
川
西
ダ
リ
ヤ

園
」
は
、
昭
和
35
年
に
日
本
初
の
観
光
ダ
リ

ア
園
と
し
て
開
園
し
、
４
ha
の
敷
地
に
、
６

５
０
種
、
約
10
万
本
の
色
鮮
や
か
な
ダ
リ
ア

が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
ダ
リ
ヤ
園
一
帯
を
「
ふ
れ

あ
い
の
丘
」
と
し
て
、
人
と
人
、
人
と
自
然

が
ふ
れ
あ
え
る
憩
い
の
場
に
位
置
づ
け
し
、

地
域
間
交
流
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ダ
リ
ヤ
園
に
隣
接
す
る
高
台
に
は
、
温
泉

宿
泊
施
設
の
「
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
」
が

あ
り
、
入
浴
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
ゆ
っ
た

り
と
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
平
成
30
年
に
は
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
と

町
営
小
松
ス
キ
ー
場
に
隣
接
し
て
、
36
ホ
ー

ル
の
公
認
コ
ー
ス
を
有
す
る
川
西
ダ
リ
ヤ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
、
健
康
増
進
と

合
わ
せ
た
新
た
な
交
流
施
設
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
リ
ヤ
園
の
東
に
あ
る

置
賜
公
園
で
は
、
置
賜
地
域
最
大
級
の
ハ
ー

ブ
ガ
ー
デ
ン
を
備
え
、「
い
や
し
の
広
場
」

と
し
て
訪
れ
る
人
々
に
さ
わ
や
か
な
ひ
と
と

き
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
伝
統
・
祭
り

毎
年
８
月
16
日
、
27
日
に
行
わ
れ
る
「
小

松
豊
年
獅
子
踊
」
は
、
山
形
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
の
起

源
は
平
安
時
代
と
さ
れ
、
豊
作
を
祈
念
す
る

踊
り
で
、
江
戸
時
代
に
米
沢
藩
の
厳
し
い
財

政
事
情
か
ら
豊
作
の
年
だ
け
踊
る
こ
と
が
許

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
豊
年
獅
子
踊
り
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。花
笠
を
か
ぶ
っ
た
早
乙
女
に
先
導
さ
れ
、

３
匹
の
獅
子
が
太
鼓
と
笛
と
歌
に
合
わ
せ
て

踊
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
獅
子
が
火

の
輪
に
飛
び
込
み
一
気
に
く
ぐ
り
、
観
衆
か

ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま

す
。
火
の
輪
を
く
ぐ
る
獅
子
舞
い
は
全
国
で

も
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
年
獅
子
踊
り
以
外
に
も
、
町
内
各
地
の

神
社
に
は
黒
獅
子
の
踊
り
が
受
け
継
が
れ
、

例
大
祭
で
は
黒
獅
子
の
華
麗
な
舞
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

７
月
下
旬
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
提
灯
を

持
っ
て
町
内
を
練
り
歩
く
「
虫
送
り
」
が
行

わ
れ
、
農
作
物
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
夏

の
伝
統
的
な
祭
り
で
す
。

ま
た
、
お
囃
子
屋
台
が
ま
ち
を
巡
行
す
る

商し
ゃ

宮ぎ

律り

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
京
都
祇
園

の
流
れ
を
く
む
県
内
で
も
珍
し
い
民
族
芸
能

と
し
て
行
わ
れ
、
こ
の
祭
り
が
終
わ
る
と
暑

か
っ
た
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
町
内
の
数
々
の
お
祭
り
が

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
中
で
町
民
同

士
の
交
流
と
郷
土
へ
の
愛
着
心
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

▲

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
／
本
の
樹

▲日本一の川西ダリヤ園

▲県無形民俗文化財／小松豊年獅子踊
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２
　協
働
の
ま
ち
づ
く
り

町
は
、
平
成
16
年
に
「
川
西
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
地
域
内
分
権
に
よ
る
自
主
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
民

と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
ま
ち
づ

く
り
の
仕
組
み
を
共
有
し
、
お
互
い
の
役
割

分
担
と
協
力
を
定
め
た
も
の
で
す
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
る
中
、
永
く
培

わ
れ
て
き
た
地
域
の
助
け
合
い
「
結
」
の
精

神
を
維
持
継
続
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

地
域
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
、
従
来
の
地

区
公
民
館
を
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、
各

地
区
で
住
民
主
体
の
「
地
区
経
営
母
体
」
が

組
織
さ
れ
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
区
計
画
を
策
定

し
、
特
色
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
支
援

交
付
金
を
交
付
す
る
ほ
か
、
行
政
職
員
の
地

域
担
当
制
、
各
地
区
間
の
情
報
共
有
や
課
題

解
決
に
向
け
た
協
議
会
の
設
置
な
ど
、
自
主

自
立
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
組
と
し
て
、
従
来
の
社
会
教
育
事

業
で
あ
る
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
花

い
っ
ぱ
い
等
の
環
境
活
動
に
加
え
て
、
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
や
交
通
安
全
、
健
康
づ
く
り
や
高

齢
者
サ
ロ
ン
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
四
季

に
応
じ
た
祭
り
や
賑
わ
い
づ
く
り
、
担
い
手

等
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
振
興
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
や
婚
活
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
買
い
物
支
援
の
運
営
な
ど
、
地
域
を
超

え
て
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

の
取
組
は
、
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
現
在
で
は
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が
導
入
さ

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
支
え
る

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
「
豆
」
の
あ
る
ま
ち

　関
係
人
口
を
拡
大
し
、
移
住
・
定
住
を
推

進
す
る
た
め
、
町
の
暮
ら
し
や
魅
力
を
発
信

し
、
町
民
と
都
市
住
民
と
の
多
様
な
交
流
の▲山形かわにし豆の展示会／上野桜木あたり

▲地域づくりの仕組み

《まちづくりの仕組み》
目指す方向　【まちづくり基本条例】⇒　町民が自らの手で課題を解決し、地区・地域で暮らし続けられる町を創る。
　１　まちづくりは、町民が主役。住民自治組織の再構築　⇒　地区経営母体
　２　まちづくりは、町民と行政それぞれが自働し、パートナーとして協働する。⇒　責任の明確化と役割分担
　　　⇒　住民主役の地域自治経営の推進と定着

《行政》⇒　地区経営への支援
【地域自立推進制度】
１	財政的支援
	 協働のまちづくり地域支援交付金
２	人的支援
	 	町職員（地域担当制）による運営等
支援

３	地域支援調整会議
	 	課題解決に向けた解決策の検討、	
庁内調整等

地域力、経営力の向上

地域づくり連絡協議会
（行政と地区経営組織との協議・調整組織）

地域課題の整理
地域支援のあり方の研究
地域事業との連携調整

《地区》⇒　自主自立による地区経営
１		地区経営の意思決定機関とし、行政と相互
尊重のもと協議連携して、地域自治活動を
行なう。

２		地区内の地域自治活動を運営する責任を持つ。
３		交付金等の使途の決定権限を持つ。

NPO法人の組織化も
選択の 1つ

【役割】
①	地区課題の集約と地区計画の策定
②	地区経営母体の運営・強化
③	交付金等の使途決定
④	センターを核とした地域自治活動の実施

この町で暮らし続けられる地域づくり

山形県 川西町

058_3156山形県_川西町_三.indd   61 2022/10/03   20:28



61

き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら
、移
住
・
定
住
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、

平
成
22
年
に
「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進

機
構
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
同
機
構
は
、

町
の
「
暮
ら
し
」
に
着
目
し
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
交
流
事
業
や
情
報
発
信
、
空
家
バ

ン
ク
と
連
携
し
た
移
住
希
望
者
の
相
談
と
体

験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
町
民
や
地
域

と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
在
来
品
種

で
あ
る
「
紅
大
豆
」
を
は
じ
め
、
町
内
で
35

種
類
も
の
多
彩
な
「
豆
」
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
特
色
を
活
か
し
、「
豆
の
あ
る
ま
ち
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
情
報
発
信
と
交
流
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
東
京
都
上
野
桜
木
あ
た
り
を
会
場
と
し

て
、
例
年
、
12
月
初
旬
に
「
山
形
か
わ
に
し

豆
の
展
示
会
」
を
開
催
し
、「
お
茶
の
み
」

や
「
わ
ら
細
工
」
な
ど
、
町
の
「
暮
ら
し
」

を
体
感
で
き
る
交
流
の
場
を
設
営
し
、
町
を

知
り
、興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
で
は
、

会
場
地
の
町
内
会
や
周

辺
の
飲
食
店
の
方
々
と

の
協
力
も
深
ま
り
、
イ

ベ
ン
ト
期
間
に
は
、
賛

同
い
た
だ
い
た
飲
食
店

で
町
の
食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り

新
商
品
が
開
発
さ
れ
た

ほ
か
、
町
へ
の
体
験
ツ

ア
ー
の
企
画
、
参
加
者

か
ら
移
住
に
結
び
つ
く

な
ど
、
都
市
住
民
を
つ

な
ぐ
特
徴
的
な
交
流
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
対
面
で
の
交
流
が

難
し
い
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
８
回
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
お

も
し
ゃ
い
（
楽
し
い
）
方
々
の
出
演
に
よ
り
、

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
好
評
で
、
町
の
魅
力

が
十
分
に
伝
わ
る
企
画
と
な
り
、
新
た
な
交

流
ツ
ー
ル
と
し
て
今
後
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
３
月
、

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
や
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
広
く
多
く
の
方
々
に
伝
え
る
表
彰
制
度
で

あ
る「
２
０
２
０
年
度
ふ
る
さ
と
名
品
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
」
に
お
い
て
、
新
し
い
生
活
ス

タ
イ
ル
の
推
進
と
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を

評
価
い
た
だ
き
、「
特
別
賞
」
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。

４
　リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

　
　メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整
備
事
業

か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
五
次
川
西

町
総
合
計
画
／
平
成
28
年
度
～
令
和
７
年

度
）
及
び
「
川
西
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整

備
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
県
南
部
の
置
賜
地
域
の
中
心
に

位
置
し
、
町
の
北
部
に
は
、
置
賜
地
域
の
保

健
医
療
の
中
核
と
な
る
「
公
立
置
賜
総
合
病

院
」
及
び
「
県
立
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
が

立
地
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、病
院
周
辺
は
、

置
賜
地
域
の
主
要
な
複
数
の
国
道
が
交
差

し
、
現
在
、
新
た
な
高
規
格
道
路
が
整
備
、

結
節
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
理
的
優
位
性

が
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
病
院
周
辺
を
医
療
・
住
宅
・

商
業
が
融
合
し
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」

を
整
備
、
形
成
し
、
子
育
て
世
代
の
定
着
や

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
と
と
も
に
、
雇
用
促

進
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
定
住
人

口
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

５
　「協
働
」
か
ら
「
共
創
」
へ

　人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
、
社
会
全
体

の
大
き
な
課
題
で
す
。「
川
西
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
に
基
づ
く
「
町
民
参
画
」
と

「
情
報
共
有
」
に
よ
る
町
民
と
行
政
が
連
携

す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
着
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
が
、
若
者
が
定
着
し
持
続
性

の
あ
る
町
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、「
協
働
」

を
さ
ら
に
成
熟
さ
せ
、
老
・
若
・
子
・
男
・
女

誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
関
係

を
深
め
な
が
ら
、「
共
」
に
新
し
い
時
代
に

「
挑
戦
」・「
創
造
」
し
、ま
ち
づ
く
り
を
発
展

さ
せ
る「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」が
必
要
で
す
。

近
年
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
予
測
で
き

な
い
出
来
ご
と
が
多
発
し
て
い
ま
す
。今
後
、

よ
り
困
難
な
状
況
に
遭
遇
し
て
も
、
培
っ
て

き
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
助
け
合
い
の

「
結
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
住
む

人
が
「
誇
り
」
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
が
「
憧

れ
」
を
抱
く
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

川
西
町
長
　
原
田
　
俊
二

（
令
和
３
年
４
月
12
日
付
第
３
１
５
６
号
）

▲メディカルタウン整備計画
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長
柄
町
の
概
要

千
葉
県
長
生
郡
長
柄
町
は
、
１
９
５
５
年

に
長
柄
村
、
日
吉
村
、
水
上
村
の
3
村
が
合

併
し
誕
生
し
た
面
積
47
・
11
㎢
、
人
口
6
、

５
９
３
人
の
県
内
で
二
番
目
に
人
口
規
模
の

小
さ
い
町
で
す
。
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部

の
丘
陵
地
に
位
置
す
る
長
柄
町
に
は
古
く
か

ら
人
が
住
み
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
古
墳
時

代
の
高
壇
式
の
横
穴
墓
は
国
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
ス
式
ダ

ム
と
し
て
日
本
最
大
級
の
長
柄
ダ
ム
は
、
周

辺
地
域
一
帯
の
水
源
と
し
て
重
要
な
役
目
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

町
の
主
産
業
は
製
造
業
、医
療
福
祉
、サ
ー

ビ
ス
業
、
建
設
業
等
で
、
飲
料
の
受
託
製
造

企
業
と
し
て
国
内
最
大
級
の
生
産
ラ
イ
ン
を

有
す
る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
や
、
総

面
積
１
０
０
万
坪
の
敷
地
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
等
を
併
設
し
た
総
合
健
康
リ

ゾ
ー
ト
「
リ
ソ
ル
の
森
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
主
幹
産
業
の
１
つ
で
あ
る
農
業
で
は
、

コ
メ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
イ
チ
ジ
ク
、
自
然
薯
等
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が
採
れ
、

都
市
住
民
向
け
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

盛
ん
で
す
。
新
鮮
な
農
産
物
を
販
売
す
る▲史跡長柄横穴群

▲

長
柄
町
版
C
C
R
C
の
拠
点
と
な
る
「
リ
ソ
ル
の
森
」（
写
真
提
供
：
リ
ソ
ル
の
森
株
式
会
社
）

現 地 レ ポ ー ト

千葉県

長柄町
ながらまち

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
た

�

産
官
学
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

千葉県

長柄町
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「
道
の
駅
な
が
ら
」
は
、
近
隣
住
民
だ
け
で

な
く
房
総
半
島
を
訪
れ
た
観
光
客
に
人
気
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
建
設
業
を
営
む

太
陽
建
設
株
式
会
社
が
農
産
物
直
売
所
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
都
心
か
ら
車
で
70

分
と
い
う
立
地
を
活
か
し
た
移
住
・
定
住
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
か
ら
始

ま
っ
た
長
柄
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
２
０

２
０
年
ま
で
の
累
計
で
51
世
帯
72
名
の
移
住

者
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
内

で
の
移
住
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
、住
宅
新
築
補
助
等
の
ほ
か
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
高
速
バ
ス
の
運
行
、
千
葉
大
学

の
学
生
に
よ
る
移
住
・
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
、
後
述
す
る
特
産
品
開
発
等
を
通
じ

て
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

長
柄
町
の
人
口
は
１
９
９
５
年
頃
か
ら
減

少
傾
向
に
あ
り
、
人
口
減
少
に
伴
う
公
共
交

通
機
関
の
衰
退
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
の
房
総
半
島
台
風

で
は
町
内
全
域
が
停
電
し
、
同
年
の
東
日
本

台
風
に
伴
う
豪
雨
で
は
町
内
を
流
れ
る
一
宮

川
が
氾
濫
す
る
等
、
近
年
は
災
害
に
対
す
る

備
え
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
柄
町
版
大
学
連
携
型

生
涯
活
躍
の
ま
ち

長
柄
町
と
千
葉
大
学
は
２
０
１
５
年
に
地

方
創
生
に
係
る
連
携
協
定
を
結
び
、「
長
柄

町
版
大
学
連
携
型
生
涯
活
躍
の
ま
ち
（
長
柄

町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
はC

ontinuing C
are R

e-
tirem

ent C
om

m
unity

の
略
で
、
ア
メ
リ

カ
の
高
齢
者
向
け
医
療
・
介
護
付
き
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
モ
デ
ル
と
し
、
都
会
の
元
気
な
高

齢
者
が
地
方
に
移
住
し
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
特
徴
は
、
リ
ソ

ル
の
森
を
中
心
と
し
た
既
存
の
施
設
活
用
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
す
。
リ
ソ
ル

の
森
に
は
す
で
に
１
０
０
世
帯
を
超
す
居
住

者
が
お
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
子
ど

も
の
合
宿
ま
で
多
世
代
が
交
流
す
る
基
盤
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
資
源
を
活
か

し
、
大
学
の
知
見
も
加
え
た
大
学
連
携
型
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

千
葉
大
学
と
長
柄
町
の
連
携
の
き
っ
か
け

は
、
２
０
１
５
年
度
の
文
部
科
学
省
「
地

（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ+

）」
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ+

は
、

大
学
に
よ
る
地
方
で
の
産
業
振
興
、
雇
用
創

出
を
目
的
と
し
た
地
方
創
生
事
業
で
、
大
学

と
自
治
体
が
連
携
し
、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
・
研
究
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
長
柄

町
で
は
、
筆
者
の
所
属
す
る
千
葉
大
学
国
際

学
術
研
究
院
の
ほ
か
、予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
、

工
学
研
究
院
、
園
芸
学
研
究
科
等
複
数
の
部

局
か
ら
教
員
や
学
生
が
参
加
し
、
外
出
頻
度

を
高
め
る
心
と
体
の
健
康
空
間
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
筆
者
自
身
、
２
０
１

６
年
に
長
柄
町
に
移
住
し
、
町
の
タ
ウ
ン
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
務
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１

８
年
度
に
は
、
健
康
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
あ
る

「
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」
に
採

択
さ
れ
、
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

で
、
よ
り
具
体
的
な
産
官
学
連
携
の
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
暮
ら
し
て
い

る
だ
け
で
、
健
康
に
な
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ

▲ながらグリーンツーリズム

▲�COC+の一環として長柄町で毎年行っている地域実習

▲�健康や自然環境に関する情報を表示したウェルネストラックのサイン
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に
、
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
拠
点
と
な
る
リ

ソ
ル
の
森
を
中
心
と
し
て
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
た
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
エ
イ
ジ
ク
ラ
ブ
）
や
、
来
訪

者
に
健
康
な
ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
の
効
果
を

知
ら
せ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
（
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
）、
都
市
空
間
と
異
な
る

屋
外
空
間
を
活
用
し
た
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
キ
ャ

ビ
ン
（
エ
コ
キ
ャ
ビ
ン
）
等
の
研
究
開
発
・

社
会
実
装
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
思
考
（D

esign T
hinking

）

と
は
、
社
会
の
複
雑
な
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
使
わ
れ
る
問
題
解
決
法
の
１
つ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ハ
ッ

ソ
・
プ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
で

実
践
さ
れ
て
い
る
商
品
開
発
が
有
名
で
す
が
、

近
年
で
は
地
域
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
に
は
、
観
察
（
共
感
）、

問
題
定
義
、
ア
イ
デ
ア
創
出
、
試
作
、
テ
ス

ト
と
い
う
5
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
特
徴
は
、人
間
中
心
の
原
則
で
す
。人
々

の
行
動
や
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、
ユ
ー
ザ
ー
視

点
に
立
っ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
、

私
た
ち
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
フ
ィ
ル

タ
ー
を
排
除
し
、
創
造
的
に
物
事
を
捉
え
る

こ
と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
ま

す
。こ

こ
で
は
、
筆
者
が
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

に
関
連
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
て
実
践

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
3
つ
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

２
０
２
０
年
3
月
に
完
成
し
た
「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
」
は
、
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

の
目
指
す
「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
の
実
証

研
究
と
し
て
設
置
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
で
す
。
リ
ソ
ル
の
森
を
利
用
す
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
と
と
も
に
リ
ソ
ル
の
森

の
敷
地
内
を
周
回
す
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
、

10
か
所
に
サ
イ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

サ
イ
ン
に
は
、
健
康
や
自
然
環
境
に
関
す

る
情
報
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
ア
プ
リ
と
連

動
し
た
情
報
の
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
、
情
報

伝
達
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
利
用
す
る
人
た
ち
の

健
康
や
自
然
環
境
に
対
す
る
気
付
き
を
促
す

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の

サ
イ
ン
ま
で
の
距
離
（
ｍ
）、
歩
数
（
歩
）、

時
間
（m

in

）、勾
配
（
％
）、消
費
カ
ロ
リ
ー

（K
cal

）
の
ほ
か
、
運
動
強
度
の
指
標
と
し

て
メ
ッ
ツ
（M

ets: m
etabolic equiva-

lents

）、
自
然
環
境
の
指
標
と
し
て
植
生
指

数
（N

D
V

I: N
orm

alized D
ifference 

V
egetation Index

）
を
表
示
し
て
い
ま

す
。
高
低
差
の
あ
る
ル
ー
ト
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ご
と
に
傾
斜
や
歩
行
面
の
状
況
が
異
な
り
、

運
動
強
度
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環

境
の
有
無
は
、
身
体
的
活
動
の
増
加
に
よ
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
身
体
的
、
精
神
的
、

社
会
的
に
良
好
な
状
態
）
に
結
び
つ
く
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
強
度
に
よ
る
身
体
活
動
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
と
の
距
離
感
で
楽
し
め
る
ト
ラ
ッ
ク

を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

特
産
飲
料

「
な
が
ら
と
ガ
ラ
ナ 

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」

町
の
知
名
度
向
上
を
目
的
に
、
町
内
企
業

と
連
携
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
が
「
な
が
ら
と

ガ
ラ
ナ
　
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
で
す
。
長
柄

町
の
知
名
度
向
上
と
、
町
内
企
業
の
連
携
を

目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。「
な
が
ら

と
ガ
ラ
ナ
」
は
、「
な
が
ら
」
を
何
回
も
く

り
返
す
と
「
ガ
ラ
ナ
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら

考
え
出
さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
１
度
聞
い

た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
目
指
す

健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
暮
ら
し
と
、
ガ
ラ
ナ

の
持
つ
元
気
な
イ
メ
ー
ジ
が
合
致
す
る
と
考

え
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
1
月
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ズ
の

工
場
で
試
作
品
6
万
本
を
製
造
し
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
が
す
べ
て
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
生
た
ち
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
る
活
動
を
考
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

も
駆
使
し
な
が
ら
、
長
柄
町
の
住
民
や
元
住

民
の
方
々
と
と
も
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
製
品
化
に
向
け

た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
全
国
か
ら
千
件
以
上

集
め
、
学
生
た
ち
の
活
動
も
多
数
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。「
な
が
ら
と
ガ
ラ

ナ
」
は
２
０
２
１
年
7
月
か
ら
市
販
化
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
町
内
の
道
の
駅
、
直
売
所
、

ゴ
ル
フ
場
等
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
50
店
舗
等

で
も
販
売
さ
れ
、
町
の
知
名
度
向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、「
な
が
ら
と
ガ
ラ
ナ
」

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
な
か

で
「
長
柄
町
を
元
気
に
す
る
会
」
と
い
う
住

▲�2021年12月に東京駅KITTEで行われた学生による
即売会

▲「ながらとガラナ　いろはにほへと」

千葉県 長柄町
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民
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
団
体
も
生
ま
れ
、
住

民
と
学
生
に
よ
る
独
自
の
取
組
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

「
な
が
ら
と
ガ
ラ
ナ
」
の
特
徴
は
、
長
柄

町
が
販
売
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
売

上
の
う
ち
、
製
造
に
か
か
っ
た
原
価
分
を
回

収
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
残
り
の
利
益
は

卸
売
を
担
当
す
る
長
柄
町
観
光
協
会
が
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
観
光
協
会
を

通
し
て
町
に
利
益
が
直
接
還
元
さ
れ
、
新
た

な
特
産
品
開
発
や
観
光
振
興
の
た
め
の
環
境

整
備
に
充
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 自
家
発
電
キ
ャ
ビ
ン「
エ
コ
キ
ャ
ビ
ン
」

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
防
災
や
地
方
創

生
を
目
的
に
開
発
を
進
め
て
い
る
、
自
家
発

電
キ
ャ
ビ
ン
「
エ
コ
キ
ャ
ビ
ン
」
で
す
。
人

口
減
少
や
防
災
へ
の
課
題
か
ら
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
そ
の
も
の
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
考

え
、
自
家
発
電
型
の
小
型
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
を
研
究
開
発
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ

が
内
蔵
さ
れ
、
自
由
に
移
動
で
き
る
と
こ
か

ら
、町
内
を
周
回
し
、テ
レ
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
た
め
の
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
最
低
限
の
電

力
を
供
給
す
る
拠
点
と
な
り
ま
す
。

軽
量
で
、
発
電
で
き
、
木
造
と
い
う
特
徴

を
持
つ
エ
コ
キ
ャ
ビ
ン
は
２
０
２
２
年
3
月

に
試
作
が
完
成
予
定
で
す
。
実
際
に
町
内
を

走
ら
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
を
お
こ
な
い
、

将
来
的
な
他
地
域
で
の
運
用
や
製
品
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
長
柄
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
実

現
に
向
け
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

１
つ
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

 今
後
の
展
望

２
０
２
１
年
10
月
に
開
講
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
は
、
千
葉
大
学
と
岡
山
大
学
の
学

生
た
ち
が
協
働
し
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
用
い
た

デ
ー
タ
分
析
と
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
組
み
合
わ

せ
て
、
長
柄
町
の
新
た
な
活
性
化
ア
イ
デ
ア

「
寄
り
道
し
た
く
な
る
町
」
を
考
え
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
国
際
的
な
地
方
創
生
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
、
地
元
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
始
め
て
い
て
、
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

２
０
２
１
年
度
に
は
、
長
柄
町
の
子
ど
も
た

ち
の
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
千
葉
大
学
の
学
生
と
学

生
団
体
お
り
が
み
に
よ
る「
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
」

や
、
元
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
青
山
剛
コ
ー
チ

に
よ
る
「
走
る
コ
ツ
」
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
留

学
研
修
が
で
き
な
い
中
学
生
の
た
め
に
、
韓

国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
か
ら
来
て
い
る
千
葉
大
学
の
留
学
生
に
よ

る
国
際
交
流
学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
、
学
生
た
ち
と
と

も
に
新
た
な
発
想
で
長
柄
町
の
活
性
化
に
貢

献
し
、
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
の
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
産
官
学
連
携
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
過
程

で
生
ま
れ
た
学
生
と
長
柄
町
と
の
つ
な
が
り

が
継
続
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

長
柄
町
タ
ウ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

千
葉
大
学
大
学
院
国
際
学
術
研
究
院
助
教

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ノ
ラ
ボ
代
表
取
締
役

田
島
　
翔
太

（
令
和
４
年
２
月
14
日
付
第
３
１
８
９
号
）

▲エコキャビンの完成予想図

▲千葉大生によるボッチャ体験教室▲青山剛コーチによる「走るコツ」セミナー

▲国際交流学習で発表する留学生
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山
北
町
の
概
要

山
北
町
は
、
東
京
か
ら
西
へ
約
80
㎞
、
神

奈
川
県
の
西
部
に
位
置
し
、
県
内
で
唯
一
、

静
岡
県
と
山
梨
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
町
で

す
。
総
面
積
は
２
２
４
・
61
㎢
、
横
浜
市
、

相
模
原
市
に
次
い
で
県
内
で
３
番
目
の
広
さ

を
有
し
、
そ
の
約
９
割
が
丹
沢
大
山
国
定
公

園
や
県
立
自
然
公
園
等
を
含
む
山
岳
地
帯

で
、
四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
西
丹
沢
の

や
ま
な
み
や
、
富
士
山
と
丹
沢
山
地
を
源
流

と
す
る
酒
匂
川
等
の
清
流
に
囲
ま
れ
た
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

当
町
の
歴
史
は
古
く
、
南
北
朝
時
代
が
起

源
と
伝
え
ら
れ
る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
山
北
の
お
峯
入
り
」
や
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財「
世
附
の
百
万
遍
念
仏
」、「
室

生
神
社
の
流
鏑
馬
」
等
、
貴
重
な
民
俗
芸
能

が
伝
承
さ
れ
る
豊
か
な
歴
史
が
育
む
文
化
の

町
で
も
あ
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
信
玄
公
の
隠
し
湯
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
「
中
川
温
泉
」
や
、
日
本
の
滝
百

選
「
洒
水
の
滝
」、
平
安
時
代
末
期
に
築
城

さ
れ
た
「
河
村
城
跡
」
等
の
観
光
資
源
を
有

す
る
と
と
も
に
、
観
光
の
中
心
で
あ
る
丹
沢

▲

山
北
の
お
峯
入
り
　
共
和
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
。
５
年
ご
と
に
公
演
を
開
催
。

▲
�

丹
沢
湖
　
昭
和
53
年
の
三
保
ダ
ム
建
設
に
伴

い
、
出
現
し
た
湖
。
近
年
で
は
釣
り
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ

等
の
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

現 地 レ ポ ー ト

神奈川県

山北町
やまきたまち

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

「
み
ん
な
で
つ
く
る 

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち 

や
ま
き
た
」
の
実
現
に
向
け
て

神奈川県

山北町
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湖
周
辺
で
は
、「
丹
沢
湖
花
火
大
会
」
を
は

じ
め
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、首
都
圏
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
雄
大
な
山
々
と
深
い
森
か
ら
流
れ

出
る
豊
か
な
水
資
源
は
、町
が
誇
る
財
産
で
、

丹
沢
湖
は
神
奈
川
県
民
の
水
が
め
と
し
て
、

県
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
域

の
約
９
割
を
占
め
る
森
林
資
源
を
活
か
し
地

域
振
興
を
図
る
た
め
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
」
の
認
定
を
受
け
、
当
町
の
森
林
の
持
つ

癒
し
効
果
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
定
期

的
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
銘
茶
「
足
柄

茶
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
み
か
ん
や
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
等
が
生
産
さ
れ
、
最
近
で
は
遊
休

農
地
を
活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
３
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
山
北
町
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で

は
、
町
の
将
来
像
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る 

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち 

や
ま
き
た
」

と
定
め
、「
町
民
力
・
地
域
力
を
発
揮
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
若
者
定
住
・
子
育
て

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
優
先
的
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

自
治
会
活
動
へ
の
支
援

当
町
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
制
定
し
た

「
山
北
町
自
治
基
本
条
例
」
に
も
と
づ
き
、

町
民
、
町
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
対
等
な
立
場

で
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
自
治
会
は
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
町
内
54
の
自
治
会
に
対

し
て
、
防
災
資
機
材
や
活
動
拠
点
と
な
る
集

会
所
の
整
備
助
成
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
自
治
会
の

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
中

止
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
自
治
会
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
自
治

会
活
動
活
性
化
応
援
助
成
金
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
助
成
金
は
、
町
内
に
あ
る
６
つ

の
連
合
自
治
会
に
対
し
て
、
自
治
会
活
動
の

活
性
化
に
資
す
る
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
基
本
額
１
０
０
万
円
に
１

世
帯
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金

額
を
助
成
金
と
し
て
交
付
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
た
自
治
会
活
動

が
、
こ
の
助
成
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
活
性

化
し
、
１
日
も
早
く
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
再
開

さ
れ
る
環
境
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う 

ま
ち
づ
く
り
」
の
開
催

毎
年
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
の
方
向

を
見
出
す
た
め
に
、
町
内
７
会
場
で
座
談
会

を
開
催
し
、
地
域
の
方
々
と
直
接
、
顔
を
合

わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
最
近
で
は
ど
こ
の
地
域
に
お
い

て
も
「
防
災
対
策
」
と
「
鳥
獣
被
害
対
策
」

▲
�

室
生
神
社
の
流
鏑
馬
　
山
北
地
区
の
室
生
神

社
で
は
毎
年
11
月
３
日
に
例
大
祭
の
神
事
と

し
て
流
鏑
馬
を
行
っ
て
い
る
。

▲
�

森
林
セ
ラ
ピ
ー
　
山
北
町
で
は
町
域
の
９
割

を
占
め
る
森
林
資
源
を
活
用
し
て
健
康
増
進

と
疾
病
予
防
を
目
指
し
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー（
森

林
浴
）
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

▲
�

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
町

内
の
各
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。
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が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
町
行
政
と

町
民
と
で
熱
い
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

機
会
に
町
民
と
町
と
で
し
っ
か
り
と
情
報
共

有
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
を
町

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
残
念
な
が

ら
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に

つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
講

じ
た
中
で
、
何
と
か
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
の 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

当
町
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
、
町
内
４
地
区
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
委
員
会

は
、
自
治
会
と
は
別
組
織
で
、
自
分
の
住
む

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら

考
え
、
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
組
織
で
あ

り
、
町
か
ら
も
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
取
組
と

し
て
は
、丹
沢
湖
周
辺
へ
の
も
み
じ
の
植
栽
、

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
事

業
を
進
め
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
の

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
大
学
の
先
生
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
き
、
４
地
区
の
代

表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
の
中

で
、
各
地
区
の
取
組
の
検
証
や
情
報
交
換
を

行
い
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。

「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
の
誇
り

「
山
北
駅
」
は
、
明
治
22
年
に
東
海
道
本

線
が
開
通
し
た
際
、
箱
根
越
え
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
最
盛
期

に
は
、
駅
関
係
職
員
が
６
０
０
人
を
超
え
、

「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
大
変
栄
え
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
山
北
駅
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
鉄
道
関
係
の
貴
重
な
品
々
は
、
駅
舎
に
隣

接
し
た
「
鉄
道
資
料
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
北
駅
は
、
乗
降
客
数
の
減
少
を
理
由
に

平
成
24
年
３
月
に
無
人
化
と
な
り
ま
し
た

が
、「
山
北
駅
を
無
人
駅
に
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
い
う
町
民
の
強
い
思
い
も
あ
り
、

同
年
５
月
か
ら
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
鉄
道
関
係
Ｏ

Ｂ
の
協
力
を
得
て
切
符
販
売
員
を
配
置
し
、

乗
車
券
の
簡
易
委
託
販
売
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
無
人
化
と
な
っ
た
山
北
駅
舎
を
活
用
し

た
こ
の
取
組
に
よ
り
、
山
北
駅
は
町
民
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
、
駅
周

辺
の
活
性
化
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
山
北
駅
に
隣
接
す
る
山
北
鉄
道
公

園
に
は
、
昭
和
43
年
ま
で
御
殿
場
線
で
活
躍

し
て
い
た
蒸
気
機
関
車
「
Ｄ
５
２
―
７
０
号

機
」
が
静
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
町

で
は
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、

平
成
28
年
３
月
に
圧
縮
空
気
を
動
力
源
と
し

て
、
48
年
ぶ
り
に
動
態
化
さ
せ
ま
し
た
。

全
国
に
７
両
現
存
す
る
Ｄ
５
２
の
う
ち
、

走
行
可
能
な
も
の
は
当
町
の
Ｄ
５
２
の
み
で

あ
る
た
め
、「
動
く
Ｄ
５
２
」
が
見
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、
各
地
か
ら
鉄
道

フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
一
般

の
方
に
Ｄ
５
２
の
乗
車
体
験
を
し
て
も
ら
う

こ
と
等
も
視
野
に
入
れ
て
、
現
状
12
ｍ
の

軌
道
を
30
ｍ
に
延
長
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

観
光
の
中
心
と
な
る
丹
沢
湖

昭
和
53
年
、
当
町
の
象
徴
的
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
丹
沢
湖
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
湖
は
人
造
湖
で
あ
り
な
が
ら
も
、
周
囲

の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
美
し
い
風
景
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
８
月
に
は
水

▲
�

Ｄ
５
２
７
０
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
で
ご
に
ぃ
と
で
ご
み
ぃ
」　
Ｄ
５
２
７
０
の

復
活
と
同
時
に
お
披
露
目
に
な
っ
た
で
ご
に

ぃ
と
、
令
和
元
年
に
お
披
露
目
に
な
っ
た
で

ご
に
ぃ
の
妹
の
で
ご
み
ぃ
。

▲
�

切
符
販
売
　
平
成
24
年
に
無

人
駅
に
な
っ
た
が
、
同
年
よ

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
切
符
販
売

を
実
施
し
て
い
る
。

▲
�

Ｄ
５
２
７
０
　
山
北
鉄
道
公
園
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
た
、
Ｓ
Ｌ

が
平
成
28
年
に
復
活
し
た
。
日
本
で
唯
一
自
走
す
る
Ｄ
52
。

神奈川県 山北町
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中
花
火
や
打
ち
上
げ
花
火
が
湖
面
を
彩
る

「
丹
沢
湖
花
火
大
会
」、
11
月
に
は
山
北
名
物

猪
鍋
を
味
わ
え
る
「
西
丹
沢
も
み
じ
祭
り
」、

湖
畔
の
紅
葉
が
見
頃
と
な
る
時
期
に
開
催
さ

れ
る
「
丹
沢
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
等
、

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丹
沢
湖
の
湖
面
を
活
か
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の

体
験
も
で
き
、
毎
年
７
月
に
は
色
と
り
ど
り

の
カ
ヌ
ー
が
湖
を
彩
る
「
カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン

Ｉ
Ｎ
丹
沢
湖
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
選
手

が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
で

は
、
ボ
ー
ト
の
う
え
に
立
ち
パ
ド
ル
で
漕
い

で
水
面
を
進
む
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
）」
競
技
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
昨
年
度
、
丹
沢
湖
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

湖
畔
に
更
衣
室
付
き
艇
庫
「
Ｓ
ｕ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ａ 

丹
沢
湖
」
を
建
設
す
る
等
、
若
者
を
呼
び
込

む
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

定
住
総
合
対
策
事
業
の
推
進

当
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
う
深
刻
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成

21
年
度
に
近
隣
自
治
体
に
先
駆
け
、
定
住
対

策
に
特
化
し
た
部
署
「
定
住
対
策
室
（
現
在

は
定
住
対
策
課
）」
を
新
設
し
ま
し
た
。
定

住
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
宅
環
境
の
整

備
、
子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
等
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
各
課
で
推
進
す
べ
き
事
業
を
位

置
付
け
た
「
山
北
町
定
住
総
合
対
策
事
業
大

綱
」
を
策
定
し
、
庁
内
関
係
課
で
構
成
さ
れ

る
推
進
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

課
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
効
果
検
証
を

行
い
、
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業
の
実
施

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る
「
出
産
祝
い

金
」、「
紙
お
む
つ
支
給
」、「
小
児
医
療
費
助

成
」、ま
た
、住
ま
い
づ
く
り
を
応
援
す
る「
空

き
家
バ
ン
ク
」、「
新
築
祝
い
金
」、「
空
き
家

活
用
助
成
金
」、
さ
ら
に
は
当
町
で
の
田
舎

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る「
お
試
し
住
宅
事
業
」

等
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
当
初
か

ら
若
者
・
子
育
て
世
代
が
住
み
た
く
な
る
環

境
づ
く
り
に
軸
足
を
置
い
て
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
26
年
３
月
に
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
山
北
駅
北
側
定
住
促
進

住
宅
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」
が
完
成
し
、

子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
に
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、
令
和
４

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
東
山
北
駅
周
辺
に

お
い
て
、「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」
と
は

別
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る

若
者
・
子
育
て
世
代
向
け
の
住
宅
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ 

整
備
事
業
の
推
進

平
成
26
年
８
月
、
新
東
名
高
速
道
路
（
仮

称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
事
業
化
が
決
定

し
ま
し
た
。
当
町
に
は
東
名
高
速
道
路
の
Ｉ

Ｃ
が
無
く
、
新
東
名
高
速
道
路
に
お
い
て
も

Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
国
・
県
等
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
長
年
に
わ
た
り
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
実
現

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、

よ
う
や
く
実
を
結
び
ま
し
た
。運
用
形
態
は
、

東
京
方
面
乗
り
降
り
限
定
の
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ

で
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
が
飛
躍
的

に
向
上
し
、
観
光
交
流
人
口
の
増
加
や
企
業

活
動
の
活
性
化
等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
新
東

名
高
速
道
路
が
全
線
開
通
す
る
令
和
５
年
度

末
に
供
用
開
始
さ
れ
る
た
め
、
現
在
、
町
で

は
周
辺
観
光
施
設
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新

た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
近
く
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
道
の
駅
山
北
」
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
後
に
は
利
用
者
が

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
県
に

対
し
て
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
と
思
う
反
面
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
か
し
た
周
辺
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
取
組
を
加
速
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

当
町
の
活
力
の
原
点
は
地
域
に
あ
り
、
地

域
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
が
元

気
に
な
り
ま
す
。
行
政
は
町
民
の
提
案
や
要

望
等
に
耳
を
傾
け
、
協
働
で
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
当
町

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
昔
か
ら
そ
こ
に
あ

る
資
源
を
大
切
に
し
つ
つ
、
新
し
い
動
き
と
の

相
乗
効
果
に
よ
り
「
み
ん
な
で
つ
く
る
　
魅

力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
　
や
ま
き
た
」
を

目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

山
北
町
長
　
湯
川
　
裕
司

（
令
和
３
年
９
月
13
日
付
第
３
１
７
３
号
）

▲�

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
　
毎
年
夏
に
丹
沢
湖
で
開

催
さ
れ
る
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
競
技
大
会
。
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道
志
村
の
概
要

　

道
志
村
は
山
梨
県
の
東
南
端
、
神
奈
川
県

と
の
県
境
に
位
置
し
、
東
西
28
㎞
、
南
北
４

㎞
の
木
の
葉
の
形
を
し
た
細
長
い
村
で
す
。

村
の
面
積
の
93
・
７
％
は
山
林
で
、
標
高
は

国
道
４
１
３
号
線
の
神
奈
川
県
相
模
原
市
と

の
県
境
か
ら
山
中
湖
村
境
の
山
伏
峠
で
は
８

０
０
ｍ
の
差
が
あ
り
、
村
の
東
と
西
で
は
季

節
も
１
ヶ
月
違
う
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い

ま
す
。
村
の
中
央
を
流
れ
る
道
志
川
は
１
０

０
余
り
の
枝
沢
か
ら
な
り
、
水
質
は
極
め
て

良
質
で
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
横
浜
市
の
上

水
道
水
源
と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

る
一
方
、
渓
流
の
釣
場
と
し
て
、
地
域
の
潤

い
の
場
と
し
て
村
の
大
切
な
財
産
と
な
っ
て

い
ま
す
。
首
都
圏
と
富
士
山
の
間
に
位
置
す

る
道
志
村
は
、都
心
か
ら
70
㎞
圏
内
と
近
く
、

新
宿
か
ら
車
で
90
分
の
距
離
に
あ
り
、
村
を

走
る
国
道
４
１
３
号
は
首
都
圏
と
富
士
北
麓

地
域
へ
の
通
り
道
と
し
て
、
夏
に
は
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
村
内
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
が
約
30
ヶ

所
あ
り
、
大
自
然
の
中
の
キ
ャ
ン
プ
場
地
帯

と
し
て
多
く
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ン
か
ら
人

気
を
得
て
い
ま
す
。

横
浜
市
と
は
水
が
取
り
な
す
縁
で
古
く
か

ら
水
源
地
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
友
好
交
流
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
は
、

両
市
村
と
の
間
で
「
友
好
・
交
流
に
関
す
る

協
定
書
」
が
交
わ
さ
れ
、
道
志
水
源
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
・
道
志
村
自
然
体
験
学
習
・

道
志
水
源
林
間
伐
材
活
用
事
業
・
み
ず
の
里

か
ら
横
浜
へ
～
探
検
ツ
ア
ー
～
等
の
事
業
を

▲

上
空
か
ら
の
道
志
村

現 地 レ ポ ー ト

山梨県

道志村
どうしむら

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

人
と
自
然
が
輝
く
水
源
の
郷

　�
～
豊
か
な
自
然
の
中
で
健
や
か
に

　
　
子
育
て
の
で
き
る
環
境
の
創
出
～

山梨県
道志村
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通
し
て
都
市
と
の
友
好
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
９
月
に
は
、「
横
浜
市
の
水

源
地
　
道
志
情
報
館
　
水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」

を
横
浜
市
内
に
開
設
し
、
両
市
村
の
関
係
、

水
源
地
の
自
然
環
境
、
村
の
特
産
品
、
観
光

案
内
な
ど
情
報
提
供
を
行
い
、
多
く
の
横
浜

市
民
に
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

人
口
増
加
に
向
け
て
の
移
住
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

道
志
村
は
明
治
22
年
の
村
制
施
行
以
来
一

度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
、
令
和
元
年
に
は

村
政
施
行
１
３
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
人

の
残
し
て
く
れ
た
、
資
源
、
財
産
を
活
用
し

そ
の
時
代
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
展

開
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
国
際
化
、
情
報

化
、
高
齢
化
な
ど
の
著
し
い
進
展
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
物
や
情
報
が
身
近
に
あ
ふ
れ
る

今
日
、本
村
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も
ま
た
、

高
齢
化
、
少
子
化
な
ど
行
政
全
般
に
わ
た
る

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
の
人
口
は
昭
和
30
年
に
は
３
、
３
７
２

人
で
し
た
が
、
平
成
27
年
度
国
勢
調
査
時
の

人
口
は
１
、
７
４
３
人
と
60
年
余
り
で
半
減

し
、
人
口
減
少
問
題
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
村
で
は

古
き
良
き
伝
統
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
新
し

い
感
覚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
・
定
住
者
に

は
住
ま
い
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
等
の

手
厚
い
支
援
を
行
い
、
子
育
て
環
境
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
自
由
な
働
き
方

を
自
然
美
豊
か
な
本
村
で
実
現
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
令
和
元
年
10
月
に
公
共
施
設
を
活

用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
ま

し
た
。

道
志
村
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー

道
志
村
で
は
平
成
28
年
８
月
に
移
住
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
以
前
、
道
志

村
地
域
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
隊
員

が
活
動
終
了
後
、
村
内
に
お
い
て
森
林
環
境

関
係
の
法
人
を
設
立
し
森
林
整
備
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
法
人
に
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
。
法
人
関
係
者
は
全
て
が
移
住

者
で
、
子
育
て
中
の
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

移
住
に
あ
た
っ
て
、
道
志
村
の
生
活
環
境
、

生
活
習
慣
等
を
熟
知
し
た
う
え
で
移
住
を
決

め
て
お
り
、
生
活
に
不
便
な
と
こ
ろ
の
克
服

方
法
も
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
人
た
ち
が
、
村
で
の
生
活
経
験
を
活

か
し
、
移
住
希
望
者
に
住
居
、
子
育
て
、
学

校
教
育
、
仕
事
等
の
情
報
提
供
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
移
住
に
関
す
る
情

報
発
信
、
移
住
ツ
ア
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
首
都
圏
に
お
い
て
の
移
住
相
談
会
の
開

催
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
住
支
援
・
子
育
て
支
援

道
志
村
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
支
援

▲�

横
浜
市
内
の
「
横
浜
市
の
水
源
地

　道
志
情

報
館

　水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」

▲道志村移住支援センターの学校案内

▲道志村移住支援センターが実施した移住ツアー
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と
し
、
移
住
経
費
助
成
、
住
宅
購
入
補
助
、

住
宅
家
賃
補
助
、
村
外
通
勤
費
助
成
等
と

い
っ
た
経
済
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
移

住
後
も
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
村

で
の
生
活
の
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
紹

介
、
移
住
者
・
地
域
住
民
と
の
交
流
会
等
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
と
し
て
、
出
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償

化
、
出
産
祝
い
金
、
乳
幼
児
健
康
診
査
の
支

援
、
小
・
中
就
学
祝
金
、
学
童
保
育
所
ど
う

し
っ
こ
の
運
営
、
高
等
学
校
等
就
学
に
対
す

る
助
成
事
業
の
ほ
か
、
今
年
４
月
に
は
、「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
小
児
科
専

門
医
を
配
属
し
て
、
き
め
細
か
い
乳
幼
児
健

診
・
子
育
て
指
導
や
相
談
・「
ど
う
し
つ
ぼ

み
っ
こ
く
ら
ぶ
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
楽
し
く
交
流
し
、
健
全
な
育

児
支
援
や
、
つ
ぼ
み
っ
こ
（
子
ど
も
）
の
友

達
作
り
を
行
い
、
村
の
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
少
子
化
に
対
応
し
た
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
の
成
果
と
し
て
、以
前
は
、

１
～
２
人
の
子
育
て
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
が
、
複
数
人
の
子
育
て
世
帯
も
増
え
、
わ

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
出
生
率
が
上
昇
し
て

お
り
、
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
者
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年

は
夫
婦
と
子
ど
も
２
～
３
人
世
帯
の
移
住
が

数
世
帯
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て
を
し
や
す
く

し
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
健
や
か
に
子
育
て

の
で
き
る
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

乳
幼
児
か
ら
児
童
生
徒
数
を
増
や
す
取
組
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
・
村
の
資
源
を 

活
用
し
た
教
育

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
過
疎
化
・
少
子
化

な
ど
に
よ
り
児
童
数
が
減
少
し
、小
規
模
化
・

さ
ら
に
複
式
学
級
へ
と
移
行
す
る
傾
向
に
あ

り
、
平
成
11
年
度
に
４
校
を
１
校
に
統
合
し

ま
し
た
。
統
合
当
時
は
児
童
１
５
７
人
で
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
59
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
は
昭
和
49
年
に
統
合
さ
れ
、

現
在
の
生
徒
数
は
37
人
で
す
。

平
成
25
年
度
に
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
に

耐
震
上
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
校
舎

整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
同
委
員
会
か
ら
の
答
申
と
し
て

「
中
学
校
敷
地
に
地
元
の
木
材
を
利
用
し
た

小
中
一
体
型
校
舎
」
と
し
て
、
建
て
替
え
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
学
校

の
敷
地
に
地
元
木
材
を
多
様
に
使
用
し
た
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
校
舎
建
設
が
行
わ
れ
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
小
中
一
体
型
校
舎
で
、
児

童
・
生
徒
が
同
じ
屋
根
の
下
で
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
校
舎
中
央
に
多
目

的
ホ
ー
ル
・
図
書
館
・
パ
ソ
コ
ン
室
を
配
置

し
、
小
中
学
校
で
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
も
１
つ
の
施
設
を
小
中
学
校

で
使
用
し
て
い
ま
す
。

▲つぼみっこくらぶの様子　クリスマス会

▲道志小中学校（小中一体型校舎）右側　小学校・左側　中学校

▲図書室（共用スペース）

山梨県 道志村
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道
志
村
は
村
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
「
教

育
・
文
化
の
推
進
」
と
し
て
、「
豊
富
な
自

然
環
境
や
小
規
模
小
・
中
学
校
の
利
点
を
活

か
し
、
き
め
細
か
い
指
導
や
個
性
的
で
特
徴

の
あ
る
教
育
推
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
小

学
校
で
は
、
村
の
資
源
を
活
用
し
た
間
伐
体

験
や
横
浜
市
水
道
局
水
源
林
管
理
所
で
の
水

源
地
の
大
切
さ
を
学
習
し
、
横
浜
訪
問
で
は

道
志
川
の
水
が
横
浜
市
の
上
水
道
水
と
し
て

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や

「
赤
道
を
超
え
て
も
腐
ら
な
い
水
」
と
し
て
、

横
浜
港
か
ら
航
海
に
出
る
船
の
飲
用
水
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
横
浜
市
の
小
学
校
と
交
互
訪
問

し
、交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、

道
志
川
の
水
質
調
査
、
村
内
事
業
所
で
の
職

場
体
験
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
村
の
強
み
・

弱
み
を
発
見
し
、
地
域
課
題
解
決
策
を
検
討

す
る
「
道
志
中
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
講
座
」、
芸
術

鑑
賞
と
し
て
毎
年
「
劇
団
四
季
」
公
演
鑑
賞

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
小
学

校
６
年
生
・
中
学
校
全
学
年
に
東
富
士
七
里

太
鼓
保
存
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
和
太
鼓
の
指

導
、
中
学
校
２
年
生
は
村
の
伝
統
芸
能
「
お

き
ゅ
う
だ
い
」
の
指
導
を
受
け
、
伝
統
芸
能

の
良
さ
を
理
解
し
、
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
運

動
会
・
学
園
祭
・
村
民
体
育
祭
等
で
披
露
し

て
い
ま
す
。

道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

令
和
元
年
10
月
に
、
新
た
な
就
業
場
所
の

確
保
や
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
や
移
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、
道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

し
ま
し
た
。
施
設
は
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス

と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
情
報

通
信
設
備
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
前
に
は
芝
生
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
り
、
子
育
て
し
な
が
ら
新
し
い
働
き

方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
自
然
豊
か
な
環
境

の
中
で
創
出
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
、
自
由
な
働

き
方
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

お
わ
り
に

人
口
減
少
対
策
は
、
多
く
の
地
方
自
治
体

が
抱
え
る
問
題
で
す
。
都
市
か
ら
の
若
者
の

移
住
に
、
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
、
地
域
資

源
、
そ
こ
に
住
む
人
を
財
産
と
と
ら
え
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
生
活
環
境
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
近
年
、
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
記

録
的
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
等
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
対

策
を
行
い
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
、
安
心
・

安
全
に
末
永
く
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
道
志
村

で
は
、
古
き
良
き
伝
統
文
化
を
守
り
、
新
し

い
感
覚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
、「
豊
か
な

自
然
の
中
で
健
や
か
に
子
育
て
の
で
き
る
環

境
の
創
出
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

道
志
村
長
　
長
田
　
富
也

（
令
和
２
年
８
月
31
日
付
第
３
１
３
１
号
）

▲村民体育祭での太鼓の披露（中学校）

▲サテライトオフィス　コワーキングスペース▲サテライトオフィス　オフィススペース
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は
じ
め
に

南
越
前
町
で
は
、
町
民
に
優
し
く
、
安
全

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
活
き
活
き
と
働
き
、

人
と
文
化
を
育
む
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
は
平
成
27
年
国
勢
調
査
１
０
、
７
９

９
人
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
１
０
、
０
０

２
人
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
人
口
推
計
で
は

令
和
７
年
の
人
口
が
約
９
、
２
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

福
井
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
嶺
北
地
域
の
南
端

に
位
置
し
、
北
は
越
前
市
、
越
前
町
と
池
田

町
、
東
お
よ
び
南
は
岐
阜
県
・
滋
賀
県
、
西

は
敦
賀
市
と
日
本
海
に
接
す
る
山
・
海
・
里

の
地
形
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
豊
か
な
町

で
、
町
土
の
面
積
は
３
４
３
・
６
９
㎢
の
う

ち
約
92
％
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
地
域
で
実
践
す
る
　

「
ま
ち
み
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

令
和
２
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
学
生
は
地
域
で
の
調
査

研
究
や
活
動
の
中
止
等
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
学
び
挑
戦
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
わ
が
町
に
お
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響

は
大
き
く
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

経
済
の
疲
弊
、
各
種
交
流
の
停
滞
等
、
新
た

▲

道
の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」

現 地 レ ポ ー ト

福井県

南越前町
みなみえちぜんちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」
を
目
指
し
て

福井県

南越前町

074_3188福井県_南越前町_三.indd   75 2022/09/28   23:51
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な
課
題
や
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、学
生
の
「
学
び
の
継
続
」

と
時
代
に
即
し
た
「
地
域
で
の
挑
戦
」
を
柔

軟
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
育
成
と
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
ま
ち
み
ら
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
み
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、
大
学

生
等
が
町
に
関
連
の
あ
る
活
動
を
自
由
に
設

定
し
、
主
体
的
に
取
り
組
む
も
の
で
、
令
和

２
年
度
は
15
組
、
令
和
３
年
度
は
５
組
の
計

26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
町
は
参
加
学
生
に

対
し
、
１
組
あ
た
り
10
万
円
の
支
援
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
に
よ
る
地
域
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
が
、
活
動
の
企
画
か
ら
実
施

の
全
て
を
学
生
自
身
の
行
動
力
で
自
由
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

活
動
場
所
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
か
、
大

学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
な
が
ら
２
週

間
町
に
滞
在
し
た
り
、
町
内
で
暮
ら
す
祖
父

母
の
家
を
拠
点
に
活
動
し
た
り
、
状
況
を
踏

ま
え
た
多
様
な
形
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

活
動
内
容
も
多
彩
で
、
①
町
の
名
所
や
自
然

の
写
真
を
載
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ラ
ン
プ
を

作
成
し
、
中
学
生
が
楽
し
み
な
が
ら
ふ
る
さ

と
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
活
動
、
②
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
鉄
道
遺
産
を
巡
る
体
験
プ
ラ
ン

の
実
用
化
を
図
る
活
動
、
③
町
産
野
菜
の
魅

力
を
若
者
向
け
に
発
信
す
る
活
動
ー
等
、
そ

の
多
く
が
地
域
内
外
の
人
を
巻
き
込
む
よ
う

な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。活
動
終
了
後
に
は
、

半
年
間
生
活
の
拠
点
を
町
に
移
し
た
り
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
を
担
っ
た
り
、
大

学
の
後
輩
に
活
動
を
引
き
継
い
だ
り
す
る

等
、
連
続
性
の
あ
る
活
動
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

本
事
業
の
特
徴
は
、
提
案
だ
け
で
な
く
学

生
の
皆
さ
ん
自
身
が
「
実
践
」
す
る
こ
と
で

す
。
地
域
課
題
に
捉
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
・
視
座
で
地
域
を
知
り
、
楽
し
み
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
共

感
や
協
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
が
重
要
で
す
。
特
に
若
い
世
代
は
地
域

と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
若
い
世

代
が
主
体
的
に
地
域
を
楽
し
む
き
っ
か
け
を

創
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
参
加
学
生
の

多
く
か
ら
「
地
域
の
方
と
話
す
こ
と
で
人
の

温
か
さ
と
町
の
魅
力
に
気
付
い
た
」「
農
家

さ
ん
と
の
会
話
が
楽
し
く
、
自
分
自
身
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
に
感
じ
、
活
動

の
原
動
力
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
小
さ
な
実
践
を
応
援
し
、
若
い
世

代
の
思
い
を
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
は
、
今

▲�「南越前町トランプ」を楽しむ中学生

▲�鉄道遺産を巡るサイクリング体験の実用化

▲町産野菜のレシピを考案しSNSで発信
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後
の
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
も
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、
幅
広
い
世

代
の
方
が
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
で
き

る
場
の
提
供
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

南
越
前
町
の
最
も
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

新
た
な
交
流
拠
点
　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

型
道
の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」

令
和
３
年
10
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」
は
北
陸
自
動
車
道

南
条
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
に
隣
接
し
、「
道
の
駅
」

と
「
南
条
Ｓ
Ａ
」
は
徒
歩
に
よ
る
往
来
が
可

能
で
、
北
陸
自
動
車
道
か
ら
も
一
般
道
か
ら

も
利
用
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
お
食
事

や
買
い
物
が
楽
し
め
ま
す
。

南
条
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
も
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
利
便
性
も
高
く
福
井
県
の
観
光
情
報

等
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

隣
接
す
る
公
園
「
さ
ん
か
い
り
パ
ー
ク
」

と
は
ロ
ン
グ
滑
り
台
で
公
園
と
一
体
化
し
た

「
道
の
駅
」
と
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
型
道
の
駅

で
す
。

地
元
特
産
の
今
庄
そ
ば
や
日
本
海
の
海
鮮

等
の
山
海
里
の
グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
い
た
だ

け
る
７
つ
の
専
門
店
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

が
並
ぶ
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
の
お
食
事
と
、
新

鮮
な
野
菜
や
海
の
幸
が
並
ぶ
直
売
所
と
地
酒

も
販
売
し
て
い
る
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
等
の
充

実
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
お
買
い
物
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

３
階
に
は
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
、
屋
上
４
階
に

は
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
お
買
い
物
だ
け
で
な

く
お
子
様
た
ち
に
も
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
に
は
施
設
周
辺
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や

か
に
飾
ら
れ
ま
す
。

町
の
魅
力
の
一
部
を
ご
紹
介

☆�

魅
力
そ
の
１
　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
　
令
和
３
年
８
月
４
日
選
定
　

「
北
国
街
道
　
今
庄
宿
」

幾
重
に
も
山
が
連
な
る
南
越
前
町
今
庄

は
、
北
陸
随
一
の
難
所
を
背
に
し
、
こ
の
地

を
行
き
交
う
旅
人
は
、
み
な
「
今
庄
宿
」
で

疲
れ
を
癒
し
、
峠
を
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
に
は
、
当
時
の
風
情
が
う
か
が

え
る
宿
場
町
の
面
影
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
先
人
た
ち
が
過
ご

し
た
時
を
体
感
で
き
ま
す
。

山
本
周
五
郎
は
小
説
「
虚
空
遍
歴
」
の
中

で
「
こ
の
今
庄
と
い
う
土
地
に
は
な
に
か
あ

る
。
初
め
て
来
た
と
き
か
ら
、
な
に
か
お
れ

と
の
あ
い
だ
に
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
」
と
記
し

て
い
ま
す
。

「
今
庄
宿
」
に
は
約
１
㎞
の
街
道
沿
い
に

４
軒
の
酒
蔵
が
あ
り
、
創
業
２
０
０
年
以
上

の
歴
史
あ
る
蔵
で
昔
な
が
ら
の
丁
寧
な
酒
造

り
を
営
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
約
４
５
０
年

の
歴
史
を
持
つ
「
今
庄
つ
る
し
柿
」
は
ど
ん

な
に
空
腹
で
も
「
１
つ
食
え
ば
一
里
、
三
つ

食
え
ば
三
里
歩
け
る
」
と
言
わ
れ
“
旅
人
の

元
気
の
源
”
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
で
も
特
産
品
と
し
て
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

▲北国街道　今庄宿

▲活動終了後に半年間移住した大学生

福井県 南越前町
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 ☆�

魅
力
そ
の
２�

「
日
本
遺
産
が
２
つ
あ
る
ま
ち
」

Ⅰ
　 
海
を
越
え
た
鉄
道
　
～
世
界
へ
つ
な
が

る
鉄
路
の
キ
セ
キ
～

古
く
か
ら
宿
場
町
や
港
町
と
し
て
栄
え
、

交
通
の
要
所
と
し
て
発
展
し
て
き
た
福
井
県

南
越
前
町
今
庄
、
敦
賀
市
、
滋
賀
県
長
浜
市

は
明
治
維
新
を
経
て
、
近
代
国
家
へ
の
道
を

歩
み
始
め
た
日
本
の
中
で
、鉄
道
で
結
ば
れ
、

人
と
物
資
を
運
び
、
文
化
や
経
済
の
成
熟
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
南
越
前
町
今
庄
は
、
峠

越
え
に
挑
む
鉄
道
基
地
と
し
て
、
ま
た
敦
賀

は
陸
運
と
海
運
を
結
束
す
る
鉄
道
と
港
の
ま

ち
と
し
て
、
長
浜
は
、
日
本
海
と
太
平
洋
を

結
ぶ
水
陸
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

福
井
県
と
滋
賀
県
に
ま
た
が
る
旧
北
陸
線

の
エ
リ
ア
に
は
、
今
も
当
時
の
歴
史
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
鉄
道
を
中
心
と
し
た
貴
重

な
近
代
化
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

今
も
息
づ
く
、
近
代
化
遺
産
を
巡
る
旅
を
堪

能
で
き
ま
す
。

Ⅱ
　 

荒
波
を
超
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異

空
間
　
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～

南
越
前
町
河
野
に
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
時
代
初
期

に
か
け
廻
船
を

生
業
と
し
て
い

た
北
前
船
主
の

５
大
船
主
の
右

近
家
や
中
村
家

の
住
居
が
今
も

並
び
、
当
時
の

繁
栄
を
色
濃
く

残
す
北
前
船
主

通
り
が
あ
り
ま
す
。

右
近
家
の
裏
山
の
中
腹
に
あ
る
西
洋
館
か

ら
は
若
狭
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。

中
村
家
の
住
居
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
令
和
５
年
春
に
一
般
公
開

す
る
予
定
で
す
。

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
農
林

水
産
業
の
衰
退
等
町
が
抱
え
る
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
真

摯
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
知
恵
を
絞
り
、

未
来
へ
希
望
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
人
と
人
が
つ
な
が
り
支
え
あ
う
」
と
い

う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
軸
に
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
最
大

限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
新
た
な
取
組
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
自
治
体
間
の
連
携
を
図
り

先
駆
的
な
取
組
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

南
越
前
町
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
良

く
、
日
本
海
沿
い
の
海
岸
線
に
は
旅
館
や
民

宿
等
の
宿
泊
施
設
も
点
在
し
て
お
り
、
ご
滞

在
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
き
南
越
前
町
の
魅

力
を
十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
１
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

南
越
前
町
長
　
岩
倉
　
光
弘

（
令
和
４
年
２
月
７
日
付
第
３
１
８
８
号
）

▲旧北陸線　山中トンネル

▲国重要文化財　中村家
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１
　
原
村
の
概
要

原
村
は
八
ヶ
岳
か
ら
諏
訪
湖
の
間
に
広
が

る
高
原
（
標
高
約
９
０
０
ｍ
～
１
、
３
０
０

ｍ
）
に
位
置
す
る
村
で
す
。
村
役
場
の
所
在

地
は
標
高
約
１
、
０
０
０
ｍ
に
あ
り
、
こ
れ

は
全
国
１
、
７
０
０
以
上
あ
る
市
町
村
の
中

で
４
番
目
の
高
さ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

高
い
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、周
囲
は
八
ヶ
岳
、

北
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ

ス
な
ど
の
さ
ら
に
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
村
内
に
立
て
ば
３
６
０
度
ど
ち
ら
を
向

い
て
も
季
節
を
映
し
た
雄
大
な
自
然
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
面
で
は
１
年
を
通
じ
て
降
水
量
が
少

な
く
、
湿
度
も
低
い
た
め
、
さ
わ
や
か
な
気

候
に
な
り
ま
す
。
夏
は
落
ち
着
い
た
避
暑
地

と
し
て
都
会
か
ら
の
人
々
で
賑
わ
い
、
四
季

折
々
に
表
情
を
変
え
る
八
ヶ
岳
は
常
に
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
涼
し
い
夏
の
反
面
、

冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、

雪
の
量
は
心
配
す
る
ほ
ど
で
も
な
く
生
活
し

や
す
い
土
地
で
す
。

村
内
は
農
業
が
盛
ん
で
新
鮮
な
高
原
野
菜

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
中
で
も
セ
ロ
リ
は

国
内
出
荷
量
１
位
の
生
産
地
に
な
り
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
際
に
は
、
ま
ず
自
然
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

▲

八
ヶ
岳
と
親
子

▲八ヶ岳とセロリ畑

現 地 レ ポ ー ト

長野県

原村
はらむら

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

小
さ
な
村
に
人
が
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
村
づ
く
り

長野県
原村
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の
観
光
拠
点
を
は
じ
め
、
天
然
温
泉
、
歴
史

遺
産
と
偉
大
な
彫
刻
家
清
水
多
嘉
示
の
作
品

を
見
ら
れ
る
八
ヶ
岳
美
術
館
な
ど
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
文
化
に
触

れ
る
こ
と
で
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
生
活
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原
村
の
歴
史
は
古
く
、
阿
久
遺
跡
な
ど
の

縄
文
遺
跡
か
ら
は
、
多
く
の
人
々
が
昔
か
ら

自
然
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
縄
文
文
化
の
中
で
生
ま
れ
、

県
宝
指
定
を
受
け
た
顔
面
装
飾
付
釣
手
土
器

「
火
の
女
神
フ
ゥ
ー
ち
ゃ
ん
」
か
ら
は
、
愛

ら
し
い
表
情
に
当
時
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い

る
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
伝
統
文
化
と
し
て
国
内
で
最
も
古
い
神
社

の
１
つ
「
諏
訪
大
社
」
の
お
祭
り
に
、
１
、

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
「
御
柱
祭
」

が
あ
り
ま
す
。
原
村
は
こ
の
お
祭
り
で
直
径

１
ｍ
、
長
さ
17
ｍ
ほ
ど
の
複
数
の
御
柱
と
い

う
巨
木
が
「
諏
訪
大
社
」
に
向
け
て
進
み
始

め
る
「
山
出
し
」
の
出
発
地
で
も
あ
り
ま
す
。

２
　
原
村
の
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

原
村
の
人
口
は
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

か
ら
な
だ
ら
か
な
増
加
傾
向
で
、
人
口
水
準

を
維
持
ま
た
は
微
増
で
推
移
さ
せ
て
お
り
、

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
切
れ

目
の
な
い
取
組
の
継
続
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
対
策
に
お
い
て
、
本
村
が
取
り

組
む
べ
き
対
策
は
２
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
出
生
率
を
高
め
て

出
生
数
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
将
来
の
人
口
構
造
を
変
え
て
い

く
こ
と
。
も
う
１
つ
は
若
者
の
流
出
や
高
齢

化
へ
の
対
応
と
し
て
、
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
の
促

進
や
恵
ま
れ
た
子
育
て
環
境
を
活
か
し
て
Ｉ

タ
ー
ン
転
入
者
を
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
す
。

３
　�

地
方
創
生
事
業
を
通
じ
た
移
住

促
進
に
つ
い
て

本
村
は
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
か
ら

原
村
地
域
創
生
総
合
戦
略
で
の
移
住
施
策

「
地
域
の
魅
力
発
信
に
よ
る
移
住
交
流
推
進

事
業
」
と
し
て
移
住
推
進
体
制
を
整
え
て
き

ま
し
た
。

⑴
広
域
連
携
に
よ
る
移
住
相
談

村
で
開
催
し
て
い
る
移
住
イ
ベ
ン
ト
は
、

▲顔面装飾付釣手土器「火の女神フゥーちゃん」

▲原村の人口推移（毎月人口異動調査）
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諏
訪
湖
周
辺
か
ら
八
ヶ
岳
ま
で
の
諏
訪
６
市

町
村
や
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
の
広
域
で
協
力

し
て
開
催
す
る
こ
と
を
増
や
し
て
き
ま
し

た
。
移
住
希
望
者
の
視
点
で
見
る
と
“
八
ヶ

岳
周
辺
”
な
ど
の
地
域
単
位
で
移
住
先
を
探

さ
れ
る
方
が
多
く
、
村
と
し
て
も
就
業
先
や

商
業
施
設
な
ど
、
村
内
に
も
あ
り
ま
す
が
近

隣
市
町
ま
で
含
め
て
生
活
を
考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
多
様
な
暮
ら
し
の
相
談
に
乗
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諏

訪
地
域
で
は
諏
訪
圏
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
と

い
う
相
談
窓
口
を
設
け
て
お
り
、
し
ご
と
、

住
ま
い
、
暮
ら
し
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

す
る
取
組
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

広
域
の
関
わ
り
か
ら
、
移
住
施
策
や
住
ま
い

に
関
す
る
圏
域
内
で
の
情
報
共
有
も
、
村
の

相
談
体
制
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣

市
町
と
協
力
し
な
が
ら
相
談
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
今
後
も
地
域
の
人
口
増
加
や
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

⑵
田
舎
暮
ら
し
案
内
人
に
よ
る
移
住
相
談

村
が
単
独
で
開
催
す
る
田
舎
暮
ら
し
現
地

見
学
会
や
東
京
等
で
の
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
含

め
、
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
は
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
「
田
舎
暮
ら
し
案
内
人
」
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。
移
住
希
望
者
が
求
め
る
情
報

は
多
岐
に
わ
た
り
、
行
政
だ
け
で
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
住
居
や
就
職
・
就
農
、
生
活

環
境
、
地
域
社
会
へ
の
と
け
込
み
方
等
の
情

報
を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
、

住
民
等
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
田
舎
暮
ら
し
案
内
人
」
を
組
織
し
ま
し

た
。
広
報
等
の
募
集
に
よ
り
、
当
初
15
名
の

応
募
者
へ
、
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
心
構

え
や
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

移
住
希
望
者
が
心
配
す
る
こ
と
の
１
つ

と
し
て
「
移
住
後
に
地
域
に
な
じ
め
る
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
相
談
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
も
、
案
内
人
と
話
す
こ
と

で
、
移
住
先
の
村
に
人
の
つ
な
が
り
が
あ

る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
移
住
の
決
断
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
、
地
元

住
民
の
話
を
聞
く
こ
と
で
安
心
感
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
移
住

さ
れ
る
方
は
多
く
い
ま
す
。
現
在
は
人
員

も
入
れ
替
わ
り
つ
つ
、
21
名
の
案
内
人
が

幅
広
く
原
村
の
魅
力
を
紹
介
し
、
村
の
良

い
と
こ
ろ
や
大
変
な
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り

と
伝
え
な
が
ら
移
住
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。令

和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
現
地
開
催
の
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
受
け
て
、
村
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
協
力
し
、
案
内
人
の
人
物
紹
介
を
通

じ
た
魅
力
発
信
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

動
画
は
次
に
紹
介
す
る
移
住
推
進
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
、
村
を
よ
り
深
く

知
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

⑶�

移
住
推
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と�

�

移
住
体
験
・
交
流
施
設

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
に
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
別
に
、
移
住
関
連
情

報
に
特
化
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
原
村
移

住
推
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

移
住
関
連
の
行
政
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
や
移

住
サ
ポ
ー
ト
、
空
き
家
バ
ン
ク
、
移
住
者

の
紹
介
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
原

村
ブ
ロ
グ
な
ど
移
住
希
望
者
が
ほ
し
い
時

に
必
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う

村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

（
原
村
移
住
推
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）�

�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.hara-life.jp/

お
試
し
居
住
の
面
で
は
、
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
て
移
住
体
験
住

宅
を
整
備
し
、
運
用
し
て
い
ま
す
。
村
開

催
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
移
住
相
談
を
さ
れ
た

方
を
対
象
に
、
最
大
７
日
間
の
お
試
し
居

住
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
村
内
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
見
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
で
疑
似
生
活
を
し

て
も
ら
い
、
住
ま
い
探
し
や
仕
事
探
し
な

ど
を
視
野
に
入
れ
て
、
実
際
の
環
境
を
見

た
り
感
じ
た
り
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
移

住
へ
の
思
い
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
将
来
の

展
望
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
現
在
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

等
の
事
情
か
ら
運
営
を
休
止
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
収
束
後
に
は
改
め
て
多
く
の

利
用
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
期
待▲原村移住体験・交流施設

▲田舎暮らし案内人による移住相談「ふるさと回帰
フェア2019」

長野県 原村
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し
て
い
ま
す
。

体
験
住
宅
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

例
え
ば
こ
の
よ
う
な
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

「
朝
起
き
る
と
体
験
住
宅
前
の
川
が
凍
っ

て
い
た
。
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
そ
う
し

た
経
験
が
な
い
た
め
驚
い
た
が
、
雪
の
量

は
思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
く
、
家
の
中
で
は

身
構
え
て
い
た
ほ
ど
の
寒
さ
も
感
じ
ず
に

生
活
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

こ
う
し
た
感
想
か
ら
、
実
際
に
村
内
の

住
宅
で
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち

が
許
容
で
き
る
“
生
活
条
件
の
変
化
”
を

見
極
め
る
う
え
で
高
い
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
う
し
て

気
候
を
体
感
し
た
り
、
村
内
の
人
々
と
接

し
て
環
境
や
雰
囲
気
を
感
じ
た
り
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
安
心
し
て
村
へ
の
移
住

を
決
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。�

４
　�『
原
村
学
』に
よ
る
若
者
Ｕ
タ
ー

ン
の
ね
ら
い

村
内
の
教
育
施
設
は
原
小
学
校
と
原
中

学
校
の
各
１
校
が
あ
り
ま
す
。
本
村
で
は

高
等
学
校
や
大
学
へ
の
進
学
等
の
際
に
、

村
外
ま
た
は
県
外
に
出
て
学
ぶ
こ
と
が
多

く
の
生
徒
の
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
進
学

を
機
に
そ
の
最
終
学
歴
地
で
就
職
し
て
生

活
拠
点
を
築
き
、
村
に
戻
ら
な
い
人
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
生
徒
が

い
ず
れ
村
外
へ
出
た
際
に
も
、
村
の
良
さ

を
知
り
自
分
た
ち
が
育
っ
た
村
を
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
『
原

村
学
』と
い
う
学
習
を
平
成
29（
２
０
１
７
）

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
中
学
校
行
事
で
は
、
八
ヶ

岳
登
山
や
生
徒
が
議
会
一
般
質
問
形
式
に

よ
り
模
擬
議
会
を
行
う
中
学
生
議
会
と

い
っ
た
村
を
意
識
し
た
活
動
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々

の
活
動
と
し
て
完
結
す
る
も
の
に
な
っ
て

お
り
、
村
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
総
合
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
ま
で
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
原

村
学
』
で
は
各
学
習
に
つ
な
が
り
を
も
た

せ
て
、
中
学
校
生
活
の
３
年
間
で
一
貫
・

継
続
し
た
教
育
課
程
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

「
原
村
の
良
さ
を
知
り
、
原
村
の
自
然
や
文

化
、
産
業
、
伝
統
に
囲
ま
れ
て
育
っ
て
き

た
自
分
を
意
識
し
、
将
来
の
あ
り
よ
う
を
、

自
信
を
も
っ
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
で
は
、
村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
者

で
あ
る
原
中
学
校
Ｏ
Ｂ
を
招
い
て
の
講
演

や
、
村
内
農
家
の
方
か
ら
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
に
よ
る
ワ
イ
ン
醸
造
を
学
ぶ
選
択
科
目

な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
人
と
の
関
わ
り

を
通
じ
て
、
村
独
自
の
個
性
を
意
識
で
き

る
よ
う
な
学
び
を
促
し
て
い
ま
す
。

『
原
村
学
』
は
移
住
促
進
の
面
に
お
い
て

も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
ね
ら
い
は
“
村
内

の
人
々
や
文
化
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
”

を
育
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
子

ど
も
た
ち
が
成
長
の
過
程
で
村
外
へ
出
て

い
く
と
し
て
も
、
新
し
い
環
境
の
中
で
昔

学
ん
だ
ふ
る
さ
と
の
独
自
性
を
再
認
識
で

き
る
こ
と
が
、
村
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
散
や
さ

ら
に
は
自
ら
の
ふ
る
さ
と
回
帰
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

将
来
に
展
望
を
持
て
る
取
組
は
、
村
の
持

続
可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

５
　
人
が
集
ま
る
村
づ
く
り
へ

村
へ
の
移
住
者
・
定
住
者
を
増
や
す
に

は
、
住
む
と
こ
ろ
や
働
く
と
こ
ろ
は
も
ち

ろ
ん
、
移
住
先
の
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
関
わ
り
を
も
っ
た
と
き
に
、
愛
着
を
も
っ

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
り
ま

す
が
、
移
住
す
る
年
代
の
広
が
り
や
働
き

方
の
変
化
に
よ
っ
て
移
住
を
希
望
す
る
理

由
や
条
件
は
多
様
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
多
様
な
考
え
方
に
村
が
寄
り
添

う
に
は
、
求
め
ら
れ
る
理
想
に
合
う
点
も

合
わ
な
い
点
も
適
切
に
伝
え
な
が
ら
、
希

望
に
沿
え
る
条
件
を
一
緒
に
探
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
移
住
情
報
の
発
信
を
行
う
に
あ
た
り
、

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
的
な
視
点
だ
け

で
は
成
し
え
な
か
っ
た
多
様
な
移
住
促
進

に
よ
る
村
づ
く
り
も
今
後
は
行
っ
て
い
け

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。��

原
村
長
　
五
味
　
武
雄

（
令
和
３
年
３
月
29
日
付
第
３
１
５
４
号
）

▲村内のワイン用ブドウ

▲原村地域おこし協力隊
　Instagram「haramura_nagano」

▲原村地域おこし協力隊
　「原村ブログ」
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大
口
町
の
概
要

大
口
町
は
愛
知
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

犬
山
扇
状
地
の
東
南
部
に
位
置
す
る
「
木
の

葉
」
の
形
を
し
た
ま
ち
で
す
。
東
西
約
３
・

６
㎞
、
南
北
約
６
・
１
㎞
、
総
面
積
は
13
・

61
㎢
。
海
抜
40
ｍ
か
ら
海
抜
15
ｍ
の
ゆ
る
い

傾
斜
に
な
っ
て
お
り
、
地
質
は
木
曽
川
か
ら

の
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
沖
積
層
を
な
し
、
耕

作
に
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の

真
ん
中
を
北
東
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
五
条

川
が
流
れ
、
川
の
堤
に
は
「
日
本
さ
く
ら
１

０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
桜
並
木
が
続
く
、

田
園
風
景
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

一
方
で
、
昭
和
30
年
代
か
ら
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
製
造
業
を
中
心

に
、
約
６
７
０
社
を
超
え
る
企
業
が
町
内
各

所
に
点
在
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
と
産
業
、

自
然
が
調
和
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
町
は
、
国
宝
松
江
城
を
築
城
し
た

武
将
、
堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
の
松
江
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
以
降
、
官
民
問
わ
ず
多
方
面
の

交
流
が
活
発
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

～
子
ど
も
た
ち
の
保
育
園
を
私
た
ち
の
手
で
～

平
成
29
年
３
月
、
本
町
に
３
園
あ
る
公
立

保
育
園
の
１
つ
「
大
口
町
立
北
保
育
園
」
が 

新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
北
保

育
園
は
昭
和
51
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
進
み
、
園
舎
の
所
々
で
修
繕
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
建
て
替
え
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
か
ら
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

建
て
替
え
ら
れ
た
園
舎
は
、
自
然
の
ぬ
く
も

り
と
や
さ
し
い
木
の
香
り
が 

元
気
な
子
ど
も

た
ち
を
包
み
、
癒
し
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
園
舎
の
建
て
替
え
に
は
、
現
場
に
立

つ
保
育
士
の
意
見
も
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
願
う
、
大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
手

に
よ
り
、
約
３
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し

た
、
ま
さ
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
具

▲

武
家
屋
敷
風
に
建
て
ら
れ
た 

北
保
育
園
の
新
し
い
園
舎

現 地 レ ポ ー ト

愛知県

大口町
おおぐちちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

木
造
園
舎
建
築
に
よ
る

　
　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

愛知県

大口町
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現
化
し
た
公
共
施
設
整
備
で
あ
り
ま
し
た
。

施
設
整
備
の
課
題
と
取
組
　

～
保
育
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
～

保
育
園
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
保
育
環
境

の
充
実
を
第
１
に
考
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
な

点
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

⑴
早
朝
・
延
長
保
育
環
境
の
充
実

⑵
親
子
通
園 

専
用
施
設
の
設
置

⑶
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑷ 

地
域
住
民
の
サ
ロ
ン
的
活
用
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
の
確
保

⑸ 

環
境
に
配
慮
し
た
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
組

園
舎
の
特
徴
と
し
て
、
通
常
の
保
育
園
活

動
に
加
え
、
未
就
園
児
の
保
護
者
へ
の
情
報

提
供
や
育
児
相
談
、
出
産
を
控
え
た
方
の
産

前
・
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
図
る
た
め
の
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設
、
就
学
前
の

心
身
に
発
達
の
遅
れ
や
心
配
ご
と
の
あ
る
園

児
が
、
保
護
者
と
一
緒
に
日
常
生
活
の
自
立

に
向
け
て
通
園
す
る
「
親
子
通
園
施
設
」
の

整
備
な
ど
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
地
域
住
民
が
集
い
、
保
育
園

活
動
に
参
加
し
、
園
児
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
、
あ
る
い

は
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
の
設
置
、
そ
し
て
、
施
設
が
町
の
避
難

所
と
し
て
地
域
住
民
の
身
近
な
生
活
拠
点
と

な
る
よ
う
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

園
舎
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
整
備

や
、
温
度
変
化
が
少
な
い
地
下
水
を
熱
源
と

し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
に

や
さ
し
い
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備

を
決
め
ま
し
た
。

木
造
・
武
家
屋
敷
風
の
園
舎
建
設
に

決
定
！

～
現
場
か
ら
の
想
い
～

大
口
町
は
五
条
川
の
桜
を
代
表
と
す
る
自

然
豊
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
保
育
園

で
は
約
40
年
前
か
ら
木
で
作
っ
た
手
作
り
パ

ズ
ル
を
は
じ
め
、
け
ん
玉
や
銭
ゴ
マ
遊
び
な

ど
を
保
育
の
特
色
と
し
て
取
り
入
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
日
々
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

保
育
士
の
中
か
ら
、
園
児
が
最
も
自
然
を
感

じ
、
遊
び
の
中
か
ら
や
さ
し
い
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
、「
木
と
触
れ
合
え
る
園
に
」、

「
園
舎
を
木
造
で
」
と
い
う
意
見
が
多
数
持

ち
上
が
り
ま
し
た
。

～
町
長
の
想
い
～

１
つ
目
、「
子
ど
も
の
記
憶
に
残
る
保
育

園
を
」。

６
歳
ま
で
の
記
憶
は
、
一
生
残
る
も
の
。

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
自
然
の
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
る
、
環
境
に
優
し
い
保
育
園
と
し
た

い
と
い
う
想
い
。

２
つ
目
、「
住
ん
で
い
る
土
地
の
歴
史
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
た
い
」と
い
う
想
い
。

北
保
育
園
が
立
地
す
る
大
口
町
中
小
口
地

区
に
は
、
室
町
時
代
後
期
の
長
禄
３
年
（
１

４
５
９
年)

、
武
将 

織
田
広
近
に
よ
っ
て
築

城
さ
れ
た
小
口
城
の
城
址
が
あ
り
ま
す
。

東
西
約
50
間（
約
90
ｍ
）・
南
北
約
58
間（
約

１
０
５
ｍ
）
の
曲
輪
に
２
重
の
堀
と
土
塁
が

廻
ら
さ
れ
た
形
状
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
戦
国

時
代
に
は
犬
山
城
の
支
城
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と
い
う
話

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
歴
史
的
文
化
を
後
世
に
継
承
し
た

い
、
こ
の
地
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ

る
き
っ
か
け
と
な
る
建
物
と
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
、
保
育
施
設
と
し
て
は
非
常
に

珍
し
い
「
武
家
屋
敷
風
」
の
外
観
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

▲
 

玄
関
入
口
に
続
く
通
路
。
東
あ
ず
ま

屋や

は
、
雨
が
降

る
日
な
ど
に
雨
具
の
着
脱
の
場
所
と
も
な

り
、親
子
に
や
さ
し
い
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

▲
 

幅
３
ｍ
の
回
廊
。
広
い
回
廊
は
、
天
候
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
遊
び
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
地
域
の
方
と
の
交
流
の
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

▲ 遊戯室。天井が高く造られ、風通しがよく、光が入るよう
設計されている。地域の指定避難所としても活用される。
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保
育
士
や
町
長
、
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
、
そ
し
て
社
会
的
背
景
か
ら
、
北
保
育

園
建
て
替
え
構
造
は
「
木
造
」、外
観
は
「
武

家
屋
敷
風
」
に
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
す
。

「
住
民
・
企
業
・
行
政
」
が

協
働
し
て
取
り
組
ん
だ
園
舎
建
設

～「
木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

立
ち
上
が
る
～

北
保
育
園
建
て
替
え
事
業
が
も
ち
上
が
っ

た
際
、
町
内
に
本
社
を
置
く
タ
イ
ム
技
研

㈱
よ
り
、「
所
有
林
の
間
伐
材
を
利
用
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
す
。

タ
イ
ム
技
研
㈱
は
、
平
成
15
年
11
月
に
創

立
25
周
年
を
記
念
し
て
岐
阜
県
関
市
武
儀
町

の
山
を
購
入
。
７
万
坪
あ
る
広
大
な
森
林
を

「
21
世
紀
創
造
の
森
」
と
名
付
け
、
環
境
保

全
や
社
員
の
体
力
増
進
と
親
睦
の
た
め
に
役

立
て
て
お
ら
れ
、
月
に
２
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
社
員
で
行
っ
て
い
る
間
伐
作
業
で
で
る

木
を
町
に
寄
付
し
た
い
と
い
う
、
願
っ
て
も

な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
の
申
し
出
で
し
た
。

本
町
は
こ
の
申
し
出
を
有
難
く
受
け
止

め
、
山
の
立
木
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
決
め
手
の
１
つ

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
精
神
」
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
遡
る
こ
と
約
20
年
前
の
平
成
12

年
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
昭
和
の
大
合
併
時
に
お
け
る
教

訓
を
再
確
認
し
な
が
ら
、「
自
主
自
立
の
精

神
を
掲
げ
、
参
画
と
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
取
り
組
ん
で

き
た
中
、
今
回
の
木
材
の
提
供
は
好
機
と
な

り
ま
し
た
。
全
て
の
材
料
を
市
場
に
お
い
て

調
達
す
る
の
で
は
な
く
、
伐
採
や
木
材
の
引

き
出
し
等
、
材
料
の
調
達
に
地
元
企
業
や
住

民
、
行
政
が
参
画
す
る
、
ま
さ
に
「
参
画
と

参
加
の
協
働
の
ま
ち
」
な
ら
で
は
の
保
育
園

建
設
を
目
指
す
、
大
口
町
で
初
め
て
の
大
規

模
な
取
組
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。

こ
の
構
想
を
形
に
す
る
た
め
、
平
成
26
年

６
月
、
役
場
職
員
５
名
か
ら
な
る
『
木
こ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
結
成
さ
れ
、『
企
業
、

住
民
、行
政
が
１
つ
に
な
っ
て
み
ん
な
の「
想

い
」
が
つ
ま
っ
た
保
育
園
づ
く
り
を
目
指
そ

う
！
』
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
べ
く
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

～ 
園
舎
完
成
を
目
指
し

「
木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
開
始
!!
～

木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
事
業

に
広
く
参
加
を
促
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

や
、
丸
太
の
搬
出
方
法
な
ど
を
タ
イ
ム
技
研

㈱
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
、
平
成
26
年
12
月

か
ら
タ
イ
ム
技
研
㈱
の
社
員
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
住
民
・
保
育
士
・
行
政
職
員
が
力
を

合
わ
せ
て
丸
太
の
搬
出
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。参

加
者
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
１
本
、
そ

し
て
ま
た
１
本
と
、
雪
が
降
り
積
も
る
厳
し

い
状
況
の
中
、
声
を
掛
け
合
っ
て
懸
命
に
運

び
出
し
ま
し
た
。

３
年
間
で
運
び
出
さ
れ
た
丸
太
は
、
な
ん

と
２
３
２
本
。
丸
太
は
集
成
材
等
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
遊
戯
室
や
玄
関
、
渡
り
廊
下
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
、
目
に
触
れ
る
箇

所
で
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
29
年
３
月
、
み
ん
な
の
想

い
が
形
と
な
っ
た
北
保
育
園
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。

園
舎
完
成
と
木
育
の
充
実
　

玄
関
に
そ
び
え
る
の
は
、「
21
世
紀
創
造

の
森
」
の
樹
齢
１
５
０
年
超
え
の
ヒ
ノ
キ
を

伐
採
し
た
原
木
の「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」で

す
。園

舎
は
木
造
平
屋
で
　
約
２
、１
５
０
㎡
。

雨
天
で
も
体
を
動
か
せ
る
よ
う
、
幅
３
ｍ
の

回
廊
が
ま
っ
す
ぐ
延
び
、
芝
生
の
園
庭
（
50

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
）
を
四
角
く
囲
ん
で
い
ま
す
。

木
材
は
、
タ
イ
ム
技
研
㈱
か
ら
の
提
供
分
と

愛
知
県
豊
根
村
、
岐
阜
県
中
濃
森
林
組
合
及

び
愛
知
県
産
材
を
活
用
し
、
あ
わ
せ
て 

５

４
０
㎥
を
使
用
、
総
工
費
、
11
億
２
、
３
０

０
万
円
を
か
け
て
の
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
遠
足

園
舎
の
建
設
中
か
ら
、
毎
年
、
町
内
３
園
、

約
１
２
０
名
の
年
長
児
が
、
丸
太
を
切
り
出

し
て
い
た
山
「
21
世
紀
創
造
の
森
」
に
秋
の

遠
足
に
出
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。遠

足
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
タ
イ
ム
技

研
㈱
の
安
全
第
一
に
考
え
た
周
到
な
準
備
と

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
木
の
伐
採
見
学
や
運

搬
体
験
、
森
の
散
策
、
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
の

収
集
な
ど
、
山
と
自
然
な
ら
で
は
の
体
験
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。中
で
も
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

▲ 

玄
関
に
そ
び
え
る 

樹
齢
１
５
０
年
超
の
ヒ
ノ

キ
を
加
工
し
た
「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」

▲ 

伐
採
し
た
丸
太
の
搬
出
作
業

愛知県 大口町
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を
使
い
、
大
き
な
木
を
伐
採
す
る
様
子
は
迫

力
満
点
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
森
で
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
忘

れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と

し
て
心
に
残
る
と
と
も
に
、
園
舎
へ
戻
っ
た

と
き
、
ま
た
自
然
へ
の
想
い
が
膨
ら
む
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 

山
に
木
を
　
～
植
樹
体
験
～

令
和
元
年
10
月
に
は
、
平
成
27
年
よ
り

「
21
世
紀
創
造
の
森
」
へ
伺
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
は
間
伐
作
業
が

大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
木
を
育
む

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
と
タ
イ
ム
技
研

㈱
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
初
め
て
山
に
植

樹
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
、
本
町
内
で
、
１
０
０
年
以
上

前
か
ら
自
生
す
る
桜
が
３
本
見
つ
か
り
、
こ

の
木
が
本
町
古
来
の
桜
で
あ
る
こ
と
に
着

目
。
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
培
養
す
る
こ
と

に
成
功
し
、「
お
お
ぐ
ち
観か
ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら

」
と
命
名

さ
れ
ま
す
。

こ
の
桜
の
苗
木
を
園
児
た
ち
の
手
で
植
樹

す
る
こ
と
に
な
り
、
準
備
し
た
６
本
の
小
さ

な
苗
木
に
土
を
か
け
、
大
き
く
立
派
に
育
つ

よ
う
、
み
ん
な
で
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
体
験
全
て
が
「
木
育
」
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
地
域
と
の
交
流

北
保
育
園
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い

園
舎
に
設
け
ら
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

は
地
域
の
方
の
活
動
拠
点
と
な
り
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
な
ど
保
育
園
活
動
へ
の
参
加
、
木
造

園
舎
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
園
庭
の
芝
刈
り
、

草
引
き
と
い
っ
た
作
業
を
自
主
的
に
お
手
伝

い
い
た
だ
く
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
木
造
園
舎
建
築
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
よ
り
、
新
園
舎

が
地
域
交
流
の
場
を
担
い
、
よ
り
一
層
、
保

育
園
と
企
業
・
地
域
の
結
び
つ
き
が
強
め
ら

れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
の

醸
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
に
は
、
本
町
２
件
目
の

木
造
園
舎
「
大
口
町
立
西
保
育
園
」
を
増
築

し
、
さ
ら
な
る
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

大
口
町
長
　
鈴
木
　
雅
博

（
令
和
２
年
９
月
14
日
付
第
３
１
３
３
号
）

後
記

～
た
く
さ
ん
の
感
謝
‼
　
あ
り
が
と
う
～

北
保
育
園 

園
舎
の
建
設
に
お
い
て
、数
々

の
場
面
で
支
援
い
た
だ
い
た
タ
イ
ム
技
研
㈱

が
、『
21
世
紀
創
造
の
森
の
活
動
か
ら
生
ま

れ
た
住
民
・
企
業
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
保

育
園
づ
く
り
と
木
育
の
推
進
』
と
称
し
た
活

動
事
業
が
評
価
さ
れ
、『
２
０
２
０
愛
知
県

環
境
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
て
の
保
育
室
・
回
廊
の
腰
板
に

愛
知
県
豊
根
村
産
の
ス
ギ
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
５
月
、
県
産
の

木
材
を
活
用
し
た
建
物
に
贈
ら
れ
る
、『
あ

い
ち
木
づ
か
い
表
彰
　
最
優
秀
賞
（
知
事

賞
）』
を
本
町
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▲ 

年
長
児
が
「
２１
世
紀 

創
造
の
森
」
に
遠
足
に

出
掛
け
、
目
の
前
で
大
き
な
木
が
伐
採
さ
れ

る
様
子
を
見
学
。

▲
 

園
舎
の
油
拭
き

　 

地
域
の
皆
さ
ん
に
園
舎
の
柱
や
床
・
壁
の
油
拭

き
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

▲
 

力
を
合
わ
せ
て
、
伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
の
運
搬

体
験
!!

▲
 

園
児
に
よ
る
桜
の
苗
木
の
植
樹
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甲
良
町
の
概
要

甲
良
町
は
、
琵
琶
湖
の
東
部･

湖
東
平
野

に
位
置
し
、
東
西
に
5
・
32
㎞
、
南
北
に

5
・
15
㎞
、
面
積
は
13
・
63
㎢
と
滋
賀
県
内

で
は
2
番
目
に
狭
小
な
町
で
す
。

町
の
北
に
は
、
鈴
鹿
山
脈
か
ら
琵
琶
湖
に

注
ぐ
一
級
河
川
「
犬い
ぬ

上か
み

川
」
が
流
れ
、
甲
良

町
は
こ
の
犬
上
川
左
岸
の
扇
状
地
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
甲
良
を
含
む
一
帯
に
は
約
４
５

０
０
年
前
か
ら
人
々
が
住
み
、
遣
隋
使
・
遣

唐
使
と
し
て
海
を
渡
り
、
当
時
の
最
先
端
情

報
を
持
ち
帰
っ
た
犬い
ぬ
か
み
の
み
た
す
き

上
御
田
鍬
等
が
こ
の
地

の
出
身
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
甲
良
」
の
名
は
１
４
０
０
年
前
の
奈
良

時
代
の
記
録
に
も
あ
り
、
平
安
時
代
中
期
の

辞
書
「
和
名
類
聚
集
」
の
中
で
は
万
葉
仮
名

で
「
加か

派は

羅ら

」
と
読
む
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

等
、
古
く
か
ら
続
く
町
で
す
。
こ
の
名
は
、

こ
の
地
が
犬
上
川
沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
が

由
来
で
あ
り
、
以
降
の
文
書
等
で
は
し
ば
し

ば「
河
原
」「
川
原
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
犬
上
川
の
水
を
用
い
る
た
め
、
甲
良

で
は
奈
良
時
代
に
は
灌か
ん

漑が
い

水す
い

路ろ

を
掘
る
等
、

早
く
か
ら
稲
作
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
米
ど

こ
ろ
近
江
の
中
に
あ
っ
て
甲
良
米
は
評
判
が

▲

町
内
に
あ
る
湖
東
三
山 

西
明
寺
（
国
宝
三
重
塔
）

▲鈴鹿の山並み

現 地 レ ポ ー ト

滋賀県

甲良町
こうらちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

甲
良
町
の
歴
史
と
地
域
資
源
を

活
か
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り

滋賀県

甲良町
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よ
く
、
江
戸
期
に
は
「
当
国
第
一
ノ
上
品
ナ

リ
（
彦
根
藩
地
誌
『
近
江
木こ

間ま

攫ざ
ら
え

』）」
と
評

価
さ
れ
る
ほ
ど
の
穀
倉
地
域
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
米
づ
く
り
の
歴
史
の
中
で
は
、
洪
水

と
旱か
ん

魃ば
つ

の
繰
り
返
し
と
い
う
歴
史
を
永
く
経

験
し
、
激
し
い
水
争
い
も
度
々
起
こ
っ
て
い

ま
す
。我
が
国
初
の
灌か
ん

漑が
い

用よ
う

ダ
ム
で
あ
る「
犬

上
ダ
ム
」
が
犬
上
川
上
流
に
築
造
さ
れ
た
の

も
、
水
を
め
ぐ
る
先
人
た
ち
の
苦
悩
の
歴
史

に
よ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
水
利
が
整
え
ら
れ
、

私
た
ち
の
町
は
、
評
判
の
高
い
甲
良
米
の
産

地
と
し
て
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
を
代
表
す
る
歴
史
特
性
の
１

つ
は
、
こ
う
し
た
「
水
と
農
業
」
の
歴
史
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

水
を
基
軸
と
し
た 

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と

と
も
に
、
農
業
経
営
も
合
理
化
が
進
み
、
農

業
基
盤
整
備
が
全
国
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
甲
良
町
に
お
い
て
も
農
業
用

水
地
下
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
案
が
示
さ
れ
る

と
、
長
年
に
わ
た
り
水
を
大
切
に
し
て
き
た

住
民
の
間
に
農
村
ら
し
い
景
観
や
生
活
環
境

が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
と
い
う
危
機
感
が
生

ま
れ
、
地
域
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
気
運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、各
集
落
（
自
治
会
）
に
対
し
て
、

具
体
的
な
取
組
内
容
を
各
集
落
が
独
自
で
決

定
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
景
観
整
備
に
関

す
る
補
助
金
制
度
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
住

民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体
的
な
参
加
意
識

が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
識
の
な
か
、
地
下
を
流
れ

る
農
業
用
水
を
地
上
に
噴
き
出
す「
分
水
工
」

に
利
用
し
た
親
水
公
園
が
町
内
各
所
に
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
集
落
内
に
石

積
み
、
植
栽
、
花
飾
り
を
施
し
、
鯉
を
泳
が

せ
る
等
、
親
水
性
水
路
を
整
備
し
、
圃
場
整

備
地
区
内
の
樹
林
を
保
全
す
る
等
、「
せ
せ

ら
ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
農
村
景

観
を
守
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
過
程
で
、
住

民
と
行
政
、
そ
れ
に
専
門
家
が
加
わ
っ
た
3

者
の
間
で
繰
り
返
し
議
論
が
実
施
さ
れ
た
の

も
、
私
た
ち
の
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
と

い
え
ま
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
平
成
15
年
に
は
当
時
ま

だ
全
国
的
に
も
珍
し
い
住
民
参
画
を
謳
っ
た

「
甲
良
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

各
集
落
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
む
ら
づ
く
り
委

員
会
（
郷
づ
く
り
委
員
会
）」
が
設
置
さ
れ
、

個
性
あ
る
各
集
落
の
地
域
づ
く
り
が
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
全
町
的
な
、
ま
た
集
落
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
組
織
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
代
を
動
か
し
た
三
大
偉
人

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
私
た
ち
の
町

は
京
の
都
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の

政
治･

経
済
活
動
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
、

ま
た
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
甲
良
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
多
く
の
歴
史
上
の
人
物
の
中

で
も
次
の
３
人
の
偉
人
を「
甲
良
三
大
偉
人
」

と
し
て
町
を
挙
げ
て
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

●
「
バ
サ
ラ
大
名
」
佐さ

さ々

木き

道ど
う

誉よ

甲
良
町
を
含
む
近
江
の
国
は
、
鎌
倉
時
代

に
は
近
江
源
氏
と
も
言
わ
れ
る
佐
々
木
氏
の

所
領
で
あ
り
、
足
利
尊
氏
に
仕
え
室
町
幕
府

の
創
立
に
参
与
し
た
「
佐
々
木
高
氏
（
京
極

道
誉
）」
公
は
、
甲
良
町
内
の
勝
楽
寺
に
居

を
構
え
、
こ
こ
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
ま

す
。
道
誉
公
は
、
古
い
形
式
に
よ
る
権
威
に

反
発
し
派
手
な
振
る
舞
い
や
華
美
な
装
い
を

好
む
当
時
の
美
意
識
に
な
ぞ
ら
え
「
バ
サ
ラ

大
名
」
の
異
名
を
持
ち
、
連
歌
や
和
歌
に
長

じ
、
茶
道
や
猿
楽
（
の
ち
の
能
楽
・
狂
言
）、

ま
た
香
道
に
親
し
む
等
当
代
一
流
の
教
養
人

で
あ
り
、
一
方
で
室
町
幕
府
の
要
職
に
就
き

そ
の
礎
を
築
く
等
、
実
務
に
も
そ
の
力
を
発

揮
す
る
文
武
両
道
に
長
け
た
人
物
で
、
そ
の

事
績
は
現
代
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

な
お
、
道
誉
公
の
孫
が
現
在
の
甲
良
町
尼

子
地
区
に
住
み
「
尼
子
氏
」
を
称
し
、
さ
ら

に
そ
の
子
が
出
雲
国
に
赴
き
、
戦
国
大
名
で▲佐々木道誉公肖像

▲町内を流れる親水性水路（下之郷地区）

▲春の甲良町
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も
あ
る
雲
州
尼
子
氏
の
祖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
「
築
城
の
名
手
」
藤と
う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

現
在
の
甲
良
町
在
士
地
区
は
古
く
は
藤
堂

村
と
言
い
、
戦
国
大
名
で
伊
賀
・
伊
勢
の
大

大
名
と
な
っ
た
「
藤
堂
高
虎
」
公
は
こ
の
村

の
出
身
で
し
た
。

約
１
９
０
㎝
の
大
男
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
、
大
小
数
え
切
れ
な
い
程
の
戦
に
従
事
し

た
猛
将
で
あ
る
一
方
、
数
々
の
城
や
寺
社
の

設
計
に
あ
た
る
「
縄
張
り
」
に
力
を
発
揮
し
、

熊
本
城
を
造
っ
た
加
藤
清
正
と
並
ぶ
築
城
の

名
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
虎
公
は
、
京
都

二
条
城
、
上
野
寛
永
寺
、
南
禅
寺
三
門
、
伊

賀
上
野
城
、
日
光
東
照
宮
造
営
等
数
多
に
か

か
わ
り
、
そ
の
名
建
築
が
現
代
に
ま
で
残
っ

て
い
ま
す
。
特
に
堀
の
配
置
や
石
垣
を
高
く

積
む
技
法
に
長
け
て
い
た
と
言
わ
れ
、
そ
の

陰
に
は
同
郷
の
大
工
集
団
「
甲
良
大
工
」、

同
じ
近
江
出
身
の
石
工
集
団
「
穴あ
の
う太

衆
」
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
君
を
何
回
も
変
え
た
こ
と
か
ら
不
忠
の

人
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
高
虎

公
で
す
が
、
徳
川
家
の
信
頼
が
篤
く
、
交
通

の
要
衝
で
あ
る
伊
賀
・
伊
勢
を
任
さ
れ
た
ほ

か
、
家
康
臨
終
の
際
に
は
外
様
大
名
で
唯
一

枕
元
に
は
べ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
等
、
こ
れ

と
見
込
ん
だ
主
君
に
は
そ
の
全
身
全
霊
を
か

け
て
仕
え
た
「
忠
義
の
人
物
」
で
し
た
。

ま
た
、
芸
事
に
も
理
解
が
深
く
、
高
虎
公

と
伊
達
政
宗
が
能
楽
主
催
の
双
璧
で
あ
っ
た

と
の
記
録
も
あ
り
、
能
楽
「
喜
多
流
」
を
後

見
す
る
等
の
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
甲

良
町
で
は
こ
れ
に
ち
な
み
、
高
虎
公
を
主
人

公
と
し
て
全
国
初
の
新
作
能
「
高
虎
」
を
制

作
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

● 「
日
光
東
照
宮
造
営
の
大
棟
梁
」 

甲こ
う
ら
ぶ
ん
ご
の
か
み
む
ね
ひ
ろ

良
豊
後
守
宗
廣

「
甲
良
豊
後
守
宗
廣
」
公
は
現
在
の
甲
良

町
法
養
寺
地
区
に
生
ま
れ
、
後
に
徳
川
家
か

ら
重
用
さ
れ
た
匠

た
く
み

頭が
し
らで
す
。
甲
良
家
は
京
で

活
躍
す
る
建
仁
寺
流
の
工
匠
で
あ
り
、
祖
父

は
安
土
城
の
築
城
に
も
関
わ
る
等
、
近
江
を

代
表
す
る
大
工
集
団
棟
梁
の
家
系
で
し
た
。

宗
廣
公
は
甲
良
大
工
の
棟
梁
と
し
て
、
江

戸
初
期
を
代
表
す
る
建
築
物
を
数
多
く
手
掛

け
て
い
ま
す
。主
な
も
の
と
し
て
、江
戸
城
天

守
閣
の
建
築
や
鶴
岡
八
幡
宮
、
上
野
寛
永
寺

五
重
塔
等
の
造
営
に
関
わ
り
、
特
に
“
日
光

見
ず
し
て
結
構
と
い
う
な
か
れ
”
と
の
格
言

も
残
す
日
光
東
照
宮
は
宗
廣
公
の
指
揮
し
た

寛
永
の
大
造
替
の
姿
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
宗
廣
公
は
江
戸
幕

府
の
建
築
関
係
の
技
術
頭
で
あ
る
「
作
事
方

大
棟
梁
」
と
な
り
、
以
来
甲
良
家
の
家
職
と

な
っ
て
明
治
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
甲
良
三
大
偉
人
を
輩
出
し
た
よ
う

に
、
深
い
歴
史
と
と
も
に
地
域
の
文
化
を
育

ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る「
豊
か
な
歴
史
文
化
」

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
町

の
大
き
な
特
徴
で
す
。

甲
良
の
歴
史
資
源
、
地
域
資
源
を 

活
用
す
る
３
拠
点

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
町

で
も
同
様
に
人
口
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
「
せ
せ
ら

ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
第
一
線
で
活
動

し
て
こ
ら
れ
た
方
々
も
、
世
代
交
代
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る

地
域
の
担
い
手
の
減
少
を
見
据
え
、
甲
良
町

で
は
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
「
拠
点
」
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地
元
団
体
等

と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
関
係

補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
、
既
に
あ
っ
た
任

意
団
体
を
法
人
組
織
に
改
組
す
る
な
ど
し
、

「
水
と
農
業
」「
豊
か
な
歴
史
文
化
」
を
活
用

し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
三
つ
の
施
設

を
整
備
し
ま
し
た
。

● 

藤
堂
高
虎
公
が
シ
ン
ボ
ル
の
観
光
交
流
拠

点
「
和わ

の
家や

」（
甲
良
町
在
士
地
区
）

「
藤
堂
高
虎
ふ
る
さ
と
館
　
和
の
家
」
は
、

地
区
内
の
古
民
家
を
改
装
し
、
地
域
住
民
組

織「
一
般
社
団
法
人
　
藤
堂
高
虎
公
顕
彰
会
」

▲高虎公園に建つ藤堂高虎像（在士地区）

▲和の家外観

▲甲良豊後守宗廣銅像

滋賀県 甲良町
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に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
武
将
と

し
て
活
躍
し
、
津
藩
32
万
石
の
大
大
名
と

な
っ
た
藤
堂
高
虎
公
の
資
料
展
示
の
ほ
か
、

飲
食
や
「
お
く
ど
さ
ん
」
体
験
等
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
グ
ッ
ズ
販
売
等
、
観
光

や
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

≪
藤
堂
高
虎
ふ
る
さ
と
館
　
和わ

の
家や

≫

住
所
：
〒
５
２
２–

０
２
４
４

　
　
　�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
在
士
４
７
４
番
地

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

２
９–

９
０
３
３

定
休
日
：
火
・
水
曜
日
（
そ
の
他
季
節
休
業

あ
り
）

Ｈ
Ｐ
：http://w

anoya.net

● 
農
業
者
運
営
の
食
の
拠
点
「
野や

幸さ
ち

」 
（
甲
良
町
金
屋
地
区
）

甲
良
町
金
屋
地
区
は
犬
上
川
か
ら
最
上
流

の
灌
漑
用
水
「
一
の
井
」
が
あ
っ
た
地
区
で

あ
り
、
農
業
が
盛
ん
で
す
。「
野
幸
」
は
地

元
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
の
誕
生
を
祝

う
伝
統
行
事
で
奉
納
さ
れ
る
、
草
花
や
野
菜

等
に
よ
る
造
形
物
（
つ
く
り
も
ん
）
で
あ
る

「
ヤ
ッ
サ
」
の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。

食
の
拠
点
「
野
幸
」
は
「
農
事
組
合
法
人

フ
ァ
ー
ム
か
な
や
」
が
運
営
し
、
地
元
住
民

が
生
産
し
た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
四

季
折
々
の
手
作
り
「
田
舎
ラ
ン
チ
」
が
味
わ

え
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、
弁
当
や
加

工
品
の
販
売
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

≪
お
だ
い
ど
こ
　
野や

幸さ
ち

≫

住
所
：�

〒
５
２
２–

０
２
５
３
　�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
正
楽
寺
５
４
３

番
地

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

２
０–

７
０
７
７
　
　

定
休
日
：
月
・
火
曜
日

Ｈ
Ｐ
：

http://w
w
w
.yasachi-kanaya.com

●�

六
次
産
業
拠
点
「
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
」 

（
甲
良
町
長
寺
西
地
区
）

当
地
区
の
伝
統
と
し
て
「
ゆ
ず
」
を
食
す

る
文
化
が
あ
り
、
地
元
住
民
が
自
分
た
ち
で

丘
陵
地
に
ゆ
ず
を
植
え
果
実
を
収
穫
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
果
実

す
べ
て
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
地
元
有
志
が
立
ち
上
が
り
、
ゆ

ず
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
体
に

行
う
六
次
産
業
施
設
「
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
」

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ゆ
ず
加
工
品
販

売
、
ゆ
ず
を
利
用
し
た
料
理
や
、
か
き
氷
等

の
提
供
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

≪
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
≫

住
所
：�

〒
５
２
２–

０
２
６
１�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
長
寺
７
１
４
番

地
３

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

３
８–

３
１
４
８
　
　

営
業
日
：
金
・
土
曜
日
の
み

Ｈ
Ｐ
：http://yuzunodaidoko.net

甲
良
町
と
し
て
は
、
今
後
も
地
域
資
源
を

活
用
し
、地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
、地
元

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
活
性

化
の
た
め
の
整
備
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

甲
良
町
長
　
野
瀬
　
喜
久
男

（
令
和
２
年
５
月
18
日
付
第
３
１
１
９
号
）

▲おだいどこ野幸店内

▲ゆずのだいどこ（外観）

▲野幸ランチ

▲ゆずのだいどこ（スタッフ）
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八
頭
町
の
概
要

八
頭
町
は
鳥
取
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

扇
ノ
山
な
ど
１
、
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
山
々

に
囲
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
源
流
と
す
る
大
小
多

数
の
河
川
が
合
流
し
て
八
東
川
を
形
成
し
、

千
代
川
を
経
て
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

八
東
川
流
域
は
帯
状
に
耕
地
が
開
け
、
古
く

か
ら
農
林
業
が
盛
ん
で
稲
作
を
中
心
に
、梨
、

柿
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
、
３
町
が
合
併
し
、
総
面

積
２
０
６
・
71
㎢
、
人
口
お
よ
そ
２
万
人
の

八
頭
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
羽
田
空
港
か
ら

鳥
取
空
港
を
経
て
八
頭
町
ま
で
２
時
間
半
、

京
阪
神
か
ら
も
特
急
列
車
や
自
動
車
で
２
時

間
半
と
、
比
較
的
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ

て
い
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
合
併
当
初
は
２
万
人
だ
っ
た
人
口

も
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
１
６
、
９
８

５
人
と
、
10
年
間
で
約
３
、
０
０
０
人
も
人

口
が
減
少
す
る
な
ど
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
に
活
力
を
生
み
出
そ
う

と
、
平
成
27
年
９
月
、「
八
頭
町
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
４
つ
の
重
点
取
組
事
項
を
か
か

げ
地
方
創
生
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
３
つ
の
重
点
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

重
点
取
組
① 

八
頭
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
の
創
出

隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
の
誕
生

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
よ
り
、
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な

ど
の
誘
致
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や

革
新
的
な
起
業
家
（
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
）
が
活

躍
で
き
る
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

現 地 レ ポ ー ト

鳥取県

八頭町
やずちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

日
本
の
未
来
の
モ
デ
ル
に
な
る
田
舎
を
つ
く
る

鳥
取
県
八
頭
町
地
方
創
生
の
取
組

鳥取県

八頭町
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そ
の
１
つ
が
、
平
成
29
年
３
月
末
に
廃
校

と
な
っ
た
旧
隼
小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
同
年
12
月
に
公
民
連
携
複
合
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」
で
す
。

１
階
に
は
地
域
の
高
齢
者
が
集
う
地
域
福

祉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
が

入
居
し
、
連
日
家
族
連
れ
や
地
元
の
皆
さ
ん

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
階
・
３
階

は
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
、
現
在
、
入
居
事
業
所
は
16
事
業

所
と
オ
ー
プ
ン
以
来
、
満
室
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
実
施
回
数
は
１
４
０
回
以

上
、
来
場
者
数
は
４
２
、
０
０
０
人
を
超
え
、

県
内
外
か
ら
の
視
察
数
も
50
回
を
超
え
る
な

ど
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
浴
び
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」の
施
設
整
備
は
八
頭
町
が
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
を
活
用
し

て
、
約
１
億
８
千
万
円
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、管
理
運
営
は
新
た
に
設
立
し
た「
㈱
シ
ー

セ
ブ
ン
」
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
管
理
運
営
会
社
は
、
地
元
金
融

機
関
や
、
県
内
外
の
大
手
企
業
の
民
間
７
社

が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
そ
の
代

表
を
務
め
て
い
る
の
が
、
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
民
宿
を
経
営
す
る
32

歳
の
古
田
琢
也
さ
ん
で
す
。

古
田
さ
ん
は
、「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」
の
将
来
に

つ
い
て
、「
ま
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
生
み
出

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
。
こ
の
町

に
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
選
択
肢
を
広

げ
る
。
日
本
の
未
来
の
モ
デ
ル
に
な
る
田
舎

を
つ
く
り
た
い
。」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
「
隼

Ｌ
ａ
ｂ
．」
で
す
が
、若
者
た
ち
が
、力
強
く
、

た
く
ま
し
く
地
域
に
根
を
張
っ
て
い
く
、
そ

ん
な
出
る
杭
を
伸
ば
す
八
頭
町
で
あ
り
続
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
校
が
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に 

変
身令

和
元
年
７
月
に
は
、
旧
大
江
小
学
校
を

改
修
し
た
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
オ
オ
エ

バ
レ
ー
ス
テ
イ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

３
階
建
て
の
校
舎
の
１
階
は
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
囲
炉
裏
を
使
っ
て
鳥
取
県
産
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

す
。
２
・
３
階
は
客
室
と
な
っ
て
お
り
、
多

様
な
宿
泊
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ド
ミ
ト

リ
ー
タ
イ
プ
の
部
屋
か
ら
豪
華
な
ジ
ュ
ニ
ア

ス
イ
ー
ト
タ
イ
プ
の
部
屋
な
ど
、
22
種
類
の

部
屋
を
備
え
、
最
大
１
３
０
人
が
宿
泊
で
き

る
ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
３
万
人

の
宿
泊
客
を
見
込
ん
で
お
り
、
星
空
観
察
、

農
作
業
体
験
な
ど
、
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
オ
オ
エ
バ
レ
ー
ス
テ
イ
」
は
、
パ

ン
ケ
ー
キ
な
ど
で
有
名
な
、
大
江
ノ
郷
自
然

牧
場
（
代
表
：
小
原 

利
一
郎
さ
ん
）
が
経
営

を
行
っ
て
お
り
、
施
設
整
備
は
大
江
ノ
郷
自

然
牧
場
が
国
や
県
の
助
成
を
受
け
、
５
億
円

余
り
を
か
け
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

代
表
の
小
原
社
長
は
「
自
然
豊
か
な
田
舎

で
の
宿
泊
や
農
業
体
験
、
鳥
取
県
の
食
材
を

使
っ
た
食
事
な
ど
、
鳥
取
県
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
施
設
と
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
の
観
光

拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
が
発
展
す
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
来
町
さ
れ
る
外
国
人
も
増
加
し

て
お
り
、「
オ
オ
エ
バ
レ
ー
ス
テ
イ
」
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
拠
点
施
設
と
な
る

よ
う
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験

八
頭
町
で
は
、
町
営
バ
ス
を
7
路
線
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
運
転
手
の
高
齢
化
や
人
材

不
足
に
よ
り
、
バ
ス
路
線
の
維
持
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
動
運

▲「隼Lab.」で行われた起業家セミナーの様子

▲里山リゾートホテル「オオエバレーステイ」

▲親子連れで賑わう「隼Lab.」

▲「オオエバレーステイ」の内装
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転
バ
ス
の
開
発
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｂ
ド
ラ
イ
ブ

㈱
と
平
成
28
年
５
月
に
中
山
間
地
域
の
代
表

自
治
体
と
し
て
連
携
協
定
を
結
び
、
共
同
で

自
動
運
転
バ
ス
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
す
る
た
め
、
平

成
31
年
３
月
23
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
、
八

頭
町
で
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
実
験
は
町
営
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

い
る
郡
家
駅
か
ら
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
ま
で

の
７
・
２
㎞
を
、
実
際
に
運
行
中
の
バ
ス
と

同
じ
車
種
の
車
両
が
自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
で

走
行
し
ま
し
た
。（
自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
と

は
、
公
道
で
の
走
行
が
認
め
ら
れ
、
運
転
手

が
乗
車
す
る
も
の
の
、
手
を
離
し
て
運
転
す

る
レ
ベ
ル
で
す
。）

こ
の
自
動
運
転
バ
ス
実
証
実
験
に
は
、
鳥

取
県
内
外
か
ら
４
０
３
人（
59
便
）の
方
に
乗

車
い
た
だ
き
、
試
乗
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
９
割
以
上
の
方
が
「
自
動
運
転
バ
ス
が

導
入
さ
れ
た
ら
利
用
し
た
い
」「
自
動
運
転

バ
ス
は
危
険
で
は
な
い
」
と
回
答
さ
れ
、
中

に
は
、「
老
人
が
生
き
る
希
望
が
わ
い
た
」
と

心
に
響
く
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
で
は
、
警
察

署
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
、
沿
線
住
民
の

皆
さ
ま
と
協
議
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
中

で
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
自
動
運
転
バ
ス
の
本
格
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
公
道
を
無
人
で
走
行
す
る
た
め

の
道
路
交
通
法
の
改
正
や
信
号
機
、
踏
切
等

の
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
自
動
運
転

シ
ス
テ
ム
導
入
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

課
題
は
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

山
間
地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
自
動
運
転
バ
ス
の
本
格
運
行
を
目
指
し

て
取
組
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

重
点
取
組
② 

若
桜
鉄
道
を
活
用
し
た
観
光
振
興

水
戸
岡 

鋭
治
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

若
桜
鉄
道
「
観
光
列
車
」
の
運
行

若
桜
鉄
道
は
国
鉄
の
民
営
化
に
よ
り
、
昭

和
62
年
10
月
に
設
立
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

「
若
桜
鉄
道
㈱
」
が
運
行
す
る
鉄
道
で
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
全
国
初
の
公
有
民
営
方
式

に
移
行
し
て
い
ま
す
。

若
桜
鉄
道
区
間
の
郡
家
駅
か
ら
若
桜
駅
ま

で
は
８
駅
、
19
・
２
㎞
、
所
要
時
間
約
30
分

の
区
間
を
運
行
し
、
８
駅
の
う
ち
６
つ
の
駅

舎
が
昭
和
５
年
の
開
業
当
時
の
ま
ま
現
存
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
７
月
に
文
化
庁
の

有
形
登
録
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
若
桜
鉄
道

全
体
が
文
化
財
的
価
値
を
持
っ
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

若
桜
鉄
道
が
保
有
す
る
車
両
３
両
を
、
平

成
29
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
の
３
年
間
か
け

て
観
光
列
車
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
「
な
な
つ
星

Ｉ
Ｎ
九
州
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
ら
れ
た

水
戸
岡 
鋭
治
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

観
光
列
車
第
１
号
は
平
成
30
年
３
月
、
若

桜
鉄
道
沿
線
の
空
の
青
と
水
の
青
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
「
昭
和
」
が
、
平

成
31
年
３
月
に
は
、
八
頭
町
の
特
産
品
で
あ

る
柿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
レ
ッ
ド
の

「
八
頭
号
」が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

令
和
２
年
３
月
に
は
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
「
若

桜
号
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
観
光
列
車
は

鮮
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
外
装
に
加
え
、
内
装

は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
座
席
シ
ー

ト
も
高
級
感
の
あ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
観
光
列
車
は
、
通
常
の
通
学
・

通
勤
列
車
と
し
て
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、土
日
に
は
貸
し
切
り
臨
時
列
車
と
し
て
、

団
体
旅
行
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
利
用
客
が
増
加
す
る
な
ど
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
８
つ
の
駅
舎
や
沿
線
周
辺
も
「
昭

和
レ
ト
ロ
」
の
風
情
に
戻
す
取
組
も
行
っ
て

お
り
、
鳥
取
県
内
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の

観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

▲観光列車「八頭号」

▲出発式の様子 ▲地元の皆さまも期待を込めて▲自動運転の様子

鳥取県 八頭町
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今
や
若
桜
鉄
道
は
、
沿
線
の
人
を
運
ぶ
交

通
手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
活

力
を
見
出
す
、
地
域
の
宝
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
取
組
③ 

八
頭
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

八
頭
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
農
業

生
産
量
の
ト
ッ
プ
は
稲
作
で
年
間
の
生
産
量

は
１
、９
６
６
ｔ
、
次
に
多
い
の
が
梨
で
８

５
２
ｔ
、
３
番
目
に
多
い
の
が
柿
の
６
６
９
ｔ

と
、
果
樹
栽
培
の
盛
ん
な
町
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
「
こ
お
げ
花
御
所
柿
」
は
平
成
30
年

12
月
に
、
Ｇ
Ｉ(

地
理
的
表
示
保
護
制
度)

に

登
録
さ
れ
、
八
頭
町
の
特
産
品
と
し
て
、
首

都
圏
で
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
東
京
の

有
名
フ
ル
ー
ツ
店
で
は
、
１
玉
が
１
、５
０

０
円
以
上
で
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
味
、
品
質

と
も
定
評
が
あ
り
、
人
気
の
商
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
稲
作
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
か

ら
県
の
特
別
栽
培
米
と
し
て
「
神
兎
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
堆
肥
を
活
用
し
た
減

農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
米
は
、
環
境
や
体
に
や

さ
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
販
路
が
拡
大
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
基
幹

的
農
業
生
産
者
の
平
均
年
齢
が
70
歳
を
超
え

る
な
ど
、
農
業
後
継
者
不
足
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
挑

戦
す
る
若
者
も
出
て
き
て
お
り
、
農
業
を
通

し
て
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
取
組
も
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
儲
か
る
農
業
、
体
や
環
境
に
優

し
い
農
業
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
状
と
今
後
の
課
題

地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
か
ら
５

年
。
人
口
減
少
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
に

主
眼
を
お
い
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
な
か
な

か
人
口
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
都

市
部
か
ら
の
人
口
流
入
も
少
数
に
留
ま
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
八
頭
町
人
口
の
自

然
増
減
は
、
毎
年
▲
１
５
０
人
程
度
で
推
移

し
て
い
る
一
方
、
社
会
増
減
で
は
「
隼
Ｌ
ａ

ｂ
．」
や
「
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
」
の
取
組

に
よ
り
、
若
手
従
業
員
や
起
業
家
の
移
住
も

進
み
、
５
年
前
が
▲
１
２
０
人
で
あ
っ
た
も

の
が
、
昨
年
は
▲
17
人
と
社
会
減
に
は
歯
止

め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
状
況
も
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
方

創
生
の
取
組
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
公
民
連
携
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
八
頭

町
に
は
、
①
勢
い
の
あ
る
、
全
国
に
向
け
て

も
発
信
力
の
高
い
若
手
経
営
者
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
、
②
若
手
経
営
者
の
方
々
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
事
業
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

な
ど
が
成
功
に
結
び
付
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

地
方
創
生
の
取
組
は
短
期
間
で
結
果
が
見

え
る
も
の
で
は
な
く
、
地
道
な
取
組
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
令
和
２
年
３

月
に
策
定
予
定
の
「
八
頭
町
第
２
期
総
合
戦

略
」
で
は
、
①
八
頭
町
で
活
き
活
き
働
く
、

②
八
頭
町
で
伸
び
伸
び
子
育
て
、
③
八
頭
町

で
元
気
に
暮
ら
す
、
④
八
頭
町
で
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
、
⑤
八
頭
町
で
楽
し
く
交
流
　
の
５
つ

の
視
点
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
日
本
の
モ

デ
ル
と
な
る
田
舎
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

八
頭
町
長
　
吉
田
　
英
人

（
令
和
２
年
４
月
13
日
付
第
３
１
１
６
号
）

▲�観光列車の内装▲�「昭和レトロ化」に改修された因幡船岡駅

▲�花御所柿畑で柿狩りを楽しむ観光客

▲�特別栽培米「神兎」
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湯
梨
浜
町
の
概
要

湯
梨
浜
町
は
、平
成
16
年
10
月
に
羽
合
町
・

泊
村
・
東
郷
町
の
３
町
村
が
合
併
し
て
で
き

た
町
で
、
令
和
３
年
４
月
15
日
現
在
、
人
口

は
１
６
、
７
０
５
人
、
世
帯
数
は
６
、
４
０

２
世
帯
の
町
で
す
。

鳥
取
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
は

77
・
94
㎢
。
ア
ク
セ
ス
は
、
羽
田
空
港
か
ら

鳥
取
空
港
経
由
で
約
２
時
間
、
大
阪
か
ら
は

特
急
列
車
や
自
動
車
で
約
３
時
間
で
す
。

町
名
は
、「
東
郷
湖
底
か
ら
湧
き
出
る
温

泉
、
日
本
一
の
二
十
世
紀
梨
の
産
地
、
日
本

海
に
広
が
る
白
砂
青
松
の
砂
浜
と
漁
港
」と
、

町
の
特
色
を
表
し
た
も
の
で
、
全
国
か
ら
公

募
し
、
町
民
の
は
が
き
投
票
を
経
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

町
の
中
央
部
に
は
、
古
来
、
鶴
の
池
と
称

さ
れ
る
１
周
約
12
㎞
の
「
東
郷
湖
」
が
あ
り
、

そ
の
美
し
い
景
観
は
山
陰
八
景
に
数
え
ら

れ
、「
美
し
い
日
本
の
む
ら
景
観
百
選
」
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

湖
周
に
は
、「
は
わ
い
温
泉
」、「
東
郷
温
泉
」

の
二
つ
の
温
泉
、
国
内
最
大
級
の
中
国
庭
園

「
燕
趙
園
」、
伯
耆
国
の
一
ノ
宮
で
あ
る
「
倭

文
神
社
」、
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
も
あ
る
県

立
都
市
公
園
「
東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
（
面

積
約
65 

ha
）」
に
加
え
て
、
七
福
神
の
名
を

冠
し
た
足
湯
も
あ
り
、週
末
や
好
天
の
日
は
、

テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
カ
ヌ
ー

な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
釣
り
を
楽
し
む

人
、
ご
家
族
連
れ
な
ど
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
す
。

ま
た
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時
代
の
遺
跡

も
多
く
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
形
象
埴

輪
の
ほ
か
、
山
陰
地
方
最
大
級
の
前
方
後
円

墳
、
平
安
時
代
中
期
に
一
ノ
宮
の
経
塚
に
埋

め
ら
れ
た
国
宝
の
「
銅
経
筒
」、
鎌
倉
時
代

中
期
の
「
伯
耆
国
河
村
郡
東
郷
荘
下
地
中
分

絵
図
」、
国
の
重
要
文
化
財
の
住
宅
と
国
の

名
勝
で
あ
る
庭
園
を
有
す
る
尾
崎
家
、
近
時

▲

東
郷
湖
の
景
観

現 地 レ ポ ー ト
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・
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・
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流
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、
地
域
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・
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力
と
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の
研
究
に
よ
り
羽
柴
秀
吉
が
中
国
攻
め
の
際

布
陣
し
た
と
さ
れ
る
十
万
寺
城
跡
な
ど
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
歴
史
や
文
化
に
出
会
え
る
ま

ち
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
開
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
ベ
テ
ラ
ン
卓
球
大
会
な
ど
の
全

国
大
会
を
は
じ
め
、ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
、

水
郷
祭
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
活

気
の
あ
る
町
で
す
。

地
方
創
生
の
活
用

資
源
等
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
当
町
に
と
っ
て
、
地
方
創
生
は
好
機
で
あ

り
、
以
下
の
施
策
を
展
開
中
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
を 

活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
世
代
が
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
わ
が
町
（
合
併
前
の
泊
村
）
で

誕
生
し
、
国
内
に
は
３
０
０
万
人
以
上
の
愛

好
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
町
内
の
専
用
コ
ー
ス

「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
で
は
、
１
年
間
に
大

小
２
０
０
回
以
上
の
大
会
が
催
さ
れ
、
毎
年

開
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会

（
定
員
７
６
８
人
）
は
、
毎
回
定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
仲
間
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
に
も
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
り
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
友
情

と
健
康
の
輪
を
世
界
に
」
を
合
言
葉
に
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
国
内
愛
好
者
か

ら
用
具
の
寄
付
を
募
り
、
海
外
に
提
供
等
を

し
な
が
ら
、
普
及
と
交
流
関
係
の
構
築
に
努

め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
か
ら
は
毎
年
国
際

大
会
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
大
会
（
昨
年

は
中
止
）
は
、
12
か
国
１
６
８
人
の
外
国
人

に
１
４
４
人
の
日
本
人
を
加
え
た
３
１
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
海
外
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や

町
民
等
の
海
外
大
会
へ
の
参
加
交
流
も
進

め
、
一
昨
年
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、国
際
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
連
盟
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
来
年
に
延
期
さ
れ
た
「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
の

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

大
会
は
、
30
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

可
能
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
国
内

外
合
わ
せ
て
６
７
２
人
が
定
員
で
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
住
民
と
国
内

外
の
参
加
者
と
の
交
流
が
相
互
の
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形
で
定
着
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
海
外
と
の
交
流
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
か
ら
、
町
の
総
合

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
天
女
の
ふ
る
里
づ
く

り
」
の
柱
の
１
つ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ
ゾ
ー

ト
構
想
を
掲
げ
、
湖
周
の
ト
イ
レ
整
備
、
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
支
援
の
ほ
か
、

「
ゆ
り
は
ま
天
女
ウ
オ
ー
ク
」
な
ど
の
大
会

を
開
催
。
平
成
25
年
に
は
、
東
郷
湖
周
辺
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
、
全
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス

の
全
国
第
１
号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
韓
国
の
済
州
オ
ル
レ

と
の
連
携
を
図
り
、昨
年
11
月
、「
友
情
の
道
」

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
お
互
い
が
紹
介
し

合
う
こ
と
に
よ
り
、
人
の
流
れ
が
進
む
と

思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
か
ら
は
、
大
手
総
研
の

呼
び
か
け
に
応
じ
『
め
ぐ
る
』、『
た
べ
る
』、

『
つ
か
る
』が
コ
ン
セ
プ
ト
の「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
。

初
回
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
部
門
で
１
位
に
、

２
回
目
の
令
和
元
年
（
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
）
は
３
０
６
人
が
参
加
し
、
全
国
26
か

所
で
開
催
さ
れ
た
大
会
の
中
か
ら
、
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
状
で
は
海
外
と
の

交
流
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
各

産
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
と
魅
力
あ
る
大
会
を

実
施
す
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
大
会
を
一
層
磨
き
上
げ
た
い
と
思
っ
て

▲とまりグラウンドゴルフのふる里公園「潮風の丘とまり」

▲グラウンド・ゴルフ国際大会YURIHAMAに参加した上海チーム

▲

羽
衣
天
女
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
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い
ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
、
ゆ
り
は
ま

お
お
ら
か
な
「
悠
々
」、
遊
び
ご
こ
ろ
の

「
遊
々
」、
や
さ
し
い
「
優
々
」
と
い
っ
た
、

湯
梨
浜
町
の
自
然
や
文
化
、
人
間
性
か
ら
着

想
し
た
言
葉
を
使
い
、
平
成
28
年
か
ら
町
の

各
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
ポ
ス
タ
ー
や
冊
子
、
動
画
等
を
制
作
。

首
都
圏
等
で
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
の
産
業
を
強
く
し
、
ひ
い
て
は
女
性
の
活

躍
す
る
社
会
づ
く
り
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
確
立
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
を
高
め
よ
う
と
「
ゆ
う
ゆ
う
、ゆ
り
は
ま
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
や
町
内
で
の
発
表
会
等
を
通
じ
、
連

帯
感
が
生
ま
れ
、
制
作
後
各
事
業
所
に
配
布

し
た
ポ
ス
タ
ー
や
冊
子
も
付
加
価
値
の
創
出

に
役
立
っ
て
お
り
、
販
路
拡
大
や
新
た
な
商

品
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
後
継

者
不
足
の
中
、
皆
さ
ん
の
情
熱
や
技
術
を
ど

の
よ
う
に
次
世
代
に
つ
な
ぐ
か
と
い
う
課
題

が
あ
り
、本
年
度
は
二
十
世
紀
梨
に
限
ら
ず
、

当
町
が
誇
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ピ

オ
ー
ネ
な
ど
の
ブ
ド
ウ
、
幻
の
ス
イ
カ
と
呼

ば
れ
る
「
と
ま
り
美
人
」、「
と
っ
て
お
き
」

な
ど
の
イ
チ
ゴ
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
メ
ロ
ン
な

ど
へ
の
支
援
も
強
化
し
ま
す
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち

平
成
27
年
か
ら
多
世
代
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
活
躍
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
28
年
以
降
は
基

本
計
画
の
策
定
、
建
設
工
事
を
進
め
つ
つ
、

移
住
の
促
進
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
拠
点
運

営
な
ど
を
担
う
「
湯
梨
浜
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
生
涯
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ど
れ

み
」
と
ゆ
り
は
ま
暮
ら
し
お
試
し
住
宅
「
ま

つ
ざ
き
屋
」、
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

る
り
ん
館
」を
松
崎
地
区
に
整
備
。「
ど
れ
み
」

は
、
移
住
・
定
住
や
空
き
家
対
策
、
健
康
管

理
等
、
住
民
の
各
種
相
談
の
場
と
し
て
、
年

間
６
千
人
ほ
ど
が
利
用
し
、「
ま
つ
ざ
き
屋
」

は
、
山
あ
い
の
お
試
し
住
宅
「
も
り
た
屋
」

と
は
異
な
り
、
移
住
検
討
者
が
町
中
で
の
生

活
を
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。「
ゆ
る
り
ん

館
」
は
閉
鎖
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
改
修
し
、ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、多
目
的
ホ
ー

ル
、
買
い
物
広
場
、
足
湯
な
ど
を
配
備
し
、

通
常
の
食
事
の
提
供
の
ほ
か
、
地
域
の
子
ど

も
食
堂
「
み
ん
な
の
食
堂
ゆ
る
り
ん
」
が
定

期
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
多
世
代
・
多
地
域
の

交
流
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

松
崎
地
区
の
対
岸
と
な
る
東
郷
湖
畔
に
生

涯
活
躍
の
ま
ち
の
象
徴
的
拠
点
「
レ
ー
ク
サ

イ
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゆ
り
は
ま
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
ホ
テ
ル
跡
の
民
有
地
（
４ 

ha
）
を
活
用
し
、
一
部
温
泉
付
き
の
一
般
分

譲
宅
地
、
町
営
住
宅
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
を
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成
29
年
に
基
本

計
画
を
策
定
、
令
和
元
年
に
一
般
分
譲
地
67

区
画
の
販
売
受
付
を
開
始
。
令
和
２
年
に
造

成
が
完
了
し
、
現
在
、
一
般
分
譲
宅
地
67
区

画
中
54
区
画
が
販
売
済
み
で
、４
戸
の
入
居
、

３
戸
が
建
設
中
で
す
。
一
部
福
祉
施
設
も
稼

働
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、「
都

市
部
か
ら
お
年
寄
り
を
招
き
、
町
の
負
担
が

増
え
る
だ
け
で
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
分
譲
宅
地
の
購
入
者
は
、

県
外
４
、
県
内
他
市
町
39
、
町
内
11
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
に
稼
働
し
て
い
る
福

祉
施
設
で
は
移
動
販
売
を
実
施
し
、
買
い
物

の
不
自
由
な
地
域
の
高
齢
者
等
に
貢
献
し
て

い
る
ほ
か
、
こ
の
開
発
区
域
の
向
か
い
に
３

歳
未
満
児
を
預
か
る
民
間
の
小
規
模
こ
ど
も

園
が
開
園
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
今
年
か
ら
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
建
設
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
22
戸
の
町
営
住
宅
の
設
計
・
建
築
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
開
発
は
、
基
本
計

画
ま
で
は
町
が
つ
く
り
、
事
業
の
実
施
は
、

13
の
民
間
企
業
が
株
式
会
社
を
設
立
し
て
実

施
す
る
レ
ア
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
力
を
合
わ
せ

て
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
、
世
代
を
超
え
て

循
環
す
る
ま
ち
の
具
現
化
を
図
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進

生
涯
活
躍
の
ま
ち
を
担
う
人
材
を
確
保
す

▲スイカ「とまり美人」を手がけるゆうゆうレディ

▲地域の振興にがんばるやさしい「鬼嫁」たち

鳥取県 湯梨浜町
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る
た
め
、
移
住
・
定
住
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
平
成
30
年
か
ら
湯
梨
浜
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
に
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
県
外
の
移
住
検
討
者
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
相
談
対
応
を
実
施

し
、10
組
18
人
の
移
住
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
移
住
定
住
者
へ
の
支
援
制
度
の

充
実
も
図
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
移
住
者

が
住
宅
を
取
得
す
る
際
に
最
大
２
０
０
万
円

を
補
助
、
町
内
外
を
問
わ
ず
若
者
夫
婦
・
子

育
て
世
代
の
住
宅
取
得
に
50
万
円
（
過
疎
地

域
、
中
山
間
地
域
は
60
万
円
）
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
新
婚
夫
婦
の
住
宅
取

得
に
つ
い
て
、
国
が
支
援
制
度
を
創
設
し
た

の
に
伴
い
、
そ
れ
を
単
町
事
業
に
上
乗
せ
す

る
形
で
１
１
５
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
移
住
者
の
家
賃
支
援
や
運

転
免
許
取
得
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講

習
受
講
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
移
住
者
が

ス
ム
ー
ズ
に
町
で
の
生
活
に
移
行
で
き
る

支
援
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

令
和
２
年
か
ら
、
町
あ

る
い
は
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
関
わ
り
を
深
め
、
楽
し

ん
だ
り
、
能
力
を
発
揮
し

た
り
、
自
ら
の
望
み
を
か

な
え
た
り
し
な
が
ら
、
移

住
・
定
住
や
地
域
活
動
の

担
い
手
な
ど
で
ご
活
躍
を

い
た
だ
け
る
人
を
醸
成
す

る
た
め
、「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ

ロ
ー
」
の
認
定
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
フ
ェ
ロ
ー
に

な
る
に
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ

ロ
ー
ズ
」
に
「
い
い
ね
！
」

を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

す
。「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー

ズ
」
で
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
町
の
魅
力
や

イ
ベ
ン
ト
、
日
々
の
状
況
な
ど
を
発
信
し
、

県
外
者
に
は
お
試
し
住
宅
利
用
料
金
の
割
引

き
の
特
典
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た
め
、
首
都
圏
等

で
の
活
動
は
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た

が
、
現
在
の
会
員
数
は
４
６
６
人
（
４
月
19

日
現
在
）
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
中
か

ら
実
際
に
町
を
訪
れ
る
人
も
あ
る
な
ど
、
効

果
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
３
月
25
日
、
東

京
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
直
後
に
、
大
手
町

で
町
写
真
展
や
物
産
展
に
合
わ
せ
る
形
で
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
機
会

で
し
た
。
本
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
セ
ミ
ナ
ー
の
充

実
、
現
地
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
・
情
報
提
供

の
強
化
に
よ
る
交
流
促
進
を
図
り
、
更
な
る

広
が
り
と
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
本
年
度
か
ら
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
を
始
め
ま
す
。
町
内
の
複
数

の
旅
館
と
町
営
国
民
宿
舎
（
全
国
最
初
の
国

民
宿
舎
）
と
２
つ
の
お
試
し
住
宅
を
当
面
の

受
け
皿
に
、
Ｐ
Ｒ
、
施
設
整
備
支
援
等
を
行

い
、
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
実
績
を
積
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

住
み
や
す
く
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る

愛
の
ま
ち（
町
第
４
次
総
合
計
画
）へ

第
１
期
湯
梨
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
平
成
27
年
～
令
和
元
年
）

の
県
外
か
ら
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
は
、
目

標
８
５
０
人
に
対
し
、
実
績
は
９
０
９
人
と

目
標
を
超
え
、
合
計
特
殊
出
生
率
も
、
こ
の

７
年
間
の
う
ち
４
年
は
２
を
超
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
が
社
会
増
に
な
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
自
然
減
分
を
補
う
に
は
至
ら

ず
、
こ
こ
10
年
間
で
対
前
年
比
の
減
少
が
小

さ
か
っ
た
の
は
、
平
成
23
年
の
▲
38
人
、
平
成

26
年
の
▲
47
人
と
平
成
29
年
の
▲
49
人
で
す
。

今
後
と
も
重
点
分
野
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
子
育
て
支
援
や
教
育
、
産
業
振
興
等
に

加
え
、
昨
年
か
ら
実
施
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し

た
自
治
体
連
携
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
力
を

注
ぐ
一
方
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

各
分
野
の
施
策
に
全
世
代
、
全
員
活
躍
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
愛
」
を
織
り
込
み
、
総

合
計
画
の
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

 

湯
梨
浜
町
長
　
宮
脇
　
正
道

（
令
和
３
年
５
月
31
日
付
第
３
１
６
１
号
）

▲「レークサイド・ヴィレッジゆりはま」完成予想図

▲都市圏でのセミナーの様子（令和元年10月）

094_3161鳥取県_湯梨浜町_三.indd   98 2022/10/04   15:12



町村の施策事例集Ⅷ98

和
気
町
の
概
要

平
成
18
年
３
月
１
日
に
旧
佐
伯
町
、
旧
和

気
町
の
両
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
和
気
町

は
、
岡
山
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
備
前
市

や
赤
磐
市
に
接
し
、
吉
備
高
原
か
ら
連
な
る

標
高
２
０
０
～
４
０
０
ｍ
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

南
北
に
県
三
大
河
川
の
吉
井
川
が
貫
流

し
、吉
井
川
に
流
れ
込
む
王
子
川
や
金
剛
川
、

初
瀬
川
等
の
平
野
部
に
は
農
地
が
広
が
り
、

水
稲
や
野
菜
、
果
物
な
ど
の
農
作
物
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
地
域
も
古
代
か
ら
備
前
の
国
和

気
郡
に
属
し
て
お
り
、
吉
備
文
化
圏
の
東
部

に
位
置
す
る
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
し
た
。

近
世
に
入
る
と
、池
田
家
の
岡
山
藩
に
属
し
、

吉
井
川
を
高
瀬
舟
が
寄
港
す
る
商
業
地
と
し

て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代
の
流

れ
と
共
に
、
交
通
機
関
も
水
路
か
ら
陸
路
へ

と
変
わ
り
、
国
・
県
道
や
片
上
鉄
道
の
利
用

に
よ
り
交
通
運
輸
が
発
展
し
て
、
現
在
で
は

南
北
に
貫
通
す
る
国
道
３
７
４
号
や
Ｊ
Ｒ
山

陽
本
線
、
山
陽
自
動
車
道
や
岡
山
美
作
道
路

の
整
備
促
進
に
よ
り
広
域
交
通
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
て
い
ま
す
。

和
気
町
の
人
口
は
、
１
４
、
０
８
９
人
、

世
帯
数
は
６
、
３
３
９
世
帯
（
２
０
１
９
年

12
月
末
）、
面
積
は
１
４
４
・
21
㎢
で
す
。

和
気
町
藤
野
に
あ
る
藤
公
園
は
、広
さ
７
、

０
０
０
㎡
の
園
内
に
幅
７
ｍ
、
総
延
長
５
０

０
ｍ
の
藤
棚
を
配
し
、
北
は
北
海
道
函
館
か

ら
南
は
鹿
児
島
県
坊
津
ま
で
、
野
生
の
藤
が

自
生
し
な
い
沖
縄
を
除
く
全
国
46
都
道
府
県

の
有
名
な
藤
や
、
国
外
で
は
中
国
・
韓
国
産

の
藤
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、約
１
０
０
種
類
、

１
５
０
本
の
藤
が
咲
き
乱
れ
種
類
で
は
日
本

一
で
す
。
紫
・
ピ
ン
ク
・
白
、
花
房
の
長
い

も
の
や
八
重
の
も
の
等
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
形

の
藤
が
咲
き
競
い
ま
す
。
そ
の
姿
の
み
な
ら

ず
匂
い
立
つ
香
り
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
ま
た
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

現 地 レ ポ ー ト

岡山県

和気町
わけちょう

移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働

1

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

岡山県
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静
け
さ
の
中
、
ラ
イ
ト
の
光
に
浮
び
上
が
る

藤
は
、
昼
と
は
違
っ
た
姿
を
み
せ
ま
す
。

移
住
定
住
施
策
の
推
進

平
成
18
年
の
合
併
時
に
は
約
１
６
、
５
０

０
人
で
あ
っ
た
和
気
町
の
人
口
は
、
現
在
約

１
４
、１
０
０
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

若
い
女
性
の
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
や
、
晩

婚
化
・
未
婚
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
国
の
推
計
で
は
和
気
町
の
人
口
は

今
後
も
減
少
を
続
け
、令
和
27
年
に
は
約
８
、

５
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
深
刻
な
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た

め
、
和
気
町
で
は
、
人
口
減
少
対
策
を
と
り

ま
と
め
た
「
和
気
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年
10
月
に
策
定

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
移
住
相
談
体
制
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
東
京
か
ら
の
移
住
者
を
「
移
住

推
進
員
」
と
し
て
採
用
し
て
役
場
に
常
駐
さ

せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
都
会
に
は
な
い
、
和

気
町
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
首
都

圏
な
ど
の
大
都
市
圏
へ
積
極
的
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
移
住
相
談
件
数
の
増
加
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
で
の
宿
泊
費
を
補
助

す
る
な
ど
、
実
際
に
和
気
町
に
来
て
町
を
見

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
な
ど
に
よ
り
、
和
気
町
へ

の
移
住
を
検
討
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て

き
た
一
方
で
、
住
宅
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
賃
貸
で
き
る
空
き
家
の
掘
り
起

こ
し
が
進
ま
ず
、
町
営
住
宅
、
民
間
賃
貸
住

宅
に
も
空
き
が
無
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の

和
気
町
は
、
新
し
い
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
か
と

い
っ
て
新
規
に
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と

は
費
用
も
時
間
も
掛
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
和

気
町
で
は
町
内
で
の
新
規
民
間
賃
貸
住
宅
の

建
設
に
対
し
て
建
物
の
固
定
資
産
税
相
当
額

を
10
年
間
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
に
和
気
町
で
の
賃
貸
住
宅
建
設
を

検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
営
業
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
和
気
町
で
の
民
間
賃
貸

住
宅
の
建
設
が
進
み
、
現
在
で
は
多
く
の
賃

貸
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
移
住
者
の
住
居
の
受

け
皿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
移
住
者
数
の
推
移
で
す
が
、
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
は
毎
年
30
人

前
後
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
が
、
平
成
28
年

度
は
80
人
、
平
成
29
年
度
は
１
２
０
人
、
平

成
30
年
度
は
１
１
３
人
と
増
加
し
て
い
ま

す
。
移
住
者
の
増
加
を
受
け
て
社
会
動
態
も

改
善
し
、
平
成
29
年
は
６
年
ぶ
り
に
49
人
の

転
入
超
過
と
な
り
、
平
成
30
年
も
22
人
の
転

入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
定
着
化
さ
せ
る
た

め
、
今
後
も
移
住
定
住
促
進
施
策
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
み
、
深
刻
な
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
教
育
の
ま
ち
和
気
」
構
想

和
気
町
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
居
住
地
選
択
に
あ
た
っ
て
は
「
教

育
・
保
育
の
環
境
」
を
重
要
視
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
教
育
の
ま
ち
和
気
構
想
」
を

掲
げ
、
特
に
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と

と
し
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
地
域
で

育
て
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。平
成
28
年
に
は
文
部
科
学
省
よ
り
、

町
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
対
し
独
自
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
で
き
る
「
英
語
特
区
」

に
認
定
さ
れ
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
１
人

ず
つ
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
配
置

し
、
児
童
・
生
徒
が
生
の
英
語
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
小
学
校
で
は
全
学
年
で
英
語
活
動
の

時
間
を
増
や
し
、
中
学
校
で
は
英
語
の
み
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
授
業
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
て
、
協
力
隊
を
中
心
に
地
元
の

大
学
生
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
な
が

▲藤公園ライトアップ

▲無料公営塾

▲和気町に移住された方たち
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ら
、
夜
間
や
週
末
を
利
用
し
て
、
無
料
の
英

語
公
営
塾
を
開
講
し
、
小
中
学
生
の
英
語
教

育
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
公

営
塾
で
は
、
積
極
的
に
地
域
と
交
流
も
し
て

お
り
、
受
講
生
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

す
る
な
ど
、
居
場
所
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
と
い
う
側
面
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
増
え
て
き
て
い
る
外
国
人
観

光
客
を
町
全
体
で
お
も
て
な
し
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
外
国
の
方
と
話
が

で
き
る
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
も
開
講

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
、
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
部
に
居
住
す
る
こ
と

な
く
、
重
点
的
に
英
語
を
学
べ
る
町
と
し
て

成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た 

ま
ち
づ
く
り

和
気
町
で
は
、
無
人
航
空
機
「
ド
ロ
ー
ン
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
空
の
産
業
革
命
」と
い
わ
れ
る
ド
ロ
ー

ン
は
、
高
齢
化
等
に
よ
る
買
い
物
難
民
や
交

通
弱
者
の
問
題
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
対

策
、
防
災
、
農
作
物
の
獣
害
問
題
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
の
切
り
札
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
に
は
、
国
土
交
通
省
・
環
境
省
が
実
施

す
る
全
国
５
か
所
の
実
証
実
験
の
う
ち
の
１

つ
に
採
択
さ
れ
、
町
が
誘
致
し
た
ド
ロ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
企
業
「
㈱
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｄ
ｉ

ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
」
と
連
携
し
て
、
約
10
㎞
離
れ

た
山
間
部
の
集
落
へ
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
食

料
品
等
の
配
送
実
験
を
約
２
週
間
行
い
ま
し

た
。
令
和
元
年
も
、
内
閣
府
と
総
務
省
の
支

援
を
受
け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
等
の
多
く
の
民

間
企
業
と
連
携
し
て
約
３
か
月
間
の
配
送
実

験
を
行
い
、
携
帯
電
話
の
電
波
を
活
用
し
て

飛
行
中
の
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の
映
像
を
監
視
セ

ン
タ
ー
に
届
け
る
こ
と
で
、「
目
視
外
・
補
助

者
な
し
」
の
運
行
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
配
送
先
の
集
落
は
前
年
の
１

集
落
か
ら
３
集
落
に
増
や
し
、
10
月
か
ら
12

月
の
間
の
週
３
回
を
基
本
と
し
て
住
民
か
ら

電
話
等
で
注
文
が
あ
っ
た
生
活
品
な
ど
の
商

品
を
ド
ロ
ー
ン
で
配
送
す
る
と
い
う
、
実
用

化
に
近
い
形
で
の
実
験
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
に
も
、水
稲
な
ど
の
生
育
診
断
や
、

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
害
獣
の
生
息
状
況
の

調
査
、
植
林
し
た
山
林
の
面
積
・
本
数
・
材

積
等
の
資
源
量
調
査
の
実
験
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
２
年
３
月
に
は
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
山
林

で
の
行
方
不
明
者
捜
索
の
実
験
も
行
い
ま
し

た
。
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
つ
い
て
は
現
在

は
警
察
・
消
防
署
・
地
元
消
防
団
な
ど
に
よ

る
人
海
戦
術
の
捜
索
が
主
と
な
り
、
滑
落
事

故
等
の
危
険
も
伴
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
を
使

え
ば
、
人
で
は
危
険
・
困
難
な
箇
所
で
も
捜

索
で
き
る
な
ど
、
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解

決
の
早
期
の
サ
ー
ビ
ス
実
用
化
に
向
け
て
、

今
後
も
多
く
の
民
間
企
業
と
連
携
し
て
実
験

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

和
気
清
麻
呂
公
顕
彰
事
業

和
気
町
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に

中
央
で
活
躍
し
た
和
気
清
麻
呂
公
生
誕
の
地

で
す
。「
和
気
清
麻
呂
公
の
業
績
を
と
お
し

て
、
偉
大
な
先
人
に
触
れ
、
町
民
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
町
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
清
麻
呂

公
の
顕
彰
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

清
麻
呂
公
の
備
前
焼
像
と
説
明
板
を
役
場

本
庁
に
設
置
し
、
次
い
で
、
本
町
を
代
表
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
藤
公
園
に
由
来

を
記
し
た
記
念
碑
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
藤
公
園
が
、
昭
和
58
年
に
清
麻
呂
公
生

誕
１
、
２
５
０
年
を
記
念
に
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
友
好
都

市
で
あ
る
上
海
市
嘉
定
区
へ
、「
平
成
の
遣

唐
使
」
と
し
て
毎
年
中
学
生
を
派
遣
し
交
流

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一
層
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
友
好
関
係
の
発
展
を
基
礎
づ
け

る
た
め
に
、
訪
中
団
を
結
成
し
て
嘉
定
区
を

訪
問
し
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

顕
彰
事
業
は
、
こ
の
後
、
記
念
講
演
も
開

催
し
、
現
在
は
清
麻
呂
公
の
絵
本
作
成
を
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

和
気
町
長
　
草
加
　
信
義

（
令
和
４
年
５
月
25
日
付
第
３
１
２
０
号
）

▲ドローンを活用した食料品等の配送実験

▲和気清麻呂公陶像除幕式

▲和気清麻呂像

岡山県 和気町
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１
　
栗
山
町
の
概
要

栗
山
町
は
、
北
海
道
の
中
央
部
、
空
知
総

合
振
興
局
管
内
の
最
南
部
に
位
置
す
る
人
口

約
１
万
１
、
３
０
０
人
の
ま
ち
。
札
幌
市
や

新
千
歳
空
港
、
苫
小
牧
港
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
車

で
約
１
時
間
道
の
好
立
地
に
あ
り
、
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
が
魅
力
で
す
。

ま
た
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
生
息
の
北
東

限
と
さ
れ
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
、
基
幹
産

業
の
農
業
で
は
、
水
稲
や
小
麦
を
は
じ
め
、

メ
ロ
ン
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ア
ス
パ
ラ
等
、
道

内
有
数
の
多
品
種
の
農
産
物
が
収
穫
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
商
業
、
工
業
も
バ
ラ
ン
ス
良
く

発
展
し
て
い
ま
す
。

　
２
　�
地
域
の
潜
在
力
を
活
か
し
た
　

ま
ち
づ
く
り

栗
山
町
で
は
、「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で

す
。」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
潜
在
力
（
地

域
の
魅
力
・
資
源
、
町
民
力
）
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
お
り
、
若
者

移
住
に
も
つ
な
が
る
取
組
と
し
て
、
道
内

外
か
ら
の
「
新
規
就
農
者
」
の
積
極
受
入

▲

市
街
地
に
隣
接
す
る
御
大
師
山
か
ら
の
街
並
み

▲

�

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

北海道

栗山町
くりやまちょう

ケ
ア
ラ
ー（
無
償
の
介
護
者
）を

　
　
　
　
地
域
で
支
え
る
た
め
に

　
～
市
町
村
初
の「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」の
制
定（
令
和
３
年
４
月
）～

北海道

栗山町
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を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
廃
校
を
再
生
し
た

「
雨う

煙え
ん

別べ
つ

小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ

ス
」
を
拠
点
に
自
然
環
境
教
育
を
推
進
す

る
な
ど
、
地
域
の
人
・
も
の
・
こ
と
を
教

育
資
源
と
し
た
独
自
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
、
健
康

寿
命
延
伸
の
取
組
な
ど
「
福
祉
の
ま
ち
・
栗

山
」
を
目
指
し
た
各
施
策
も
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

３
　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
は
じ
ま
り

　
　（
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
）

家
族
や
近
親
者
を
介
護
す
る
無
償
の
介
護

者
で
あ
る
ケ
ア
ラ
ー
を
地
域
で
支
え
る
た
め

に
…
。

栗
山
町
が
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
取
り
組

む
１
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
「
町
社
協
」）
が
日
本

ケ
ア
ラ
ー
連
盟
か
ら
協
力
依
頼
を
受
け
た

ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
（
平
成
22
年
、
全
国

５
地
区
の
１
つ
）
の
実
施
で
し
た
。
こ
の

実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
町
内
の
全
世
帯

の
約
15
％
（
９
６
０
世
帯
）
に
ケ
ア
ラ
ー

が
い
る
こ
と
、
う
ち
約
60
％
が
疾
病
な
ど

に
よ
る
体
調
不
良
を
訴
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
の
多
く
が
日
常
生
活
で

心
身
の
不
安
を
抱
え
、
ま
た
、
将
来
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
解
消
で
き
な
い
問
題
と

し
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
の
２
回
目
の
実
態
調
査
で
は
ケ

ア
ラ
ー
の
割
合
が
約
19
％
と
な
り
前
回
よ
り

４
ポ
イ
ン
ト
増
加
、
ま
た
、「
気
づ
か
い
ケ

ア
ラ
ー
」（
※
）
が
８
％
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
令
和
２
年
の
３
回
目
の
実
態
調

査
で
は
、
前
回
と
比
べ
て
ケ
ア
ラ
ー
の
割
合

に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
気
づ

か
い
ケ
ア
ラ
ー
」
が
15
％
と
な
り
、
前
回
よ

り
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
介
護
形
態
も
多
様
化
（
老
々

介
護
、
就
労
介
護
、
多
重
介
護
、
遠
距
離
介

護
等
）
し
て
き
て
お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身
の

生
活
・
健
康
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療

費
や
介
護
費
用
の
増
大
な
ど
、
地
域
社
会
に

与
え
る
影
響
も
大
き
く
な
る
も
の
と
想
定
さ

れ
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
栗
山
町
で
は
、
将

来
を
見
据
え
、
要
介
護
者
へ
の
支
援
の
み

な
ら
ず
、
要
介
護
者
を
取
り
巻
く
生
活
環

境
全
体
に
視
点
を
置
き
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー

が
心
身
と
も
に
健
康
で
働
き
、
学
び
、
人

生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
町
全

体
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
た
の
で
す
。

（
※
気
づ
か
い
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、「
心
や

身
体
に
不
調
の
あ
る
家
族
や
身
の
回
り
の

人
へ
の
気
づ
か
い
」
の
み
を
し
て
い
る
ケ

ア
ラ
ー
）

４
　�

実
践
を
積
み
重
ね
る
　
　
　
　
　
　

（
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
組
10
年
）

栗
山
町
で
は
、
過
去
10
年
以
上
に
わ
た

り
、
町
社
協
が
中
心
と
な
り
、
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。

①
命
の
バ
ト
ン

ケ
ア
ラ
ー
の
声
で
多
く
聞
か
れ
た
１
つ

が
、「
自
分
が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と

い
う
不
安
の
声
で
し
た
。
そ
こ
で
取
り
組

ん
だ
の
が
「
命
の
バ
ト
ン
」
事
業
で
す
。

緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

な
ど
の
情
報
を
記
入
し
た
安
心
カ
ー
ド
を

円
筒
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て

緊
急
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。
町
内
会
や

民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
ケ
ア
ラ
ー
世
帯

だ
け
で
は
な
く
、
１
人
暮
ら
し
や
高
齢
者

世
帯
に
も
配
布
を
し
て
い
ま
す
（
約
６
０

０
本
を
配
付
）。

②
在
宅
サ
ポ
ー
タ
ー

「
命
の
バ
ト
ン
」
の
配
布
世
帯
を
定
期
的

に
訪
問
す
る
「
在
宅
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
育

成
し
、
話
し
相
手
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
が
得
た

情
報
は
、
町
内
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

提
供
さ
れ
て
お
り
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
の
基

盤
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
宅
配
電
話
帳

介
護
な
ど
に
よ
り「
買
い
物
に
行
け
な
い
」

「
通
院
が
大
変
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
不
便

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
世
帯
が
多
い
こ
と
か

ら
、
町
内
商
店
な
ど
に
呼
び
か
け
て
「
宅
配

電
話
帳
」
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。

④
熟
年
人
材
登
録

熟
年
世
代
（
50
歳
以
上
）
の
方
に
、
こ
れ

ま
で
仕
事
や
生
活
で
培
っ
た
技
術
や
趣
味
活

動
を
地
域
で
活
か
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

元
気
な
時
か
ら
町
民
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、

▲

�

ケ
ア
ラ
ー
手
帳

▲�命のバトン
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地
域
で
支
え
合
う
関
係
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ

る
取
組
で
す
。

⑤
ケ
ア
ラ
ー
手
帳

ケ
ア
ラ
ー
の
多
く
が
介
護
と
い
う
縛
り
の

中
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、
自
分
自
身

の
体
調
に
も
気
配
り
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
ラ
ー
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル
と
し
て
「
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

手
帳
の
内
容
は
、
全
国
の
介
護
体
験
者

の
事
例
集
に
始
ま
り
、
相
談
窓
口
や
気
分

転
換
法
の
紹
介
、
困
っ
た
時
の
サ
ー
ビ
ス

早
見
表
、
ケ
ア
ラ
ー
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
表
、

健
康
診
断
の
記
録
、
知
っ
て
お
き
た
い
介

護
技
術
、
つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー
、
訪
問
者

メ
モ
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
ま
ち
な
か
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

「
１
週
間
以
上
、
人
と
話
を
し
て
い
な
い
」

「
介
護
の
合
間
に
息
抜
き
で
き
る
場
所
が
あ

れ
ば
…
」
な
ど
の
声
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ー
や
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
支
え
る
側
も
支

え
ら
れ
る
側
も
自
由
に
集
ま
り
交
流
す
る

地
域
の
た
ま
り
場
と
し
て
、
ま
ち
な
か
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
ま
し
た
（
同

様
の
施
設
が
、
町
内
に
４
カ
所
）。

⑦
ケ
ア
ラ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ケ
ア
ラ
ー
の
体
調
な
ど
の
変
化
を
把
握

し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
つ
な
げ
よ
う

と
「
ケ
ア
ラ
ー
度
」（
心
身
状
況
を
５
段
階

で
評
価
）
を
可
視
化
し
ま
し
た
。

ケ
ア
ラ
ー
宅
を
訪
問
し
、
休
息
・
睡
眠

の
状
況
、
支
援
し
て
く
れ
る
家
族
の
有
無

な
ど
を
聞
き
と
り
、
例
え
ば
、
心
身
と
も

に
健
康
な
場
合
は
、「
ケ
ア
ラ
ー
度
１
」（
い

き
い
き
）、
要
介
護
者
に
手
を
上
げ
そ
う
に

な
る
状
態
だ
と
「
ケ
ア
ラ
ー
度
５
」（
へ
と

へ
と
）
と
す
る
な
ど
、
第
三
者
の
目
で
評

価
し
て
い
ま
す
。

⑧
ケ
ア
ラ
ー
支
援
専
門
員
の
配
置

ま
ち
な
か
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
に
ケ
ア

ラ
ー
支
援
専
門
員
（
通
称
：
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
、
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
相

談
支
援
の
ほ
か
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
な
ど

の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
ケ
ア
ラ
ー
世
帯
や

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
安
否
確
認

や
、
不
安
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
る
電

話
連
絡
を
実
施
し
た
ほ
か
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
、
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
常
時
の
電
話
相
談
を
始
め

ま
し
た
。

５
　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
へ

前
述
の
と
お
り
、
平
成
27
年
に
実
施
し

た
２
回
目
の
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
に
お
い

て
、
町
内
全
世
帯
に
占
め
る
「
ケ
ア
ラ
ー
」

の
割
合
が
19
％
と
な
り
（
前
回
比
４
ポ
イ

ン
ト
増
加
）、
ま
た
、
約
10
年
に
及
ぶ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
の
実
践
か
ら
、
介
護
に
対
す
る

町
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
同
時
に
、
介
護

経
験
の
な
い
方
の
８
割
が
将
来
の
介
護
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
栗
山
町
で
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
を
継
続
す
る

必
要
性
を
強
く
認
識
し
、
条
例
制
定
を
目
指

す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

平
成
31
年
３
月
、
町
社
協
に
よ
り
、
町

内
の
福
祉
関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
栗
山

町
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
活
動
を
踏
ま
え

た
条
例
化
に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
約
１
年
間
に
及
ぶ
協
議

を
積
み
重
ね
た
結
果
、
住
民
に
よ
る
条
例

素
案
が
作
成
さ
れ
、
町
に
提
出
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
「
ケ

ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
と
、
そ
の
意
義
に

関
す
る
認
知
度
の
さ
ら
な
る
向
上
が
課
題

と
な
り
、
研
修
会
・
学
習
会
の
開
催
を
は

じ
め
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
活
動
周
知
や
イ

ベ
ン
ト
周
知
を
行
う
定
期
の
「
ケ
ア
ラ
ー

通
信
」
を
発
行
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
や
目
的
に
応
じ
た
広
報
活
動
の

工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

▲

�

ま
ち
な
か
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

▲
�

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

101_3180北海道_栗山町_三.indd   104 2022/10/04   15:15



町村の施策事例集Ⅷ104

６
　�

令
和
３
年
４
月
に
条
例
施
行
　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
計
画
策
定
へ

以
上
の
経
過
か
ら
、
町
議
会
に
お
け
る
審

議
・
議
決
を
経
て
、「
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
」
が
令
和
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

条
例
の
基
本
理
念
は
「
ケ
ア
ラ
ー
が
孤

立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
社
会
全
体
で
支

え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
す
。

町
の
責
務
と
し
て
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
の
推
進
計
画
の
策
定
と
、　
そ
の
施

策
に
対
し
、
広
く
町
民
参
加
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お
り
、町
民
、

事
業
者
、
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
も
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
は
目
的
で
は
な
く
、
10
年
の
実

践
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の
。
町
で

は
、
条
例
に
基
づ
き
、
現
在
、
令
和
５
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
栗
山
町
ケ
ア

ラ
ー
支
援
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

７
　�
今
後
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
拠
点
設
置
な
ど

町
と
町
社
協
は
、
計
画
策
定
に
お
け
る
今

後
の
課
題
と
し
て
、
主
に
次
の
３
点
を
柱
に

据
え
て
い
ま
す
。

①
拠
点
機
能

相
談
支
援
、
啓
発
事
業
、
生
活
支
援
等
を

一
元
的
に
担
う
拠
点
と
し
て
専
門
職
員
を
配

置
し
た「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」

検
討
を
進
め
る
こ
と
。

②
生
活
支
援
体
制

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守

り
や
ご
み
出
し
、
除
雪
な
ど
の
生
活
支
援
体

制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
併
せ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
を
養
成
し
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

③
ア
セ
ス
メ
ン
ト
機
能

過
去
に
実
施
し
た
ケ
ア
ラ
ー
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
継
続
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る

な
ど
、
個
々
の
こ
ま
や
か
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
（
町
社
協
の
講
習
を
受

け
た
町
民
の
「
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」

ら
に
よ
る
在
宅
訪
問
等
の
強
化
が
鍵
と
な

る
も
の
）。

８
　�
結
び
に
…
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
が
目
指
す
も
の

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
は
、
本
町
が
町
社
協

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ

フ
ェ
の
設
置
や
、支
援
専
門
員
の
配
置
な
ど
、

10
年
に
及
ぶ
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、ま
た
、

将
来
に
わ
た
っ
て
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
や

看
護
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
他
市

町
村
に
先
駆
け
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。

介
護
者
が
高
齢
と
な
り
、
そ
の
負
担
が
孫

世
代
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
一
方
、
生
活
様

式
や
家
族
形
態
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ケ
ア
ラ
ー
は
潜
在
化
し
、
要
介
護
者

と
と
も
に
引
き
こ
も
り
、
孤
立
し
て
い
く
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
当
事
者
や
関
係
機
関
等
に
参
画
い

た
だ
き
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
の
全
町
展
開
や
相
談
支
援
窓
口
の
一
元

化
の
ほ
か
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
・

支
援
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
引
き

続
き
、条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る「
ケ
ア
ラ
ー

が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
社
会
全
体
で

支
え
る
」
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
、
そ
し
て
国
や
北
海
道
が
率
先
し

て
法
整
備
や
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
情
報
発
信
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

栗
山
町
長
　
佐
々
木
　
学

（
令
和
３
年
11
月
15
日
付
第
３
１
８
０
号
）

▲�

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
概
要

▲�

ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

栗山町ケアラー支援条例

ケアラー支援の基本理念を定め、町の責務並びに町民及び事業者、関係機関の役割を明らかにするとともに、ケアラー支援に関する施策を総合的かつ計画的に
推進し、全てのケアラーが健康で文化的な生活を営むことができる社会の実現を目指す。

目的（第１条）

ケアラーとは
高齢、身体上又は精神上の障がい又は疾病等により援助を必要と
する親族、友人その他の身近な人に対して無償で介護、看護、日
常生活上の世話その他の援助を提供する者

定義（第２条）

・ケアラー支援は、全てのケアラーが個人として尊重され、健康で文化的
な生活を営むことができるように行われなければならない。

・ケアラー支援は、町、町民、事業者、関係機関等の多様な主体が相互に
連携を図りながら、ケアラーが孤立することのないよう社会全体で支え
るように行われなければならない。

基本理念（第３条）

・ケアラー支援に関する基本方針
・ケアラー支援に関する具体的施策

・ケアラー支援の必要性の理解
・町の施策への協力
・従業員の勤務の配慮・支援

町民 事業者の役割（第５ ６条）

・ケアラー支援に関する施策の実施
・町民参加の機会を提供

推進計画（第８条）

町の責務（第４条）
・町の施策への協力
・ケアラーの意向を尊重、健康
状態生活環境等を確認、支援
の必要性の把握

関係機関の役割（第７条）

・計画の策定、見直し
・各施策の評価

ケアラー支援推進協議会の設置（第９条）
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瑞
穂
町
の
概
要

一
見
の
ど
か
に
見
え
る
瑞
穂
町
の
街
並
み

は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
と
航
空
自
衛
隊
が
使
用

す
る
横
田
基
地
が
あ
る
た
め
高
い
建
物
が
な

く
、
空
に
は
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
飛
行
機
が
飛

ん
で
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
大
中
小
の
製
造

業
が
立
地
し
、
東
京
都
で
も
常
に
上
位
の
出

荷
額
を
保
つ
一
方
で
、
東
京
都
の
丘
陵
と
し

て
最
大
で
あ
る
狭
山
丘
陵
は
、
私
た
ち
の
心

を
癒
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
農

地
も
あ
る
こ
と
か
ら
新
規
就
農
者
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
空

間
が
混
在
し
た
不
思
議
な
町
、
そ
れ
が
“
瑞

穂
町
”
で
す
。

令
和
２
年
に
、
瑞
穂
町
は
町
制
施
行
80
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
新
た
な
日

常
が
求
め
ら
れ
る
中
、
令
和
３
年
度
か
ら
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
「
第

▲

新
庁
舎

▲瑞穂町上空の風景

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

東京都

瑞穂町
みずほまち

異
な
る
空
間
が
混
在
し
た
不
思
議
な
町
、

そ
れ
が
“
瑞
穂
町
”

東京都

瑞穂町
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５
次
瑞
穂
町
長
期
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
将
来

都
市
像
は
、「
す
み
た
い
ま
ち
　
つ
な
が
る
ま

ち
　
あ
た
ら
し
い
ま
ち
　
～
“
そ
う
ぞ
う
”

し
よ
う
　
み
ら
い
に
ず
っ
と
ほ
こ
れ
る
み
ず

ほ
～
」
と
し
ま
し
た
。

瑞
穂
町
は
都
心
か
ら
西
へ
約
40
㎞
、
上
か

ら
見
る
と
逆
三
角
形
の
形
状
で
、
面
積
は

16
・
85
㎢
、
標
高
は
最
高
１
９
４
ｍ
、
最
低

１
１
０
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
15
年
11
月
10
日
、
４
つ
の
村
が
合
併

し
、
瑞
穂
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
33
年
に
埼
玉
県
元
狭
山
村
の
一
部
が
合

併
し
て
、
現
在
の
姿
と
な
り
ま
す
。
県
境
を

ま
た
ぐ
合
併
は
め
ず
ら
し
く
、
合
併
当
時
に

は
大
き
な
運
動
も
起
き
ま
し
た
。

瑞
穂
町
の
南
側
に
位
置
す
る
横
田
基
地

は
、総
面
積
の
約
３
割
、約
２
１
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
、
瑞
穂
町
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滑
走

路
が
町
の
中
心
部
を
南
北
に
延
び
る
た
め
、

騒
音
、
振
動
等
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
国
に
対
策
の
強
化
を
強
く
要
望
し
な

が
ら
も
、
基
地
内
に
住
む
人
と
は
良
き
隣
人

と
し
て
、
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
東
側
に
は
「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
狭
山
丘
陵
が
あ

り
、
１
、
０
０
０
種
を
超
え
る
動
植
物
の
宝

庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
、
町
内
外

か
ら
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
、
７
つ
の
遊
歩
道
を

歩
き
な
が
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
て

大
規
模
地
震
、
大
雨
な
ど
最
近
の
自
然
災

害
は
、
想
定
を
超
え
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
危
機
管
理
官
を

配
置
し
、
災
害
対
策
本
部
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
官
は
、
地
域
や

各
学
校
に
出
向
き
、
防
災
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
対
策

と
し
て
、
先
駆
的
に
気
象
観
測
装
置
「
Ｐ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ
」
を
町
内
に
７
か
所
設
置
し
、
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
町
民
に
配
信
し
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、

対
策
本
部
事
務
局
と
し
て
、
総
合
的
対
策
の

要
と
し
て
機
能
し
、
瑞
穂
町
の
危
機
管
理
、

防
災
体
制
は
以
前
に
増
し
て
強
固
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
も
令
和
２
年
１
月
に
完
成
し
、
免

震
構
造
で
、
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
、
ま
た
町
民
が
使
い
や
す
い
公
共

施
設
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に
は
、
火
災

に
よ
る
死
亡
者
ゼ
ロ
を
１
万
５
千
日
（
41
年

以
上
）
達
成
と
い
う
記
録
を
樹
立
し
、
現
在

も
こ
の
記
録
は
更
新
中
で
す
。
消
防
署
、
消

防
団
、
そ
し
て
町
民
の
防
災
意
識
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
り
、
町
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

待
機
児
童
０ゼロ
を
目
指
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
組
織
を
設
置

瑞
穂
町
で
は
「
育
児
支
援
」
を
重
点
施
策

と
し
、「
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
待

機
児
童
０ゼロ
対
策
」
で
す
。
こ
の
目
標
実
現
の

た
め
、
平
成
30
年
度
に
「
子
育
て
応
援
課
」

を
新
設
し
、
保
育
園
を
含
め
た
乳
幼
児
及
び

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
業
務
を
一
元
化

す
る
こ
と
で
、
組
織
体
制
の
整
備
と
業
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
町
と

町
内
の
保
育
施
設
等
の
双
方
が
「
待
機
児
童

０ゼロ
」
を
共
通
目
標
と
し
て
認
識
し
、
柔
軟
で

弾
力
的
な
受
入
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
も
迅
速

に
対
応
で
き
、保
育
施
設
等
の
待
機
児
童
は
、

▲さやま花多来里の郷
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令
和
２
年
４
月
１
日
の
時
点
で
０
人
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
こ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う

町
内
保
育
施
設
の
改
修
に
伴
う
定
員
の
変
更

な
ど
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
も
０
人
を
達
成
で

き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
な
る
夏
季
休

暇
限
定
の
サ
マ
ー
学
童
を
実
施
す
る
な
ど
、

鋭
意
施
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
の
働
き
方
や
保
育
に
求
め
る
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
町
で

は
ひ
と
り
親
家
庭
の
発
生
割
合
が
、
都
内
の

自
治
体
と
比
べ
て
高
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
保
護
者
の
事
情
や
世
帯
の
状
況

に
応
じ
て
、
選
択
で
き
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
子
育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
出
産
か
ら
子
育

て
ま
で
の
包
括
的
な
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、「
町
で
子
育
て
を
し
て
良
か
っ
た
」「
町

で
育
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
う
方
が
一
人
で

も
増
え
る
よ
う
に
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
、

目
標
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る

　
　

図
書
館
を
目
指
し
て

瑞
穂
町
図
書
館
は
昭
和
48
年
の
開
館
以

来
、町
の
社
会
教
育
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

本
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
町
民
へ
の
資

料
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
周
辺
市
町
村

と
の
相
互
利
用
の
推
進
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
資
料
検
索
や
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
運
用
、
読
書
講
演
会
や
町
独
自
の
「
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
主
催
事
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
先

駆
け
て
、
紙
媒
体
の
資
料
提
供
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
地
域
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

開
館
か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、
建
物
の
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
改
修

工
事
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
町
民
の
意

見
を
設
計
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、「
瑞
穂
町
図
書
館
改

修
工
事
基
本
計
画
」
を
住
民
協
働
で
策
定
し

ま
し
た
。
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
本
や
人

と
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
、
自
分
の
居
場
所

と
感
じ
ら
れ
る
図
書
館
」
で
す
。
誰
も
が
利

用
し
や
す
く
、
よ
り
本
に
親
し
め
る
快
適
な

施
設
と
す
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
令
和
２

年
12
月
、
大
規
模
な
改
修
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

改
修
後
の
図
書
館
に
は
、「
子
ど
も
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
」、
豊

か
な
自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
屋
外
で
読

書
が
で
き
る
「
読
書
テ
ラ
ス
」
な
ど
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
く
本
に
親
し
め
る
新
た
な
空
間
を
つ
く

り
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
、
会
議
や
勉

強
会
な
ど
に
お
使
い
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
た
な
知
的
好
奇
心
と
の
出
会
い
を

創
出
す
る
た
め
、
従
来
の
分
類
に
と
ら
わ
れ

な
い
テ
ー
マ
別
の
配
架
を
取
り
入
れ
、
外
観

や
内
装
、
本
棚
や
設
備
な
ど
「
自
分
の
居
場

所
と
感
じ
ら
れ
る
図
書
館
」
と
し
て
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
見
据
え
た

　
　

ま
ち
づ
く
り

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
関
す
る
計
画

は
、
昭
和
57
年
12
月
に
東
京
都
が
約
93
キ
ロ

の
構
想
路
線
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
瑞

穂
町
も
そ
の
構
想
路
線
に
組
み
込
ま
れ
、
Ｊ

Ｒ
八
高
線
に
加
え
た
新
た
な
町
民
の
生
活
の

交
通
手
段
と
し
て
、
さ
ら
な
る
公
共
交
通
の

充
実
に
向
け
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
大
き

▲モノレール
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な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
（
多
摩
市
）
か

ら
上
北
台
駅
（
東
大
和
市
）
の
区
間
で
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
行
政
、
町
議
会
、
住

民
の
会
、
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、
箱
根
ケ

崎
方
面
（
瑞
穂
町
）
へ
の
延
伸
要
望
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
31
年
４
月
に
は
町
民
有
志
に
よ
る
署

名
活
動
が
行
わ
れ
、
１
１
、
３
４
６
筆
の
署

名
が
都
知
事
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京

都
は
、
令
和
２
年
に
上
北
台
駅
か
ら
箱
根
ケ

崎
方
面
延
伸
に
向
け
た
調
査
費
を
計
上
し
、

基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
2
年
11
月
に
は
「
モ
ノ

レ
ー
ル
を
呼
ぼ
う
　
瑞
穂
の
会
」
が
発
足
し
、

住
民
、
企
業
と
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
工
事

の
早
期
着
工
に
向
け
、
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

町
で
は
、
現
在
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
に
あ
た

る
２
地
区
で
先
行
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
モ
ノ
レ
ー
ル

の
延
伸
と
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
沿
線
の
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
改
定

中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
“
未
来

都
市
構
想
”
と
し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
ま
す
。

圏
央
道
に
近
接
し
、
国
道
や
都
道
の
交
わ

る
交
通
の
要
衝
と
い
う
町
の
立
地
特
性
を
活

か
し
て
、
人
と
モ
ノ
の
新
た
な
流
れ
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
の
変
容
に
よ
る
在

宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
新
し
い

価
値
を
創
造
す
る
活
動
の
適
地
と
し
て
の
都

市
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
将
来
都

市
像
で
あ
る
、
す
み
た
い
ま
ち
　
つ
な
が
る

ま
ち
　
あ
た
ら
し
い
ま
ち
の
創
造
（
想
像
）

は
現
実
的
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

瑞
穂
町
は
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
都

市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、
良
好
な
住
環
境

が
共
存
す
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
町
で

す
。
春
に
は
、
都
内
最
大
の
20
万
株
の
カ
タ

ク
リ
が
咲
く
「
さ
や
ま
花カ

多タ

来ク

里リ

の
郷
」、

カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
江
戸
末
期
の
建
物
「
耕コ

ウ

心シ
ン

館カ
ン

」、
楽
し
い
仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い
の
郷

土
資
料
館
「
け
や
き
館
」、
芝
生
広
場
が
気

持
ち
良
い
「
み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
」
な
ど
魅

力
が
満
載
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
こ
ん

な
時
こ
そ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
焦
ら
ず
、
狭
山
丘

陵
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
を
散
策
し
て
、
自
分
な

り
の
瑞
穂
町
の
楽
し
さ
を
発
見
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

瑞
穂
町
長
　
杉
浦
　
裕
之

（
令
和
３
年
３
月
15
日
付
第
３
１
５
２
号
）

▲けやき館

▲みずほエコパーク

▲耕心館

東京都 瑞穂町
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粟
島
浦
村
の
概
要

粟
島
浦
村
は
、
新
潟
県
村
上
市
の
岩
船
港

か
ら
北
西
35
㎞
に
位
置
し
、
周
囲
23
㎞
の
１

島
１
村
の
小
規
模
離
島
で
す
。
集
落
は
、
東

側
に
定
期
船
の
発
着
す
る
内
浦
、
西
側
に
釜

谷
の
２
集
落
か
ら
な
り
、
約
３
５
０
人
の
島

民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
周
り
が
好
漁
場
で

古
く
か
ら
水
産
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
昭
和
40
年
代
の
離
島

ブ
ー
ム
以
来
、
観
光
業
が
粟
島
の
主
要
産
業

に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
比
較
的

温
暖
な
気
候
の
た
め
降
雪
も
少
な
く
、
暖
流

と
寒
流
の
交
じ
り
合
う
影
響
で
海
の
幸
・
山

の
幸
が
豊
富
な
島
で
す
。

粟
島
は
「
鯛
の
島
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
産
卵
の
た
め
近
海
に

集
ま
る
真
鯛
の
水
揚
げ
が
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
こ
の
頃
は
10
㎏
ク
ラ
ス
の
大
物
を

求
め
て
、
多
く
の
太
公
望
も
来
島
し
ま
す
。

郷
土
料
理
の
代
表
は
「
ワ
ッ
パ
煮
」
で
す
。

も
と
も
と
は
漁
の
合
間
に
磯
に
上
が
り
食
べ

て
い
た
漁
師
の
料
理
で
す
。
ワ
ッ
パ
と
い
う

杉
の
器
に
真
っ
赤
に
焼
け
た
石
を
入
れ
煮
立

て
調
理
す
る
魚
の
味
噌
汁
で
す
。

明
治
22
年
村
政
施
行
し
た
粟
島
は
、
令
和

元
年
に
村
制
施
行
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
内
外
か

ら
大
勢
の
来
賓
の
方
を
お
招
き
し
、
盛
大
に

▲

西
海
岸
の
景
観

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

新潟県

粟島浦村
あわしまうらむら

日
本
海
に
浮
か
ぶ

　
新
潟
県
の
小
さ
な
島
　
粟
島

新潟県

粟島浦村
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記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

粟
島
の
歴
史
は
古
く
、
お
よ
そ
５
千
年
前

か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
世
で
は
、西
方
浄
土
の
入
口
と
見
て
、

来
世
の
幸
せ
を
願
い
建
立
し
た
板
碑
も
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
世
で
は
、
北
前

船
の
風
待
ち
と
食
糧
の
補
給
地
と
し
て
重
要

な
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

古
く
か
ら
粟
島
が
そ
の
時
代
時
代
の
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
自
然

環
境
の
も
と
で
先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
粟

島
の
足
跡
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
粟
島
で
生
き

る
私
た
ち
の
使
命
と
捉
え
て
い
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学

現
在
、
全
国
で
小
中
学
生
を
対
象
に
離
島

留
学
を
実
施
し
て
い
る
島
は
、
30
島
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
粟
島
浦
村
が
行
っ
て
い
る
離
島
留

学
制
度
も
そ
の
中
の
１
つ
で
す
。
令
和
３
年

度
は
、
し
お
か
ぜ
留
学
募
集
予
定
人
員
12
名

に
対
し
、
応
募
者
数
は
、
50
名
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
小
中
学
生
が
応

募
す
る
要
因
の
１
つ
に
他
の
離
島
留
学
に
は

見
ら
れ
な
い
、馬
を
介
在
し
た
「
命
の
教
育
」

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学
に
至
っ
た
経
緯

平
成
24
年
、
児
童
生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
予
測
を
調
査
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
平
成
30
年
に
は
、
島
の
中

学
生
が
２
名
だ
け
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、同
級
生
も
い
な
く
、

先
輩
や
後
輩
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
学
校
生
活

を
子
ど
も
た
ち
へ
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
卒
業
後
も
同
窓
会
さ
え
で
き

な
い
粟
島
浦
小
中
学
校
出
身
者
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
存
続
さ
え
危
ぶ

ま
れ
、
地
域
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

は
明
白
で
す
。
児
童
生
徒
数
の
極
端
な
減
少

は
、
教
員
数
に
も
影
響
し
、
教
育
活
動
の
質

そ
の
も
の
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
学
校

の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
職
員
会
議
の
機
会
に
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
が
一
目
瞭
然
と
な
る
よ
う

に
数
値
化
し
グ
ラ
フ
で
示
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
し
お
か
ぜ
留
学
の
準
備

を
す
る
年
で
し
た
。
平
成
25
年
４
月
か
ら
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
地
域
住
民
、

学
校
、
教
育
委
員
会
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ

る
会
議
を
何
度
も
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
集
ま
り
な
ど
で
、
保
護
者
に
対
し
て

し
お
か
ぜ
留
学
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
と
共
に
し
お
か
ぜ

留
学
は
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学

実
施
に
か
か
わ
る
組
織

事
業
主
体
を
粟
島
浦
村
と
し
、
運
営
管
理

を
教
育
委
員
会
が
担
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生

は
男
子
寮
と
女
子
寮
に
分
か
れ
、
集
団
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
は
里
親
制
度
が
始
ま
り
、

受
け
入
れ
人
数
も
20
名
と
な
り
ま
し
た
。
何

▲

生
徒
数
推
移

▲

寮
で
の
様
子

新潟県 粟島浦村
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れ
の
宿
舎
に
も
管
理
人
が
常
駐
し
、
親
代
わ

り
と
し
て
留
学
生
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
以
外
の
留
学
生
の
活
動
の
拠

点
は
、
あ
わ
し
ま
牧
場
で
す
。「
命
の
教
育
」

を
実
践
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

牧
場
活
動

１
　
基
本
方
針

馬
は
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
馬
の
下
、
群
れ

で
安
全
・
安
息
に
暮
ら
す
の
が
基
本
本
能

で
す
。
牧
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
馬
に
と
っ

て
の
リ
ー
ダ
ー
は
人
間
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

馬
の
気
持
ち
を
察
知
し
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
事
項
を
理
解
し
、
馬

に
寄
り
添
っ
た
行
動
が
で
き
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
目
標
は
、
牧
場
活
動
を
通
し

て
、「
忍
耐
・
協
調
・
協
力
」
の
で
き
る
人

間
の
育
成
で
す
。
留
学
生
が
今
後
成
長
し
、

社
会
の
一
員
と
な
っ
た
と
き
の
基
本
と
も

な
り
ま
す
。

２
　
具
体
的
な
活
動

児
童
生
徒
の
意
思
を
尊
重
し
、
２
コ
ー
ス

に
分
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

乗
馬
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
馬
術
大
会

な
ど
に
も
参
加
す
る
コ
ー
ス

②
　
ハ
ピ
ネ
ス
コ
ー
ス

牧
場
活
動
は
朝
飼
い
（
朝
の
牧
場
活
動
）

の
み
と
し
、
放
課
後
は
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
地
域
活
動
を
行
う
コ
ー
ス

両
コ
ー
ス
と
も
朝
の
飼
養
管
理
を
通
し

て
馬
と
い
う
動
物
を
理
解
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
朝
の
給
餌
活
動
は
午
前

６
時
15
分
か
ら
６
時
50
分
を
め
ど
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
終
了
後
寮
に
戻

り
、
朝
食
後
登
校
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
児
童
生
徒
は
、

放
課
後
牧
場
に
集
ま
り
厩
舎
の
清
掃
、
給

餌
、
馬
体
の
手
入
れ
の
後
、
騎
乗
練
習
に

取
り
組
み
ま
す
。

３
　
命
の
教
育

「
厩
七
分
に
乗
り
三
分
」
こ
の
言
葉
は
、

指
導
者
が
児
童
生
徒
に
、「
馬
と
心
を
通
じ

合
わ
せ
る
こ
と
が
全
て
の
基
本
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
る
際
に
使
う
言
葉
で

す
。馬

は
世
話
を
し
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
自

ら
の
背
を
差
し
出
す
の
で
あ
っ
て
、
先
ず

は
馬
と
心
通
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

一�

、
厩
に
入
り
馬
の
眼
を
見
て
声
を
か
け
、

体
を
撫
で
て
観
察
し
、
友
だ
ち
や
家
族
の

一
員
と
し
て
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
。

一�

、
馬
の
鼻
に
顔
を
近
づ
け
る
こ
と
で
馬
の

息
づ
か
い
を
感
じ
る
。
体
を
撫
で
る
こ
と

で
、
手
の
ひ
ら
に
伝
わ
る
生
命
の
暖
か
さ

を
感
じ
る
。

一�

、
日
々
水
を
や
り
、
餌
を
や
る
こ
と
で
馬

の
命
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
牧
場
活
動
を
通
し
て
命
の
大

切
さ
を
身
を
も
っ
て
知
り
、
そ
の
気
持
ち
を

日
常
の
生
活
に
生
か
し
、
友
を
思
い
や
る
気

持
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
成
長
し
て
も
ら
い

▲

馬
の
手
入
れ

▲

海
岸
を
駆
け
る
馬
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た
い
と
願
い
「
命
の
教
育
」
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

馬
を
介
在
し
た
交
流
活
動

モ
ン
ゴ
ル
国
エ
ル
デ
ネ
村
の
子
ど
も
た
ち

と
粟
島
浦
村
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

①
契
機

新
潟
県
弥
彦
村
小
林
村
長
と
の
懇
談
の

際
に
、
モ
ン
ゴ
ル
国
エ
ル
デ
ネ
村
が
話
題

と
な
り
、
風
土
や
生
活
環
境
が
異
な
る
当

村
に
牧
場
が
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
エ
ル
デ
ネ
村
の
訪
問
団
の
受
入
れ
を

弥
彦
村
に
提
案
し
ま
し
た
。

②
受
入
れ
体
制

島
を
あ
げ
て
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

多
く
の
島
民
が
港
に
集
い
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

の
お
客
様
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
交
流
会
は
、

粟
島
浦
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
全
員
で
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
牧
場
で
の
活
動
を

主
た
る
活
動
と
し
ま
す
が
、
牧
場
活
動
を

行
っ
て
い
な
い
児
童
生
徒
の
関
わ
り
方
と

し
て
、
海
水
浴
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
で
の
活

動
を
と
お
し
て
交
流
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

③
成
果

モ
ン
ゴ
ル
で
は
見
ら
れ
な
い
海
に
囲
ま

れ
た
粟
島
で
宿
泊
し
、
自
国
と
は
異
な
る

環
境
の
中
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
馬
に
触
れ

る
と
共
に
、
日
頃
身
に
つ
け
た
乗
馬
技
術

を
牧
場
活
動
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
し
お
か
ぜ
留
学
」

令
和
３
年
４
月
に
９
年
目
を
迎
え
る
し

お
か
ぜ
留
学
制
度
で
す
。
最
初
か
ら
き
ち

ん
と
し
た
形
で
制
度
を
示
す
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
が
、
す
べ
て
の
課
題
を
想
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
制
度
に
無
理
矢
理
従
わ
せ
よ
う
と
す

る
と
留
学
生
は
増
え
ず
、
制
度
も
定
着
せ

ず
、
せ
っ
か
く
の
取
組
が
意
味
を
も
た
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
話

し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
き
、

そ
こ
で
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、

昨
年
、こ
れ
ま
で
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、「
令

和
２
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事

例
表
彰
　
総
務
大
臣
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
全
国
各
地
か
ら
児
童
生
徒
が
当
村
に

集
ま
っ
て
来
る
手
前
、ま
ず
、当
村
の
対
応
・

体
制
を
島
の
内
外
に
示
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
話
合
い
な
が
ら
制
度
を
充

実
さ
せ
、
児
童
生
徒
か
ら
は
、「
第
二
の
故

郷
」
と
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
に

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ま
だ
ま
だ

種
を
蒔
い
て
い
る
段
階
で
す
が
、
い
つ
か

こ
の
「
し
お
か
ぜ
」
が
、
実
を
結
ん
で
地

域
活
性
化
の
「
か
ぜ
」
に
な
る
も
の
と
信

じ
て
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

粟
島
浦
村
長
　
本
保
　
建
男

（
令
和
３
年
４
月
５
日
付
第
３
１
５
５
号
）

▲

海
で
の
乗
馬

▲

歓
迎
式
典

新潟県 粟島浦村
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は
じ
め
に

こ
の
度
、
町
村
週
報
に
お
い
て
海
田
町
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
今
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
住
民

の
皆
さ
ま
に
外
出
の
自
粛
等
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
本
稿
が
届
く
頃
に
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
全
く
分

か
ら
な
い
中
で
す
が
、
住
民
に
も
っ
と
も
近

い
行
政
で
あ
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
あ
り
、
こ
れ

を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
全
国
の
首
長
の
皆

さ
ま
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

町
の
概
要 

～
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
人
々
の
営

み
が
続
い
て
き
た
ま
ち
、
海
田
～

本
町
は
、
広
島
県
広
島
市
の
東
部
に
位
置

し
、
面
積
13
、
79
㎢
に
、
約
３
万
人
が
暮
ら

す
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
す
。

町
の
西
側
に
は
海
田
湾
が
開
け
、
北
側
と

東
西
は
、
３
０
０
ｍ
～
６
０
０
ｍ
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
側
に
は
日ひ
の
う
ら
や
ま

浦
山
と

い
う
標
高
３
４
０
ｍ
ほ
ど
の
山
が
あ
り
、
1

時
間
ほ
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
大
展
望
の
山
頂

に
立
て
る
こ
と
か
ら
老
若
男
女
を
問
わ
ず
人

気
の
山
で
す
。
山
頂
か
ら
は
、
広
島
湾
や
広

島
市
街
、
街
を
取
り
囲
む
緑
の
山
々
の
絶
景

が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
海
田
の
国
道
２
号
沿
い
を
ゆ
っ
く

り
流
れ
、
海
田
湾
に
注
ぐ
川
を
瀬
野
川
と
い

い
、
住
民
や
近
隣
の
方
々
が
気
軽
に
水
と
親

し
め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
年

間
を
通
じ
て
河
川
敷
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

町
の
歴
史
は
古
く
、
町
内
に
点
在
す
る
貝

塚
や
古
墳
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
海
田
の
様

子
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
中
世
以
降
は
、
主

に
農
村
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て

▲

日
浦
山
の
山
頂
か
ら
の
風
景
。
広
島
湾
や
広
島
市
街
を
一
望
で
き
る

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

広島県

海田町
かいたちょう

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

広島県

海田町
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い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
近
世
の

西
国
街
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
宿
駅
と
し
て

栄
え
、
戦
後
も
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
生
ん
だ
ま
ち

今
年
開
催
予
定
だ
っ
た
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
延
期
と
な
り
、
併
せ
て
聖
火
リ

レ
ー
の
日
程
も
再
調
整
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
町
も
聖
火
リ
レ
ー
実
施
市
区
町
村
の
１
つ

と
し
て
選
定
さ
れ
、
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

本
町
は
、
１
９
２
８
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
三
段
跳
で
日
本
人
初
の
金

メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
織
田
幹
雄
氏
生
誕
の

地
で
あ
り
、
本
年
４
月
に
開
館
し
た
織
田
幹

雄
記
念
館
等
を
拠
点
に
、
町
を
挙
げ
て
聖
火

リ
レ
ー
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

「
今
後
、
人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
打
ち
勝
っ
た
証
と
し
て
、
完
全
な

形
で
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
」

（
安
倍
首
相
）
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
～
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
ト
と
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
～

私
が
大
切
に
し
て
い
る
視
点
と
し
て
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
は
、
未
来
の
あ
る
時

点
に
理
想
と
な
る
目
標
を
設
定
し
、
そ
こ
か

ら
振
り
返
っ
て
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
方
法
の
こ
と
で
す
。
我
々
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
に
あ
っ
て
、

理
想
像
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
知
恵
を
絞
る

と
い
う
姿
勢
が
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、
過
去
を

再
評
価
し
、
今
後
の
取
組
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
過
去
と
未
来
と
の
両
方
を
見

据
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
ま
ち
　
海
田

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、「
か
い
た
版
ネ

ウ
ボ
ラ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
町
で
は
安
心
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
町
内
の
拠
点
施
設
の

機
能
を
強
化
し
た
『
か
い
た
版
ネ
ウ
ボ
ラ
』

を
設
置
し
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
保
健
師
）や
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
保

育
士
）
が
常
駐
し
、
妊
娠
中
か
ら
お
母
さ
ん

の
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
や
家

族
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
機
会
を
増
や

し
、
家
族
み
ん
な
で
子
育
て
す
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
妊
婦
健
診
や
子

ど
も
の
健
康
診
査
な
ど
の
結
果
を
簡
単
に
記

録
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
導

入
し
、
町
か
ら
の
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
（
送

信
者
が
受
信
者
に
通
知
を
お
知
ら
せ
す
る
）

で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
し
た
。

こ
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
取
組
は
、
多
く
の

自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

▲宿駅の要職を勤めた旧千葉家住宅

▲織田幹雄記念館（織田幹雄スクエア2階）

▲かいた版ネウボラ概要

○赤ちゃんのお風呂の入れ方
（沐浴体験）

○育児用品について
～何をどれだけ～

○パパの育児参加

妊娠期 産 後 子育て期

ひろしま版ネウボラ構築・広島県モデル事業

～妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援～

《パパママ教室》

《お父さん講座》

ご家族一緒に参加できるよう土曜日の講座があります。
どの講座も❝ひまわりプラザ❞で開催します.
かいた版ネウボラでは家庭教育の大切さを子育て家庭へ届けます、ご家族でお越しください。

～お父さんと一緒に
ベビーマッサージ～

～産後の体を
見つめる運動～

★母子健康手帳の発行
★プレママ教室
★マタニティサロン
★デイケアー・宿泊型サービス
★産後ヘルパー
★産後ママのための休憩室
★ひよこ相談室
★助産師の相談室

❝孫育て講座❞

～お父さんと一緒に
ふれあい体操～

～育児のひとときに
（リフレッシュビクス）～

❝家族みんなで
体を動かそう❞

❝家族で運動会❞

❝ぐんぐん❞
（１１か月児親子教室）

❝つどいの広場❞

❝ままたいむ❞

❝ひまわりプラザ（かいた版ネウボラ拠点施設）❞
○住 所：海田町南つくも町１１番１６号
○電 話：０８２－８２４－１２２５
○ＦＡ Ｘ ： ０８２－８２４－１２４６
○Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｍａｐｌａ@ｔｏｗｎ．ｋａｉｔａ．ｌｇ．ｊｐ

～お父さんと
ふれあい体操～

《ネウボラアプリ》
電子母子手帳アプリを活用した情報発信を始めます
パパママ教室の講座。１歳６か月児健診。３歳児健診などの情報発信
アプリの機能でお子さまの成長記録もできます!!

～妊婦体操と
お産に向けての
体づくり～

広島県
海田町

《離乳食教室・ステップ２ 》

家庭支援教育講座

❝ママのおひざで
読み聞かせ❞

《教 室》
赤ちゃん教室/親子教室

離乳食教室・ステップ２が始まります
簡単レシピを紹介。離乳食の質問にお答え!!

▲ネウボラ活動風景（お父さん講座）

広島県 海田町
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が
、
本
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
等
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
方
々

と
職
員
と
が
し
っ
か
り
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後

は
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」

に
加
え
て
、
対
象
者
全
体
に
働
き
か
け
る

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
仕
組

み
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
と
地
方
創
生

人
口
の
面
か
ら
言
え
ば
、
年
代
ご
と
の
で

こ
ぼ
こ
が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

将
来
性
の
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
町
で
は
０
歳
か
ら
４
歳
の
割
合

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ネ
ウ
ボ
ラ
施

策
を
積
極
的
に
や
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

一
方
で
、
広
島
県
全
体
で
は
、
人
口
減
少

が
続
い
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
２
８
０

万
人
を
割
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
は
、
我
々
基
礎
自
治
体
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
が
、
人
口

を
増
や
す
に
は
市
町
村
間
で
取
り
合
う
よ
り

も
、
地
域
の
強
み
を
伸
ば
す
中
で
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
育
つ
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ウ
ボ
ラ

の
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
職
員
と
と
も

に
日
々
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
展
開
　
～
情
報
の
見
え
る
化
～

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
状

況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
打
つ
手
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
私
が
１
番
大
切

に
し
て
い
る
の
が「
情
報
の
見
え
る
化
」で
す
。

私
自
身
も
数
字
に
基
づ
い
た
説
明
を
心
掛

け
、
職
員
に
も
求
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

我
々
行
政
の
業
務
に
は
数
字
に
で
き
な
い
部

分
も
多
い
の
で
す
が
、
ま
ず
「
数
字
で
全
体

像
を
捉
え
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
数
値
の
推

移
を
把
握
」
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
「
住

民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
（
見
え

る
化
）」
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
住

民
理
解
を
得
ら
れ
る
か
、
行
政
へ
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
か
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

例
と
し
て
、
本
町
の
人
口
推
移
等
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
も
の
が
表

１
で
す
。

▲海田町　住基人口と世帯の年毎推移

海田町 住基人口と世帯の年毎推移

広島県
海田町

28,980 28,988 28,851 

28,779 

28,865 

29,105 29,270 

29,586 

29,838 

30,000 

12,178 12,220 12,244 

12,310 

12,425 

12,654 

12,805 

13,043 

13,236 

13,376 

12,000

12,200

12,400

12,600

12,800

13,000

13,200

13,400

13,600

13,800

14,000

28,000

28,200

28,400

28,600

28,800

29,000

29,200

29,400

29,600

29,800

30,000

30,200

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

(世帯)(人)

(年)

年別人口・世帯数推移

総人口 総世帯数

▲表１　海田町の人口推移等を多角的に分析した図表
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コンパクト

誕生
ネウボラ
人口対策

平均寿命
健康寿命
人生100
百歳体操
外出支援

出典：RESAS

33,722 
43,724 

49,260 
52,514 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H28実績
（Ａ）

H29実績
（B）

H30実績
（Ｃ）

R01予想
（D）

かいた版ネウボラ（総参加者数）

母子保健事業
（合計）

子育て支援事業
（合計）

合 計

80.18 
79.85 

82.20 82.70 83.22 

88.66 

86.37 

88.19 87.73 87.78 

78.74 78.40 
80.49 80.83 81.44 

84.60 83.23 83.23 83.42 83.52 

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

H25（基準値） H27実績 H28実績 H29実績 H30実績

平均寿命（男）

海田町の平均寿命と健康寿命の年度別推移

要介護者の支援件数の
推移（介護・介護予防）

2015年

2030年
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人
口
推
移
だ
け
で
な
く
、
健
康
寿
命
や
要

介
護
者
の
状
況
な
ど
、
複
数
の
デ
ー
タ
を
重

ね
て
見
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
打
つ
手
が
浮

か
び
あ
が
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
説
明
の

際
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠
を
持
っ
て
説

明
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
町
の
職

員
間
で
も
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
例
と
し
て
、
先
の
豪
雨
災
害

の
と
き
の
避
難
行
動
の
状
況
等
を
示
し
た
の

が
、
次
の
表
２
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
３
つ
の
山
が
あ
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
避
難

率
が
総
じ
て
高
い
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

「
子
ど
も
が
逃
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
親
や
家

族
も
逃
げ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
に
状
況
を
伝
え
る
際
に

も
、
デ
ー
タ
の
提
供
に
よ
る
「
見
え
る
化
」

は
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
や
県

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内

を
流
れ
る
瀬
野
川
の
水
位
や
気
象
状
況
等

を
ス
マ
ホ
か
ら
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
作

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
内
の
危
険
箇
所

等
の
状
況
を
映
像
で
随
時
見
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
必
要
な
情
報
を
正
確
に
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
、
避
難

率
の
向
上
と
い
う
行
動
変
容
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
発
災
時
に
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
持
っ
て
現
場
に
出
向
き
、
状
況

の
報
告
や
映
像
等
を
入
力
し
、
速
や
か

に
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

～
記
憶
か
ら
記
録
へ
～

本
町
で
は
、
災
害
対
応
等
の
業
務
に

つ
い
て
、
日
々
の
記
録
を
残
す
こ
と
に

徹
底
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
町
で
は

こ
れ
を
Ｔ
Ｌ
（
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
）
と
呼
び
、

記
録
を
残
し
、
共
有

で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
当
た
っ
て
も
、

対
策
本
部
の
開
催
、

県
及
び
関
係
機
関
等

と
の
協
議
、
町
内
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
内
容
な
ど
、
全
て
記
録
に
残
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
こ
と
で
対
応
状
況
が
瞬
時
に

把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
記
録
に
残
し
て
後

日
検
証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
の
危
機
管

理
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
代
え
て

最
後
に
、
本
町
の
町
花
・
町
木
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
町
花
に
つ
い
て

夏
の
日
ざ
し
の
中
で
、
太
陽
に
向
か
っ
て

伸
び
る
ヒ
マ
ワ
リ
の
姿
は
、
ど
ん
な
困
難
に

も
負
け
ず
、
明
る
く
、
健
康
で
た
く
ま
し
い

も
の
で
す
。
夢
と
希
望
を
秘
め
て
発
展
す
る

海
田
町
を
象
徴
す
る
花
と
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
を

町
の
花
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
木
に
つ
い
て

大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
、
大
き

な
枝
を
広
げ
た
ク
ス
ノ
キ
の
姿
は
、
雄
々
し

く
、
ど
ん
な
苦
労
を
も
受
け
止
め
る
風
格
が

あ
り
ま
す
。
町
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
海
田

町
を
象
徴
す
る
木
と
し
て
ク
ス
ノ
キ
を
町
の

木
と
し
て
い
ま
す
。

「
良
樹
細
根
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
と
お

り
、
苦
境
の
と
き
こ
そ
、
普
段
は
目
に
触
れ

な
い
部
分
を
大
切
に
し
、
や
る
べ
き
こ
と
を

き
っ
ち
り
と
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
、
次
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
む
と
信
じ
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
の
先
進
事
例
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
・
県
等
と
も
緊
密
に

連
携
し
、「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
田
町
長
　
西
田
　
祐
三

（
令
和
２
年
６
月
29
日
付
第
３
１
２
４
号
）

▲

表
２
　
西
日
本
豪
雨
の
際
の
避
難
行
動
の
状
況
等

平成30年7月6日に広島県安芸郡海田町で発生した土砂災害に対して
年齢・性別の避難数（概要）（平成30年6月末現在30,465人（海田町29,999人 隣接広島市466人）

広島県
海田町

▲町木のクスノキ。町民に安らぎを与える

◀�

町
内
の
災
害
情
報
等
の
閲
覧
ペ
ー
ジ（
海
田
町
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

広島県 海田町
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和
木
町
の
概
要

和
木
町
は
山
口
県
の
東
端
に
位
置
し
、
広

島
県
と
小
瀬
川
を
挟
ん
で
隣
接
し
て
い
ま

す
。
町
域
は
岩
国
市
と
接
し
、
北
は
広
島
県

大
竹
市
、東
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

行
政
区
域
面
積
は
10
・
58
㎢
で
、
そ
の
う
ち

約
50
％
が
山
林
で
あ
り
、
平
地
の
ほ
と
ん
ど

は
宅
地
化
さ
れ
、
農
耕
地
は
わ
ず
か
2
・

5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
勢
は
、南
側
に
緑
豊
か
な
山
々
を
擁
し
、

北
側
を
小
瀬
川
に
接
し
た
低
い
地
域
で
東
西

に
開
け
、
小
瀬
川
河
口
部
の
堆
積
地
の
上
に

で
き
た
町
で
す
。
気
候
は
、
瀬
戸
内
海
気
候

で
あ
り
、
気
温
は
四
季
を
通
し
て
温
度
差
が

少
な
く
、年
間
平
均
気
温
は
15
～
16
℃
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
吉
川
家
の
所
領
に
あ
り
、

明
治
22
年
の
市
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
小

瀬
・
和
木
・
関
ヶ
浜
・
瀬
田
の
４
村
を
統
治

し
て
小
瀬
川
村
と
な
り
、
明
治
32
年
に
小
瀬

村
と
分
離
し
て
和
木
村
が
誕
生
、
昭
和
48
年

に
町
制
施
行
し
和
木
町
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
人
口
は
６
、
２
１
４
人
、
２
、
７

０
１
世
帯
（
令
和
2
年
６
月
1
日
現
在
）
で

す
。

町
の
発
展
を
支
え
る
産
業

か
つ
て
は
農
業
と
海
苔
の
生
産
が
主
で
し

た
が
、
明
治
39
年
に
現
在
の
日
本
製
紙
㈱
の

前
身
で
あ
る
芸
防
抄
紙
㈱
が
進
出
、
さ
ら
に

昭
和
15
年
に
陸
軍
燃
料
廠
、
次
い
で
現
在
の

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
麻
里
布
製
油
所
の
前
身
で

あ
る
興
亜
石
油
㈱
が
設
立
さ
れ
る
に
至
り
、

▲

地
域
の
憩
い
の
場

　蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　バ
ラ
園

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

山口県

和木町
わきちょう

小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
輝ひ

か

る

和
木
町
を
未
来
に
つ
な
ぐ

山口県

和木町

岩国
錦帯橋
空港
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工
業
の
町
と
し
て
の
色
彩
が
強
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
戦
争
に
よ
り
打
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
昭
和
31
年
に
三
井
化
学
㈱
の
前
身

で
あ
る
三
井
石
油
化
学
工
業
㈱
が
陸
軍
燃
料

廠
跡
地
に
進
出
し
、
日
本
初
の
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
町
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
に

至
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
の
丘
　
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

昭
和
54
年
か
ら
、
和
木
町
の
唯
一
の
観
光

資
源
で
あ
る
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
整
備
に
着

手
し
、
昭
和
62
年
に
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
平
成
2
年
に
は
バ
ラ

園
の
完
成
、
平
成
3
年
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転

開
始
、
平
成
4
年
に
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
が

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
町
民
だ
け
で
な
く

近
隣
の
人
々
に
も
愛
さ
れ
る
公
園
と
し
て

次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に

は
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
隣
接
地
に
本
格
的
な

ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
を
中
心
と
し
た
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と

な
り
ま
し
た
。

現
在
、令
和
3
年
3
月
の
完
成
を
目
指
し
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
交
流

棟
な
ど
、
賑
わ
い
と
憩
い
の
場
を
兼
ね
備
え

た
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
強
み
を
活
か
し
て

第
1
期
総
合
戦
略
で
は
、「
地
域
に
根
差

し
た
産
業
、
多
様
な
雇
用
の
創
出
」、「
誰
も

が
楽
し
く
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
る
た
め
の

支
援
」、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好

な
生
活
環
境
の
確
保
」
を
人
口
目
標
達
成
の

た
め
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
推
進
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
人
口
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
20
歳
代
後
半
並
び
に
30
歳
代

前
半
の
い
わ
ゆ
る
子
育
て
世
代
は
転
入
超
過

と
な
っ
て
お
り
、
出
生
数
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、
本
町
の
強
み
で
あ
る
、
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
産
業
基
盤
、

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
各
１
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な

が
ら
の
教
育
活
動
、
鉄
道
や
道
路
、
空
港
等

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
等
を
最
大
限
活
か

し
、
平
成
27
年
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、地
域
全
体
を
学
校
と
位
置
づ
け
た
、

和
木
学
園
構
想
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
を
土
台
と
し
た
町
づ
く
り
　

～
町
ぐ
る
み
・
和
木
学
園
構
想
～

本
町
で
は
「
町
ぐ
る
み
和
木
学
園
」
と
い

う
構
想
を
掲
げ
、「
生
涯
学
習
」
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

和
木
学
園
と
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま

り
の
あ
る
町
を
ひ
と
つ
の
学
園
と
見
な
し
、

産
ま
れ
る
前
か
ら
お
墓
に
入
る
ま
で
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
中
で
「
生
涯
学
習
」
を
推
進

し
て
い
く
取
組
の
こ
と
で
す
。
立
ち
上
げ
時

に
は
「
和
木
学
園
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す

か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
に
居
住

し
て
い
る
方
、
お
勤
め
の
方
は
、
み
ん
な
が

「
和
木
学
園
生
」
で
あ
り
、「
み
ん
な
が
生
徒
　

み
ん
な
が
先
生
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

と
も
に
学
び
合
い
、
和
木
町
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
学
校
教
育
か
ら
社
会
教
育
ま
で

町
民
に
と
っ
て
の
豊
か
な
学
び
や
体
験
に
関

係
す
る
取
組
は
全
て
和
木
学
園
構
想
に
あ
て

は
ま
る
と
言
え
ま
す
。

▲日本で最初の石油化学コンビナート

▲和木町立和木こども園（幼保連携型認定こども園）

山口県 和木町

117_3130山口県_和木町_三.indd   119 2022/09/29   0:20



119

広
が
る
取
組

和
木
学
園
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き

て
い
る
の
か
、全
て
は
網
羅
で
き
ま
せ
ん
が
、

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
29

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
の
「
和
木
学
園

講
座
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
他
の
市
町
村
同
様
、
生
涯
学
習
関

係
の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
健
康
」、

「
人
権
」、「
生
き
方
」、「
歴
史
」と
い
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
豊
か
な
人
生
に
つ
な

が
る
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
お
り
、
著
名

な
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
域
の
人

材
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

す
。そ

の
他
、「
郷
土
料
理
等
の
調
理
を
体
験

す
る
も
の
」
や
「
防
災
講
座
」、
野
外
で
の

活
動
と
し
て
、「
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
や
「
社

会
見
学
」、「
町
内
史
跡
め
ぐ
り
」
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

単
日
の
取
組
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
和

木
学
農
園
」
と
い
う
自
然
農
法
の
農
園
も
運

営
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
月
１
回
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
作
物
が
給

食
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
１
つ
の
活
動

が
多
方
面
に
「
つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
く

こ
と
」
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
「
わ
き
あ
い

キ
ッ
ズ
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
連
携

し
て
の「
体
験
入
部
」や
毎
週
水
曜
日
の「
昔

あ
そ
び
」、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
だ
が
し

屋
体
験
」、
夏
（
海
）
と
秋
（
森
）
に
行
う

自
然
体
験
、
ち
ぎ
り
絵
教
室
、
歴
史
教
室
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
高

齢
の
指
導
者
と
の
異
世
代
交
流
の
良
い
機
会

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、（
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
町
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ど
う
ぞ
！
）
日
々
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら
各

種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
、
各
団
体
・
年
代
の

町
民
の
活
動
全
て
が
和
木
学
園
の
活
動
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
携
わ
る
方
々
が
、

輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
和
木
学
園
の
特
徴
は

和
木
の
魅
力
的
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
通

じ
て
学
び
合
い
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

和
木
町
な
ら
で
は
の
地
域
連
携
教
育

町
は
教
育
目
標
と
し
て
、「
～
ふ
る
さ
と

和
木
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
和
木
の
将
来

を
担
う
人
づ
く
り
～
」
を
掲
げ
て
お
り
、
教

育
も
和
木
学
園
構
想
と
連
動
す
る
形
に
な
っ ▲和木学農園の参加者と収穫した野菜

 
 
 

▲和木学園の概要パンフレット

▲和木学園講座「歴史教室」の様子
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て
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
具
体
的
な
活
動

の
１
つ
に「
和
木
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
協
育
ネ
ッ

ト
協
議
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
協
議
会
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
平
成
27
年

度
よ
り
始
動
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
で
一
貫
し
た
教
育
を
進
め
る
こ

と
も
含
め
、
学
校
運
営
協
議
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
文

化
協
会
・
体
育
協
会
・
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
・
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
・
教
育
委
員
会
が
一
同
に
会

し
、「
学
力
向
上
」、「
心
の
教
育
」、「
体
力

向
上
」
に
分
か
れ
て
協
議
を
し
ま
す
。“
め

ざ
す
子
ど
も
像
”
を
考
え
、
そ
の
後
、
こ
ど

も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
全
教
職
員
で
、

具
体
的
な
取
組
を
考
え
て
実
践
、
年
度
末
に

は
検
証
し
、
次
年
度
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
と
園
・
小
・
中
が
同

一
歩
調
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

「
本
音
レ
ベ
ル
で
思
い
を
共
有
し
、
当
事
者

意
識
で
つ
な
が
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
来

年
度
以
降
も
前
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
、
高
等
学
校
が
な
い
た

め
、
中
学
校
卒
業
後
は
、
町
の
行
事
や
地
域

の
諸
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
和
木
町
に
孝

行
（
高
校
）
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
画
し
、

奉
仕
の
精
神
を
培
っ
た
り
、
学
び
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
が＜

学
校
・
家
庭
・
地
域＞

の

教
育
機
能
の
活
性
化
を
図
り
、
心
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
郷
土
を
愛
す
る
人

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
講
座
の
「
和
木
大
学
」
も
あ
り
、
受
講
年

数
に
応
じ
て
「
学
士
」～「
名
誉
教
授
」
ま
で

和
木
町
独
自
の
称
号
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、大
人
の
積
極
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
も
の
と
し
て
、
和
木
町
内
に
住
所
を

有
す
る
全
て
の
方
の
英
語
検
定
、
数
学
検
定
、

漢
字
検
定
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
お
け
る
検
定
料

を
全
額
助
成
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
も
実
践

し
て
い
ま
す
。
和
木
町
は
、
日
本
最
初
の
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
擁
し
て
お
り
、
学

校
や
地
域
と
協
働
し
た
取
組
を
「
コ
ン
ビ
学

習
」
と
称
し
て
い
ま
す
。「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」

と
「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
コ
ン
ビ
で
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
企
業
の
優

れ
た
教
育
力
を
地
域
に
還
元
す
る
取
組
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
続
け
た
く
な
る
和
木
町
を
目
指
し
て

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
第
１
期
総
合
戦

略
で
計
画
し
た
取
組
・
施
策
の
進
捗
状
況
と

効
果
、
生
じ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、「
基

本
目
標
」
及
び
「
基
本
的
な
方
向
」
ご
と
に

評
価
を
行
い
、
第
2
期
の
策
定
に
向
け
て
検

討
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
と
課
題
並
び
に
第
5
次
和
木
町

総
合
計
画
を
柱
と
す
る
各
種
計
画
と
の
整
合

性
を
と
る
と
と
も
に
、新
た
に
“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
17
の
分
野
別
目
標
を
踏

ま
え
て
、
本
年
3
月
、
第
2
期
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、和
木
町
の
関
係
人
口
増
加
や
、

住
民
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、「
和
木
学
園
講
座
の
推
進
」
を
政
策
基

本
目
標
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
育
成
や
、
和
木
町
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
和
木
学
園
講
座

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
町
内
事
業
所
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
和
木
学
園
は
、
本
町
の
総

合
戦
略
に
お
い
て
も
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
貴
重
な

ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
像
と
し
て
、
引
き
続
き
第
1
期
戦
略

を
踏
襲
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
優
位
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
地
域
に
根
差
し
た
産
業
、
多
様
な

雇
用
の
創
出
」、「
だ
れ
も
が
楽
し
く
子
ど
も

を
産
み
・
育
て
る
た
め
の
支
援
」、「
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
」
を
掲
げ
、
和
木
町
に
住
み
た
い
人
を
増

や
す
こ
と
や
、
住
み
続
け
た
く
な
る
和
木
町

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

和
木
町
長
　
米
本
　
正
明

（
令
和
２
年
８
月
24
日
付
第
３
１
３
０
号
）

▲企業と連携した学習活動「コンビ学習」の様子

山口県 和木町
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地
域
農
政
未
来
塾 

生
源
寺
眞
一
塾
長

が
訪
問

長
崎
空
港
か
ら
車
で
１
時
間
。
南
国
の

雰
囲
気
が
漂
う
海
沿
い
を
走
り
、
さ
ら
に

内
陸
へ
進
む
と
緑
豊
か
な
町
、
波
佐
見
町

に
辿
り
着
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
地
域
農
政
未
来
塾
の
生
源
寺

眞
一
塾
長
（
福
島
大
学
教
授
）
が
波
佐
見
町

を
訪
問
。
地
域
農
政
未
来
塾
第
３
期
に
て
最

優
秀
論
文
を
受
賞
し
た
今
里
奎
介
氏
（
農
林

課
）
を
訪
ね
、
町
の
取
組
や
、
今
里
氏
が
論

文
に
お
い
て
提
唱
し
た
「
陶
・
農
」
兼
業
に

よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
話
を
伺

い
、
町
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
農
政
未
来
塾
と
は

地
域
農
政
未
来
塾
と
は
、
平
成
28
年
度

に
開
講
し
た
全
国
町
村
会
が
主
催
す
る
若

手
町
村
職
員
向
け
の
研
修
で
す
。
毎
年
約

20
名
、
５
月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
、

毎
月
１
回
２
日
間
に
わ
た
り
、
合
計
36
コ

マ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
は
４
つ
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
、
論

文
執
筆
に
向
け
た
指
導
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
泊
り
が
け
の

現
地
調
査
も
行
い
ま
す
。
受
講
生
は
年
明

け
に
約
１
万
字
の
論
文
を
執
筆
し
、
20
分

間
の
論
文
発
表
を
行
い
修
了
と
な
り
ま
す
。

今
里
氏
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
波
佐

見
町
の
特
色
で
あ
る
窯
業
と
農
業
の
兼
業

に
よ
る
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
。

担
い
手
不
足
に
直
面
す
る
町
の
基
幹
産
業

に
対
し
、
定
年
後
に
移
住
し
て
く
る
方
や

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
町
の
持

続
的
発
展
に
つ
な
が
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
唱
し
ま
し
た
。

波
佐
見
町
の
概
要

波
佐
見
町
は
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
東

▲

展
望
所
か
ら
眺
め
る
鬼
木
棚
田

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

長崎県

波佐見町
はさみちょう

陶
器
と
農
業
の
町
　
波
佐
見
町

～「
陶
・
農
」
兼
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
～

長崎県
波佐見町
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彼
杵
郡
の
北
部
に
位
置
し
、
人
口
１
４
、

６
５
２
人(

２
０
２
０
年
２
月
末
時
点)

、

面
積
56
・
00
㎢
の
町
で
す
。
東
側
（
旧
上

波
佐
見
町
）
は
窯
業
を
、
南
側
（
旧
下
波

佐
見
村
）
は
農
業
を
中
心
に
発
展
し
、
長

崎
県
内
で
唯
一
海
に
面
し
て
い
な
い
町
で

す
。
昭
和
31
年
に
上
波
佐
見
町
と
下
波
佐

見
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
平
成
の
大
合

併
に
お
い
て
も
近
隣
市
町
と
の
合
併
を
せ

ず
に
、
現
在
の
町
政
に
至
っ
て
い
ま
す
。

窯
業
の
町

波
佐
見
町
は
、
約
４
０
０
年
の
伝
統
を

持
つ
全
国
屈
指
の
「
や
き
も
の
の
町
」
と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
一
般
家

庭
で
使
わ
れ
る
日
用
食
器
の
約
15
％
は
波

佐
見
町
で
生
産
さ
れ
、「
波
佐
見
焼
」
の
名

称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
０
年

代
前
半
に
は
、
全
国
の
生
活
雑
器
の
１
／

４
か
ら
１
／
３
の
シ
ェ
ア
を
占
め
た
こ
と

も
あ
り
、
毎
年
５
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る

「
波
佐
見
陶
器
ま
つ
り
」
は
、
多
く
の
来
場

客
で
に
ぎ
わ
い
、
令
和
元
年
に
は
全
国
か

ら
31
万
６
千
人
も
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
に
は
陶
磁
器
に
関
す
る
約
４

０
０
の
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
の
約
２
、

０
０
０
人
が
窯
業
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

波
佐
見
焼
の
生
産
技
術
は
朝
鮮
半
島
か

ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
慶
長
３
年
（
１
５

５
８
年
）、
文
禄
・
慶
長
の
役
に
参
加
し
た

大
村
藩
主
・
大
村
喜
前
が
陶
工
の
李
祐
慶

を
連
れ
帰
り
、
町
内
各
所
に
登
り
窯
を
築

い
た
こ
と
か
ら
、
波
佐
見
焼
の
産
地
化
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
日
に
至
る

ま
で
日
用
食
器
と
し
て
栄
え
、
大
量
生
産
・

大
量
出
荷
を
主
と
す
る
生
産
・
販
売
ス
タ

イ
ル
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、
平
成
初

期
の
バ
ブ
ル
崩
壊
が
引
き
金
と
な
り
、
販

売
量
が
大
き
く
減
少
。
現
在
は
、
陶
磁
器

の
原
型
と
な
る
生
地
を
作
る
生
地
屋
の
後

継
者
不
足
に
よ
る
分
業
体
制
の
バ
ラ
ン
ス

崩
壊
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

農
業
の
町

波
佐
見
町
は
県
内
有
数
の
米
の
産
地
で
、

昭
和
40
年
代
よ
り
陶
磁
器
生
産
と
の
兼
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
近
年
は
農
業
の
近
代

化
に
も
力
を
入
れ
、
県
営
圃
場
整
備
、
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
な
ど
も
県
下
で

第
１
号
と
し
て
実
施
。
水
田
面
積
６
５
０

ha
の
う
ち
約
83
％
の
区
画
整
理
が
完
了
し
、

大
型
農
機
に
よ
る
作
業
と
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
結
ん
だ
米
麦
一
貫
作
業
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

る
農
家
の
余
剰
労
働
力
は
、
地
場
産
業
で

あ
る
陶
磁
器
関
連
産
業
へ
の
就
労
と
結
び

つ
き
、
農
工
一
体
と
な
っ
て
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
。

一
方
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
や
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
が
進
行
し
て
お
り
、

農
家
総
数
は
昭
和
45
年
の
１
、
３
７
１
戸

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
。
平
成
27
年
に
は

６
５
４
戸
と
約
半
数
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
水
稲
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
た
め
、
国

内
消
費
の
米
離
れ
や
減
反
政
策
の
廃
止
等

に
よ
る
農
家
の
苦
悩
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。

賑
わ
い
の
創
出

●
鬼
木
棚
田

鬼
木
棚
田
は
、「
日
本
の
棚
田
百
選｣

に

選
ば
れ
た
名
勝
地
で
す
。
鬼
木
は
虚
空
蔵

山
の
裾
で
馬
蹄
形
に
開
け
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
斜
面
に
は
石
垣
で
畔
を
築
き
、

棚
田
が
段
々
に
重
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年

の
圃
場
整
備
で
、
田
ん
ぼ
の
広
さ
や
形
は

耕
作
に
便
利
と
な
り
ま
し
た
が
、
下
か
ら

見
上
げ
る
と
山
裾
ま
で
何
十
段
に
も
重

な
っ
て
い
ま
す
。
展
望
所
や
山
合
の
景
観

ス
ポ
ッ
ト
か
ら
一
望
す
る
風
景
は
、
ま
さ

に
絶
景
で
す
。
毎
年
９
月
に
は｢

鬼
木
棚
田

ま
つ
り｣

が
開
催
さ
れ
、
１
０
０
体
超
が
出

展
さ
れ
る
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
や
棚
田

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
枝
豆
収
穫
祭
等
、
多

く
の
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
棚
田
の
中
心
地
に
あ
る
鬼
木
加
工

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
の
農
産
物
を
使
い
、

農
家
の
主
婦
た
ち
手
作
り
の
無
添
加
・
無

着
色
の
特
産
物
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
木
の
棚
田
米
、
波
佐
見
町
産
大
豆
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
「
鬼
木
合
わ
せ
味
噌
」
や
、

そ
の
味
噌
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
味
噌
漬

け
「
鬼
木
清
流
漬
け
」
等
が
人
気
を
博
し

て
い
ま
す
。

▲西の原の入り口

▲鬼木棚田
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●
西
の
原

西
の
原
は
波
佐
見
町
に
あ
る
福
幸
製
陶

所
跡
地
で
す
。
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財

の
建
物
で
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
雑

貨
店
が
立
ち
並
ぶ
波
佐
見
町
を
代
表
す
る

観
光
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
の
原
は
焼
物
を
作
る
の
に
適
し
た
斜

面
の
あ
る
地
形
で
、
以
前
は
幸
山
陶
苑
と

い
う
江
戸
時
代
か
ら
続
く
窯
元
が
営
む
製

陶
所
「
福
幸
製
陶
所
」
が
あ
り
、
平
成
13

年
に
廃
業
す
る
ま
で
、
十
代
に
わ
た
り
波

佐
見
焼
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
。
波
佐
見

焼
の
特
色
で
あ
る
大
量
生
産
を
行
う
た
め

の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、成
形
、型
起
こ
し
、

絵
付
け
、
窯
焼
と
そ
れ
ぞ
れ
に
作
業
を
発

注
す
る
分
業
体
制
を
取
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
昭
和
元
年
に
八
代
目
、
福
重
武

次
郎
氏
に
よ
っ
て
西
の
原
へ
移
築
さ
れ
た

こ
の
福
幸
製
陶
所
に
は
、事
務
所
、細
工
場
、

絵
付
け
場
、釉
薬
精
製
所
、登
り
窯
が
あ
り
、 

敷
地
内
で
す
べ
て
の
生
産
が
可
能
と
い
う

貴
重
な
製
陶
所
で
し
た
。

現
在
の
西
の
原
は
、
歴
史
と
趣
の
あ
る

建
物
を
利
用
し
、
約
１
、
５
０
０
坪
の
敷

地
内
に
、
輸
入
雑
貨
や
ユ
ニ
ー
ク
な
画
材

等
を
取
り
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、
お
し
ゃ

れ
な
内
装
と
メ
ニ
ュ
ー
が
特
色
の
カ
フ
ェ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

に
ぎ
る
お
に
ぎ
り
屋
さ
ん
な
ど
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
元
ろ
く
ろ
場
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
を

活
か
し
た
展
覧
会
や
ラ
イ
ブ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
そ
の
他
、
波
佐
見
焼

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
施
設
や
、
倉
庫

を
活
用
し
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
ま
で
幅

広
い
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
り
ま
す
。
平
成

24
年
２
月
に
国
の
有
形
文
化
財
に
、
同
年

５
月
に
は
県
の
ま
ち
づ
く
り
景
観
資
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
元
製
陶
所
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
当
時
の
面
影
を
残
し
つ
つ
、

全
く
新
し
い
空
間
と
し
て
再
生
さ
れ
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題

に
な
る
な
ど
、
若
者
を
中
心
に
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

●
陶
房 

青

１
６
４
４
年
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
陶

郷
「
中
尾
山
」
で
の
陶
磁
器
生
産
。
現
在

で
も
20
程
度
の
窯
元
・
商
社
が
陶
郷
と
し

て
の
歴
史
を
守
っ
て
い
ま
す
。
中
尾
山
の

ほ
ぼ
中
央
、
石
畳
の
細
い
路
地
を
上
が
る

途
中
に
佇
む
の
は
「
陶
房
　
青
」
で
す
。

窯
元
の
吉
村
聖
吾
氏
は
19
歳
の
若
さ
で
窯

業
の
世
界
に
入
り
、
父
親
の
後
を
継
ぎ
ま

し
た
。
現
在
「
陶
房
　
青
」
で
は
、
大
学

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者
か
ら
絵
付
け

歴
30
年
を
誇
る
大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
10
人

の
職
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
窯
元
の
吉
村

氏
は
、
一
日
に
約
50
個
も
の
陶
器
を
作
っ

て
い
ま
す
。
今
は
機
械
で
も
っ
と
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
味
を
出
す
た

め
、
今
も
１
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
で
作
っ

て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

陶
磁
器
づ
く
り
は
、
ま
ず
ろ
く
ろ
や
押

し
型
を
使
用
し
て
形
を
作
る
成
形
の
後
、

乾
燥
さ
せ
て
き
れ
い
に
し
て
か
ら
１
、
０

０
０
℃
の
熱
で
素
焼
き
を
し
ま
す
。
下
絵

付
け
を
行
っ
た
後
、
汚
れ
や
水
漏
れ
を
防

止
す
る
釉
薬
を
施
し
、
１
、
３
０
０
℃
の

▲西の原 カフェの外観

▲陶郷「中尾山」

▲西の原 倉庫を活用したボルダリング施設

▲「陶房 青」窯元 吉村聖吾氏

121_3117長崎県_波佐見町_三.indd   124 2022/09/29   0:24



町村の施策事例集Ⅷ124

熱
で
本
焼
き
を
す
る
と
、
釉
薬
が
溶
け
て

絵
具
が
発
色
し
ま
す
。
そ
の
後
さ
ら
に
上

絵
付
け
を
行
い
、
検
品
を
し
て
完
成
し
ま

す
。
陶
磁
器
づ
く
り
の
働
き
手
は
地
元
よ

り
も
町
外
出
身
者
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
海
外
か
ら
来
る
方
も
い
ま
す
。
多
く

の
働
き
手
は
技
術
を
覚
え
る
と
地
元
で
開

業
す
る
な
ど
独
り
立
ち
し
ま
す
が
、
実
際

に
成
功
す
る
の
は
10
人
に
１
人
程
と
い
う

厳
し
い
世
界
で
す
。

新
し
い
「
陶
・
農
」
兼
業
に
よ
る
　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

地
域
農
政
未
来
塾
第
３
期
生
の
今
里
氏

は
、
窯
業
・
農
業
共
に
担
い
手
の
確
保
が

急
務
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
陶
農
兼
業
と
は
違
う
、
外
部

か
ら
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
新
し
い
「
陶
・

農
」
兼
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
論

文
で
提
唱
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
定

年
後
移
住
型
」
と
「
子
育
て
世
代
移
住
型
」

に
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
面
・
生
活
面

を
考
察
。
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
う
え
で
町

外
部
へ
の
魅
力
発
信
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
提
案
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
１
つ
で
あ
る
「
定
年
後

移
住
型
」
で
は
、
経
済
面
で
は
年
金
に
プ

ラ
ス
５
万
円
の
月
収
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
、
生
活
面
で
は
農
機
具
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
、
行
政
が
あ

る
意
味
で
は
便
利
屋
と
し
て
機
能
す
る
ス

タ
イ
ル
を
提
起
。
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
充

実
を
念
頭
に
置
き
ま
す
。
一
方
も
う
１
つ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
「
子
育
て
世
代
移

住
型
」
は
、「
継
業
」
に
よ
る
ト
レ
ー
ナ
ー

制
度
の
実
施
や
ハ
ウ
ス
団
地
の
建
設
等
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
中

心
に
農
閑
期
に
窯
業
を
行
う
ス
タ
イ
ル
や
、

窯
業
を
中
心
に
水
稲
作
の
週
末
農
業
を
行

う
ス
タ
イ
ル
を
提
起
。
町
か
ら
の
補
助
金

を
活
用
し
た
経
済
的
支
援
も
行
い
ま
す
。

生
活
面
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
係
る
行
政
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
移
住

者
の
負
担
を
軽
減
。
子
育
て
世
代
は
、
生

活
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
経
済
面
の
サ

ポ
ー
ト
を
重
視
し
、
移
住
者
に
職
業
選
択

の
幅
を
持
た
せ
ま
す
。

近
年
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
古
民
家

カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
注
目
な
ど
、
外
部
か
ら
の
波
佐
見
町
の

評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
業
に

お
い
て
は
、
米
づ
く
り
体
験
や
酒
造
り
体

験
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
増
加
、
窯
業
で

は
作
業
場
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
す
観

光
施
設
企
画
な
ど
、
町
の
魅
力
発
信
に
つ

な
が
る
新
た
な
胎
動
が
町
内
で
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
か
し
、
波
佐
見
町

の
魅
力
を
多
方
面
で
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、
移
住
者
を
呼
び
込
み
、
さ
ら
に

定
住
さ
せ
て
い
く
。
こ
れ
が
新
し
い
「
陶
・

農
」
兼
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
鍵

で
す
。
今
里
氏
の
提
案
に
、
生
源
寺
塾
長

を
始
め
地
域
農
政
未
来
塾
か
ら
も
、
未
来

に
つ
な
が
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

波
佐
見
町
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
知
名
度
や
ブ
ラ
ン
ド
を
上

げ
て
い
く
か
。
東
京
都
浜
松
町
で
は
、
こ
の

よ
う
な
テ
ー
マ
の
も
と
、
波
佐
見
町
の
フ
ァ

ン
拡
大
を
目
指
し
、
波
佐
見
焼
プ
ロ
養
成
講

座
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り

で
大
切
な
の
は
中
長
期
な
「
意
識
改
革
」
と

「
人
づ
く
り
」
と
一
瀬
政
太
町
長
は
言
い
ま

す
。「
そ
れ
は
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で

は
な
く
、
10
年
は
か
か
る
」、「
今
は
販
路
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
心
に
変
わ
っ
て
き
て
い

て
、
30
代
・
40
代
と
い
っ
た
若
い
世
代
が
強

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
里
氏
を
始
め
、
若
い
世
代
が
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
れ
か
ら
の
波
佐
見
町
。
今
後
益
々

目
が
離
せ
ず
、
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
一
度
波
佐
見
町
へ
足
を
運
び
、
そ

の
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

全
国
町
村
会
　
前
田
　
夏
樹

（
令
和
２
年
４
月
20
日
付
第
３
１
１
７
号
）

▲「陶房 青」の内観

▲役場で論文発表を行う今里氏

▲町長室で一瀬町長（中央）の話を聞く生源寺塾長（左上）

長崎県 波佐見町
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野
の
花
と
風
薫
る
郷

高
森
町
は
熊
本
県
の
最
東
端
で
、
阿
蘇
山

の
南
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
西
約
22

ｋｍ
、南
北
約
17
ｋｍ
、総
面
積
１
７
５
・
06
㎢
で
、

人
口
約
６
、
３
０
０
人
で
古
く
か
ら
畑
作
や

稲
作
、
広
大
な
原
野
を
利
用
し
た
畜
産
等
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
域
は
世
界
一
の
カ

ル
デ
ラ
で
あ
る
阿
蘇
外
輪
山
に
よ
っ
て
東
西

に
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

町
の
西
端
に
南
阿
蘇
鉄
道
の
発
着
駅
で
あ

る
高
森
駅
を
は
じ
め
、
行
政
や
商
工
観
光
の

施
設
が
集
中
し
て
お
り
、
人
口
の
約
80
％
が

こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

東
側
は
外
輪
山
の
外
側
で
大
分
県
や
宮
崎

県
と
接
し
て
お
り
、
広
大
な
山
間
部
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
立
町
を
目
指
す
当
町
に
は
、

大
量
の
出
水
で
中
止
と
な
っ
た
旧
国
鉄
の
ト

ン
ネ
ル
を
利
用
し
た「
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
」

や
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
多
く
の

▲

右
上
「
草
原
で
放
牧
さ
れ
る
あ
か
牛
」、
左
上
「
観
光
客
に
人
気
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」、
左
下
「
郷
土
料
理
の
高

森
田
楽
」、中
央
下
「
阿
蘇
の
み
に
自
生
す
る
ツ
ク
シ
マ
ツ
モ
ト
」、右
下
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
『
高
森
殿
の
杉
』」

▲風鎮祭で披露される「高森のにわか」

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

熊本県

高森町
たかもりまち

情
報
通
信
基
盤
整
備
が
町
を
変
え
る
！

～
コ
ロ
ナ
禍
で
発
揮
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
力
～

熊本県

高森町
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フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
「
上
色
見
熊
野
座
神
社
」、

ま
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
巨
大

な
杉
「
高
森
殿
の
杉
」、南
阿
蘇
鉄
道
の
「
ト

ロ
ッ
コ
列
車
」
等
の
観
光
施
設
や
、
昨
年
国

選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
高

森
の
に
わ
か
（
即
興
喜
劇
）
が
披
露
さ
れ
る

「
風
鎮
祭
」
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や

伝
統
が
息
づ
く
町
で
す
。

熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復
興

南
阿
蘇
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
る
南

阿
蘇
鉄
道
は
平
成
28
年
の
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

南
阿
蘇
鉄
道
は
、
地
域
の
産
業
・
文
化
・
人

と
人
と
を
結
ぶ
、
重
要
な
手
段
で
す
。

現
在
ま
で
に
南
阿
蘇
地
域
へ
の
幹
線
道
路

は
順
次
復
旧
し
、
観
光
客
等
を
迎
え
入
れ
る

準
備
も
徐
々
に
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

南
阿
蘇
鉄
道
も
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、

一
歩
ず
つ
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
現
在

も
部
分
運
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、完
全
復
旧
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

熊
本
県
の
蒲
島
知
事
が
熊
本
地
震
か
ら
の

復
旧
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
１
つ
に
、「
創
造
的
復
興
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
に
元
の
状
態
に
復
旧
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
地
震
前
よ
り
も
さ
ら
に
良
く
な

る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
南

阿
蘇
鉄
道
の
創
造
的
復
興
と
し
て
打
ち
出
し

た
の
が
、「
都
市
圏
ア
ク
セ
ス
30
分
台
構
想
」

で
す
。

地
震
以
前
は
、
南
阿
蘇
地
域
か
ら
都
市
圏

ま
で
、
乗
り
換
え
を
含
め
る
と
、
約
１
時
間

程
度
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
実
現

す
る
と
、
乗
り
換
え
が
な
く
な
り
、
30
分
台

で
都
市
圏
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
か
ら
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
さ
ら

に
は
、
熊
本
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

よ
る
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
利
用
者
の
利
便

性
が
高
ま
り
ま
す
。

地
震
発
生
か
ら
約
４
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
知
恵
を
絞
り
、

地
方
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
が
復
旧
す
る
た
め
の

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
費
用
に
関
し
て
、
赤

字
鉄
道
の
災
害
復
旧
費
用
を
国
が
実
質
97
・

５
％
負
担
す
る
、
財
政
支
援
特
例
を
制
度
化

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
全
国
で
多
発

す
る
自
然
災
害
等
で
被
災
し
、
復
旧
を
目
指

す
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
へ
の
後
押
し
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

高
森
町
の
教
育
の
情
報
化

町
内
に
は
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
が
各

１
校
あ
り
、
市
街
地
に
あ
る
高
森
中
央
小
学

校
と
高
森
中
学
校
を
「
高
森
中
央
学
園
」
と

し
て
、
山
東
部
に
あ
る
高
森
東
学
園
義
務
教

育
学
校
を
「
高
森
東
学
園
」
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

「
高
森
中
央
学
園
」
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

中
心
と
し
た
施
設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
高
森
東
学
園
」
は
、

熊
本
県
で
最
初
の
義
務
教
育
学
校
と
し
て
平

成
29
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
義
務
教
育

９
年
間
を
「
４
・
３
・
２
」
の
ブ
ロ
ッ
ク
制

と
し
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

本
町
は
人
口
構
成
、
山
間
部
を
抱
え
る
地

形
な
ど
、
民
間
業
者
が
投
資
に
見
合
う
収
益

化
が
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
、
平
成
23
年
ま

で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
未
整
備
の
状
況
で

し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
以
降
、“
人
口
減
少

を
本
格
的
に
迎
え
る
局
面
で
あ
る
こ
と
”
を

念
頭
に
置
き
、
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な

▲

南
阿
蘇
鉄
道
の
被
害
状
況
の
一
部

▲震災前の南阿蘇鉄道（トロッコ列車）

熊本県 高森町
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施
策
と
捉
え
、
整
備
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
25
年
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
的
手
法

（
民
設
・
民
営
）
を
採
用
し
、個
人
負
担
な
く
、

町
内
全
て
の
住
宅
・
事
業
所
・
施
設
の
軒
先

ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
線
を
事
業
者
が
く
ま
な
く
引
き
込
む
、
全

国
で
は
あ
ま
り
例
の
な
い
取
組
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
情
報
通
信
基
盤
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
各
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も

整
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

24
年
度
か
ら
町
内
全
て
に
お
い
て
一
斉
に
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
教
室
等
（
普
通
教
室
・
特
別
教

室
・
体
育
館
）
に
電
子
黒
板
と
実
物
投
影
機

を
配
備
し
、
各
教
科
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
学

習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
含
む
）
を
導
入

し
ま
し
た
。

ま
た
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や
教
務
支
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
情
報
化
も
進
め
ま
し
た
。

次
に
、
各
教
室
等
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を

整
備
し
、
テ
レ
ビ
会
議
専
用
機
の
設
置
や
教

職
員
・
児
童
生
徒
へ
の
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
も
完
了
し
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
学
校
教
育
は
、「
高
森
町
新
教

育
プ
ラ
ン
」（
以
下「
教
育
プ
ラ
ン
」と
記
述
。）

に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
プ

ラ
ン
は
、
国
際
化
・
情
報
化
・
少
子
化
等
の

課
題
を
見
据
え
「
情
報
化
・
国
際
化
へ
の
対

応
」と「
ロ
ー
カ
ル
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
と
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、平
成
24
年
３
月
に
策
定（
平

成
31
年
４
月
改
定
）
さ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
教
育
課

程
特
例
校
や
研
究
開
発
学
校
と
し
て
、
国
や

県
の
さ
ま
ざ
ま
な
委
託
事
業
や
研
究
指
定
等

を
受
け
て
教
育
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
取
組
、
英
語
教
育
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
中
心
と
し
た
小
中

一
貫
教
育
の
取
組
、
高
森
ふ
る
さ
と
学
を
中

心
と
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の
取
組
、
そ
し

て
教
育
の
情
報
化
へ
の
取
組
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
、
毎
年
全
国
各
地
の
学
校
・
教
育
委

員
会
・
議
会
等
、
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
も
多

く
の
視
察
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
高
森
」
に
誇
り
を
持
ち
、
夢

と
希
望
あ
ふ
れ
る
教
育
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
「
端
末
」・「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」・「
ク

ラ
ウ
ド
」を
セ
ッ
ト
で
整
備
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
付
与

し
、
個
別
最
適
化
さ
れ
創
造
性
を
は
ぐ
く
む

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
用

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
本
町
で

も
令
和
２
年
３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
感

染
予
防
対
策
と
し
て
学
校
の
臨
時
休
校
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
月
の
段
階
か
ら
遠
隔
教
育

実
施
事
業
と
し
て
町
単
独
で
学
校
や
家
庭
の

環
境
整
備
を
行
い
、
遠
隔
に
よ
る
学
習
支
援

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
遠
隔
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
町
内

の
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
「
同
時
双
方
向

型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
を
実
施
し
、
遠
隔
教

育
に
よ
る
実
質
的
な
指
導
の
時
間
の
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
世
帯

で
見
る
こ
と
の
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
、
教
職
員
に
よ
る
生
活
支
援
や
学
習

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
も
新
・
転

任
教
員
も
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ら
で
は
の
教
材
研
究
や
授
業

研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

教
師
の
話
し
方
や
児
童
生
徒
の
発
表
、
グ

ル
ー
プ
学
習
の
方
法
な
ど
、
学
校
間
で
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月

に
学
校
が
再
開
し
て
か
ら
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
た
協
働
的
な
学
び
な ▲遠隔授業の様子

▲

各
学
校
の
受
賞
歴

125_3141熊本県_高森町_三.indd   128 2022/09/29   0:32



町村の施策事例集Ⅷ128

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
休
業
中
の
取
組
を

活
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
授
業
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。
授
業
だ
け
で
な
く
３
密
を
避
け
て
生
徒

総
会
や
集
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
資
料
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
送
信
す
る
こ
と
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
校

務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
習
熟
度
に
あ
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

選
択
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

１
対
１
で
の
Ａ
ｌ
ｌ 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
に
よ

る
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
が

い
つ
必
要
と
な
る
か
、
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
本
町
は
遠
隔
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
る

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
応
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、

学
習
へ
の
不
安
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い

状
況
で
す
。

そ
こ
で
“
学
び
の
機
会
”
を
手
厚
く
確
保

す
る
た
め
、
大
手
学
習
塾
と
契
約
し
、
家
庭

で
で
き
る
受
験
対
策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
大
手
学
習
塾
の
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
町
独
自
の
支
援
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
町
に

新
た
な
取
組
と
し
て
、
地
元
新
聞
社
と
連

携
し
、
同
時
に
同
じ
書
籍
や
新
聞
資
料
等
を

最
大
５
０
０
人
ま
で
閲
覧
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
図
書
館
が
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
各
教
科
等
の
授
業
と
連
携
し
た
家

庭
学
習
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
図

書
館
は
、
将
来
的
に
は
、
児
童
生
徒
だ
け
で

な
く
町
民
全
体
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
環
境
の
整
備
は
、
東
京

の
漫
画
出
版
社
㈱
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
企
業
誘

致
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
業
界
の
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

に
お
け
る
新
し
い
産
業
の
創
出
に
取
り
入
れ

る
た
め
、
同
社
と
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
業
界
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の

新
産
業
創
出
の
協
同
事
業
実
施
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
、
地
域
経
済
振
興
、
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
た
自
立
し
た
ま
ち
・
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、
漫
画
が

「
人
」「
社
会
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
創
造
す
る

エ
コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
域
に

新
し
い
産
業
を
創
出
す
る
た
め
の
取
組
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
同
社
が
旧
町
営
温
泉
施
設

を
改
修
し
て
漫
画
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
関
係
人
材
の
育
成
機
関

（
漫
画
ア
カ
デ
ミ
ー
）
を
設
置
し
ま
す
。
そ

こ
に
世
界
各
国
か
ら
日
本
で
漫
画
関
連
へ
の

職
を
希
望
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
集
め
、
日

本
文
化
体
験
や
漫
画
の
勉
強
会
を
行
う
「
く

ま
も
と
国
際
マ
ン
ガ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」を
は
じ
め
、

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
漫
画
か
ら
派

生
す
る
産
業
（
ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、
ゲ
ー
ム
、

ホ
ビ
ー
、
映
像
等
）
の
誘
致
を
進
め
、「
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
地
方

創
生
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

1
つ
に
「
０
９
６
ｋ
（
お
く
ろ
っ
く
）
熊
本

歌
劇
団
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
20
代
を

中
心
と
し
た
女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
劇
団

で
、
㈱
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
超
有
名
漫
画
（
熊

本
が
舞
台
）
を
原
作
に
、観
光
客
や
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
劇
場

等
で
舞
台
公
演
を
行
い
、
併
せ
て
町
の
Ｐ
Ｒ

も
担
当
し
ま
す
。
全
国
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
22
名
の
劇
団
員
は
、
11
月
か

ら
本
町
へ
移
住
し
、
漫
画
ア
カ
デ
ミ
ー
を
拠

点
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
や
、
高
齢
者
教

室
等
で
の
福
祉
事
業
と
の
連
携
、
小
中
高
生

の
学
校
行
事
や
課
外
活
動
と
連
携
し
た
「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
よ
る
人
材
教
育
」

に
取
組
ま
す
。

教
育
か
ら
新
産
業
創
出
な
ど
、
当
町
の
強

み
で
あ
る
情
報
通
信
基
盤
を
活
か
し
た
、
新

た
な
地
方
創
生
と
し
て
、
移
住
・
定
住
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
長
期
的
な
計
画
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

高
森
町
長
　
草
村
　
大
成

（
令
和
２
年
11
月
23
日
付
第
３
１
４
１
号
） ▲2018年から開催しているマンガCAMP in 阿蘇高森 
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徳
之
島
町
の
概
要

本
町
は
、鹿
児
島
市
の
南
南
西
４
６
８
㎞
、

太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
の
接
線
上
に
浮
か
ぶ
徳

之
島
（
周
囲
84
㎞
）
の
東
側
に
位
置
し
、
海

岸
線
に
は
島
を
と
り
ま
く
よ
う
に
サ
ン
ゴ
礁

が
発
達
し
て
お
り
、
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
っ

て
は
２
０
０
～
３
０
０
ｍ
の
沖
合
い
ま
で
広

大
な
リ
ー
フ
が
続
き
ま
す
。

本
町
の
面
積
は
１
０
４
・
92
㎢
、
人
口

１
０
、
３
２
４
人
（
令
和
３
年
３
月
31
日
現

在
）
で
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

生
物
が
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
、

奄
美
大
島
、
や
ん
ば
る
、
西
表
島
と
共
に
、

令
和
３
年
７
月
26
日
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
子
宝
に
恵
ま
れ
る
島
と
し

て
も
有
名
で
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
す
る
合

計
特
殊
出
生
率
に
お
い
て
は
、
島
内
の
３
つ

の
町
が
全
国
の
上
位
に
入
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
22
年
11
月
に
「
人
と
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
球

環
境
の
こ
と
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
性
を
培

い
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
７
月
１

日
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、

「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
と
幸
せ
な
暮
ら
し
」
の

実
現
に
向
け
て
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
統

合
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

気
候
は
、
亜
熱
帯
海
洋
性
に
属
し
、
四

季
を
通
じ
て
温
暖
多
湿
で
年
間
平
均
気
温

は
20
度
、
年
間
降
水
量
も
2
、
０
０
０
㎜

を
超
え
る
雨
量
を
記
録
し
、
季
節
風
は
冬

に
著
し
く
、
海
や
空
の
交
通
、
農
作
物
の

物
流
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
台
風
は
、
通
常
７
月
か
ら
９

月
頃
に
猛
威
を
奮
い
ま
す
が
、
近
年
で
は

５
月
や
11
月
に
も
そ
の
脅
威
を
み
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▲

徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
環
境

現 地 レ ポ ー ト

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉

2

鹿児島県

徳之島町
とくのしまちょう

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
後
世
に
、

　
国
内
５
か
所
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

鹿児島
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徳
之
島
の
名
が
は
じ
め
て
歴
史
書
に
現

れ
た
の
は
、
文
武
天
皇
３
年
（
西
暦
６
９

９
年
）「
度
感
（
徳
之
島
）
が
大
和
朝
廷
と

通
じ
る
」
と
い
う
記
述
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、弘
長
３
年
（
１
２
６
３
年
）

に
は
琉
球
国
の
影
響
下
に
お
か
れ
、
慶
長

14
年
（
１
６
０
９
年
）
に
は
薩
摩
藩
の
直

轄
領
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
体
制
は

明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）
戸
長
制
度
が

敷
か
れ
る
ま
で
続
き
、
以
後
幾
度
か
の
改

編
統
合
を
経
た
後
、
戦
後
の
昭
和
21
年
か

ら
昭
和
28
年
ま
で
は
米
軍
の
直
接
統
治
下

に
お
か
れ
、
昭
和
28
年
12
月
に
日
本
復
帰

を
果
た
し
ま
し
た
。

本
町
の
人
口
動
態
と
し
て
は
、
昭
和
50

年
代
に
は
人
口
約
１
５
、
０
０
０
人
で
し

た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
を
契
機
と
し
て
人
口

の
減
少
が
始
ま
り
、
現
在
の
状
況
で
推
移

す
る
と
、令
和
12
年
に
は
８
、２
２
７
人
（
徳

之
島
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）
ま
で
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
べ
く
あ
ら
ゆ
る
施
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
島
を
離
れ
た
若
い
世
代
が

Ｕ
タ
ー
ン
で
島
に
帰
っ
て
く
る
傾
向
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
期
化

す
る
景
気
悪
化
に
伴
う
消
費
低
迷
や
公
共

事
業
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
の
場
が

不
足
し
て
お
り
、
若
者
が
定
着
で
き
る
よ

う
、
地
元
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
環
境

徳
之
島
の
自
然
環
境
は
、
亜
熱
帯
気
候

に
属
し
な
が
ら
、
近
傍
を
流
れ
る
暖
流
の

黒
潮
と
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
に
よ
り
多
雨

林
が
発
達
す
る
な
ど
、
世
界
中
で
も
非
常

に
珍
し
い
自
然
環
境
を
有
し
て
お
り
、
森

林
部
で
は
希
少
な
動
植
物
が
数
多
く
生
息

し
て
い
ま
す
。

徳
之
島
が
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
育
む

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約
１
、
２

０
０
万
年
～
２
０
０
万
年
前
に
遡
り
ま
す
。

か
つ
て
、
徳
之
島
を
含
む
奄
美
群
島
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
や
日
本
本
土
と
陸
続
き
で
し

た
が
、
沖
縄
ト
ラ
フ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
大
規
模
な
地
殻
変
動
に
よ
り
、

大
陸
と
切
り
離
さ
れ
現
在
の
島
々
に
分
か

れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
陸
に
残
っ
た
種
は

環
境
の
変
化
や
上
位
捕
食
者
の
存
在
に
よ

り
絶
滅
し
ま
し
た
が
、
奄
美
大
島
と
徳
之

島
で
は
、
標
高
の
高
い
山
々
と
天
敵
が
い

な
か
っ
た
こ
と
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
、
多
く
の
生
き
も
の
達
が
生
き
残
り

希
少
な
動
植
物
の
宝
庫
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
国
土
面
積
の
僅
か
0
・
1
％
も
満

た
な
い
小
さ
な
島
で
す
が
、
約
1
、
０
０

０
種
類
の
自
生
植
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
日
本
で
確
認
で
き
る
陸
生
哺
乳
類
、

爬
虫
類
、
両
生
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

物
が
徳
之
島
で
は
確
認
で
き
ま
す
。

世
界
で
も
こ
こ
だ
け
　 

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

徳
之
島
・
奄
美
大
島
の
２
島
に
は
、
世

界
中
で
も
こ
の
地
域
の
み
に
暮
ら
す
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
黒
褐
色
の
毛
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
体

長
は
約
40
㎝
、
一
般
的
に
ウ
サ
ギ
に
比
べ

て
耳
が
短
い
こ
と
が
特
徴
で
、
森
林
で
の

生
息
環
境
に
適
合
す
る
よ
う
に
手
足
は
短

く
、
急
な
山
道
を
登
れ
る
よ
う
爪
が
よ
く

発
達
し
て
い
ま
す
。

ウ
サ
ギ
と
聞
く
と
多
産
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は

1
回
の
出
産
で
１
～
２
頭
だ
け
子
ど
も
を

産
み
ま
す
。
子
育
て
専
用
の
巣
穴
を
作
り
、

猛
毒
の
ハ
ブ
か
ら
我
が
子
を
守
る
た
め
巣

穴
の
入
り
口
を
土
で
固
め
、
２
日
に
１
度

の
授
乳
の
時
に
だ
け
掘
り
起
こ
し
僅
か
数

分
の
授
乳
を
行
い
、
約
30
分
か
け
て
巣
穴

を
隠
し
ま
す
。

我
が
子
を
丁
寧
に
子
育
て
す
る
ク
ロ
ウ

サ
ギ
の
姿
は
、
子
宝
の
島
で
あ
る
徳
之
島

の
人
々
に
も
共
通
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

▲

人
と
生
き
も
の
が
共
に
暮
ら
す
島
に

▲

世
界
で
も
こ
こ
だ
け
　
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

鹿児島県 徳之島町

129_3176鹿児島県_徳之島町_三.indd   131 2022/09/29   0:36



131

自
然
保
護
に
向
け
た
取
組

外
海
離
島
で
あ
る
徳
之
島
に
お
い
て
も
、

外
来
動
植
物
に
よ
る
影
響
が
生
じ
て
お
り
、

耕
作
地
へ
の
侵
入
な
ど
人
間
の
生
活
に
も

脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。
外
来
種
は
、
明

治
以
降
に
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
侵
入
し

て
き
た
種
を
指
し
、
本
土
で
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
や
メ
リ
ケ
ン

ト
キ
ン
ソ
ウ
等
、
多
く
の
外
来
種
が
徳
之

島
に
も
侵
入
し
て
い
ま
す
。
既
に
定
着
し

た
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
と

も
に
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
外
来
種

に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
丹
念
な
駆
除
作
業
を
続
け
る
ほ
か
、

新
規
に
確
認
さ
れ
た
外
来
種
に
お
い
て
は
、

侵
入
状
況
の
把
握
・
駆
除
活
動
を
で
き
る

だ
け
早
急
に
行
う
こ
と
で
、
自
生
す
る
動

植
物
の
保
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。

盗
掘
や
盗
採
等
の
違
法
な
採
集
に
よ
る

重
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
植
物
・

動
物
と
も
に
一
部
の
心
無
い
愛
好
家
（
飼

育
・
栽
培
、
標
本
収
集
）
に
よ
る
島
外
へ

の
持
ち
出
し
や
販
売
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
道
路
網
の
整
備
が
森
林
地
域
ま
で
進

み
、
固
有
種
・
希
少
種
の
生
息
・
生
育
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
も
、

採
集
を
増
長
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
対
し
て
、
徳
之
島
で
は
、
国
、
県
、

市
町
村
、
地
元
関
係
機
関
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
が
一
体
と
な
っ
た
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
や

希
少
種
保
護
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
違
法

な
採
掘
・
採
取
の
対
策
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

次
世
代
の
育
成

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
を

持
ち
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い

く
う
え
で
は
、
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
を

学
び
、
よ
り
良
い
環
境
の
創
造
の
た
め
に

主
体
的
に
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

教
育
・
学
習
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
o
Ｔ
で
の
遠
隔
教
育
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
力
を
入
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
で
進
む
べ

き
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

外
海
離
島
と
言
う
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
な
が

ら
も
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
や
っ
た
こ

と
が
な
い
、
感
じ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
生

ま
れ
る
弱
み
を
可
能
な
限
り
払
拭
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し
た
地
域
の
自
然
環

境
に
関
す
る
学
習
を
推
進
し
、
身
近
に
暮

ら
す
生
き
も
の
の
関
係
性
や
種
の
多
様
性

を
学
び
、
環
境
と
の
繋
が
り
を
意
識
で
き

る
子
ど
も
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
保
全
活
動
に
対
す
る
自
主

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

自
然
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業

周
囲
を
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
徳
之
島
で

は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
釣
り
等
の
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
が
観
光
産
業
の
目
玉
と
し
て
人
気

を
博
し
て
お
り
、
７
・
８
月
に
は
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
完
璧
に
整
備
さ
れ

た
ビ
ー
チ
等
は
数
箇
所
し
か
在
り
ま
せ
ん

が
、
適
度
な
不
自
由
さ
も
楽
し
め
る
心
の

在
り
方
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
流
れ
も

あ
り
、
自
然
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業
と

し
て
森
林
部
を
散
策
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

▲

自
然
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業

▲

自
然
保
護
に
向
け
た
取
組

▲

次
世
代
の
育
成
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ム
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
自
然
遺

産
エ
リ
ア
で
あ
る
森
林
部
を
歩
く
ツ
ア
ー

で
は
、
国
の
天
然
記
念
物
ア
カ
ヒ
ゲ
等
の

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聴
き
な
が
ら
、
日
本
一

大
き
な
ド
ン
グ
リ
を
付
け
る
オ
キ
ナ
ワ
ウ

ラ
ジ
ロ
ガ
シ
群
落
を
散
策
す
る
な
ど
、
こ

の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ツ
ア
ー
の
商

品
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
は
認
定
ガ
イ
ド
の
案
内

に
よ
り
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ケ
ナ
ガ

ネ
ズ
ミ
な
ど
夜
行
性
の
動
物
を
観
察
す
る

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
る
等
、
自
然
を

活
か
し
た
産
業
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
は
無
秩
序
に
行
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
方
々
や
関

係
機
関
と
の
協
議
の
上
、
利
用
者
制
限
や

野
生
動
物
に
配
慮
し
た
運
転
の
徹
底
を
図

り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
し
た
ル
ー

ル
づ
く
り
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
で
生
ま
れ
る
多
様
な
農
・ 

畜
産
物

徳
之
島
町
の
耕
地
面
積
は
2
、
３
３
０

ha
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
総
面
積
22
％
を

耕
作
地
が
占
め
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
エ

リ
ア
で
あ
る
森
林
部
を
囲
う
よ
う
に
平
野

が
広
が
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
中
心
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
か
ぼ
ち
ゃ
等
の
野
菜
や
マ
ン
ゴ
ー

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
町
の
中
央
部
に
広
が
る
タ
ン

カ
ン
畑
で
は
、
年
間
３
０
０
ｔ
を
超
え
る

量
の
タ
ン
カ
ン
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
１
～
２
月
に
か
け
て
島
外
に
向
け
の
発

送
作
業
が
夜
通
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
追
い
風
も
あ

り
、
需
要
が
供
給
を
上
回
る
な
ど
、
出
荷

前
の
予
約
の
段
階
で
完
売
す
る
ほ
ど
の
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
で
は
、
昭
和
の

頃
に
比
べ
る
と
肉
用
牛

の
飼
養
戸
数
は
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す

が
、
一
戸
あ
た
り
の
飼

養
頭
数
が
増
え
る
な
ど

経
営
規
模
の
大
型
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
島
内

に
お
い
て
は
、
約
１
５
、

０
０
０
頭
の
肉
用
牛
が

飼
養
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
子
牛
の
状
態

で
島
外
に
出
荷
さ
れ
、

各
地
域
の
農
場
で
育
て

ら
れ
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
製

造
さ
れ
る
黒
糖
と
米
麹

を
原
料
と
す
る
黒
糖
焼

酎
は
黒
砂
糖
と
並
ぶ
特

産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
糖
焼
酎
は
、
昭
和
28

年
に
奄
美
群
島
が
日
本

復
帰
を
向
か
え
た
翌
年

に
付
与
さ
れ
た
奄
美
群

島
で
の
み
製
造
で
き
る

黒
糖
焼
酎
で
す
。

人
と
生
き
も
の
が
共
に
暮
ら
す
島
に

徳
之
島
は
人
の
暮
ら
し
と
野
生
動
物
の

生
息
地
が
非
常
に
密
接
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
で
は
あ
る
問
題
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
タ
ン
カ
ン

の
幹
を
か
じ
る
こ
と
で
、
作
物
の
生
育
に

影
響
が
生
じ
始
め
た
こ
と
で
す
。
解
決
策

と
し
て
、
耕
作
地
に
電
気
柵
や
忌
避
剤
を

用
い
た
対
策
案
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
を
追
い
出
す
の
で
は
な
く
、
存
在

を
受
け
入
れ
な
が
ら
作
物
を
守
る
対
策
の

発
案
・
効
果
検
証
が
進
め
ら
れ
、
今
で
は

農
作
物
の
食
害
が
低
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
心
し
た
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
農
園

に
巣
穴
を
掘
り
始
め
る
な
ど
、
人
と
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
共
生
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
徳
之
島
町
で
は
、
は
る
か

昔
か
ら
先
人
た
ち
が
行
っ
て
い
た
よ
う
に
、

自
然
を
敬
い
な
が
ら
、
自
然
の
中
で
生
ま

れ
る
恵
み
に
感
謝
し
、
人
の
心
も
自
然
も

豊
か
な
島
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
え
な
い
中
、
こ
の
先
の
社
会
が
不
透

明
な
部
分
も
多
く
気
が
滅
入
る
日
々
が
続

き
ま
す
が
、
島
の
自
然
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
私
た
ち
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
た
暁
に
は
、
自
然
・
文
化
の
色
濃
く
残

る
徳
之
島
に
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

�

徳
之
島
町
長
　
高
岡
　
秀
規

（
令
和
３
年
10
月
11
日
付
第
３
１
７
６
号
）

▲

徳
之
島
で
生
ま
れ
る
多
様
な
農
・
畜
産
物

鹿児島県 徳之島町
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１
．
佐
井
村
の
概
要

佐
井
村
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
西
側
に

位
置
し
、
津
軽
海
峡
に
沿
っ
て
南
北
を
底
辺

と
す
る
細
長
い
三
角
形
を
な
し
、
人
口
１
、

９
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
村
で
す
。地
形
は
、

概
し
て
峻
険
で
平
坦
地
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
山
地
と
な
っ
て
お
り
、
山
岳
が
海
岸
線

ま
で
迫
っ
て
い
て
断
崖
絶
壁
を
な
し
、
こ
う

し
た
地
理
的
環
境
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ

た
急
峻
な
地
勢
の
中
に
美
し
い
海
岸
美
を

形
成
し
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環

境
を
土
台
と
し
て
、
心
や
す
ら
ぐ
景
観
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は
、
潮
流
の

好
便
、
地
理
的
位
置
、
河
水
の
利
に
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
佐
井
の
港
は
、
諸

国
の
廻
船
を
集
め
て
北
前
船
の
往
来
に
よ
り

繁
栄
し
、
江
戸
・
上
方
と
蝦
夷
地
を
結
ぶ
海

の
交
易
・
流
通
の
要
所
で
あ
り
、
佐
井
の
湊

か
ら
積
み
出
さ
れ
た
も
の
は
、ヒ
バ
材
と
鮑
・

昆
布
・
鰯
等
の
海
産
物
で
、
こ
れ
ら
の
交
易

に
よ
り
多
く
の
上
方
文
化
が
本
村
に
も
た
ら

さ
れ
今
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

▲

仏
ヶ
浦

▲福浦の歌舞伎

現 地 レ ポ ー ト

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

青森県

佐井村
さいむら

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら

～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～

青森県

佐井村
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本
村
を
代
表
す
る
観
光
資
源
に
、
国
指
定

の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
「
仏
ヶ
浦
」
が

あ
り
、
津
軽
海
峡
に
沿
い
、
お
よ
そ
２
㎞
に

わ
た
っ
て
天
空
を
突
く
よ
う
に
広
が
る
奇
岩

怪
石
群
は
、
見
る
人
を
幻
想
の
世
界
へ
と
い

ざ
な
い
、
厳
し
い
自
然
に
刻
ま
れ
た
白
緑
色

の
凝
灰
岩
は
仏
の
姿
に
も
似
て
お
り
、
思
わ

ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
、
年
間
十
数
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

2
．
基
幹
産
業
が
消
滅
す
る
!?

全
国
的
に
も
漁
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
く
、
漁
業
就
業
者
は
年
々
減
少
を
続
け
て

お
り
、
漁
業
後
継
者
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
も
60
歳
を
超
え
、
一
部
の
集
落
を

除
い
て
は
、
後
継
者
が
い
な
く
、
十
数
年
先

の
産
業
と
し
て
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
協
の
組
合
員
の

数
も
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和
50（
１
９
７
５
）

年
の
４
８
６
人
か
ら
直
近
で
は
２
０
０
人
を

下
回
り
、
そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
水
揚
げ

高
も
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
の
約
12
億
円

か
ら
５
億
円
前
後
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
中
、
漁
業
従
事
者
も

漁
師
は
自
分
の
代
で
終
わ
り
、
無
理
に
子
ど

も
に
継
が
せ
な
い
と
い
う
風
潮
が
漂
い
、
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
漁
業
は
観
光
と
同
じ
よ
う
に
非
常
に
裾

野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
他
の
産
業
へ
の
波

及
効
果
や
漁
業
に
関
わ
る
人
の
幅
な
ど
が
広

く
、
昔
か
ら
浜
の
賑
わ
い
は
地
域
経
済
の
活

気
を
図
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
漁
業
が
こ
の
先
も
村
の
基

幹
産
業
と
し
て
存
続
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
村
の
死
活
問
題
で
し
た
。

 ３
．�

漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
に
策
定
し

た
佐
井
村
第
４
次
長
期
総
合
計
画
に
重
点
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、そ
の
１
つ
に“
漁

業
に
よ
る
定
住
社
会
の
復
活
”
を
目
標
と
し

て
、
漁
業
に
関
わ
る
人
・
物
・
知
恵
を
含
め

た
す
べ
て
の
資
源
や
力
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
連
携
と
協
働
に
よ
っ
て
、
継
続

的
・
安
定
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る

漁
業
の
再
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
定
し
た
「
漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
１
つ

の
施
策
が
「
漁
師
縁
組
事
業
」
で
し
た
。

４
．
多
様
な
業
種
と
の
連
携

漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
と
の
連
携

を
模
索
し
、事
業
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
他
産
地
の
鮮
魚
と
の
差
別
化
を
狙

い
、
当
時
と
し
て
は
、
さ
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
鮮
魚
の
高
鮮
度
処
理
技
法
の
１
つ

で
あ
る
“
活
〆
神
経
抜
き
技
法
”
を
導
入
し
、

流
通
面
に
お
け
る
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

し
、
国
内
で
は
首
都
圏
や
関
西
圏
を
中
心
と

し
て
、
遠
く
は
沖
縄
、
さ
ら
に
は
、
海
外
で

は
グ
ア
ム
ま
で
佐
井
村
産
鮮
魚
の
出
荷
を
広

げ
、
佐
井
村
の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
経
験
に
よ
り

培
わ
れ
た
知
識
や
技
術
に
学
術
的
な
知
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す

▲漁の風景

▲漁の風景

▲

神
経
〆
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る
た
め
、
国
立
大
学
法
人
長
崎
大
学
水
産
学

部
と
の
連
携
事
業
、
民
間
資
本
金
１
億
円
を

活
用
し
た
漁
業
の
協
業
化
事
業
に
よ
る
合
同

会
社
３
社
設
立
も
成
果
の
１
つ
で
す
。
そ
う

し
た
取
組
の
中
で
、
あ
と
は
い
か
に
し
て
漁

業
の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
か
、
そ
の
課

題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
し
た
。

５
．
漁
師
縁
組
事
業
の
誕
生

佐
井
村
漁
師
縁
組
事
業
は
、
前
述
４
．
の

こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
以
前
か
ら
、
後
継
者
が
い
な
い
と
叫
ば

れ
、
そ
の
後
継
者
と
は
、
地
元
の
人
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
漁
業
は
非
常
に

閉
鎖
的
な
産
業
で
あ
り
、
漁
師
に
な
る
た
め

に
は
漁
協
の
組
合
員
資
格
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
、
当
村
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
“
よ

そ
者
”
が
組
合
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に

強
い
抵
抗
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
自
分
た
ち
が
占
用
し
て
い
る
漁

業
権
と
い
う
権
利
を
“
よ
そ
者
”
に
も
与
え

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
水
揚
げ
、
す
な
わ

ち
、
所
得
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
潜

在
的
な
意
識
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
漁
師
縁
組

事
業
は
、
地
元
の
後
継
者
の
い
な
い
漁
業
者

の
下
へ
“
養
子
縁
組
”
の
よ
う
な
形
で
従
事

者
と
し
て
就
労
さ
せ
、
そ
の
指
導
の
下
に
ゆ

く
ゆ
く
は
後
継
者
と
し
て
跡
を
継
が
せ
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。“
漁
師
縁
組
”
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
単
に
“
養
子
縁
組
”
を
掛
け
て

名
付
け
た
ダ
ジ
ャ
レ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

６
．
新
規
就
業
者
の
募
集

事
業
の
構
想
を
抱
き
、
村
の
計
画
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
の
は
、
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
３
月
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
募
集

に
至
っ
た
の
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

２
月
で
あ
り
、
約
４
年
間
の
空
白
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
前
述
し
た
“
よ
そ
者
”

が
組
合
員
と
な
る
こ
と
へ
の
地
元
の
漁
業
者

や
漁
協
と
の
協
議
に
要
し
た
期
間
で
し
た
。

“
よ
そ
者
”
が
組
合
員
に
な
る
こ
と
は
、
決

し
て
今
の
漁
業
者
の
所
得
を
脅
か
す
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
従
事
者
が
減

る
こ
と
で
一
人
あ
た
り
の
水
揚
げ
額
が
増
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
漁
協
全
体
の
水
揚
げ

額
が
減
少
し
て
漁
協
経
営
を
圧
迫
し
、
結
果

と
し
て
組
合
員
の
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
、
本
村
の
漁
業
を
こ
の
先
も
村
の
基
幹
産

業
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
担

い
手
の
一
部
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
も
選
択

の
１
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
デ
ー
タ
な
ど

を
用
い
て
説
明
し
、
最
後
は
漁
協
に
お
け
る

手
続
き
を
経
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
最
初
の
募
集
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

７
．
新
規
就
業
者
の
受
入
れ

平
成
28
年
２
月
に
募
集
を
開
始
し
、
翌
年

３
月
か
ら
今
日
ま
で
５
名
の
方
が
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、本
村
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

５
名
は
す
べ
て
県
外
の
方
で
年
齢
も
10
代
か

ら
40
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
現
在
、
こ
の
う

ち
、
３
名
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
今
春
で
就

業
５
年
目
に
入
り
、
昨
年
１
月
に
は
自
ら
漁

業
権
を
行
使
で
き
る
組
合
員
の
資
格
を
取
得

し
、
自
立
し
た
漁
家
経
営
を
目
指
し
て
指
導

者
の
も
と
で
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

▲

募
集
チ
ラ
シ

▲活動の様子

▲長崎大学水産学部現地調査
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８
．
活
動
内
容

漁
師
縁
組
事
業
に
採
用
さ
れ
た
新
規
就
業

者
は
制
度
上
、「
漁
業
支
援
員
」
と
位
置
付

け
ら
れ
、
村
が
最
長
５
年
間
生
活
費
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
支

援
員
は
、漁
業
技
術
指
導
者
と
し
て
登
録
し
、

村
内
の
漁
業
を
営
む
法
人
や
団
体
に
預
け
ら

れ
、
５
年
間
指
導
を
受
け
な
が
ら
独
立
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
指
導
者
は
、
前
述
４
．
で

述
べ
た
協
業
化
事
業
に
よ
り
誕
生
し
た
合
同

会
社
も
技
術
指
導
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

９
．
こ
れ
か
ら

新
規
就
業
者
の
採
用
の
過
程
に
お
い
て
、

本
人
の
思
い
と
事
業
が
狙
い
と
す
る
所
が
一

致
せ
ず
、
面
接
で
不
採
用
に
な
っ
た
方
、
採

用
後
、
リ
タ
イ
ア
す
る
方
な
ど
、
俗
に
い
う

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
採
用
に
至
っ
た
５
名
の
う
ち
３
名
が
今

な
お
、
定
着
に
向
け
、
活
動
を
続
け
て
い
る

こ
と
は
、
本
人
の
意
思
や
努
力
、
そ
し
て
、

指
導
者
や
地
域
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
３
名
が
、

村
の
支
援
が
終
わ
っ
た
後
も
漁
業
で
生
計
を

成
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
、
彼
ら
の
活

動
を
通
じ
て
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
元

か
ら
も
新
た
な
漁
業
の
担
い
手
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
当
初
か
ら
抱
い

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
先
も
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
が
存
続
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

10
．
お
わ
り
に

佐
井
村
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
10

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

か
し
、
真
に
自
立
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
む

ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
翌

年
、
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加
し
、
自
分
た

ち
が
描
く
日
本
で
最
も
美
し
い
村
と
は
何

か
、
ど
の
よ
う
な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を

話
し
合
い
、
２
０
３
０
年
の
村
の
姿
を
「
日

本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
」
と
し
た

「
日
本
で
最
も
美
し
い
佐
井
村
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
住
民
主
体
に
よ
る
新
た

な
む
ら
づ
く
り
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
州
最
北
の
小
さ
な
佐
井
村
が
“
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
”
と
し
て
輝
き
続

け
、
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、

何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま

す
。

佐
井
村
長
　
樋
口
　
秀
視

（
令
和
３
年
５
月
17
日
付
第
３
１
５
９
号
）

▲

美
し
い
村
連
合
ロ
ゴ

▲

活
動
内
容

▲村全景

▲活動内容
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南
会
津
町
の
概
要

南
会
津
町
は
、
福
島
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
東
西
43
㎞
、
南
北
38
㎞
、
総
面
積
８
８

６
・
47
㎢
で
、
そ
の
約
92
％
が
森
林
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。南
は
栃
木
県
那
須
塩
原
市
・

日
光
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
東
北
地
方
の
南

の
玄
関
口
と
な
る
地
域
で
す
。

か
つ
て
は
、
会
津
西
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
現
在
で
も
行
政
、
経
済
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
な
ど
南
会
津
地
方
の
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
、
世
界
的
に
も
ま
れ
な
台
形

状
の
山
頂
湿
原
を
有
す
る
尾
瀬
国
立
公
園
田

代
山
を
は
じ
め
、
国
指
定
天
然
記
念
物
駒
止

湿
原
な
ど
、
原
生
の
ま
ま
の
貴
重
な
自
然
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

気
候
は
、
夏
は
朝
夕
し
の
ぎ
や
す
く
、
冬

は
厳
し
い
豪
雪
地
帯
で
、
多
い
と
こ
ろ
で
は

積
雪
が
２
ｍ
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
冷
涼
な
高
原
性
の
気
候
の
も
と
で

生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
、
清
ら
か
な
雪
解
け

水
で
醸
造
さ
れ
る
地
酒
は
、
非
常
に
味
が
良

い
と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

観
光
で
は
、
毎
年
７
月
22
～
24
日
に
開
催

さ
れ
る
「
会
津
田
島
祇
園
祭
」
が
８
３
０
余

年
の
歴
史
を
誇
り
、
神
事
と
し
て
行
わ
れ
る

豪
華
絢
爛
な
花
嫁
行
列
「
七な
な

行ほ

器か
い

行
ぎ
ょ
う

列れ
つ

」

は
夏
の
風
物
詩
と
し
て
彩
り
を
添
え
ま
す
。

冬
に
は
、
東
北
屈
指
の
ビ
ッ
グ
ゲ
レ
ン
デ
を

有
す
る
「
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
」、
ハ
ー
フ
パ

イ
プ
の
聖
地
と
し
て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
人

気
の
「
南
郷
ス
キ
ー
場
」、
ス
キ
ー
ヤ
ー
オ
ン

リ
ー
で
有
名
な
「
高
畑
ス
キ
ー
場
」、
多
彩
な

コ
ー
ス
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
人
気
の
「
だ
い
く

ら
ス
キ
ー
場
」
と
個
性
豊
か
な
４
つ
の
ス
キ
ー

▲

南
会
津
町
の
風
景

現 地 レ ポ ー ト

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

福島県

南会津町
みなみあいづまち

「
南
郷
ト
マ
ト
」×「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」

　
　～
南
郷
ト
マ
ト
１
０
０
年
産
地
を
目
指
し
て
～

福島県

南会津町
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場
で
冬
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
口
は
昭
和
30
年
の
３
４
、
７
０
３
人
を

ピ
ー
ク
に
国
の
高
度
成
長
と
と
も
に
若
者
を

中
心
に
都
会
へ
の
人
口
流
失
が
進
み
、
不
安

定
な
雇
用
環
境
に
よ
り
地
元
に
残
る
若
者
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
自
然
減
少
が
進
む
傾
向
に
あ
り
、
現

在
で
は
１
５
、
０
０
０
人
程
度
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
産
業
の
停
滞
、
集

落
機
能
の
低
下
、
後
継
者
不
足
な
ど
生
活
全

般
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
深
刻
化
す
る
昨
今
、
当
町
に
お
い

て
も
次
世
代
を
担
う
若
者
の
確
保
は
最
重
要

課
題
の
１
つ
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
農
業
分
野
で
、
行
政
と
農
業
者
団

体
等
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ

る
担
い
手
の
確
保
・
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い

る
当
町
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
南
郷
ト
マ
ト
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

当
町
は
、
そ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
て
水

稲
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
花
き
・
夏
秋
ト
マ
ト

を
主
体
と
す
る
農
業
生
産
を
展
開
し
て
き
て

お
り
、
経
営
の
発
展
を
図
る
た
め
施
設
園
芸

の
導
入
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

夏
秋
ト
マ
ト
は
「
南
郷
ト
マ
ト
」
の
ブ
ラ
ン

ド
で
知
ら
れ
て
お
り
、
糖
度
が
高
く
、
実
が

引
き
締
ま
っ
た
し
っ
か
り
と
し
た
食
感
が
特

徴
で
す
。南
会
津
特
有
の
気
候
と
高
い
標
高
、

昼
夜
の
寒
暖
差
が
「
日
本
一
の
味
と
品
質
」

と
評
判
の
ト
マ
ト
を
生
み
出
し
ま
す
。

昭
和
37
年
旧
南
郷
村
（
現
在
の
南
会
津
町

南
郷
地
域
）
で
初
め
て
栽
培
が
始
ま
り
、
発

祥
の
地
「
南
郷
村
」
に
ち
な
ん
で
「
南
郷
ト

マ
ト
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
１
月
に
地
域
団
体
商
標
登
録
を

取
得
し
、「
南
郷
ト
マ
ト
」
の
名
称
で
販
売

で
き
る
の
は
、
生
産
組
合
員
が
生
産
し
、
Ｊ

Ａ
の
南
郷
ト
マ
ト
選
果
場
か
ら
選
別
出
荷
さ

れ
る
ト
マ
ト
の
み
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
直
売
所
な

ど
で
基
準
を
満
た
さ
な
い
ト
マ
ト
が
南
郷
ト

マ
ト
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る
事
例
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
か
ら
、
他
の
産
品
と
の
差
別
化

が
で
き
、
訴
訟
な
ど
の
負
担
が
な
く
、
自
分

た
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
こ
と
が
可
能
な
地

理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
登
録
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
30

年
８
月
に
福
島
県
産
と
し
て
初
め
て
Ｇ
Ｉ
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
３
月
に

は
、
生
産
地
の
気
象
条
件
等
を
最
大
限
に
活

用
し
て
高
品
質
の
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
る

こ
と
や
、
徹
底
し
た
ブ
ラ
ン
ド
管
理
等
が
評

価
さ
れ
、
南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合
が
日
本
農

業
賞
の
集
団
組
織
の
部
に
お
い
て
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
平
成
23
年
に
起
き
た
福
島
第

一
原
発
の
事
故
に
よ
る
風
評
が
続
く
中
、
改

め
て
50
年
の
歴
史
を
持
つ
南
郷
ト
マ
ト
を
守

る
た
め
、
令
和
元
年
９
月
に
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体

認
証
を
取
得
し
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
も
安

全
・
安
心
で
消
費
者
が
求
め
る
ト
マ
ト
の
安

定
供
給
が
で
き
る
産
地
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

「
南
郷
ト
マ
ト
」
の
新
規
就
農
者
受
入

平
成
２
年
に
旧
南
郷
村
で
初
め
て
首
都
圏

等
に
南
郷
ト
マ
ト
栽
培
者
を
募
集
し
、
Ｉ

タ
ー
ン
就
農
者
を
受
け
入
れ
て
か
ら
、
新
規

就
農
者
の
育
成
の
た
め
試
行
錯
誤
を
し
な
が

ら
受
入
体
制
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
生
産
組
合
・
Ｊ
Ａ
・
町
・
福
島
県
南
会

津
農
林
事
務
所
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
が
連

携
、
役
割
分
担
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
の
南
郷
ト
マ
ト
で
の
新
規
就
農

は
35
世
帯
で
、
う
ち
17
世
帯
が
Ｉ
タ
ー
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▲鈴なりの南郷トマト

▲南郷トマト選果場の様子
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近
年
の
就
農
者
の
き
っ
か
け
は
「
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
」
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
聖
地
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
南
郷
ス
キ
ー
場
に
来

て
い
た
若
者
が
、
冬
期
間
ス
キ
ー
場
で
働
く

南
郷
ト
マ
ト
生
産
者
と
知
り
合
い
、
夏
は
ト

マ
ト
栽
培
、
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
三
昧
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
、

移
住
し
て
南
郷
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
南
郷
ト
マ
ト
」
×

「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
で
の
就
農
者
が
増
え
る

に
従
い
、
口
コ
ミ
に
よ
り
さ
ら
に
就
農
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
・
面
談
の
実
施

新
規
就
農
希
望
者
に
対
し
て
は
、
生
産
組

合
・
Ｊ
Ａ
・
町
・
福
島
県
南
会
津
農
林
事
務

所
の
４
者
に
よ
る
就
農
相
談
や
面
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
就
農
希
望
者
の
中
に
は
、
技
術

や
知
識
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
己
資
金
を

全
く
持
た
ず
、
相
談
に
来
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
面
談
で
は
、
農
業
の
厳

し
さ
も
伝
え
、
生
産
組
合
の
ル
ー
ル
や
、
行

政
の
補
助
制
度
等
を
し
っ
か
り
説
明
し
、
就

農
意
思
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
産
組
合
の
主
な
ル
ー
ル
】

・�

収
穫
し
た
ト
マ
ト
の
規
格
外
品
以
外
の
全

量
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。

・�

規
格
外
品
を
「
南
郷
ト
マ
ト
」
の
名
前
で

販
売
し
て
は
い
け
な
い
。

・�

苗
は
、
生
産
組
合
共
同
育
苗
の
苗
か
生
産

組
合
が
外
部
委
託
し
た
苗
の
み
（
品
種
を

統
一
す
る
こ
と
や
病
害
虫
な
ど
の
持
ち
込

み
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
）。

ま
た
、
特
徴
的
な
の
は
、
離
農
を
防
ぐ
た

め
、
親
族
等
２
名
以
上
で
の
就
農
を
条
件
化

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
は
、
１
人
で

の
就
農
も
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
人

だ
と
ど
う
し
て
も
作
業
が
間
に
合
わ
な
い
、

作
付
面
積
が
拡
大
で
き
な
い
、
思
う
よ
う
な

収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
離
農
し
、
地
域

か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
い
経

験
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
夫
婦
で
の
就
農
者
が
増
え
、

離
農
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

就
農
前
の
研
修
の
実
施

就
農
後
速
や
か
に
収
益
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
就
農
前
１
～
２
年
間
は
、
生
産
組
合
が

指
定
し
た
先
進
農
家
で
研
修
生
と
し
て
の
徹

底
的
な
実
務
研
修
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
研
修
生
は
ト
マ
ト
の
栽
培
技
術

だ
け
で
は
な
く
、地
域
社
会
の
こ
と
を
学
び
、

地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
行
い

▲

作
業
の
様
子

【スノーボードをきっかけにした就農の流れ】
・�冬期間の収入源としてトマト農家の多くがスキー
場で働く

▽
・�スキー場で仲良くなった常連客に自分のライフス
タイル・南郷トマトの魅力を伝える

▽
・興味を持った人が町やJAに就農相談に行く

▽
・南郷トマト生産者として就農（移住）

▲南郷スキー場とスノーボーダー

▲箱詰めされた南郷トマト
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ま
す
。
先
進
農
家
は
、
こ
れ
か
ら
の
産
地
の

こ
と
を
考
え
、
損
得
な
し
に
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
研
修
生
に
と
っ
て
は
、
こ
の

地
域
の
「
里
親
」
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
期
間
、研
修
生
は
国
の
支
援
制
度「
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
準
備
型
）」
ま

た
は
、
町
の
「
新
規
就
農
者
支
援
事
業
（
研

修
業
務
補
助
金
）」
に
よ
り
生
活
支
援
を
受

け
る
こ
と
で
研
修
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
、
技
術
の
習
得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

就
農
後
の
支
援

○
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト

研
修
が
終
わ
る
と
独
立
し
就
農
す
る
わ
け

で
す
が
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
た

め
、
指
導
班
（
生
産
組
合
、
Ｊ
Ａ
、
県
農
業

改
良
普
及
員
等
）
を
組
織
し
、
栽
培
経
験
が

浅
い
人
を
中
心
に
、
１
週
あ
た
り
２
回
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
、
確
実
な
技
術
習
得
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

○
資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト

資
金
面
で
は
、
就
農
初
期
の
収
入
が
不
安

定
な
段
階
に
お
い
て
も
国
の
「
農
業
次
世
代

人
材
投
資
資
金
（
経
営
開
始
型
）」（
最
長
５

年
）
ま
た
は
、
町
の
「
新
規
就
農
者
支
援
事

業
（
初
度
経
営
支
援
補
助
金
）」（
最
長
３
年
）

を
交
付
し
、
経
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
か
ん
水
設
備
等
の
初
期

費
用
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
各
種
補
助
事

業
を
活
用
し
、
町
も
上
乗
せ
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
独
自
の
種
苗
代
の
補
助
、
農
業

資
材
購
入
補
助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
も
新
規
就
農
者
向
け
の
融
資
や

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
住
居
面
の
サ
ポ
ー
ト

住
宅
に
つ
い
て
は
、町
の
空
き
家
の
斡
旋

や
、取
得
し
た
住
宅
の
修
繕
費
を
補
助
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」や「
住
宅
取
得
等
補

助
」、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
で
新
規
就
農
者
が
入
居
で

き
る「
新
規
就
農
者
促
進
住
宅（
２
戸
）」の
設

置
な
ど
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、実

際
に
は
、作
業
小
屋
や
倉
庫
が
必
要
な
こ
と

や
、斡
旋
し
た
物
件
が
ほ
場
ま
で
遠
い
な
ど
、

就
農
者
の
意
向
に
沿
う
物
件
は
少
な
く
、生

産
組
合
や
研
修
受
入
農
家
の
斡
旋
に
よ
り
住

宅
を
見
つ
け
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

結
の
精
神

当
町
で
は
、
地
域
的
な
ま
と
ま
り
に
よ
る

結
束
力
も
強
く
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
助
け
合

う
体
制
が
自
然
と
で
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

雪
が
多
く
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
で
育
ま
れ

て
き
た
地
域
独
自
の
「
結ゆ
い

」
の
精
神
に
よ
る

も
の
で
ト
マ
ト
栽
培
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
家
は
個
々
の
経
営
で
は
あ
り
ま
す

が
、
生
産
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
、
新
規
就
農
者
も
産
地
の
一
員
、
地
域
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
栽
培
し

て
い
る
こ
と
が
産
地
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を

生
ん
で
い
ま
す
。

１
０
０
年
産
地
を
目
指
し
て

こ
う
し
た
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
の
増
加
は
、

南
郷
ト
マ
ト
の
産
地
規
模
の
維
持
拡
大
の
み

な
ら
ず
、
地
域
に
と
っ
て
の
農
業
後
継
者
の

確
保
・
育
成
の
一
助
と
な
り
、
過
疎
化
が
続

く
当
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

産
地
を
守
る
こ
と
が
地
域
を
守
る
こ
と
に

直
結
し
て
お
り
、
生
産
組
合
・
Ｊ
Ａ
・
行
政

が
一
体
と
な
り
、「
１
０
０
年
産
地
」
を
目

指
し
、
担
い
手
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

南
会
津
町
長
　
大
宅
　
宗
吉

（
令
和
３
年
２
月
８
日
付
第
３
１
４
８
号
）

▲�生産者による雪に埋もれたパイプハウスの除雪作業
の様子

▲�南郷トマト生産者の皆さん
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１
　茨
城
町
の
概
要

茨
城
町
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
涸ひ

沼ぬ
ま

」
を
は

じ
め
と
す
る
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境

と
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
に
恵
ま
れ

た
田
園
都
市
で
す
。
町
域
は
、
東
西
17
㎞
、

南
北
14
㎞
で
、
面
積
は
１
２
１
・
58
㎢
で
す
。

町
の
中
央
部
を
３
本
の
川
が
流
れ
、
東
端
に

位
置
す
る
涸
沼
に
注
い
で
い
ま
す
。

当
町
は
、
豊
か
な
水
や
平
坦
で
肥
沃
な
土

地
、
農
耕
に
適
し
た
気
候
条
件
を
生
か
し
、

古
く
か
ら
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
」
に
登
録
さ
れ
た
「
飯
沼
栗
」
を

は
じ
め
、
米
や
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト

等
、多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
業
も
盛
ん
で
、
茨
城
県
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

で
あ
る
常
陸
牛
等
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
涸
沼
に
は
、
ハ
ゼ
や
ウ
ナ
ギ
等
が
生

息
し
て
お
り
、
特
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
日
本

で
も
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
り
、
大
粒
で
味
の

良
さ
が
特
徴
で
す
。

当
町
の
交
通
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
道
６

号
の
ほ
か
、
北
関
東
自
動
車
道
と
東
関
東
自

動
車
道
の
２
本
の
高
速
道
路
が
走
り
、
町
内

に
３
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ

れ
、
茨
城
空
港
や
茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区
が

▲

豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
茨
城
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
涸ひ

沼ぬ
ま

」

▲大粒で肉厚、濃厚な味わいの「涸沼産ヤマトシジミ」

現 地 レ ポ ー ト

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

茨城県

茨城町
いばらきまち

い
ば
ら
き
ま
ち
未
来
へ
の
道
し
る
べ

～
三
世
代
が
共
に
輝
く
元
気
交
流
空
間

　
　
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
～

茨城県

茨城町
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近
接
し
て
お
り
、
町
内
外
の
都
市
や
観
光
拠

点
等
へ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
条
件
が

整
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
に
は
、
国
道
６
号
に
隣
接
す

る
茨
城
工
業
団
地
と
、
北
関
東
自
動
車
道
の

茨
城
町
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
内
包
す
る

茨
城
中
央
工
業
団
地
の
２
つ
の
工
業
団
地
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
茨
城
工
業
団
地
に
は
11

社
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
に
は
15
社
が
立
地

し
、
現
在
24
社
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

当
町
の
観
光
資
源
と
し
て
は
、
ま
ず
「
涸

沼
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
涸
沼
は
、
平
成
27

年
度
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し
て
登
録

さ
れ
た
海
水
と
淡
水
が
混
じ
り
合
う
、
全
国

的
に
も
数
少
な
い
関
東
で
は
唯
一
の
汽
水
湖

で
す
。
涸
沼
に
は
、
希
少
な
昆
虫
で
あ
り
、

町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヒ
ヌ

マ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
、
海
と
川
の
魚
介

類
、
多
様
な
植
物
が
生
息
し
て
い
る
ほ
か
、

毎
年
ス
ズ
ガ
モ
等
数
多
く
の
水
鳥
が
飛
来
し

て
い
ま
す
。

そ
の
湖
畔
に
は
、
自
然
の
地
形
を
生
か
し

た
約
34
・
５
ha
の
「
涸
沼
自
然
公
園
」
が
あ

り
ま
す
。園
内
に
は
、テ
ン
ト
サ
イ
ト
や
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
等

が
あ
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初

夏
に
は
、
30
種
類
約
１
万
株
の
色
鮮
や
か
な

ア
ジ
サ
イ
が
広
大
な
敷
地
に
咲
き
誇
る
姿
は

圧
巻
で
す
。

ま
た
、
同
じ
く
涸
沼
湖
畔
に
、
茨
城
県
の

指
定
名
勝
で
あ
る
「
親
沢
」
と
「
広
浦
」
が

あ
り
ま
す
。

親
沢
は
、
砂
浜
と
松
林
が
広
が
る
風
情
あ

る
公
園
で
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

ほ
か
、釣
り
等
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
内
に
は
、「
親
沢
の
１
つ
松
」
を
詠
ん
だ

水
戸
黄
門
こ
と
徳
川
光
圀
公
の
句
碑
が
あ
り

ま
す
。

広
浦
は
、涸
沼
の
湖
面
に
映
る
名
月
を「
広

浦
の
秋
月
」
と
し
て
、
水
戸
藩
第
９
代
藩
主

徳
川
斉
昭
公
が
水
戸
八
景
に
選
ん
だ
景
勝
地

で
す
。
夏
に
は
、
涸
沼
の
湖
上
に
舟
山
車
が

浮
か
ぶ
「
あ
ん
ば
ま
つ
り
」
と
い
う
珍
し
い

お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
沢
公
園
の
対
岸
に
あ
る
網
掛

公
園
は
、
野
鳥
観
察
台
が
設
置
さ
れ
、
涸
沼

を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
い
公
園
で
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
む
人
や
カ
メ

ラ
マ
ン
に
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

当
町
の
名
所
と
し
て
は
、
国
指
定
史
跡
で

あ
る
「
小
幡
北
山
埴
輪
製
作
遺
跡
」
が
あ
り

ま
す
。
６
世
紀
か
ら
７
世
紀
の
埴
輪
製
作
遺

跡
で
、
付
近
は
古
く
か
ら
良
質
な
粘
土
が
採

れ
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ
、
59
基
の
窯
跡
は

全
国
最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。

国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
大
戸
の
サ

ク
ラ
」
は
、
樹
齢
約
５
０
０
年
を
数
え
る
シ

ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
で
、
大
正
時
代
の
は

じ
め
頃
に
は
枝
が
大
き
く
張
り
出
し
、
そ
の

広
さ
は
３
０
０
坪
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
徳
川
光
圀
公
も
大
い
に
愛
で
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

町
指
定
史
跡
の
「
小
幡
城
跡
」
は
、
遺
構

の
状
態
が
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
残
る
中
世
の
城

跡
で
す
。
迷
路
の
よ
う
に
巧
妙
な
空
堀
は
迫

力
満
点
で
、
多
く
の
城
マ
ニ
ア
を
惹
き
つ
け

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
当
町
の
特
性
・
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
現
在
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
茨
城
町
第
６

次
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
本
計
画
で
は
、「
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
」
を
最
重
要
課
題
に
据

え
て
、
具
体
的
な
施
策
等
を
定
め
た
「
第
２

期
茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
方
創
生
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
　移
住
・
定
住
の
促
進

地
方
創
生
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
」

を
設
け
、
町
の
基
本
情
報
の
ほ
か
、
移
住
に ▲遺構の状態がほぼ原形のまま残る「小幡城跡」

▲�人気のレジャースポットである「涸沼自然公園キャンプ場」

▲水戸八景の１つ�名勝「広浦」

茨城県 茨城町
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関
す
る
支
援
策
や
子
育
て
・
教
育
に
関
す
る

取
組
等
、
移
住
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
根
ほ
り
葉
ほ
り
」
と
い
う

特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
配
置
し
て
い
る
定
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
実
際
に
住
ん
で
い
る
方
に
、

お
住
い
の
地
区
の
良
い
点
や
不
便
に
感
じ
る

点
、
地
区
の
自
慢
話
等
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

そ
の
内
容
を
そ
の
地
区
の
施
設
や
景
色
の
写

真
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に

他
の
地
区
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
リ
レ
ー

形
式
で
、
89
の
行
政
区
を
順
に
紹
介
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
す
。
移
住
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
、
茨
城
町
で
の
暮
ら
し

を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
当
町
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
実
際
に
茨
城
町

で
暮
ら
し
、
町
の
風
土
や
日
常
生
活
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
「
お
試
し
移
住
体
験

住
宅
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
が
借
り
受
け
た
涸
沼
の
す
ぐ

近
く
の
住
宅
に
数
日
間
過
ご
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
り
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
開
始
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
20
組
49
人
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

移
住
を
決
め
た
場
合
、
ど
こ
に
住
む
の
か

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
当
町
で

は
、
町
内
の
空
き
家
を
購
入
し
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
し
た
場
合
に
最
大
で
１
０
０
万
円
の
補

助
を
す
る
「
転
入
者
向
け
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

度
か
ら
開
始
し
て
、
こ
れ
ま
で
24
組
70
人
の

転
入
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
無
利
息
で
学
資
の
貸
し
付
け

を
行
う「
茨
城
町
奨
学
金
貸
付
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
学
等
を
卒
業
し
た
後
は
、
返

還
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
、
卒
業
後
当
町
に

戻
り
、引
き
続
き
５
年
間
居
住
し
た
場
合
は
、

返
還
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３
　町
の
魅
力
発
信

当
町
に
は
、
茨
城
町
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で

あ
る
「
い
ば
３
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
１
月
に
設

立
し
、
現
在
、
町
内
外
の
方
約
９
０
０
人
に

会
員
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
い
ば

３
」
の
名
前
の
由
来
は
、「
茨
城
県
東
茨
城

郡
茨
城
町
」
と
茨
城
が
３
回
続
く
こ
と
か
ら

命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
ク
ラ
ブ
の
活
動

と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
公
式
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発
信
、
季
刊

誌
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
の
発
行
や
オ
フ
会
の
開
催
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
は
、
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
「
つ
な
が
り
と
ひ
と
」
を
制
作
し

ま
し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
当
町
出
身

の
女
優
・
根
矢
涼
香
さ
ん
に
主
演
し
て
い
た

だ
き
、
当
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る
音

楽
家
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
に
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
撮
影
に

は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
「
い
ば
３
」
の
会

員
を
中
心
に
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、本
ビ
デ
オ
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

配
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
、
３
枚

１
組
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
制
作

に
あ
た
っ
て
は
、
ず
ば
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
も
の
を
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
、

涸
沼
に
息
づ
く
も
の
や
涸
沼
の
営
み
を
テ
ー

マ
に
し
、
人
・
モ
ノ
・
風
景
３
枚
で
構
成
し

ま
し
た
。
な
お
、
本
ポ
ス
タ
ー
を
１
９
６
１

年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
広
告
写

真
の
公
募
展
「
Ａ
Ｐ
Ａ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

２
０

２
０
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
入
選
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
は
、「
い
ば
３
」の
メ
ン
バ
ー

と
町
内
の
事
業
者
が
共
同
開
発
し
、
茨
城
町

の
「
水
」・「
緑
」・「
土
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
香

り
高
い
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
Ｅ
Ａ
」
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

▲APAアワード入選�茨城町PRポスター

▲プロモーションビデオ撮影に参加された皆さん
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ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
は
町
の
お
土
産
と
し
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

４
　結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

当
町
で
は
、
出
生
者
数
が
減
少
し
、
婚
姻

率
も
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
な
い
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
を
応
援
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
か
ら
「
婚
活
応
援
推
進
事

業
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
充

実
し
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
令
和
３
年
度

に
「
茨
城
町
き
ら
り
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
専
任
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
お
相
手
探
し
か
ら
引
き
合
わ
せ
ま

で
サ
ポ
ー
ト
し
、
結
婚
に
関
す
る
相
談
、
お

見
合
い
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
額
な
治
療
費
の
た
め
不
妊
治
療

を
躊
躇
す
る
等
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
、
不
妊
治

療
１
回
に
つ
き
15
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成

し
て
い
ま
す
。

出
産
後
の
主
な
支
援
策
と
し
て
は
、「
茨

城
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

子
育
て
親
子
に
寄
り
添
い
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
と
絆
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
産
祝
金
と
し
て
２
万
円
を
支
給
す

る
「
出
産
祝
金
支
給
事
業
」、
１
万
円
を
限

度
と
し
購
入
費
の
一
部
助
成
を
行
う
「
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
事
業
」
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
通
学
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
小
学
生
に
は
無
償
配
布
、
中
学
生
に
は
購

入
費
の
全
額
補
助
を
行
う
「
通
学
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
配
布
・
購
入
費
補
助
事
業
」
や
高
校

生
ま
で
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
当
町
に

は
小
学
校
４
校
・
中
学
校
２
校
が
あ
り
、
老

朽
化
し
た
校
舎
の
改
築
や
大
規
模
改
造
工
事

を
計
画
的
に
実
施
し
、
す
べ
て
完
了
し
て
い

ま
す
。
全
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
、
ト

イ
レ
を
洋
式
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内
装
に

は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
温
も
り
の

あ
る
教
室
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
は
快
適
な
環

境
の
も
と
、
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

５
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
価
値
観
の
多

様
化
等
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

参
加
者
の
減
少
や
行
政
区
・
自
治
会
等
へ
の

未
加
入
世
帯
の
増
加
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
将

来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
形
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
当
町
が
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
の
活
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

当
町
に
は
、
各
行
政
区
が
自
主
的
か
つ
主

体
的
に
行
う
、
区
の
活
性
化
等
に
向
け
た
取

組
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
25
年
度
か
ら「
茨

城
町
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
推
進
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
行
政
区
が
実

施
す
る
事
業
等
に
対
し
、
初
年
度
20
万
円
、

２
年
目
・
３
年
目
は
各
10
万
円
を
上
限
と
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
23
の
行
政
区
に
お
い
て
本
事
業

を
活
用
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
独
自
色

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
実
施
さ
れ
、
活

発
な
交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、本
事
業
を
全
行
政
区
に
お
い
て
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
を

す
る
と
と
も
に
、
２
名
の
集
落
支
援
員
に
よ

る
積
極
的
な
支
援
活
動
と
地
域
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

６
　お
わ
り
に

当
町
に
は
、
多
様
な
農
畜
水
産
物
が
生
産

さ
れ
、
世
界
の
涸
沼
に
代
表
さ
れ
る
水
と
緑

の
豊
か
な
自
然
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
速
道
路
や
国
・
県
道
の
整
備
が
進
む
等
道

路
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
農
・
商
・
工
の
産
業
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
発
達
し
、
町
民
の
気
質
は
人

情
味
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
当
町

の
特
性
・
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

「
住
む
こ
と
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
が

行
き
交
う
ま
ち
づ
く
り
」、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
、
子
ど
も
も
高
齢
者
も
、
住

む
人
も
訪
れ
る
人
も
、
当
町
に
か
か
わ
る
す

べ
て
の
人
が
笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
、
交
流
し
、
元

気
に
な
る
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま

ち
を
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
、
未
来
へ
つ
な
い

で
い
く
と
い
う
想
い
を
込
め
た
『
三
世
代
が

共
に
輝
く
元
気
交
流
空
間
　
夢
と
希
望
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
』
を
目
指
し
、
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

茨
城
町
長
　
小
林
　
宣
夫

（
令
和
４
年
１
月
10
日
付
第
３
１
８
５
号
）

▲子育て支援センター「まんまるーむ」

▲ふるさと元気づくり推進事業による三世代交流会

茨城県 茨城町
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伊
奈
町
の
概
要

伊
奈
町
は
埼
玉
県
の
中
南
部
に
あ
り
、
都

心
か
ら
約
40
㎞
圏
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

東
西
に
2
・
5
㎞
、
南
北
に
7
・
5
㎞
、
面

積
14
・
79
㎢
の
概
ね
楕
円
形
で
標
高
８
ｍ
～

18
ｍ
の
沖
積
層
、
洪
積
層
か
ら
な
る
肥
沃
な

平
坦
地
で
す
。

古
く
か
ら
農
耕
が
営
ま
れ
、
江
戸
時
代
に

は
徳
川
家
康
に
仕
え
、
家
康
の
国
づ
く
り
を

支
え
た
代
官
頭
の
一
人
で
あ
る
、
伊
奈
備
前

守
忠
次
公
が
行
っ
た
治
水
事
業
や
新
田
開
発

に
よ
っ
て
発
展
し
ま
し
た
。

昭
和
18
年
に
小
室
村
と
小
針
村
が
合
併
す

る
際
、
伊
奈
氏
に
ち
な
ん
で
伊
奈
村
と
命
名

し
、
昭
和
45
年
に
伊
奈
町
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
は
東
北
・
上
越
新
幹
線
の
開
業

に
あ
わ
せ
、
そ
の
高
架
を
利
用
し
た
埼
玉
新

都
市
交
通
伊
奈
線
「
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
」
が

開
業
し
、
町
内
に
5
つ
の
駅
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
交
通
の
便
が
良
く
な
る
と

と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
よ

り
良
好
な
環
境
の
住
宅
地
が
供
給
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、人
口
は
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
の
増
加

率
は
県
内
1
位
、
全
国
で
も
5
位
と
町
は
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
平
成
29
年
の
年

齢
別
人
口
は
、
19
歳
以
下
が
全
国
で
は
17
・

0
％
の
と
こ
ろ
21
・
7
％
、
逆
に
60
歳
以
上

は
、
全
国
で
は
34
・
5
％
の
と
こ
ろ
27
・

6
％
と
若
年
層
割
合
が
高
く
、
活
気
あ
る
町

で
も
あ
り
ま
す
。

▲

伊
奈
氏
屋
敷
跡
内
の
頭
殿
権
現
社

現 地 レ ポ ー ト

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

埼玉県

伊奈町
いなまち

平
成
の
町
普
請
！

伊
奈
備
前
守
忠
次
公
の
志
を
継
い
だ

ま
ち
づ
く
り

埼玉県

伊奈町
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豊
か
な
自
然
と
特
産
品

都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
町
内
に
は
豊
か

な
緑
の
景
観
を
呈
す
る
雑
木
林
が
多
く
存
在

し
、美
し
い
田
園
風
景
を
形
成
す
る
農
地（
水

田
、
畑
地
、
果
樹
園
）
の
面
積
は
町
域
面
積

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
13
号
地
に
指
定
さ
れ

た
「
無
線
山
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
森
」
周
辺
（
樹

齢
80
年
以
上
の
桜
並
木
）
に
代
表
さ
れ
る
緑

豊
か
な
自
然
や
埼
玉
県
内
最
大
の
バ
ラ
園
等

が
貴
重
な
緑
地
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
た
平
成
2
年
に

は
、
町
民
連
帯
と
潤
い
の
あ
る
情
熱
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
限
り
な
い
希
望
を
与
え
て
く
れ

る
花
と
し
て
、
町
の
花
を
「
バ
ラ
」
に
指
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
制
施
行
記
念
公
園

内
に
あ
る
バ
ラ
園
の
拡
張
を
年
々
行
い
、
現

在
で
は
約
１
・
２
ha
の
敷
地
内
に
４
０
０
種

類
５
、
０
０
０
株
を
超
え
る
バ
ラ
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
県
内
最
大
で
す
。

5
月
上
旬
か
ら
6
月
上
旬
に
か
け
て
見
頃
を

迎
え
る
春
バ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
バ
ラ
ま
つ

り
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
は
5
万
8
千
人

を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

伊
奈
町
は
、
古
く
か
ら
梨
、
ぶ
ど
う
な
ど

果
樹
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
埼

玉
県
が
育
成
し
た
大
玉
系
梨
品
種
で
あ
る
彩さ

い

玉ぎ
ょ
くの

中
で
も
、
糖
度
13
度
以
上
、
重
量
５
０

０
グ
ラ
ム
以
上
の
品
質
・
栽
培
基
準
を
満
た

し
て
い
る
「
黄
金
の
雫
」
と
名
付
け
た
ブ
ラ

ン
ド
梨
は
、
百
貨
店
や
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

推
進
協
議
会
　
始
動

伊
奈
町
に
は
、
町
名
の
由
来
と
な
っ
た
伊

奈
備
前
守
忠
次
公
が
か
つ
て
生
活
し
て
い
た

伊
奈
氏
屋
敷
跡
が
あ
り
、
昭
和
9
年
に
は
埼

玉
県
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
史
跡
周
辺

は
地
域
住
民
の
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
昔
な

が
ら
の
自
然
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

有
効
的
な
活
用
に
つ
い
て
は
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
に
伊
奈
町
町

制
施
行
40
周
年
記
念
・
忠
次
公
没
後
４
０
０

年
記
念
事
業
と
し
て
、伊
奈
町
商
工
会
が「
忠

次
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
忠
次
公
の
遺
徳
を
偲
び
、

町
の
誇
り
と
し
て
そ
の
名
を
広
く
永
く
後
世

に
伝
え
る
目
的
で
、
有
志
に
よ
り
、
平
成
23

年
に
「
伊
奈
備
前
守
忠
次
友
の
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
文
化
的
な
活
動
が
一
層
盛
ん

に
な
り
、「
こ
の
活
動
を
伊
奈
町
の
活
性
化

▲

現
在
の
伊
奈
氏
屋
敷
跡

▲

伊
奈
氏
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

▲�

埼
玉
県
内
最
大

　町
制
施
行
記
念
公
園�

�

（
バ
ラ
園
）

埼玉県 伊奈町
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に
つ
な
げ
た
い
」
と
の
地
元
住
民
か
ら
の
要

望
も
高
ま
り
、
平
成
28
年
に
は
官
民
協
働
に

よ
る
史
跡
周
辺
を
起
点
と
す
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
、
一
般
社
団
法
人
伊
奈
町
観
光

協
会
を
事
務
局
と
し
、
地
元
住
民
の
方
や
商

工
会
な
ど
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
お
り
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、
官
民
協
働
で
忠
次
公
を
観
光

資
源
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出

忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
発
足

後
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
史
跡
周
辺

の
散
策
路
整
備
事
業
で
す
。
史
跡
周
辺
を
当

時
の
面
影
が
残
る
土
塁
等
を
見
て
歴
史
を
感

じ
な
が
ら
歩
い
て
い
た
だ
け
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
す
る
た
め
、平
成
28
年
か
ら
３
年
間
で
、

地
域
住
民
や
町
外
か
ら
の
参
加
者
延
べ
６
１

８
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
ま
く
な
ど
し
て
１
、
２
２
０
ｍ
の

散
策
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
30
年
に
は
忠
次
公
の
歴
史

認
識
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
史
跡
の
頭
殿
権
現
社
周
辺
を
会

場
に
「
第
1
回
忠
次
公
レ
キ
シ
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

伊
奈
丸
山
大
合
戦
と
称
し
た
チ
ャ
ン
バ
ラ

や
さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験
の
ほ
か
、
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
、
地
元
野
菜
の
直
売
や
農
産
物
加
工
品

の
販
売
な
ど
も
行
い
、
地
元
農
家
と
地
域
住

民
及
び
町
外
か
ら
の
参
加
者
総
勢
約
７
０
０

名
が
交
流
し
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
奈
町
産
米
を
利
用
し
た
農
商
工

連
携
商
品
の
開
発
を
行
い
、
日
本
酒
や
忠
次

せ
ん
べ
い
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は

伊
奈
町
産
米
の
消
費
拡
大
の
目
的
に
つ
な
が

る
“
米
”（
マ
イ
）
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
素
材
の
魅
力
を
活
か

し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
美
味
し

い
作
品
が
発
表
さ
れ
、
最
優
秀
賞
の
「
殿
様

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
パ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
入

賞
作
品
は
、
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
に
し
て
公
共
施

設
等
に
配
布
し
、
伊
奈
町
産
米
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
忠
次
公
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
の
作
成
や
町
外
か
ら
の
参
加
者
を

募
っ
た
町
内
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、
忠
次
公
の

業
績
な
ど
歴
史
的
見
識
を
深
め
る
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら 

新
た
な
農
業
の
道
へ

忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
の
活
動

か
ら
新
た
に
動
き
出
し
た
農
業
の
取
組
と
し

て
は
、
農
家
の
有
志
に
よ
る
「
伝
統
野
菜
伊

奈
の
ら
ぼ
う
菜
栽
培
会
」
が
発
足
し
、
伊
奈

氏
ゆ
か
り
の
伝
統
野
菜
の
栽
培
普
及
を
始
め

ま
し
た
。
の
ら
ぼ
う
菜
と
は
、
江
戸
時
代
後

期
に
伊
奈
忠
次
公
の
子
孫
で
あ
る
伊
奈
忠た

だ

宥お
き ▲�伊奈町産“米”（マイ）レシピコンテストの様子

▲�伊奈町産米「彩のかがやき」を利用した� �
伊奈氏三代（日本酒）

▲町内外からの参加者による散策路整備の様子

145_3128埼玉県_伊奈町_三.indd   148 2022/09/14   9:36



町村の施策事例集Ⅷ148

公
が
そ
の
種
子
を
江
戸
近
郊
の
村
に
配
布
し

普
及
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
明
の
大
飢

饉
か
ら
人
々
を
救
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
で
す
。
町
の
新
た

な
特
産
野
菜
と
し
て
町
民
に
浸
透
し
て
い
く

よ
う
、
の
ら
ぼ
う
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹

介
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

伊
奈
町
の
農
業
は
、
１
ha
未
満
の
小
規
模

農
家
が
多
く
、
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
現
在
の
担
い
手
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
全

国
的
に
も
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
遊
休

農
地
問
題
で
す
。伊
奈
町
も
例
外
で
は
な
く
、

増
え
つ
つ
あ
る
遊
休
農
地
に
頭
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
現
状
を
打
開
す
る
べ
く
、
大
針
地

区
の
農
家
団
体
で
あ
る
大
針
直
売
組
合
の
協

力
の
も
と
、
そ
の
遊
休
化
し
た
水
田
で
稲
作

を
再
開
さ
せ
る
農
地
再
生
事
業
を
平
成
30
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
官
民
が
連
携

し
て
、
雑
草
が
生
い
茂
り
荒
れ
果
て
た
田
ん

ぼ
の
再
生
に
立
ち
向
か
っ
た
結
果
、
秋
に
は

念
願
の
稲
穂
が
実
り
、
無
事
に
お
米
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
お
米
は
農

地
再
生
の
軌
跡
の
証
、「
奇
跡
の
米
」
と
し

て
販
売
を
行
い
、
多
く
の
方
に
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
埼
玉
県
の
ブ
ラ
ン
ド
品
種
「
彩
の

き
ず
な
」
を
用
い
、
特
別
栽
培
農
産
物
米
を

生
産
し
、学
校
給
食
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

将
来
は
忠
次
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
大
針
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
、
小
規
模
経
営
を
改
善
す
べ
く

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
規
模
拡
大
の
動

き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
地
区
の
３
分
の
２

に
あ
た
る
18
・
５
ha
が
集
約
化
さ
れ
、
将
来

は
大
型
機
械
の
導
入
を
可
能
と
す
る
た
め
、

今
後
畦
畔
除
去
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

る
な
ど
、
農
業
振
興
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
と
伊
奈
町
の
農
業
等
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
令
和
元
年
11
月
18
日
、
第
58
回
農
林
水

産
省
表
彰
行
事
の
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い

て
、
関
東
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

い
ま
、
伊
奈
が
お
も
し
ろ
い
！

伊
奈
備
前
守
忠
次
公
と
い
う
、
徳
川
家
康

の
信
望
も
厚
く
、
関
東
か
ら
東
海
に
か
け
て

河
川
改
修
、
治
水
、
新
田
開
発
、
街
道
の
整

備
等
を
行
い
、
民
衆
の
生
活
を
安
定
さ
せ
江

戸
幕
府
の
財
政
基
盤
を
築
い
た
偉
人
が
我
が

郷
土
伊
奈
町
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も

こ
の
事
実
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
埼
玉
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

伊
奈
氏
屋
敷
跡
を
大
切
に
保
存
し
守
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
奈
備
前
守
忠
次
公
の
名
は
、
全
国
的
に

は
ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
忠
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
に
よ
る
各
種
事
業
を
加
速
化
さ

せ
、ゆ
く
ゆ
く
は
伊
奈
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
、

埼
玉
県
川
口
市
や
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
顕
彰
を
深

め
ぜ
ひ
と
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
１
日
、
伊
奈
町
は
町
制
施

行
50
年
の
節
目
を
迎
え
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
組
、「
町
民
の

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
「
い
ま
、
伊
奈
が
お
も
し
ろ
い
！
」「
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」「
日
本
一
住
ん

で
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

町
の
創
造
に
向
け
て
全
力
投
球
し
て
ま
い
り

ま
す
。

埼
玉
県
伊
奈
町
長
　
大
島
　
清

（
令
和
２
年
８
月
３
日
付
第
３
１
２
８
号
）

▲伊奈氏ゆかりの「のらぼう菜」

埼玉県 伊奈町
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149

１
　宝
達
志
水
町
の
概
要

宝
達
志
水
町
は
、
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
能
登
半
島
の
玄
関
口
と
し
て
多
く

の
観
光
客
が
行
き
交
う
、
海
と
山
に
囲
ま
れ

た
人
口
約
1
万
3
、０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。

西
部
は
日
本
海
に
面
し
た
砂
浜
で
、
日
本

で
唯
一
、
車
で
走
れ
る
砂
浜
で
あ
る
「
千
里

浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
は
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
２
０
１
６
年
に
は
、
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ョ
イ

ス
で
、
日
本
の
人
気
ビ
ー
チ
ラ
ン
キ
ン
グ
に

お
い
て
第
１
位
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
東
部
に
は
能
登
半
島
最
高
峰
、
標
高

６
３
７
ｍ
の
「
宝ほ
う

達だ
つ

山さ
ん

」
を
頂
に
、
宝
達
丘

陵
帯
と
よ
ば
れ
る
里
山
が
連
な
っ
て
お
り
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
豊
か
な
水
源
涵
養

林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
宝
達
山
に
つ

い
て
は
、林
野
庁
の
「
水
源
の
森
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
と

水
の
豊
か
さ
の
象
徴
的
な
存
在
で
す
。

宝
達
山
の
伏
流
水
が
流
れ
出
る
平
野
部
で

は
、
お
米
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
な
野
菜
が

栽
培
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ス
モ
モ
・
ぶ
ど

う
・
桃
・
い
ち
じ
く
・
り
ん
ご
・
柿
等
の
フ

ル
ー
ツ
が
季
節
ご
と
に
地
域
の
食
卓
を
彩
り

▲

能
登
半
島
最
高
峰
「
宝
達
山
」
か
ら
の
眺
望

▲千里浜なぎさドライブウェイ

現 地 レ ポ ー ト

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

石川県

宝達志水町
ほうだつしみずちょう

「
町
の
魅
力
」は
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す

～
宝ほ

う

活か
つ（

宝
達
志
水
を
楽
し
く
す
る
活
動
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

石川県

宝達志水町
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ま
す
。
中
で
も
、
ぶ
ど
う
と
い
ち
じ
く
は
町

の
特
産
品
と
し
て
特
に
人
気
が
あ
り
、
毎
年

の
初
競
り
で
１
房
１
０
０
万
円
以
上
の
価
格

が
つ
く
高
級
ぶ
ど
う「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」や
、

高
品
質
の
黒
い
ち
じ
く
「
黒く
ろ

蜜み
つ

姫ひ
め

」
は
、
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

２
　�地
方
創
生
と
「
宝
の
ま
ち
ブ
ラ

ン
ド
推
進
事
業
」

平
成
26
年
、
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」

の
問
題
提
起
を
受
け
、
国
で
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
町
に
お
い
て
も
地
方
版
総
合
戦
略
と

い
う
カ
タ
チ
で
、
5
カ
年
計
画
の
宝
達
志
水

町
総
合
戦
略
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
１
つ
が
「
町
の
ブ
ラ

ン
ド
化
」
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
、
東
洋
経
済
が
発
表

し
て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
話

題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
石
川
県
内
で
は
、

数
自
治
体
が
毎
年
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
10
入

り
す
る
な
ど
、注
目
度
が
高
い
時
期
で
し
た
。

中
で
も
当
町
に
隣
接
す
る
か
ほ
く
市
が
住
み

よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
常
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
は
、
町

の
知
名
度
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
町
の
ブ
ラ

ン
ド
化
が
意
識
さ
れ
て
い
た
時
期
で
し
た
。

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
総
合
戦
略
事
業

の
１
つ
と
し
て
、町
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る「
宝

の
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

３
　町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は
な
に
か
？

「
宝
の
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
中
で
、
ま
ず
ぶ
つ
か
っ
た
壁

は
「
町
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
？
」「
町
を
魅
力
的
に
す
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
事
業
以
前
の
問

題
で
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は
、「
差
別
化
」

で
あ
り
、「
独
自
性
」
の
確
立
で
す
。
そ
の

う
え
で
、
消
費
者
が
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
ほ
し
い
と
思
う
突
出
し
た
魅
力
を
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
成
さ
れ
ま
す
。

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

し
ろ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

し
ろ
、
魅
力
を
突
き
詰
め
て
戦
略
的
に
発
信

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
魅
力
的
な
町
と
は
ど
ん
な
町

な
の
か
？
こ
の
こ
と
を
考
え
抜
い
た
と
き
、

「
住
民
が
自
分
の
住
む
町
を
愛
し
て
い
る
町
」

が
町
と
し
て
１
番
魅
力
的
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
で
す
。

　
４

　�「宝ほ
う

活か
つ

＝
宝
達
志
水
を
楽
し
く

す
る
活
動
」
の
誕
生

こ
う
し
て
「
宝
の
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
」
で
は
、
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
事
前
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は
想
像
以

上
に
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
想
定
外
の
と
て
も
重
要
な
課
題
が
見
つ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
低
さ
は
、
町
外
へ

の
転
出
の
増
加
に
つ
な
が
る
重
要
な
要
素
で

す
。
当
然
、
移
住
な
ど
の
転
入
に
も
影
響
し

ま
す
。
た
だ
、
い
き
な
り
町
の
人
に
「
自
分

の
町
を
誇
り
に
思
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て

簡
単
に
解
決
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
地
道
に
町
民
自
身

に
宝
達
志
水
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
ま
ず
は
町
民
に
、

町
に
は
こ
ん
な
魅
力
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

▲ルビーロマン

▲黒蜜姫（黒いちじく）

▲宝活WEBページ

石川県 宝達志水町

149_3145石川県_宝達志水町_三.indd   151 2022/09/29   0:49



151

と
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
宝ほ
う

活か
つ

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
宝
活
と
は
、「
宝

達
志
水
を
楽
し
く
す
る
活
動
」
の
略
で
、
地

域
み
ん
な
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く

宝
達
志
水
町
の
魅
力
を
分
か
ち
合
お
う
と
い

う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
町
内
の
魅
力
的
な
事
業

者
や
活
動
団
体
な
ど
を
取
材
し
、
そ
の
魅
力

を
発
信
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
場

を
つ
く
っ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
高

い
住
民
が
集
ま
っ
て
、
自
分
た
ち
が
や
り
た

い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
「
宝
活
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
り
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

特
に
宝
活
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

し
て
も
大
き
な
収
穫
が
2
つ
あ
り
ま
し
た
。

1
つ
は
、こ
の
小
さ
い
ま
ち
に
、ま
ち
づ
く
り

に
関
心
が
高
い
人
材
が
何
人
も
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、2
つ
目

は
、そ
の
人
た
ち
が
一
同
に
会
し
、
協
力
し

合
え
る
体
制
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

宝
達
志
水
町
は
、
現
在
52
の
地
域
集
落
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
規
模
は
数
世

帯
の
小
さ
な
集
落
か
ら
５
０
０
世
帯
を
超
え

る
大
き
な
集
落
ま
で
多
様
で
す
。
そ
し
て
集

落
ご
と
に
独
自
の
文
化
を
有
し
、
運
営
方
法

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
特
に
、
集
落
の
祭
り
へ

の
住
民
の
思
い
は
深
く
、
一
種
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
も
似
た
感
覚
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
町
に
お
い
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

い
え
ば
、
こ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
集
落
を
意
味

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
一
方
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
っ
た
広
域
的
な
概
念
に
な
る
と
、
集
落
を

越
え
て
人
が
つ
な
が
る
と
い
う
機
会
は
、
そ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
う
し
た
背
景
が

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
ら
な
い
要

因
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
点
で
、

宝
活
は
と
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

5
　宝
活
の
挫
折

こ
の
よ
う
に
話
を
進
め
る
と
、
と
て
も
良

い
事
業
の
よ
う
に
伝
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
事
業
に
も
失
敗
は
つ

き
も
の
で
す
。
実
際
、
宝
活
は
途
中
で
頓
挫

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
は
、
行
政
組
織

と
し
て
、
手
法
や
役
割
を
共
有
し
き
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

宝
活
が
や
ろ
う
と
し
て
き
た
こ
と
は
、
い

わ
ゆ
る
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
民

間
企
業
で
は
既
に
一
般
と
な
っ
て
い
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
運
営
や
、
ユ
ー
ザ
ー
巻
き
込

み
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
採
用
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政
に
お
い
て
は
こ

う
し
た
手
法
は
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
お
ら

ず
、
組
織
内
で
理
解
さ
れ
る
の
が
難
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
し
た
。
そ
し

て
、そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
最
大
の
理
由
は
、

目
的
や
意
義
、
手
法
に
つ
い
て
明
確
に
言
語

化
で
き
ず
、
組
織
内
で
共
有
し
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
を
言
え
ば
、
走
り
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
た
当
時
は
、
今
ほ
ど
に
は
事
業
の
目
的

や
手
法
等
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
」
や
「
巻

き
込
み
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉

も
知
ら
ず
、
地
方
創
生
に
と
に
か
く
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
進
め
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
戦
略
と
し
て
は
浅
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

け
れ
ど
、
こ
う
し
て
過
去
の
失
敗
を
改
め

て
振
り
返
る
こ
と
で
、
失
敗
し
た
根
本
的
な

原
因
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ

大
き
な
収
穫
だ
と
今
は
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
6

　シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
向
上
に
向
け
て

前
述
し
た
よ
う
に
町
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
低
い
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
町

の
地
方
創
生
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。今
一
度
、

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
に
つ
い
て
戦
略
を
練
り
直
し
、
再
度
取

り
組
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
目
的
や
意
義
を
明
確
に

し
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く

こ
と
で
す
。
一
度
は
失
敗
し
ま
し
た
が
、
今
度

は
組
織
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
住
民
が
誇
り

を
持
て
る
町
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宝
達
志
水
町
主
任
　
田
上
　
諭
史

（
令
和
３
年
１
月
11
日
付
第
３
１
４
５
号
）

▲宝活クラブ

▲

宝
の
お
仕
事
自
慢
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南
伊
豆
町
の
概
要

南
伊
豆
町
は
、
静
岡
県
東
部
に
あ
る
伊
豆

半
島
の
最
南
端
に
位
置
し
、
東
西
11
・
5
㎞
、

南
北
９
・
７
㎞
、
総
面
積
は
１
０
９
・
94
㎢

北
東
は
下
田
市
、
北
西
は
松
崎
町
に
接
し
、

東
を
相
模
灘
、
西
を
駿
河
湾
、
南
は
太
平
洋

と
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
伊
豆
半

島
最
南
端
の
石
廊
崎
な
ど
の
景
勝
地
を
有
す

る
海
岸
線
に
は
、「
日
本
の
渚
百
選
」「
快
水

浴
場
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
白
砂
青
松
の

弓
ヶ
浜
海
岸
、
徳
川
14
第
将
軍
家
茂
公
が
嵐

を
避
け
、
船
を
停
泊
し
た
子
浦
な
ど
、
そ
の

総
延
長
は
57
・
4
㎞
に
も
お
よ
び
ま
す
。
ま

た
、
天
城
山
か
ら
連
な
る
山
々
は
、
広
葉
樹

の
自
然
林
が
多
く
、
水
源
か
ら
海
に
至
る
ま

で
本
町
内
で
完
結
す
る
青
野
川
流
域
に
点
在

す
る
集
落
の
里
山
と
し
て
、
古
く
は
薪
炭
生

産
や
農
用
林
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
も
つ

な
ど
、
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
は
、
本
町
に
た
ぐ
い
ま

れ
な
る
観
光
資
源
を
与
え
、
町
の
将
来
像
を

町村の施策事例集Ⅶ町村の施策事例集Ⅷ152

▲

日
本
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
た
白
砂
青
松
「
弓
ヶ
浜
」

▲青野川沿いに約800本連なる「河津桜並木」

現 地 レ ポ ー ト

静岡県

南伊豆町
みなみいずちょう

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

人
に
ふ
れ 

自
然
に
ふ
れ

　
　
心
や
す
ら
ぐ
　
南
伊
豆
町

静岡県

南伊豆町
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「
光
と
水
と
緑
に
輝
く
南
伊
豆
町
」と
し
て
掲

げ
て
い
る
本
町
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公

園
に
属
す
る
一
大
景
勝
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
候
は
、
年
平
均
気
温
が
16
・
9
℃
（
平

均
値
）、年
降
水
量
は
1
、８
５
２
・
85
㎜
（
平

均
値
）
と
年
間
を
通
じ
て
温
暖
な
土
地
で
、

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
は
８
、
０

４
４
人
、
世
帯
数
は
３
、
９
０
５
世
帯
を
数

え
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
地
域
社
会
の
形
成
は
、
下

賀
茂
日
詰
遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
か
ら
、
弥

生
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
遺
跡
に

は
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
お
よ
ぶ
先
人

の
社
会
活
動
の
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
幕
府
直
轄
地

に
指
定
さ
れ
、
農
業
と
漁
業
を
中
心
と
し
た

農
村
社
会
を
築
い
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
形
成
に
お
い
て
特
徴
的
な
の

は
、
東
西
を
結
ぶ
海
上
交
通
路
の
要
所
に
位

置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
リ
ア
ス
式
海
岸
と
天

然
の
良
港
を
有
す
る
風
待
港
と
し
て
栄
え
た

経
緯
が
あ
り
、
東
西
の
文
化
を
取
り
入
れ
た

独
自
の
文
化
と
活
発
な
地
域
社
会
を
維
持
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
妻
良
・
小
稲
地
区
な
ど
、

多
く
の
集
落
に
は
、
独
自
の
伝
統
芸
能
が
保

存
さ
れ
古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
あ
り
ま
し

た
。明

治
22
年
、
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
南

崎
村
・
竹
麻
村
・
南
中
村
・
南
上
村
・
三
坂

村
・
三
浜
村
の
南
賀
６
ヶ
村
が
誕
生
し
、
天

然
の
良
港
を
利
用
し
た
半
農
・
半
漁
の
海
岸

地
区
、
温
泉
を
中
心
と
し
た
下
賀
茂
地
区
、

そ
れ
に
山
村
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

持
っ
た
村
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
30
年
７
月
、
町
村
合
併
促
進
法

に
基
づ
い
て
６
ヶ
村
が
合
併
し
、
現
在
の
南

伊
豆
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
成
功�

し
た
10
年
後
の
南
伊
豆
町
を
目
指
し
て

平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組
む
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
「
南
伊
豆
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、「
誰
も
が
望
ん
で
い
る
が
実
現

し
て
い
な
い
課
題
解
決
と
し
て
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」
を
目
指
し
、
本
町
の
魅
力
を

活
か
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
を
創
出
し
、
若
者
の
就
職
時
の
転
出
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
転

入
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
町
に
は
な
い
「
若
者

が
憧
れ
る
仕
事
」
に
取
り
組
む
企
業
や
、
都

市
部
在
住
の
若
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
）

を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
仕
事
や
雇
用

の
創
出
、
地
域
資
源
情
報
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

コ
ト
）
の
発
信
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
新
た

な
価
値
の
創
造
や
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

「
町
民
が
求
め
る
10
年
後
の
南
伊
豆
町
」

を
目
指
し
た
誘
致
戦
略
の
策
定

〇誘致戦略

▲ターゲット企業
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「
南
伊
豆
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
全
体

の
取
組
方
針
を
ま
と
め
た
「
南
伊
豆
町
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
戦
略
」
で
は
、「
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
通
し
て
10
年
後

に
実
現
し
た
い
南
伊
豆
町
」
と
い
う
誘
致
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
誘
致
戦
略
の
具

体
的
な
項
目
と
し
て
は
、「
誘
致
タ
ー
ゲ
ッ

ト
企
業
」、「
事
業
推
進
体
制
」、「
誘
致
目
標
」

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

誘
致
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
向
け
に
「
将
来
働
き
た
い

仕
事
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
し
た
６
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
と
業
種
を
設
定
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
つ
な
が
る
広

告
・
デ
ザ
イ
ン
関
連
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
つ
な
が
る
教
育
関
連
な
ど
、
本
町

の
魅
力
発
信
や
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
業
種

を
選
定
し
ま
し
た
。

次
に
、
事
業
推
進
体
制
に
お
い
て
は
、
行

政
・
地
域
住
民
・
企
業
誘
致
に
関
す
る
専
門

家
を
中
心
と
し
た
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
役
割
は
、
地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
未
来
塾

が
担
う「
誘
致
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
支
援
制
度
」

で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
に
は
農
業
者
、
漁
業
者
、

観
光
関
連
事
業
者
、
移
住
者
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
町
民
が
参
画
し
、
会
員
自
身
が

地
域
内
で
活
動
を
し
て
い
る
地
域
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に
と
っ
て

重
要
な「
地
域
の
人
」と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
法
人
は
町
の
移
住
・

定
住
施
策
に
お
け
る
「
現
地
案
内
人
」
と
し

て
も
活
動
し
、
地
域
内
外
の
人
と
人
と
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
誘
致
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
活
動
に
も
活
用
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誘
致
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
活
動
内

容
は
、視
察
前
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

滞
在
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
、
訪
問
先
と
の
調

整
、
滞
在
時
の
随
行
な
ど
が
あ
り
、
初
め
て

本
町
を
訪
れ
る
方
々
に
と
っ
て
、
来
町
前
の

情
報
収
集
や
滞
在
中
の
ス
ム
ー
ズ
な
視
察
が

可
能
に
な
る
な
ど
有
効
な
支
援
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め
て

き
た
中
で
、
本
町
に
は
令
和
２
年
10
月
時
点

で
２
社
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
企
業
が
進

出
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
進
出
企
業

に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

⑴�

南
伊
豆
の
自
然
と
共
に
歩
む
人
生
　

「
漁
師
」
と
い
う
誇
り
と
魅
力
を

発
信
し
た
い

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ユ
ー
が
制
作
し

た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
職
・
漁
師
」
で
は
、

普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
漁
師
の
世
界
、

そ
の
魅
力
に
つ
い
て
本
町
の
暮
ら
し
、
食
、

環
境
と
共
に
発
信
す
る
媒
体
と
し
て
全
７
号

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
海
老
漁
、
金
目

鯛
漁
、
海
士
漁
、
高
足
ガ
ニ
漁
、
イ
カ
漁
と
、

一
言
で
漁
師
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が

あ
り
ま
す
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
登
場
し
た

漁
師
一
人
一
人
の
仕
事
に
対
す
る
想
い
、
こ

だ
わ
り
、
誇
り
、
そ
の
方
を
支
え
る
ご
家
族

の
様
子
な
ど
、「
漁
師
の
日
常
＝
地
域
の
魅

力
」
と
し
て
発
信
で
き
る
一
冊
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
漁
師
が
獲
っ
た
魚
な
ど
を
直
送
す

る
「
推
し
漁
師
サ
ー
ビ
ス
」、
特
集
食
材
を

使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
開
発
、
職
・

漁
師
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
、フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
発
行
を
き
っ
か
け
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
形
に
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た
地
域
と
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▲

漁
船
に
搭
乗
し
て
漁
の
様
子
を
撮
影

▲オンライン形式によるスポカン会議の様子

静岡県 南伊豆町

152_3142静岡県_南伊豆町_三.indd   155 2022/09/29   0:51



155

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
町
内
に
か
ま
え
る
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
を
活
用
し
、
こ
れ
か
ら
本

町
を
訪
れ
る
企
業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ー

ザ
ー
に
向
け
て
、
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
用
に
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

⑵�“
地
域
で
活
躍
す
る
カ
ン
パ
ニ
ー
”
に

“
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
”
を
当
て
た
い

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
株
式
会
社
が
取
り
組
む
オ
ン
ラ

イ
ン
経
営
戦
略
会
議「
ス
ポ
カ
ン
会
議
（
※
）」

は
、
地
域
の
課
題
を
抱
え
る
企
業
経
営
者
と

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
も
っ
た
ク

リ
エ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
企
業
課

題
解
決
を
実
現
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
型

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
戦
略
会
議
で
は
、
企

業
経
営
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
課
題
整

理
、ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
出
し
、

企
業
経
営
者
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
な
ど

を
行
い
ま
す
。
参
加
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル

を
も
っ
た
人
材
が
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
戦

略
会
議
後
に
は
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
か
ら
提
案

さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
参
加
者
同
士
が
連

携
し
て
取
り
組
む
「
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
立
ち
上
が
り
、
地
域
企
業
の
経
営
支

援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
リ

エ
ー
タ
ー
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ー
ザ
ー
と

し
て
本
町
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
実
績
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
企
業
へ
の
経
営
支
援
と
し

て
ス
ポ
カ
ン
会
議
を
活
用
し
、
地
域
企
業
が

抱
え
る
課
題
解
決
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業

推
進
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

※�

ス
ポ
カ
ン
会
議
と
は
「S

pot�light�on�the�
Local�C

om
pany

」
の
略
。

南
伊
豆
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

重
要
な「
地
域
の
人
」と
の
つ
な
が
り

本
町
に
初
め
て
視
察
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

利
用
で
訪
れ
る
方
々
は
、
本
町
の
こ
と
を
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
中
、
本
町
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
効
果
的
な
手
法
と
し
て
は
、

地
域
資
源
を
活
用
し
、
生
活
を
さ
れ
て
い
る

「
地
域
の
人
」
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。
地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
会
を
創
出
し
、
地
域
の
人
た
ち
の

日
々
の
暮
ら
し
で
あ
る
「
日
常
」
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
町
で
し
か
伝
え
ら
れ

な
い
地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
お
こ
な
っ
た

交
流
事
業
と
し
て
は
、
漁
師
に
よ
る
地
魚
の

加
工
体
験
、
町
民
と
の
海
岸
清
掃
活
動
、
町

長
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
人
と
の
交
流
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
町
の
素
晴
ら
し

い
魅
力
や
価
値
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

で
あ
り
、
か
つ
、
参
加
者
に
と
っ
て
の
「
非

日
常
体
験
」
と
し
て
、
新
し
い
視
点
、
経
験
、

学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
事
業
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
と
向
き
合
う
う
え
で
必
要
な

「
地
域
内
外
の
人
と
人
が
協
働
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

第
６
次
南
伊
豆
町
総
合
計
画
で
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
厳
し
い
現
実
に

直
面
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
も
、
定
住
人
口

の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
定
住
す
る
町
民
の
み

な
ら
ず
、
本
町
に
継
続
的
・
積
極
的
に
関
わ

り
を
持
つ
町
民
以
外
の
人
（
＝
関
係
人
口
）

も
含
め
た
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が
、

相
互
理
解
の
も
と
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
南
伊
豆
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ

て
町
に
関
わ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
人
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

人
材
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
と
の
関
係
性
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
企
業
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
に
本
町
を
訪
れ
て
も

ら
え
る
「
持
続
可
能
な
南
伊
豆
ス
タ
イ
ル
」

の
確
立
を
目
指
し
、「
南
伊
豆
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

南
伊
豆
町
　
商
工
観
光
課

（
令
和
２
年
12
月
７
日
付
第
３
１
４
２
号
）

▲

地
魚
の
加
工
体
験
の
様
子
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１　
那
賀
町
の
概
要

那
賀
町
は
、
平
成
17
年
３
月
１
日
、
丹
生

谷
地
域
と
呼
ば
れ
る
徳
島
県
那
賀
郡
の
五
町

村
（
鷲
敷
町
、
相
生
町
、
上
那
賀
町
、
木
沢

村
、木
頭
村
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

徳
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、
北
西
部
に
は
標

高
１
、
０
０
０
ｍ
以
上
の
四
国
山
地
、
南
部

に
は
海
部
山
脈
な
ど
が
そ
び
え
、
一
級
河
川

の
那
賀
川
が
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
を
西
か
ら
東

に
貫
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
可
住
地
は
那

賀
川
の
沿
川
と
そ
の
支
流
の
谷
合
に
点
在
し

て
い
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が
急
峻
な
山
地

で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
積
は
６
９
、
４
８
６
ha
と
県
内
で
２
番

目
に
広
い
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
約

95
％
が
森
林
で
、
そ
の
森
林
面
積
の
約
78
％

が
人
工
林
で
す
。

こ
の
よ
う
に
那
賀
町
は
、
森
林
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
杉
を
主

体
と
し
た
林
業
が
盛
ん
で
あ
り
、「
木
頭
杉
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
良
質
な
木
材
を
供
給
し
て

き
た
那
賀
川
上
流
域
一
帯
は
「
木
頭
林
業
地

帯
」
と
し
て
２
５
０
年
に
わ
た
る
林
業
生
産

の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
切
り

出
さ
れ
た
良
質
な
木
材
は
、
那
賀
川
下
流
か

ら
京
阪
神
地
域
等
に
運
ば
れ
、
木
材
消
費
の

需
要
を
支
え
る
一
大
産
地
と
し
て
活
況
を
呈

し
て
い
ま
し
た
。

２
　
過
疎
化
と
林
業
の
衰
退

那
賀
町
の
人
口
は
、
昭
和
55
年
の
１
４
、

３
６
０
人
に
対
し
、
平
成
27
年
時
点
で
８
、

▲

那
賀
町
の
山
林
風
景

現 地 レ ポ ー ト

徳島県

那賀町
なかちょう

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

林
業
の
再
生
へ
向
け
て

徳島県

那賀町
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３
４
３
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
15

歳
以
上
の
人
口
比
率
を
み
る
と
、
65
歳
以
上

の
人
口
比
率
が
平
成
に
入
っ
て
急
激
に
増
加

し
、
平
成
27
年
時
点
で
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
～
64
歳
）
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
と
と
も
に
林
業
就
業
者

数
も
昭
和
55
年
の
８
６
０
人
に
対
し
、
平
成

17
年
で
は
、
１
３
９
人
ま
で
減
少
し
、
そ
れ

に
比
例
し
、
木
材
生
産
量
も
昭
和
55
年
当
時

は
１
５
２
、
２
５
０
㎥
で
あ
っ
た
が
平
成
17

年
に
は
５
０
、
８
１
９
㎥
ま
で
減
少
し
、
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
衰
退
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

３
　�

林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る

目
標
の
数
値
化

平
成
17
年
頃
よ
り
徳
島
県
の
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に

よ
る
森
林
作
業
道
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐
が

推
奨
さ
れ
、
町
で
も
林
業
事
業
体
で
の
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
み
、
平
成
22
年
に

は
、
土
木
業
者
11
社
が
組
合
員
と
な
っ
た
協

同
組
合
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
私
有
林

の
多
い
本
町
は
、
森
林
所
有
者
の
世
代
交
代

も
進
み
、
森
林
管
理
の
相
談
先
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
林
業
事
業
体
も
世
代
交
代
し
た

森
林
所
有
者
の
探
索
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
森
林
整
備
が
進
ま
ず
、
未
整
備
の
森

林
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
に
町
内
の
森

林
所
有
者
を
は
じ
め
、
林
業
事
業
体
、
町
議

会
、
徳
島
県
、
林
業
公
社
、
森
林
組
合
そ
し

て
町
で
組
織
す
る
「
那
賀
町
林
業
活
性
化
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
林
業
の
課
題
解

決
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
見
を

交
わ
し
、
10
年
後
の
目
標
と
し
て
木

材
の
素
材
生
産
量
を
年
間
20
万
㎥
と

し
、
そ
れ
に
携
わ
る
林
業
従
事
者
を

２
５
０
人
確
保
す
る
こ
と
を
重
点
目

標
と
し
た
「
那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

目
標
は
、
単
純
に
１
㎥
の
木
材
生
産

に
お
い
て
、
仮
に
１
万
円
の
経
済
効

果
が
あ
る
と
す
る
と
、
計
画
当
初
の

素
材
生
産
量
が
約
５
万
㎥
で
す
か

ら
、
換
算
す
る
と
５
億
円
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
20
万
㎥
ま
で
増
や
す
こ

と
で
20
億
円
と
な
り
、
15
億
円
の
経

済
効
果
が
生
ま
れ
、
木
材
加
工
な
ど

影
響
す
る
産
業
を
含
め
る
と
莫
大
な

経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

計
画
策
定
当
時
は
、
か
な
り
非
常
識
な
大

き
な
目
標
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
目
標
は
大

き
な
方
が
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
こ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

４
　
町
が
森
林
管
理
を
受
託
！

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

▲那賀町林業マスタープラン重点目標

項　目 平成22年度 平成26年度 平成32年度

林業雇用者数 139人 180人 ２５０人

素材生産量 50千㎥ 110千㎥ ２００千㎥

▲協議会の様子
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な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
実
行
計
画
）
の
中

で
、
所
有
・
管
理
・
施
業
を
分
離
し
、
森
林

所
有
者
と
林
業
事
業
体
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た

す
新
た
な
機
関
を
組
織
し
、
森
林
所
有
者
の

山
林
所
得
の
向
上
や
町
内
林
業
事
業
体
の
経

営
の
安
定
化
に
よ
り
、
新
規
林
業
事
業
体
の

創
出
を
促
し
、
再
び
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

林
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

こ
の
重
点
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
中

心
的
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、
町
の
林

業
振
興
課
に
外
部
か
ら
森
林
整
備
に
精
通

す
る
森
林
組
合
と
林
業
公
社
の
職
員
を
招

き
入
れ
、「
森
林
管
理
受
託
セ
ン
タ
ー
準
備

室
」（
後
に
森
林
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
改
名
）
を
設
置
し
、
運
営
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
発
足
当
時
の
職
員
数

は
12
名
で
、そ
の
内
訳
は
、役
場
職
員
２
名
、

森
林
組
合
職
員
６
名
、
林
業
公
社
職
員
４

名
の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務

分
担
と
し
て
は
、
役
場
職
員
が
補
助
及
び

予
算
・
決
算
事
務
を
森
林
組
合
職
員
が
森

林
境
界
明
確
化
事
業
と
搬
出
間
伐
事
業
事

務
を
林
業
公
社
職
員
が
森
林
作
業
道
や
林

業
に
関
す
る
実
態
調
査
等
の
事
務
を
受
け

持
つ
こ
と
と
し
、
森
林
施
業
等
の
事
業
を

執
行
す
る
た
め
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
町

の
一
般
会
計
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
進
め
方
と
し
て
は
、
森
林
境
界
明

確
化
事
業
で
私
有
林
の
森
林
境
界
を
明
ら
か

に
し
、
森
林
所
有
者
と
町
に
よ
る
森
林
経
営

管
理
受
託
契
約
に
よ
り
、
森
林
経
営
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
作
業
道
開

設
事
業
や
搬
出
間
伐
事
業
を
外
部
発
注
し
、

森
林
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

今
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
町
が
森
林
所

有
者
か
ら
森
林
管
理
を
受
託
し
て
間
伐
等

の
施
業
を
行
う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も

経
験
の
な
い
未
知
の
業
務
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
、
不
安
と
難
解
な
問
題
が
山

積
し
た
毎
日
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
事
業
実
施
設
計
書
の
手
法
や
各
種
様

式
の
作
成
、
森
林
調
査
や
測
量
、
事
業
精

算
方
法
等
の
数
多
く
の
難
題
が
あ
り
ま
し

た
が
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
一
つ

ひ
と
つ
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

５
　
担
う
役
割
を
見
直
し

こ
の
よ
う
に
問
題
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
森
林
管
理
受
託
事
業
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
に
森
林
境
界
明
確
化
の
事
業

面
積
６
、
６
８
４
ha
、
森
林
作
業
道
開
設
延

長
４
３
、
３
７
８
ｍ
、
搬
出
間
伐
事
業
３
０

５
ha
（
搬
出
総
材
積
２
９
、
３
８
２
㎥
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
　
　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
内
の
森
林
は
高
林

齢
化
が
進
み
、
伐
期
齢
を
迎
え
た
森
林
が

大
半
を
占
め
、
主
伐
・
植
栽
・
保
育
で
森

徳島県 那賀町
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林
再
生
を
行
い
、
本
来
の
林
業
サ
イ
ク
ル

を
取
り
戻
す
た
め
の
整
備
方
針
も
打
ち
出

さ
れ
、
町
で
行
っ
て
い
た
間
伐
を
中
心
と

し
た
私
有
林
の
森
林
管
理
受
託
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
森
林
組
合
へ

移
行
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
課
題
は
尚
も
山
積
し
て
お
り
、

地
籍
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
森
林
は
、
所

有
境
界
の
不
明
箇
所
も
多
く
、
施
業
へ
と

繋
ぐ
た
め
の
森
林
境
界
明
確
化
事
業
や
木

材
生
産
量
拡
大
へ
向
け
た
新
た
な
生
産
シ

ス
テ
ム
の
検
証
、
次
世
代
の
林
業
を
担
う

後
継
者
の
確
保
や
育
成
等
に
つ
い
て
の
取

組
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
27

年
度
よ
り
「
森
林
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
組
織
名
称
を
変
更
し
町
職
員
が

中
心
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
た
新
た
な
取
組
を
始
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
中
で
、
特
に
林
業
の
担
い

手
確
保
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
浮
か
び
上

が
り
、
林
業
事
業
体
の
若
手
職
員
で
結
成

さ
れ
た
「
山
武
者
」
の
協
力
を
得
て
、
町

内
外
か
ら
林
業
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
を

募
り
、
３
日
間
を
通
し
て
高
性
能
林
業
機

械
を
使
っ
た
林
業
体
験
会
や
、
移
住
・
就

業
相
談
会
を
行
う
「
林
業
体
感
３
Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｓ
」
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は
、
拠
点
と
な

る「
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」を
新
築
し
、

町
の
林
業
振
興
課
（
森
林
管
理
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
や
森
林
組
合
、
徳
島
森
林
づ

く
り
推
進
機
構
（
旧
徳
島
県
林
業
公
社
）

な
ど
の
林
業
関
係
団
体
を
こ
の
施
設
に
集

約
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
度
に
実
施

し
た
木
育
ス
タ
ー
ト
宣
言
に
よ
り
、
木
育

広
場
を
設
置
す
る
な
ど
の
施
設
整
備
も
行

い
ま
し
た
。

６
　
経
験
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
飛
躍

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
り
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
制
度
化
さ
れ
た
森
林
経

営
管
理
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
所
有
者
（
私
有

林
）
の
意
向
を
聞
き
、
未
整
備
森
林
に
つ

い
て
町
が
計
画
的
に
間
伐
等
に
よ
り
森
林

整
備
を
進
め
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
前
段
で
述
べ
た
私

有
林
の
森
林
管
理
を
受
託
し
て
い
た
経
験

が
た
い
へ
ん
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
那
賀
町

林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
る

ま
で
の
町
の
取
組
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
林

業
現
場
に
深
く
関
与
す
る
機
会
は
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
林
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
よ
り
、
深
い
視

点
で
林
業
の
本
質
的
な
課
題
を
直
視
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
引
き
続
き

森
林
・
林
業
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
森
林

所
有
者
、
林
業
事
業
体
、
そ
し
て
そ
こ
で

働
く
林
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
等
、
林

業
と
い
う
産
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、

将
来
に
向
け
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
、

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
那
賀
町

内
の
広
大
な
森
林
の
森
林
環
境
を
保
全
し

つ
つ
、
那
賀
町
に
あ
る
再
生
可
能
な
森
林

資
源
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

林
業
振
興
課

（
令
和
３
年
５
月
24
日
付
第
３
１
６
０
号
）

▲

那
賀
町
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

▲林業ビジネスセンター内の木育広場
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砥
部
町
の
概
要

砥
部
町
は
、
愛
媛
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
香
り
高
い
文
化
と
歴
史
が
息
づ
く
人
口

２
万
人
ほ
ど
の
町
で
す
。

平
成
17
年
１
月
１
日
、「
砥
部
町
」
と
「
広

田
村
」
が
合
併
し
、
新
「
砥
部
町
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

両
町
村
は
、
住
民
の
生
活
圏
や
文
化
圏
な

ど
に
お
い
て
も
一
体
性
の
強
い
地
域
で
、
農

林
業
な
ど
の
産
業
面
も
共
通
し
、教
育
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
等
の
地
域
間
交
流
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

砥
部
焼
の
原
料
と
な
る
陶
石
は
、
旧
広
田

村
で
採
掘
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
砥
部
焼
を
通

現 地 レ ポ ー ト

愛媛県

砥部町
とべちょう

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

　
　映
画
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
か
ら

愛媛県

砥部町
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じ
て
古
く
か
ら
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

総
面
積
は
１
０
１
・
59
㎢
で
、
北
部
は
、

重
信
川
を
隔
て
て
松
山
市
に
接
し
て
お
り
、

こ
の
重
信
川
に
注
ぐ
砥
部
川
が
中
央
部
を
流

れ
、
南
北
に
細
長
く
、
県
都
松
山
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、

江
戸
時
代
以
降
２
４
０
余
年
の
歴
史
を
持
つ

国
の
伝
統
的
工
芸
品
「
砥
部
焼
」（
県
の
無

形
文
化
財
）
の
産
地
と
し
て
名
を
な
し
、
砥

部
焼
を
も
と
め
て
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
と
べ
動
物
園
」、「
え
ひ
め
こ

ど
も
の
城
」、「
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
」
の

県
の
３
施
設
が
隣
接
す
る
砥
部
エ
リ
ア
の
森

が
Ｔ
と

べ

Ｏ
Ｂ
Ｅ 

Ｍ
も

り

Ｏ
Ｒ
Ｉ
と
名
付
け
ら
れ
、

今
年
３
月
13
日
、
四
国
最
大
級
の
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
が
開
通
し
、
新
し
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ゾ
ー
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
で
は
、温
暖
な
気
候
と
あ
い
ま
っ
て
、

み
か
ん
を
中
心
と
し
た
柑
橘
の
生
産
が
盛
ん

で
す
。

南
部
は
、
南
に
向
か
う
に
つ
れ
標
高
が
高

く
な
り
、
高
峰
に
囲
ま
れ
起
伏
に
富
ん
で
、

豊
か
な
森
林
資
源
や
自
然
景
観
が
美
し
い
山

間
地
域
で
す
。
中
央
を
走
る
玉
谷
川
の
流
れ

が
造
り
出
し
た
仙
波
渓
谷
や
、
伊
予
の
西
石

鎚
と
も
呼
ば
れ
る
権
現
山
な
ど
の
景
勝
地
が

あ
り
、
初
夏
に
は
川
沿
い
で
天
然
の
ホ
タ
ル

が
乱
舞
し
、
幻
想
的
な
世
界
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
然
条
件
を
活
か
し
た
高
冷
地
野

菜
や
自
然
薯
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

砥
部
焼
の
魅
力

松
山
市
か
ら
国
道
33
号
線
を
南
に
、
重
信

大
橋
を
渡
り
砥
部
町
に
入
る
と
、
国
道
の
中

央
分
離
帯
に
沢
山
の
砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
人
は
こ
の

光
景
に
、
焼
き
物
の
町
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

さ
て
、
砥
部
焼
と
は
、
砥
部
町
を
中
心
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
陶
磁
器
の
こ
と
で
、
こ
の

焼
き
物
の
里･

砥
部
に
は
１
０
０
軒
ほ
ど
の

窯
元
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
こ
の
地
の
陶
工
は
、
砥
石
く
ず

を
原
料
に
器
を
つ
く
り
、
豊
富
な
松
の
木
を

燃
料
に
登
窯
で
砥
部
焼
を
焼
い
て
い
ま
し

た
。
約
２
４
０
年
余
り
経
っ
た
今
も
、
そ
の

歴
史
と
伝
統
は
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
や
厚
手
の
白
磁
に
「
呉ご

須す

」
と
呼
称
さ

れ
る
薄
い
藍
色
の
手
描
き
が
特
徴
と
な
っ
て

お
り
、
花
器
や
食
器
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
手
作
り
に
て
成
形
さ
れ
、
窯
元

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
で
、
伝
統
を
守
り
深
め

た
作
品
も
あ
れ
ば
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し

た
作
品
も
あ
り
ま
す
。そ
の
魅
力
と
し
て
は
、

丸
み
を
お
び
て
ぽ
っ
て
り
し
た
フ
ォ
ル
ム
と

シ
ン
プ
ル
で
飽
き
の
こ
な
い
文
様
で
す
。
何

よ
り
も
磁
器
で
あ
り
な
が
ら
素
朴
で
丈
夫
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
使
い
勝
手
が
良
く
、
普
段

使
い
の
器
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
こ
の
砥
部
焼
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸

品
と
し
て
、
白
磁
、
染
付
、
青
磁
、
天
目
（
鉄

釉
）
の
４
種
類
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
併
せ

て
国
の
伝
統
工
芸
士
に
窯
元
12
人
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、
３
人
が
制
作
技
術

保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲砥部焼

▲砥部町全景
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砥
部
焼
の
継
承 

－

砥
部
焼
陶
芸
塾

－

砥
部
焼
の
技
と
文
化
を
継
承
し
、
新
し
い

砥
部
焼
の
造
形
・
デ
ザ
イ
ン
を
創
造
で
き
る

人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
平
成
14
年
に
愛
媛

県
が
実
施
し
た
「
え
ひ
め
陶
芸
塾
」
を
本
町

が
引
き
継
ぎ
、「
砥
部
焼
陶
芸
塾
」
と
し
て

開
講
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
陶
芸
家
を
目
指
す
人
、
ま
た
、
プ

ロ
の
陶
芸
家
で
、
知
識
・
技
術
力
の
向
上
を

目
指
す
人
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

現
在
、
13
期
生
６
人
が
入
塾
し
毎
日
真
剣

に
砥
部
焼
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
56
人
い
ま
す
。

そ
の
中
で
42
人
が
砥
部
焼
業
界
で
従
事
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
窯
を
開
い
て
開
業
し
た
人

が
17
人
と
、
砥
部
焼
製
造
の
技
術
が
着
実
に

若
い
世
代
へ
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窯

元
の
個
性
を
活
か
し
た
、
使
う
人
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
焼
き
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
と
べ
り
て
」
の
結
成

「
と
べ
り
て
」
と
は
、「
と
べ
や
き
の
つ
く

り
て
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
、
こ
の
砥
部
焼
陶
芸
塾
の
卒
業

生
や
窯
元
従
事
者
な
ど
、
女
性
７
人
で
砥
部

焼
業
界
や
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
の
思
い

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
の
感
性
を
活
か

し
て
、
砥
部
焼
の
魅
力
発
信
の
広
告
塔
と
な

り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
シ
ン
パ
シ
ー

ラ
イ
ジ
ン
グ
』
か
ら
映
画
『
未
来
へ

の
か
た
ち
』
へ

平
成
29
年
夏
、砥
部
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　

『
シ
ン
パ
シ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ
～
砥
部
焼
物
語
～
』

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
砥
部
焼
磁
器
創

業
２
４
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
砥
部
町
の

新
た
な
魅
力
の
創
出
を
目
指
し
て
進
め
ま
し

た
。
砥
部
町
出
身
の
映
画
監
督
大
森
研
一
の

脚
本
、
キ
ャ
ス
ト
総
勢
51
人
は
、
満
員
の
観

客
を
前
に
、
全
力
で
演
じ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
へ
の
反
響
は
大
き
く
、
大
森
監

督
の
意
向
も
あ
い
ま
っ
て
、
町
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
シ
ン
パ
シ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ
』
の
映
画

化
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
早
速
、「
と
べ
り
て
」

を
含
む
砥
部
焼
の
関
係
者
、
商
工
会
、
観
光

協
会
等
で
映
画
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
映
画
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
の
制
作
へ

と
動
き
始
め
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
愛
媛
県
に
あ
る
焼
き

物
の
里
・
砥
部
町
を
舞
台
に
、
壊
れ
て
し

ま
っ
た
家
族
が
陶
芸
を
通
し
て
絆
を
取
り

▲町民ミュージカル公演

▲秋の砥部焼まつり

▲�伊予灘ものがたりイベント

▲「とべりて」の７人

愛媛県 砥部町
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戻
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
人
間
ド
ラ
マ
。

砥
部
町
で
小
さ
な
窯
元
を
構
え
、
新
し
い

砥
部
焼
の
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
新
進
気

鋭
の
陶
芸
家
・
竜
青
は
、
町
を
あ
げ
て
実

施
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
台
の
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
を
勝
ち
抜
く
が
、
採
用
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
は
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
で

し
た
。
そ
れ
は
竜
青
の
娘
・
萌
が
彼
の
名

で
密
か
に
応
募
し
て
い
た
も
の
で
、
実
現

さ
せ
る
に
は
敵
対
し
て
い
る
老
舗
窯
元
の

父
・
竜
見
の
技
術
が
必
要
で
し
た
。
そ
ん

な
折
、
竜
青
の
兄
・
竜
哉
が
10
年
ぶ
り
に

町
へ
戻
っ
て
き
て
、「
母
の
死
」
に
ま
つ
わ

る
父
子
の
因
縁
が
再
燃
。
伊
藤
淳
史
が
主

演
を
務
め
、
妻
・
幸
子
を
内
山
理
名
、
亡

き
母
・
典
子
を
大
塚
寧
々
、
兄
・
竜
哉
を

吉
岡
秀
隆
、
父
・
竜
見
を
橋
爪
功
が
演
じ

ら
れ
ま
す
。
監
督
・
脚
本
は
砥
部
町
出
身

の
大
森
研
一
氏
が
手
が
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
主
題
歌
「
未
来
へ
の
か
た
ち
」

を
湘
南
乃
風
の
Ｈ
Ａ
Ｎ-
Ｋ
Ｕ
Ｎ
、
音
楽
を

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
清
塚
信
也
が
担
当
し
、
一

流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
家
族
の
再
生
物

語
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に

砥
部
町
オ
ー
ル
ロ
ケ
で
撮
影
が
行
わ
れ
、

令
和
２
年
２
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
前
に
全
国
公
開

が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
最
中
で
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
す
。公
開
は
延
期
さ
れ
、

い
つ
封
切
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
関
係
者
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、徐
々
に
映
画
館
も
開
館
し
始
め
、

こ
の
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
前
の
２
０
２
１
年
５
月
７
日
に

全
国
一
斉
公
開
が
決
定
し
ま
し
た
。

映
画
を
通
し
て
、
家
族
の
絆
や
伝
統
を
つ

な
ぐ
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ
、
こ
こ
ろ
温
ま
る

映
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
も
う
一
度
）
２

０
２
１
年
５
月
７
日
全
国
一
斉
公
開
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
民
主
役
の
町
づ
く
り

　砥
部
町
に
と
っ
て
砥
部
焼
は
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
伝
統
文
化
で
あ
り
主
要
な
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
で
は
重
要
な

観
光
資
源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
砥
部
町
を
舞
台
に
制
作
さ
れ
た
映

画
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
は
、
素
朴
な
街
並

み
や
焼
き
物
に
関
わ
る
人
を
含
め
た
砥
部
焼

の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
映
画
制
作
の
過
程
で
は
、
裏
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
も
う
１
つ
の
『
未
来
へ
の
か

た
ち
』
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
気
概
を

持
っ
て
本
物
の
砥
部
焼
の
聖
火
台
を
製
作
し

た
窯
元
の
人
々
、
ロ
ケ
班
に
手
作
り
の
温
か

い
食
事
を
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
各
団
体
や
飲

食
店
の
人
々
、
献
身
的
な
地
元
な
ら
で
は
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
中
で
す
が
、
映
画
を

つ
く
り
上
映
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
多

く
の
住
民
が
関
わ
り
、
つ
な
が
り
合
え
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
映
画
を
通
じ
て
発
見
し
た

砥
部
の
魅
力
を
発
信
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

自
ら
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
を
描
き
、
実
現

で
き
る
よ
う
な
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
主
役
に

な
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

砥
部
町
長
　
佐
川
　
秀
紀

（
令
和
３
年
５
月
10
日
付
第
３
１
５
８
号
）

▲紅まどんな

▲町花「梅」

▲

砥
部
焼
の
聖
火
台
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日
高
村
の
概
要

本
村
は
、
高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
仁
淀

ブ
ル
ー
と
称
さ
れ
る
水
質
日
本
一
の
仁
淀
川

の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
西
は

10
・
０
ｋｍ
、
南
北
は
９
・
２
ｋｍ
の
広
が
り
を

持
ち
、
総
面
積
は
44
・
85
㎢
で
す
。
北
部
に

は
標
高
５
３
０
ｍ
の
妙
見
山
、
南
部
に
は
標

高
４
４
０
ｍ
の
大
堂
山
を
有
し
、
こ
れ
ら
の

山
地
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
中
央
部
に
は
Ｊ

Ｒ
土
讃
線
及
び
国
道
33
号
線
が
走
り
、
沿
線

に
住
宅
地
や
農
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
特
徴
と
し
て
は
高
知
市
中
央
部
か
ら

16
ｋｍ
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ
や
蛇
紋
岩
地
帯

特
有
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
メ
ダ
カ
や
野
鳥

な
ど
の
貴
重
な
生
態
系
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

土
佐
二
宮
の
小
村
神
社
に
は
、
国
宝
「
金
銅

荘
環
頭
大
刀
拵
・
大
刀
身
」
や
、
国
の
重
要

文
化
財
「
木
造
菩
薩
面
（
２
面
）」
が
あ
る

な
ど
、
自
然
の
豊
か
さ
と
歴
史
的
文
化
が
あ

り
ま
す
。
特
産
品
に
は
、
高
糖
度
ト
マ
ト
の

▲

水
質
日
本
一
の
仁
淀
川

▲�シュガートマト

現 地 レ ポ ー ト

高知県

日高村
ひだかむら

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

「
安
全
・
安
心
で
笑
顔
と

　希
望
あ
ふ
れ
る
村
」を
目
指
し
て

高知県

日高村
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ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、「
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
」

の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
11
月
～

６
月
頃
ま
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
四
国
最
大
級
の
茶
園
を
有
す
る
霧
山
茶
業

組
合
で
は
、
上
煎
茶
か
ら
番
茶
ま
で
生
産
し

て
お
り
、
特
に
「
炙
り
茶
」
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
ほ
う
じ
茶
は
、
県
内
の
多
く
の
店

舗
で
ス
イ
ー
ツ
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
高
村
の
村
づ
く
り

本
村
で
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
「
第

６
次
日
高
村
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、

「
誇
り
の
持
て

る
日
高
村
の
創

造
と
持
続
可
能

な
日
高
村
の
実
現
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
将
来
像
の
「
安
全
・
安
心
で
笑
顔
と
希

望
あ
ふ
れ
る
村
」
を
目
指
し
て
、
総
合
か
つ

計
画
的
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
球
温
暖
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
に
よ
り
、
新
た
な
生
活
様
式
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
的
な
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
、

治
水
対
策
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
感
染
症
対

策
な
ど
安
全
・
安
心
が
強
く
求
め
ら
れ
る
一

方
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
運
営
の
一

層
の
効
率
化
を
図
り
、
新
し
い
自
治
体
経
営

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
高
村
の
人
口

平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
本
村
の
総

人
口
は
５
、
０
３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
の
人
口
の
動
向
は
、
昭
和
60
年
の
６
、

３
４
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
３
区
分
別
の
構
成

を
み
る
と
、
15
歳
未
満
の
年
少
人
口
は
４
７

２
人
（
９
・
４
％
）、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
は
２
、
５
８
２
人
（
51
・

３
％
）、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
１
、
９

７
６
人
（
39
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
全
国
及
び
高
知
県
と
比
較
す
る
と
、

年
少
人
口
比
率
（
９
・
４
％
）
は
全
国
平
均

（
12
・
６
％
）
や
県
平
均
（
11
・
６
％
）
を

下
回
り
、
老
年
人
口
比
率
（
39
・
３
％
）
は

全
国
平
均
（
26
・
６
％
）
や
県
平
均
（
32
・

８
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

水
と
の
闘
い

本
村
の
歴
史
は
、「
３
０
０
年
を
超
え
る

水
と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
仁
淀
川
か
ら
の
逆
流
や
、
内

水
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は

平
成
26
年
に
発
生
し
た
台
風
11
・
12
号
に

よ
る
水
害
で
戸
梶
川
、
日
下
川
が
氾
濫
し
、

延
べ
浸
水
面
積
が
４
８
８
ha
、
浸
水
家
屋

が
延
べ
２
２
４
戸
と
な
る
な
ど
深
刻
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村

で
は
、
永
年
の
水
と
の
闘
い
を
乗
り
越
え
、

15歳未満 15歳～ 64歳 65歳以上 総人口
平成27年 472人 2,582人 1,976人 5,030人
平成22年 581人 3,064人 1,802人 5,447人
平成17年 690人 3,470人 1,735人 5,895人
平成12年 751人 3,572人 1,637人 5,960人
平成７年 936人 3,736人 1,433人 6,105人

▲�

新
し
い
む
ら
づ
く
り
の
基
本
方
針

▲�日高村の人口推移（e-stat�国勢調査）

▲�放水路吐口（仁淀川合流点）より日高村を望む

将来像 基本方針

安
全
・
安
心
で
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
村

１　持続的発展を見据えた安全な基盤づくり

２　自然と共生した快適な住環境づくり

３　活力と交流を生み出す産業づくり

４　子育て支援と健康・福祉の村づくり

５　教育・文化・スポーツ環境の充実した村づくり

６　自然と共生する環境重視の村づくり

７　村民との協働の村づくりと行財政改革の推進

８　重点プロジェクトの推進
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「
水
害
の
村
」
か
ら
、「
水
・
自
然
と
共
存

す
る
村
」
を
目
指
す
べ
く
、
治
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業
と
し
て
令
和
４
年
度
完
成

を
目
指
し
、
日
下
川
新
規
放
水
路
の
工
事

へ
着
手
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
日

高
村
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
な
ど
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策

の
両
方
に
取
り
組
み
、
総
合
的
に
治
水
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
水

対
策
は
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
村
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
高
村
の
産
業
振
興

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
農
業
が
あ
り
ま

す
。
特
産
品
に
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
が
あ
る
よ

う
に
、
ト
マ
ト
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
状
況
や
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
の
建

設
に
適
し
た
広
さ
の
区
画
が
不
足
し
て
い
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平

成
28
年
に
地
域
再
生
の
た
め
、「
日
高
村
ト

マ
ト
産
地
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
計
画
し
、

揚
水
ポ
ン
プ
等
の
整
備
、
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
団

地
の
拡
大
等
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
参
入
企
業
が
次
世
代
型
ハ
ウ
ス

を
建
設
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
が
研
修
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し

ま
し
た
。
加
え
て
、
規
格
外
の
ト
マ
ト
を
活

用
し
た
加
工
品
の
開
発
・
販
売
と
い
っ
た
加

工
業
の
拡
大
、
新
た
な
選
果
ラ
イ
ン
の
導
入

や
予
冷
庫
の
拡
張
に
よ
り
、
安
定
的
な
集
出

荷
を
実
現
し
集
出
荷
場
の
機
能
強
化
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
効
果
と
し
て
、
地

元
飲
食
店
と
連
携
し
た
観
光
集
客
策
、「
オ

ム
ラ
イ
ス
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
が

推
進
さ
れ
、「
第
４
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山

漁
村
の
宝
」
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
振
興
と
移
住
者
へ
の
つ
な
が
り

「
日
高
村
ト
マ
ト
産
地
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
新
た
な
雇
用
創
出
が
与
え
る

影
響
は
産
業
振
興
だ
け
で
は
な
く
、
本
村

の
人
口
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
農

業
が
盛
ん
な
村
へ
の
移
住
を
機
に
、
農
業

に
挑
戦
し
た
い
と
県
外
か
ら
移
住
し
て
き

た
方
で
、
参
入
企
業
に
就
職
し
、
ト
マ
ト

栽
培
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
参
入
企
業
が
保
有
す
る
農
園
の
日
高

村
農
場
長
を
務
め
、
本
村
の
農
業
振
興
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
新
規
就
農
へ
の
挑
戦
や
ト
マ
ト
を
始

め
と
し
た
地
場
産
品
を
活
用
し
た
飲
食
事

業
を
す
る
た
め
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
着
任
・
移
住
し
、
活
躍
し
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

本
村
は
平
成
28
年
度
よ
り
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

▲�次世代型ハウス外観

▲�次世代型ハウス内

▲�放水路呑口完成イメージ図

高知県 日高村
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で
に
18
名
の
方
が
着
任
し
、
地
域
の
課
題

解
決
・
新
し
い
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

村
を
元
気
に
す
る
べ
く
日
々
活
躍
し
て
い

ま
す
。
農
業
の
分
野
で
い
う
と
２
名
の
方

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
農
家
に
な
る
こ
と
、
ト
マ
ト

の
栽
培
管
理
・
指
導
を
行
い
、
出
荷
量
を

増
加
さ
せ
、
県
内
一
の
ト
マ
ト
産
地
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
特

産
品
の
ト
マ
ト
を
通
し
て
日
高
村
が
活
性

化
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
の
活
動
に
精

力
的
に
励
ん
で
い
ま
す
。
飲
食
事
業
で
は

２
名
の
方
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
タ
コ
ス
販
売
、
古

民
家
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
食
を

通
し
て
の
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
タ
コ
ス
を
軸
に
高
知
県
の

生
産
者
と
の
関
わ
り
や
昔
な
が
ら
の
食
材

を
大
事
に
し
、
高
知
県
の
食
を
文
化
的
に

広
げ
て
い
く
こ
と
や
地
元
の
方
に
愛
さ
れ
、

料
理
を
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
店
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
著
し
く
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
と
い
っ
た
デ
ジ

タ
ル
革
新
等
に
よ
る
新
た
な
社
会
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
高
村
に
お
い
て
も
社

会
情
勢
に
適
応
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
性
化
に
取
り
組
む
べ
く
、
令
和
３
年
６

月
１
日
よ
り
「
村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

事
業
を
推
進
す
る
た
め
日
高
村
、
株
式
会

社
チ
ェ
ン
ジ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
「
包

括
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
促
進
活
動
や

防
災
・
健
康
・
地
域
通
貨
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

ア
プ
リ
の
利
用
促
進
を
通
じ
て
令
和
３
年

度
中
に
村
民
の
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及

率
１
０
０
％
」
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
両

社
の
役
割
と
し
て
主
に
株
式
会
社
チ
ェ
ン

ジ
に
は
本
事
業
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
運
営
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
Ｄ
Ｘ
化
支
援
を
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
出
張
販
売
及
び

利
用
促
進
支
援
を
担
っ
て
い
ま
す
。
村
と

し
て
は
本
事
業
の
促
進
、
村
内
事
業
者
の

共
助
と
村
民
同
士
の
互
助
に
よ
る
高
齢
者

層
へ
の
普
及
と
利
用
の
継
続
的
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
、
不
安
だ
と
い
う
方
に
向
け
て
地
域

ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
村
内
の
協
力
事
業
者
を
公
募
し
、「
デ

ジ
タ
ル
共
助
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
近
所
の
店
舗
等
で

ス
マ
ホ
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
相
談
で
き

る
場
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
こ
な
し
、

よ
り
便
利
な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

最
後
に

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
行
動
が
制
限
さ
れ
た
り
、
経

済
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
感
染
症
対
策
に
注

力
し
な
が
ら
も
、
行
政
、
民
間
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
、
安
心
・
安

全
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
日
ご
ろ
か

ら
の
対
策
を
お
取
り
い
た
だ
き
つ
つ
、
お

時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
気
軽
に
日
高
村

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　

日
高
村
長
　
戸
梶
　
眞
幸

（
令
和
３
年
10
月
４
日
付
第
３
１
７
５
号
）

▲�日高村・チェンジ・KDDI「村まるごとデジタル
化事業」における連携協定締結式

▲�地域おこし協力隊
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１
　高
原
町
の
概
要

高
原
町
は
、
宮
崎
県
の
西
南
、
鹿
児
島

県
と
の
境
に
接
し
て
お
り
、
人
口
は
約
8
，

５
０
０
人
、
役
場
を
中
心
に
東
西
18
㎞
、

南
北
10
㎞
に
広
が
り
、
町
の
西
側
に
は
霧

島
連
山
の
主
峰
「
高
千
穂
峰
」
が
そ
び
え

立
ち
ま
す
。
町
の
面
積
は
85
・
39
㎢
、
お

よ
そ
50
％
を
山
林
原
野
が
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
霧
島
山
系
か
ら
の
豊
富
な
湧
水
が

大
小
河
川
と
し
て
町
内
を
流
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
と
緑
に
富
ん
だ
自
然
豊
か
な

町
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
の
主
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
中
で

も
畜
産
業
の
割
合
が
高
く
、
農
業
粗
生
産

額
の
約
８
割
は
畜
産
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、肉
用
牛
の
生
産
が
盛
ん
で
、

宮
崎
牛
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
肉
質
の
良
さ
は
県
内
外
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　神
話
の
ふ
る
さ
と

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
高
千
穂
峰
に
降
り

立
っ
た
「
天
孫
降
臨
伝
説
」
の
故
郷
と
し

▲

高
千
穂
峰
と
裾
野
に
広
が
る
高
原
町

▲

天
逆
鉾

現 地 レ ポ ー ト

宮崎県

高原町
たかはるちょう

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進

3

事
業
承
継
で
ふ
る
さ
と
高
原
町
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ

宮崎県

高原町
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て
知
ら
れ
、
そ
の
ご
令
孫
で
我
が
国
の
初

代
天
皇
・
神
武
天
皇
は
高
原
町
で
生
誕
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
町
内
に
は
高

千
穂
峰
山
頂
の
天
逆
鉾
を
は
じ
め
、
数
多

く
の
神
武
天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
承
地
や
由

緒
正
し
き
神
社
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
12
月
の
第
1
日
土
曜
日
に
狭
野
神

楽
、
第
2
土
曜
日
に
は
祓
川
神
楽
が
夜
を
徹

し
て
行
わ
れ
、「
高
原
の
神か
ん

舞め

」
と
し
て
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
高た

か

原は
る

町
の
読
み
は
、
神
々
の
住
む

「
高た
か

天ま
が

原は
ら

」
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
え
れ
て

い
ま
す
。

３
　畜
産
の
ま
ち

高
原
町
は
、
霧
島
連
山
の
麓
に
広
が
る

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
有
し
て
お
り
、
農

業
、
特
に
畜
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
た
「
畜

産
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
通
称
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
）
で
も
史
上
初
３
大
会
連
続
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
成
し
遂
げ
た
宮
崎
牛
の
一
大
生

産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
若
い

後
継
者
た
ち
の
活
躍
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
飼
養
頭
数
は
微
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

４
　�霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
と�

豊
か
な
観
光
資
源

高
原
町
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
高
千

穂
峰
と
並
ぶ
の
が
御
池
で
す
。
同
所
は
日

本
で
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
霧

島
錦
江
湾
国
立
公
園
の
一
角
に
あ
る
湖
で
、

約
４
，
６
０
０
年
前
に
起
こ
っ
た
大
噴
火

の
噴
火
口
に
水
が
溜
ま
っ
て
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
湖
直
径
約
1
㎞
、
周
囲
4
㎞
、
水

深
は
１
０
３
ｍ
あ
り
、
わ
が
国
の
火
口
湖

で
は
最
も
深
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
湖

に
は
ワ
カ
サ
ギ
、
ニ
ジ
マ
ス
、
鯉
な
ど
の

18
種
類
以
上
の
魚
類
を
は
じ
め
と
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
水
棲
生
物
が
棲
息
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
周
囲
の
原
生
林
は
昭
和
47
年

に
国
設
の
野
鳥
の
森
に
指
定
さ
れ
、
ヤ
イ

ロ
チ
ョ
ウ
や
オ
オ
ル
リ
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
０
種
類
以
上

の
鳥
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
原
町
は
、
天
然
温
泉
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
も
あ
り
、「
奥
霧
島
温
泉
郷
」

と
い
う
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
古

く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、
現
在
で
も

4
つ
の
温
泉
施
設
が
営
業
し
て
お
り
、
地

▲

宮
崎
牛

▲

祓
川
神
楽
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域
の
人
々
や
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

５
　自
然
と
調
和
し
た
観
光

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
国
立
公
園

整
備
事
業
に
よ
り
御
池
周
辺
の
環
境
整
備

が
行
わ
れ
て
お
り
、
御
池
皇
子
港
の
観
光

関
連
施
設
や
御
池
キ
ャ
ン
プ
村
の
観
光
客

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
3
年
10

月
現
在
、
御
池
皇
子
港
は
進
入
路
の
改
修

工
事
中
で
は
あ
る
も
の
の
、
道
幅
が
広
く

な
り
、
休
日
に
な
る
と
、
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト

や
カ
ヤ
ッ
ク
、
サ
ッ
プ
を
楽
し
む
観
光
客

で
賑
わ
い
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
武
天
皇
が
お
生
ま
れ
に
な
っ

た
地
と
さ
れ
る
「
皇
子
原
神
社
」
を
中
心

に
整
備
さ
れ
た
皇
子
原
公
園
に
は
、
古
墳

群
や
遊
歩
道
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
釣
り
堀
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
が
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト

ド
ア
を
満
喫
で
き
る
と
と
も
に
、
園
内
に

は
コ
テ
ー
ジ
の
完
備
も
さ
れ
て
お
り
、
広
々

と
し
た
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
人
気
で
す
。
公

園
内
に
は
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、

春
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
、
秋
は
約

３
０
０
万
本
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

令
和
2
年
度
か
ら
は
、
皇
子
原
公
園
ウ
ッ

ド
パ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
公
園
を
目
指
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
や
木
と
ふ
れ
あ
え
る

公
園
づ
く
り
を
、
町
民
、
企
業
、
学
校
、

行
政
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

3
年
5
月
に
は
、
室
内
木
育
遊
具
施
設
「
お

う
じ
ば
る
の
木
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
小
さ

な
子
ど
も
連
れ
の
ご
家
族
に
好
評
で
す
。

今
年
度
中
に
は
、
店
舗
に
県
産
材
の
木
を

利
用
し
た
カ
フ
ェ
や
、
全
天
候
型
の
大
型

木
製
遊
具
も
完
成
予
定
で
あ
り
、
町
内
観

光
の
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

６
　宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地

高
原
町
は
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線

高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
有
し
、
宮
崎

空
港
、
鹿
児
島
空
港
と
も
に
近
距
離
に
あ

る
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
企
業
立
地
の
有
力
地
と
し
て

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
高
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
1
・
5
㎞
の
距
離
に
位

置
す
る
宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
は
、

南
九
州
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
て
、
豊
か
な
自
然

環
境
や
人
材
の
豊
富
さ
な
ど
、
高
原
町
の

持
つ
資
源
を
最
大
に
活
用
し
た
総
面
積
54 

ha

の
大
規
模
な
工
業
団
地
で
す
。

現
在
は
、
木
材
関
連
企
業
、
畜
産
飼
料

製
造
業
、
農
産
加
工
業
、
運
送
業
、
自
動

車
部
品
製
造
業
等
の
地
域
性
の
高
い
企
業

が
進
出
し
て
お
り
ま
す
。

７
　�高
原
町
事
業
承
継
の
取
組

平
成
30
年
度
に
高
原
町
商
工
会
が
行
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
の
あ
っ
た
２
３

０
事
業
者
中
47
事
業
者
（
20
％
）
し
か
後

継
者
が
い
な
い
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。
要
因
と
し
ま
し
て
は
、少
子
化
や
、

親
族
内
事
業
承
継
の
減
少
、
従
業
員
の
高

齢
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
高

原
町
商
工
会
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
元
年
度
に
か
け
て
会
員
２
３
１
事
業
者

中
19
社
が
廃
業
し
、
非
常
に
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
通
販
や
近

隣
の
ま
ち
に
あ
る
大
規
模
集
合
商
業
施
設

が
町
民
に
と
っ
て
身
近
に
な
る
一
方
、
町

内
の
商
店
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
老
朽
化

に
よ
り
、
現
行
の
ま
ま
で
経
営
を
続
け
る

こ
と
は
年
々
厳
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
は

町
の
経
済
や
生
活
を
支
え
る
大
切
な
存
在

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
か
ら
引
き

継
い
で
き
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
高
原
町

を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
後
継

者
を
確
保
し
事
業
を
つ
な
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
町
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
人

口
減
少
対
策
と
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
の
た

め
に
、
日
本
初
の
市
町
村
単
独
の
事
業
承
継

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「relay the local 

× 

高
原
町
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

▲

御
池
皇
子
港

宮崎県 高原町
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「relay the local 

× 

高
原
町
」
の
流

れ
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、

① 

後
継
者
の
い
な
い
町
内
事
業
者
が
、
高
原

町
役
場
に
相
談

② 

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
運
営
委
託
事
業
者
と

後
継
者
の
い
な
い
町
内
事
業
者
が
事
業
承

継
の
条
件
等
を
整
理

③ 

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「relay 

the local 

× 

高
原
町
」
に
掲
載

④ 

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
人
が
事
業
承
継

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「relay the local 

× 

高
原
町
」
に
問
い
合
わ
せ

⑤ 

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
運
営
委
託
事
業
者
と

本
町
職
員
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
人
と

面
談

⑥ 

後
継
者
の
い
な
い
町
内
事
業
者
と
、
事
業

を
引
き
継
ぎ
た
い
人
が
面
談

⑦ 

後
継
者
の
い
な
い
町
内
事
業
者
と
、
事
業

を
引
き
継
ぎ
た
い
人
が
条
件
面
の
整
理

⑧ 

後
継
者
の
い
な
い
町
内
事
業
者
と
、
事
業

を
引
き
継
ぎ
た
い
人
の
双
方
か
ら
合
意
が

得
ら
れ
れ
ば
、
譲
渡
契
約
を
締
結

　
※ 

必
要
に
応
じ
て
宮
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
が
法
的
、
資
金
的
な
手
続

き
を
支
援

⑨ 

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
人
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
案

内

と
い
っ
た
流
れ
で
す
。

令
和
3
年
10
月
現
在
、
4
件
の
後
継
者

の
い
な
い
町
内
の
事
業
者
が
「relay the 

local 

× 

高
原
町
」
に
掲
載
さ
れ
、
う
ち

2
件
は
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
、
譲
渡
契

約
を
結
び
、
年
度
内
に
は
事
業
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
ま
だ
引
き
継
ぎ
手
が
見
つ

か
ら
な
い
町
内
事
業
者
に
お
い
て
も
、
複

数
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
お
り
、
現
在
、

面
談
や
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
事
業

承
継
の
契
約
に
至
っ
た
2
名
の
引
き
継
ぎ

手
の
う
ち
、
1
名
は
千
葉
県
か
ら
の
Ｊ
タ
ー

ン
の
方
で
、
も
う
1
名
は
町
内
の
方
で
し

た
。
い
ず
れ
も
意
欲
の
旺
盛
な
方
で
、
今

後
の
事
業
展
開
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

課
題
と
し
ま
し
て
は
、
後
継
者
の
い
な

い
町
内
の
事
業
者
の
利
用
が
ま
だ
ま
だ
少

な
い
こ
と
で
す
。
原
因
と
し
ま
し
て
は
、

店
舗
と
住
宅
が
一
体
型
で
あ
る
こ
と
、
事

業
主
が
高
齢
と
な
り
事
業
を
承
継
し
よ
う

す
る
判
断
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「relay 

the local 

× 

高
原
町
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

知
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
後
継
者
の
い
な
い
町
内
の

事
業
者
を
探
す
と
き
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体

で
は
な
く
、
紙
媒
体
を
使
い
広
報
誌
や
新

聞
折
込
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
は
町
内
で
の
相
談
会
等
を
開
く
な
ど
、

気
軽
に
相
談
し
や
す
い
機
会
を
積
極
的
に

設
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

先
行
事
例
が
少
な
く
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
丁
寧
に
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、

よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
事
業
に
な
る
よ

う
磨
き
上
げ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

高
原
町
　
産
業
創
生
課
　

財
団
設
立
準
備
室
　
室
長
　
中
武
　
利
仁

（
令
和
３
年
11
月
１
日
付
第
３
１
７
９
号
）
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西
和
賀
町
の
概
要

西
和
賀
町
は
岩
手
県
の
奥
羽
山
脈
の
西

部
、
秋
田
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
平
成
17

年
に
旧
湯
田
町
と
旧
沢
内
村
の
町
村
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
町
で
す
。
人
口
約
5
、
５
０

０
人
、
南
北
約
50
㎞
、
東
西
約
20
㎞
、
面
積

５
９
０
・
74
㎢
で
約
8
割
を
山
林
が
占
め
て

い
ま
す
。

町
の
北
部
に
は
和
賀
岳
が
そ
び
え
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
南
北
に
流
れ
る
和
賀
川

か
ら
水
を
貯
え
る
ダ
ム
湖
の
錦
秋
湖
が
あ
り

ま
す
。
正
岡
子
規
が
投
宿
し
た
湯
本
温
泉
や

古
く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
川
温

泉
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
に
温
泉
が
併
設
さ
れ
て
い

る
「
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
」
な
ど
、
個
性
豊
か
な

温
泉
を
有
し
て
い
ま
す
。

町
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ど
こ
に

も
な
い
四
季
と
湯
の
里
」
の
と
お
り
、
季
節

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
が
町
の
特
徴
で

あ
り
、
そ
の
中
で
も
冬
の
累
計
降
雪
量
が
毎

年
10
ｍ
に
及
ぶ
な
ど
国
の
特
別
豪
雪
地
域
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
雪
、
利
雪
、
活
雪
、
克
雪
へ
の
取
組

昭
和
30
年
の
中
ご
ろ
ま
で
は
大
雪
に
よ
り

交
通
が
遮
断
さ
れ
、
病
院
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
雪
は
住
民
の
生
活
や
生
命
を

▲

冬
の
景
色
。
県
内
有
数
の
雪
の
多
さ
で
知
ら
れ
、
1
年
の
半
分
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る

▲町のシンボルにもなっている　ほっとゆだ駅

現 地 レ ポ ー ト

岩手県

西和賀町
にしわがまち

自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

4

ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
を
町
の
チ
カ
ラ
に

岩手県

西和賀町
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脅
か
す
存
在
で
し
た
。
現
在
で
は
除
雪
体
制

が
整
備
さ
れ
、
冬
期
間
で
も
安
心
し
て
通
勤

や
通
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
内
の
２
つ
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
に
親
し
み
、
全
国
大
会
で
活
躍

す
る
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手

を
輩
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
雪
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

冬
季
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
町
内
で

開
催
さ
れ
る
「
ほ
っ
と
ゆ
だ
北
日
本
雪
合
戦

大
会
」
は
国
内
で
も
有
数
の
大
会
と
な
っ
て

お
り
、
町
内
チ
ー
ム
は
全
国
大
会
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
で
優
勝
し

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ニ
か
ま
く
ら
や
雪

像
に
ロ
ー
ソ
ク
の
火
を
灯
し
た「
雪
あ
か
り
」

は
、
町
内
全
域
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
さ
な
が
ら

に
、
地
域
ご
と
に
住
民
が
訪
れ
る
人
を
お
も

て
な
し
し
ま
す
。

ま
た
、
雪
国
文
化
研
究
所
で
は
雪
の
冷
熱

活
用
が
研
究
さ
れ
て
お
り
、
冬
期
間
に
た
め

込
ん
だ
雪
を
夏
に
雪
室
と
し
て
使
う
こ
と

で
、
農
産
物
を
新
鮮
に
保
存
す
る
こ
と
で
単

価
の
高
い
時
期
に
出
荷
す
る
取
組
も
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
西
和
賀
町
の
取
組
は
、
雪
と

戦
い
、
雪
と
親
し
み
、
そ
し
て
雪
を
活
用
す

る
な
ど
、雪
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
方
創
生
推
進
事
業
へ
の
取
組

中
山
間
地
で
あ
る
西
和
賀
町
で
は
、
特
色

あ
る
気
候
に
裏
付
け
ら
れ
た
農
産
物
や
加
工

技
術
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
る
６
次
産
業

化
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の

特
産
品
や
農
産
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
リ
デ
ザ

イ
ン
を
行
い
、
い
か
に
魅
力
を
伝
え
る
商
品

に
す
る
か
を
目
指
し
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
を
活
用
し
て
、
町
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
に
取
組
ま
し
た
。

６
次
産
業
の
取
組

西
和
賀
町
で
は
、
事
業
者
の
規
模
が
小
さ

い
た
め
、
町
内
の
農
家
や
製
造
事
業
者
が
手

を
組
み
、
契
約
栽
培
や
共
同
開
発
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
町
内
で
経
済
の
流
れ
を
作
る
、
西

和
賀
型
の
６
次
産
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

西
和
賀
町
の
ブ
ラ
ン
ド
山
菜
で
あ
る
「
西

わ
ら
び
」
は
、
太
く
て
柔
ら
か
く
と
ろ
み
が

あ
る
の
が
特
徴
で
「
商
標
登
録
」
を
し
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
他
産
地
の
品
が
２
５
０

円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
が
５
０
０
円
で

扱
わ
れ
る
な
ど
付
加
価
値
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
の
中
で
漬
け
込

ま
れ
る「
大
根
の
一
本
漬
け
」は
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
採
用
し
、
新
鮮
な
状
態
で
届
け
る
体
制

を
整
備
し
、
当
初
は
５
０
０
本
だ
っ
た
も
の

が
３
万
本
ま
で
販
売
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

湯
田
牛
乳
公
社
で
は
質
の
高
い
生
乳
を
活

か
し
た
低
温
殺
菌
牛
乳
が
人
気
で
、
良
質
な

生
乳
を
ス
イ
ー
ツ
に
加
工
す
る
こ
と
で

「
プ
レ
ミ
ア
ム
湯
田
ヨ
ー
グ
ル
ト
」や「
ギ

リ
シ
ャ
ヨ
ー
グ
ル
ト
ｇ
ａ
ｒ
ａ
」
と
い
っ

た
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
、
全
国
に
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
内
産
の
そ
ば
を
加
工

し
た
「
西
和
賀
そ
ば
」
は
町
内
の
飲
食

店
で
提
供
す
る
地
産
地
消
に
よ
る
食
文

化
を
活
か
し
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
は
１
次
産
業
の

農
産
物
に
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
魅
力
あ
る
地
域
の
発
信
と
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
が
課
題
で
し
た
。

西
和
賀
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
ス
タ
ー
ト

こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
、
西
和
賀
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
６
次
産
業

の
取
組
と
し
て
町
内
の
農
家
と
事
業
所
等
の

連
携
の
み
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本

デ
ザ
イ
ン
振
興
会
、
県
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
の
力
を
借
り
て
「
作
る
」
か
ら
「
売
る
」

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
地
元
事
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
産
品
や
農
産
物
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
全
国
初
め
て
と
な
る

挑
戦
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
開
始
の
際

も
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
会
見
を
行
う
な
ど
、

町
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

▲ほっとゆだ北日本雪合戦大会

▲ユキノチカラプロジェクトのフレーム

▲

ブ
ラ
ン
ド
山
菜
と
し
て
知
ら
れ
る「
西
わ
ら
び
」
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ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討

初
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
ブ
ラ
ン
ド
コ

ン
セ
プ
ト
の
検
討
で
し
た
。
商
品
開
発
事
業

は
従
来
の
事
業
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
個
々

の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

西
和
賀
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
。

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
っ
た
関
係
者
も
頻
繁
に
西
和
賀
町
を
訪

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
事
業
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
現
場
視
察
を
重
ね
て
町
の

特
徴
を
掘
り
起
こ
し
、
雪
の
多
い
冬
を
乗
り

越
え
て
生
き
る
人
々
の
逞
し
さ
、
降
り
積

も
っ
た
雪
が
生
み
出
す
豊
か
な
水
資
源
、
そ

の
水
が
潤
す
大
地
が
育
ん
だ
特
産
物
で
あ
る

こ
と
こ
そ
が
キ
ー
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら

を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
ユ

キ
ノ
チ
カ
ラ
」
と
し
、「
雪
」
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
た
の
で
す
。

雪
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
の
地
方
創
生
の
取
組
と
し
て
進
め
て
き

た
「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
雪

を
テ
ー
マ
と
し
て
商
品
を
開
発
す
る
こ
と

で
、
商
品
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る

町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
雪
の
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー
や
、

雪
国
の
く
ら
し
を
丁
寧
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
魅
力
を
感
じ
た
西
和
賀
町
の
フ
ァ
ン
が

生
ま
れ
、
移
住
の
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

県
内
有
数
の
雪
の
多
さ
で
知
ら
れ
る
西
和

賀
町
は
、
1
年
の
半
分
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、

年
間
の
降
雪
量
は
10
ｍ
を
超
え
ま
す
。
敬
遠

さ
れ
て
き
た
雪
を
「
西
和
賀
な
ら
で
は
の
地

域
資
源
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成

27
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町
と
地
元
信

用
金
庫
、
町
内
の
食
品
事
業
者
、
県
内
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
が
協
働
し
、
商
品
開
発
・
販
路

拡
大
を
進
め
て
、
菓
子
・
酒
類
・
山
菜
な
ど
、

多
様
な
商
品
を
揃
え
て
い
ま
す
。
町
の
魅
力

が
た
く
さ
ん
凝
縮
さ
れ
た「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」

は
、
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
、
商
品
開
発
は
事
業
者
と
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
関
係
機
関
が

支
援
を
行
う
こ
と
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
商
品
開
発
や
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
な
ど
、
事
業
者
の
希
望
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
の
で
、
参
加
し
た
事
業
所
も
当
初
は

商
品
を
開
発
し
て
も
ら
え
る
従
来
型
の
事
業

を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
統
一
感

を
保
ち
な
が
ら
も
個
々
を
光
ら
せ
る
商
品
・

デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
町
内
産
の
素
材
に
よ
る
８

つ
の
ア
イ
テ
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
商
品
も
背
景
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、見
栄
え
の
良
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
利
益
率
を
上

げ
る
た
め
の
工
夫
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

開
発
商
品
の
１
つ
と
し
て
、ど
ぶ
ろ
く「
ユ

キ
ノ
チ
カ
ラ
」
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
西

和
賀
町
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
特
区
を
取
得
し
、

製
造
を
行
っ
て
い
た
事
業
所
が
中
止
し
た
た

め
、製
造
が
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
３
セ
ク
タ
ー
が
製
造
を

引
き
継
ぎ
、「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
象
徴
す
る
商
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
ら
び
餅
で
黒
蜜
と
抹
茶
ク
リ
ー

ム
を
包
ん
だ
「
雪
の
よ
う
せ
い
」
と
い
う
商

品
は
、
そ
れ
ま
で
黒
蜜
と
抹
茶
ク
リ
ー
ム
が

６
個
ず
つ
入
っ
た
12
個
入
り
の
商
品
で
し
た

が
、
３
個
入
り
の
ミ
ニ
包
装
と
し
て
バ
ラ
売

り
を
す
る
こ
と
で
、
利
益
率
を
上
げ
る
と
い

う
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
品
を
「
作
る
」
だ
け
で
は
終
ら
ず
「
売

る
」
と
こ
ろ
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
フ
ォ
ロ
ー

す
る
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
と

言
え
ま
す
。

▲地元事業者、デザイナー、町が一丸となった打合せ風景

▲

雪
が
持
つ
魅
力
を
伝
え
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

岩手県 西和賀町
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ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
商
品
を
作
り
上
げ
る

こ
れ
ま
で
は
、
個
々
の
商
品
の
魅
力
の
み

の
勝
負
で
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー

を
整
理
し
、
そ
こ
に
沿
っ
た
商
品
を
開
発
す

る
こ
と
で
商
品
群
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
西
和
賀
町
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
の
旗
を
立
て
、
そ
の
も
と
で
商
品
開
発

を
進
め
る
こ
と
で
、
強
い
発
信
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
商
品
は
盛
岡
駅
や
東
京
駅
の

構
内
に
店
舗
を
有
す
る
商
店
の
人
気
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
事
業
者
も
「
以

前
は
町
内
の
旅
館
や
店
舗
で
の
販
売
が
中
心

だ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ

と
で
想
像
以
上
に
販
路
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
商
品
を
作
り

上
げ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
商
売
は
こ
う
い
う
も
の
か
と
勉
強
に

な
っ
た
」
と
事
業
者
の
新
た
な
発
見
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
主
体
的
な
活
動
に

平
成
28
年
度
に
は
、
地
ビ
ー
ル
や
岩
手
県

の
地
鶏
「
南
部
か
し
わ
」
な
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
わ
り
、
商
品
開
発
と
企
画
営
業
に

も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
西
和
賀
町
の
魅
力
を

伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
作
成
し
、

商
談
会
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
商
品
の
背
後

に
あ
る
地
域
の
物
語
を
丁
寧
に
伝
え
ま
し

た
。
雪
国
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
は
、
町
の
フ
ァ
ン
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、

町
の
魅
力
を
感
じ
て
移
住
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
い
う
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

町
の
魅
力
を
体
現
す
る
多
く
の
商
品
が
完

成
し
ま
し
た
。
現
在
、
参
加
し
た
事
業
者
に

よ
り
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
主
体
的
な
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
商
品
が
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
の

支
援
に
頼
ら
な
い
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
の
コ
ン
セ
プ
ト

参
加
し
た
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
町
民
が

町
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
町
民
向
け
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

な
が
ら
、
身
近
な
資
源
に
気
づ
く
こ
と
で
、

地
域
に
誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

次
が
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
の
柱
と
な
っ
た
取
組

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　
岩
手
と
秋
田
の
県
境
に
位
置
す
る
西
和
賀

町
。
岩
手
県
内
で
も
一
番
の
豪
雪
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
の
活
動
を
妨
げ
る
雪
・
・
・
で
も
こ
の

雪
は
西
和
賀
の
大
き
な
財
産
で
す
。
た
く
さ

ん
の
雪
が
豊
富
な
水
を
生
み
、
そ
の
お
か
げ

で
美
味
し
い
食
材
が
育
ち
ま
す
。

　
西
和
賀
名
産
の
西
わ
ら
び
も
、
雪
の
重
み

に
耐
え
、た
く
ま
し
く
春
に
芽
吹
く
の
で
す
。

春
の
草
を
食
む
牛
た
ち
は
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

牛
乳
を
蓄
え
て
く
れ
ま
す
。

　
雪
を
力
に
変
え
る
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
、
岩
手

県
西
和
賀
町
か
ら
全
国
へ
、
自
然
が
生
み
出

す
美
味
し
い
食
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

雪
を
力
に
変
え
る
挑
戦

こ
れ
ま
で
は
社
会
活
動
や
経
済
活
動
を
阻

害
す
る
雪
に
対
し
て
、
町
民
も
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
資
源

と
し
て
活
用
を
考
え
る
こ
と
で
、
見
方
を
変

え
る
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
最
初
は

商
品
開
発
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で
し
た
が
、

小
さ
な
雪
玉
が
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
る
こ
と
で

大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
取
組
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
雪
を
力
に
変
え
る
西
和

賀
町
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

�

西
和
賀
町
長
　
細
井
　
洋
行

（
令
和
２
年
８
月
10
日
付
第
３
１
２
９
号
）

▲

完
成
し
た
商
品
の
数
々

▲商談会場での様子

▲フォーラムを開催しユキノチカラを町民に共有
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内
子
町
の
概
要

内
子
町
は
、
県
都
松
山
市
か
ら
南
南
西
へ

約
40
㎞
の
位
置
に
あ
る
人
口
１
６
、
４
０
０

人
ほ
ど
の
町
で
す
。
２
０
０
５
年
に
、
旧
内

子
町
、
旧
五
十
崎
町
、
旧
小
田
町
の
三
町
が

合
併
し
、
現
在
の
内
子
町
と
な
り
ま
し
た
。

面
積
は
２
９
９
・
43
㎢
、
町
域
の
８
割
近
く

を
山
林
が
占
め
る
典
型
的
な
中
山
間
地
の
町

で
す
。
気
候
は
、
若
干
寒
暖
の
差
が
あ
る
内

陸
性
気
候
で
す
が
、
平
均
し
て
約
15
度
と
温

暖
で
あ
り
、
年
間
降
水
量
は
約
１
、
５
０
０

～
１
、
６
０
０
㎜
と
、
耕
作
に
適
し
た
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。
柿
を
は
じ
め
、
栗
、
ぶ
ど

う
、
梨
、
桃
な
ど
の
産
地
で
、
野
菜
も
葉
も

の
か
ら
根
菜
ま
で
多
様
な
品
種
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
田
川
、
中
山
川
、
麓
川
の
３
つ
の
河
川

が
流
入
す
る
内
子
地
区
は
、
交
通
の
要
衝
と

な
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
ハ
ゼ
の
木
か
ら
採
取
さ
れ
る

木
蝋
の
生
産
地
と
し
て
栄
え
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
八
日

市
・
護
国
地
区
の
町
並
み
は
、
往
時
の
面
影

▲

小
田
川
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
凧
合
戦
（
５
月
５
日
）

▲重要伝統的保存地区に選定された八日市・
護国の町並み

現 地 レ ポ ー ト

愛媛県

内子町
うちこちょう

自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

4

愛媛県

内子町
うちこちょう

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
を

め
ざ
し
て

愛媛県

内子町

176_3115愛媛県_内子町_四.indd   177 2022/09/29   1:06



177

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
子
座
な

ど
４
件
の
建
造
物
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
県
内
有
数
の
観
光
地
で
す
。
全
国

に
先
駆
け
て
開
設
し
た
道
の
駅
「
内
子
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」
は
、
全
国
６
か

所
の
モ
デ
ル
道
の
駅
に
選
ば
れ
て
お
り
、
年

間
80
万
人
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

五
十
崎
地
区
に
は
、
日
本
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
「
泉
谷
の
棚
田
」
が
あ
り
、
豊
か
な

農
村
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

手
漉
き
和
紙
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

和
紙
を
使
用
し
た
「
い
か
ざ
き
大
凧
合
戦
」

は
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
日
本
三
大
凧

合
戦
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
地
区
は
、
小
田
川
の
源
流
域
に
位
置

し
、
面
積
の
約
88
％
を
山
林
が
占
め
る
県
内

有
数
の
林
業
地
帯
で
す
。
標
高
１
、
３
０
０

ｍ
級
の
四
国
山
系
に
あ
る
小
田
深
山
国
有
林

は
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
紅
葉
の
時
期
に

は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
四
国
最
大
級

の
ス
キ
ー
場
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ–

Ｆ
Ａ
オ
ダ
ス
キ
ー

ゲ
レ
ン
デ
）
も
こ
の
地
に
あ
り
ま
す
。

町
の
主
要
産
業
は
農
業
で
す
が
、
近
年
は

観
光
産
業
の
占
め
る
割
合
も
増
え
て
い
ま

す
。
合
併
時
に
２
０
、
０
０
０
人
を
超
え
て

い
た
人
口
は
、
そ
の
後
の
10
年
間
で
１
割
以

上
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
で
39
・
１
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

キ
ラ
リ
と
光
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子

人
口
減
少
、
高
齢
化
と
い
っ
た
全
国
共
通

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
内
子
町
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
キ
ラ
リ
と
光
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ

ウ
ン
内
子
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
初
に
こ
の
“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
”
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
た
の
は
１
９
９
３

年
に
策
定
さ
れ
た「
内
子
町
新
総
合
計
画（
旧

内
子
町
）」
で
し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
７
０

年
代
よ
り
展
開
し
て
き
た
町
並
み
保
存
運
動

を
核
と
し
た
歴
史
的
環
境
保
全
運
動
が
、
旧

内
子
町
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
、
観
光
や
地
域
産
業
に
寄
与
し
て
き
た
こ

と
や
、
当
時
の
持
続
可
能
な
開
発
の
実
現
に

向
け
た
世
界
的
な
動
き
を
も
と
に
誕
生
し
た

も
の
で
す
。
小
さ
な
地
方
自
治
体
が
エ
コ
ロ

ジ
ー
タ
ウ
ン
を
掲
げ
、
生
態
系
に
配
慮
し
、

環
境
保
全
に
軸
足
を
お
い
た
政
策
を
展
開
し

始
め
た
こ
と
は
、
先
駆
的
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
針
と
し
て
使
用
し
続
け
て

い
ま
す
。

内
子
町
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
展

開
し
て
き
た
事
業
に
は
、
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
、
内
子
の
森
づ
く
り
、
近
自
然
工
法

の
推
進
、
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
町

並
み
保
存
運
動
と
と
も
に
内
子
町
が
め
ざ
す

将
来
像
「
町
並
み
、
村
並
み
、
山
並
み
が
美

し
い
　
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
」
と
し
て

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
と
と

も
に
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
よ
う
と
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

実
践
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
を
ま
と
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
中
心

と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
な
人
づ
く
り

「
エ
コ
見
回
り
隊
」

内
子
町
環
境
基
本
計
画
で
は
、
自
然
・
暮

ら
し
・
環
境
教
育
を
３
本
柱
に
政
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
環
境
教
育
の
分
野

に
お
い
て
は
、“
決
め
手
は
担
い
手
”
の
方

針
の
も
と
、
人
づ
く
り
に
重
き
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
な
ど
町
が
取
り
組
む
環
境

政
策
の
各
種
事
業
の
推
進
状
況
や
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
づ
く
り
（
省
エ
ネ
や
５
Ｒ
の
推
進
）

を
点
検
す
る
た
め
、
内
子
町
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
町
民
（
大
人
）

ら
で
組
織
す
る
目
標
設
定
・
監
査
委
員
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
「
エ
コ
見
回
り
隊
」
を
結
成
し
、

取
組
の
一
部
を
点
検
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
町
内
の
あ
る
保
育
園

▲内子の森づくり

▲保育園児によるエコ見回り隊
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で
取
り
組
ん
で
い
た
独
自
の
事
業
で
、
年
長

児
が
園
の
中
の
電
気
の
消
し
忘
れ
や
水
道
の

閉
め
忘
れ
、
紙
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
見

回
り
点
検
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し

た
も
の
で
す
。
現
在
は
他
の
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
学
校
で
も
結
成
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
点
検
を
通
じ
て
園
児
・
児
童
自
ら

が
自
分
自
身
の
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
家
庭
生
活
の
中
で

も
電
気
や
水
、
紙
ご
み
に
気
を
付
け
る
こ
と

で
、大
人
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

最
近
は
「
大
人
の
エ
コ
見
回
り
隊
」
を
発
足

し
、
町
の
取
組
を
知
っ
て
も
ら
い
、
家
庭
で

環
境
配
慮
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
エ
コ
見
回
り
実
施
場
所
を
、
公

共
施
設
か
ら
民
間
事
業
所
等
へ
広
げ
、
取
組

の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

内
子
町
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け

た
各
種
調
査
事
業
を
経
て
、内
子
町
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
を
策
定
し
、
林
業
の
６
次
化

を
含
め
た
事
業
の
中
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

町
の
面
積
の
約
８
割
を
占
め
る
山
林
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
着
目
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
熱
利
用
の

み
で
あ
っ
た
も
の
が
発
電
事
業
へ
と
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
町
内
で
発
生
す
る
製

材
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
を
原
料
に
製
造
し
、

学
校
や
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
等
に
導
入
し
た

ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ
で
の
利
用
を
進
め
る

と
と
も
に
、
温
浴
施
設
や
温
水
プ
ー
ル
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
で
活
用
す
る
計
画
で
積
極

的
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
使
用

施
設
の
増
加
に
伴
い
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
需
要

も
高
ま
り
、
２
０
１
０
年
度
に
は
原
木
市
場

に
隣
接
し
た
町
有
地
に
、
原
木
換
算
で
年
間

約
５
、０
０
０
ｔ
を
使
用
し
、２
、５
０
０
ｔ

の
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
で
き
る
設
備
が
民
間
事

業
者
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
の
需
要
が
冬
季

に
偏
り
、
ま
た
、
化
石
燃
料
の
価
格
変
動
に

伴
う
需
要
の
変
動
も
あ
っ
て
、
需
要
が
安
定

し
な
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
５
年
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
小
規
模
発
電

の
枠
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の
大
規
模
発
電
設

備
に
対
し
て
高
い
単
価
で
電
力
買
取
価
格
が

設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
採
算
の
面
か
ら

も
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
よ
る
発
電
所
建
設
が
可

能
と
な
り
、
課
題
で
あ
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
需
要

の
増
加
と
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
１
８
年
度
に

民
間
の
合
同
会
社
に
よ
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
と
し
た
発
電
所
（
年
間
約
８
１
１
万
ｋ

ｗ
ｈ
を
発
電
　
※
一
般
家
庭
２
、
５
０
０
世

帯
分
）
が
竣
工
、
ペ
レ
ッ
ト
設
備
も
年
間
約

８
、
０
０
０
ｔ
が
製
造
で
き
る
設
備
に
改
修

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ペ
レ
ッ
ト
８
、
０
０
０
ｔ
の
製
造
に
要
す

る
木
材
は
原
木
換
算
で
約
１
６
、０
０
０
ｔ
、

１
ｔ
を
体
積
１
・
２
㎥
で
換
算
し
た
場
合
、

１
９
、
２
０
０
㎥
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

内
子
町
の
年
間
原
木
生
産
量
４
６
、
０
０
０

㎥
（
市
場
や
直
接
取
引
分
を
含
む
）
の
約
４

割
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
当
初
の
ペ

レ
ッ
ト
製
造
時
か
ら
間
伐
材
は
原
料
と
し
て

▲折り重なる山並みの風景

▲�NPO法人環境NPOサン・ラブの活動風景－環境子ども
会議におけるえひめAI-1を利用した竹堆肥づくり

▲��町内の未利用間伐材をペレット燃料にして発
電する内子バイオマス発電所

愛媛県 内子町
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利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
購
入
量
も
少
な
く

単
価
も
１
㎥
４
、５
０
０
円
と
低
調
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
発
電
事
業
を
通
じ
て
間
伐
材

の
利
用
も
増
加
し
、
市
場
買
取
で
１
㎥
７
、

５
０
０
円
に
上
昇
す
る
ほ
か
、
市
場
に
か
け

ら
れ
な
い
低
質
材
も
１
ｔ
７
、
０
０
０
円
で

取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
お
い

て
、
間
伐
材
等
の
安
定
し
た
需
要
と
価
格
の

上
昇
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
整
備
意
欲
の

向
上
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
森
林
整
備
に

係
る
事
業
量
の
増
加
に
伴
い
、
林
業
事
業
者

の
経
営
状
況
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
体
の
出
材
量
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
林
業
関
連
産
業
全
般
へ
の
好
影
響
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
森
林
環
境
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
地
域
内
で
の
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
循
環
に
よ
り
、
地
域
経
済
全
体
で

の
活
性
化
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
廃
食
油
の
利
活
用

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
１
つ
に
は
、
廃
食

油
を
原
料
と
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
利
用
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は

多
く
が
軽
油
の
代
替
え
燃
料
と
し
て
車
両
で

利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
現
在
、
内
子
町
で
は
ボ
イ
ラ
ー
で
の
利

用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
内
子

町
に
お
い
て
も
車
両
で
の
利
用
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
性
能
の
変
遷
と

と
も
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
１
０
０
％
で
使
用
で
き
る
車

両
が
減
少
し
、
利
用
方
法
を
模
索
し
て
い
た

時
に
ボ
イ
ラ
ー
で
の
利
用
が
見
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。

廃
食
油
を
利
活
用
す
る
際
、
そ
の
収
集
方

法
が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
内
子
町
に
お
い

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、そ
の
収
集
か
ら
製
造
、

販
売
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
は
、
２
０
０
３
年
か
ら
内
子
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
生
ご
み
の
分
別
収
集
と
堆
肥

利
用
に
お
い
て
、
生
ご
み
か
ら
出
る
悪
臭
対

策
の
た
め
、
愛
媛
県
が
開
発
し
た
「
え
ひ
め

Ａ
Ｉ–

１
」
と
い
う
環
境
浄
化
微
生
物
を
製

造
し
、
町
内
の
家
庭
へ
配
布
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
廃
食
油
の
回
収

に
お
い
て
、
こ
の
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ–

１
」
を

配
布
す
る
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
一

般
家
庭
か
ら
の
廃
食
油
回
収
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
、
公

共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
で
、
町
内
で
の
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を

め
ざ
し
て

“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
”
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
と
も
に
進
め
て
き
た
内
子
町
の
ま

ち
づ
く
り
が
四
半
世
紀
を
経
過
し
た
今
、
そ

の
言
葉
を
見
直
す
と
、
そ
こ
に
は
自
然
生
態

系
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。
内
子
町
は
こ
れ
ま
で
小
田
深
山

を
中
心
と
し
た
山
並
み
保
全
事
業
を
は
じ

め
、
身
近
な
地
域
で
の
自
然
観
察
会
や
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
内
子
町
に
は

豊
か
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
反
面
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
土
地
利
用
の
変
化

等
に
よ
り
、
自
然
環
境
に
も
変
化
が
出
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
自
然
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
で
、
私
た
ち

の
進
む
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。

内
子
町
は
ち
ょ
う
ど
今
、
総
合
計
画
後
期

計
画
の
策
定
中
で
あ
り
、
環
境
基
本
計
画
も

ま
た
後
期
計
画
に
向
け
見
直
し
作
業
の
真
っ

只
中
で
す
（
２
０
２
０
年
１
月
現
在
）。
気

候
変
動
に
よ
る
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
豪
雨
や
気
温
の
上
昇
、
そ
れ

に
伴
う
災
害
や
傷
病
と
い
っ
た
社
会
的
不
安

要
素
が
現
実
社
会
に
横
た
わ
り
、
豊
か
な
生

活
の
代
償
と
も
い
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
が
深
刻
な

中
、
世
界
を
あ
げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向

か
っ
た
取
組
を
進
め
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
て
お
り
、
内
子
町
も
ま
た
、

地
域
が
主
役
と
な
っ
て
住
み
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
で
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を
つ

く
り
あ
げ
る
要
素
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
好
機
に
１
つ

ひ
と
つ
の
つ
な
が
り
を
丁
寧
に
見
つ
め
、
ほ

ぐ
し
合
い
、
結
び
付
け
な
が
ら
、
次
世
代
に

胸
の
は
れ
る
町“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
”

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

内
子
町
長
　
稲
本
　
隆
壽

（
令
和
２
年
４
月
６
日
付
第
３
１
１
５
号
）

▲�川の生きもの調べ－自然観察会の一風景
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宇
美
町
の
概
要

宇
美
町
は
、
福
岡
都
市
圏
に
属
す
る
糟
屋

郡
の
町
で
、
西
は
大
野
城
市
と
福
岡
市
、
北

西
は
志
免
町
、
北
は
須
恵
町
、
東
は
飯
塚
市
、

南
は
太
宰
府
市
と
筑
紫
野
市
に
そ
れ
ぞ
れ
隣

接
し
て
い
ま
す
。

地
勢
を
見
る
と
、
東
部
は
三
郡
山
系
と
、

南
部
は
四し

王お
う

寺じ

山
塊
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
町

の
面
積
（
30
・
21
㎢
）
の
お
よ
そ
６
割
を
森

林
が
占
め
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。河

川
は
、
砥
石
山
・
三
郡
山
を
源
と
し
て

町
の
中
央
部
を
貫
く
宇
美
川
と
、
四
王
寺
山

塊
か
ら
発
し
た
井
野
川
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が

志
免
町
で
合
流
し
、
福
岡
市
で
多
々
良
川
に

流
れ
込
み
、
博
多
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

町
の
歴
史
は
古
く
、
西
暦
６
６
５
年
に
築

城
さ
れ
、
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
に
も
認
定

さ
れ
た
日
本
最
古
の
古
代
山
城
「
国
指
定
特

別
史
跡
　
大
野
城
跡
」
を
は
じ
め
、
近
年
、

魏
志
倭
人
伝
に
記
載
が
あ
る
「
不ふ

彌み

国
」
と

▲

井
野
山
山
頂

▲大野城跡→百間石垣

現 地 レ ポ ー ト

福岡県

宇美町
うみまち

自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

4

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

　
　元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

福岡県

宇美町
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し
て
本
町
が
注
目
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
た

「
国
指
定
史
跡
　
光
正
寺
古
墳
」
等
の
史
跡

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
古
事
記
や
日
本

書
紀
に
、
神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
が
応
神
天
皇
を
出
産
さ

れ
た
地
を
「
宇
美
（
産
み
）」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
安

産
の
神
様
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
宇
美
八

幡
宮
が
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
宇
美
・
炭
焼
・
井
野
・

四
王
寺
の
４
つ
の
村
が
合
併
し
宇
美
村
と
な

り
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
10
月
に
は
糟

屋
郡
で
最
初
に
町
制
を
施
行
し
、
宇
美
町
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
２
０
２
０
年
は
、
町
制
施

行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
町
で
す
。

鉄
道
・
船
舶
等
の
輸
送
用
燃
料
な
ど
へ
の

石
炭
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦

後
し
ば
ら
く
は
石
炭
産
業
が
盛
ん
と
な
り
、

昭
和
30
年
代
前
半
に
は
人
口
が
２
２
、
９
３

６
人
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成

長
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
石
炭
産

業
の
衰
退
に
伴
い
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）

年
の
三
菱
勝
田
鉱
業
所
の
閉
山
を
境
に
、
炭

鉱
の
町
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
人
口

も
２
万
人
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
減
少
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
道
筑
紫
野
古
賀
線
の
開
通
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
網
の
整
備
が
進
む
と
、

福
岡
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ま

た
、
軽
工
業
地
域
と
し
て
人
口
は
徐
々
に
増

加
し
２
０
２
０
年
７
月
現
在
、
人
口
３
７
、

３
２
０
人
、
世
帯
数
１
６
、
０
４
９
世
帯
を

有
す
る
町
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

共
働
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推
進

　近
年
、少
子
高
齢
化
や
都
市
化
の
進
行
等
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、

集
団
よ
り
も
個
人
を
尊
重
す
る
風
潮
が
強
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
連
帯
意

識
の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
高
度
化
し
、
よ

り
き
め
細
か
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
に
対

応
し
、
地
域
の
持
っ
て
い
る
個
性
や
魅
力
が

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
み
、
学
び
、

活
動
し
、
そ
の
地
域
に
か
か
わ
る
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
作
る
」
と
い
う
自
治
意
識
を
持
ち
、
そ

の
能
力
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
社
会
参
加

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
自
治
の
根
本
理
念

で
あ
る
「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」
の

も
と
、
町
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、「
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
主
役
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
、
お
互
い
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら

共
働
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、
町
民
の

力
が
地
域
に
生
き
る
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

第
５
次
及
び
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て

「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
枠
組

「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
う

え
で
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
中
核
と
な
る
べ
く
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
地
域

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
自
治
会
活
動
な
ど
へ

の
参
加
者
は
減
少
し
、
ま
た
、
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
低
下
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

▲河原谷の大つらら

▲湯蓋の森

180_3135福岡県_宇美町_三.indd   182 2022/09/29   1:13



町村の施策事例集Ⅷ182

そ
こ
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
２
つ
の
施
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

①

　行
政
区
長
制
度
の
廃
止

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
代
表
と
な

る
町
民
を
非
常
勤
の
特
別
職
公
務
員
で
あ
る

行
政
区
長
と
し
て
委
嘱
し
、
地
域
と
町
行
政

と
の
調
整
を
図
り
、
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

及
び
行
政
浸
透
に
努
め
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

行
政
が
一
手
に
引
き
受
け
、
町
民
は
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
と
い
う
従
来
か
ら
の

考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、「
公
共
の
福
祉
」
へ
の
貢
献
を
行
う
こ

と
は
行
政
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
も
の
の
、

よ
り
良
く
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
支
え
る

他
の
主
体
と
の
連
携
や
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

町
と
地
域
が
共
に
手
を
と
り
あ
い
、
共
働

で
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
対
等
な

立
場
を
築
く
た
め
に
、
行
政
区
長
制
度
を
廃

止
し
、
行
政
区
長
を
自
治
会
長
へ
、
行
政
区

を
自
治
会
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
行
政
と
地
域
が
対
等
な
関
係
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進
で
き
る
新

た
な
地
域
自
治
の
体
制
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

②

　

�

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

の
設
立

当
町
で
は
、
49
の
自
治
会
（
平
成
28
年
３

月
現
在
）
が
存
在
し
、
数
世
帯
の
自
治
会
か

ら
１
、
０
０
０
世
帯
弱
の
自
治
会
ま
で
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
自
治
会
が
あ
り
、
地
域

活
動
が
盛
ん
な
自
治
会
と
そ
う
で
な
い
自
治

会
の
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
課

題
は
多
様
化
し
、
災
害
や
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
等
、
単
一
自
治
会
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
も
多
数
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自
治
会
間
の
活

動
の
格
差
を
少
な
く
し
、
多
様
化
す
る
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
町
内
５
つ
の

小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
小
学
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
を
新
た
に
設
立
し
ま
し
た
。

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

は
、
自
治
会
を
中
心
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子

ど
も
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解

決
を
図
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
向
上
に
努
め
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
は
な

か
っ
た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
い
た
行
政
区
制
度

の
廃
止
や
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
設
立
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
地
域
自
治
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
え
る
施
策
で
あ
っ
た
た

め
、
自
治
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
自
治
会
役

員
の
方
や
住
民
の
方
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
番
力
を

注
い
だ
部
分
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
５
小
学
校
区
で
全
住
民

の
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
各
自
治
会
へ

の
説
明
会
を
30
回
以
上
実
施
し
、
徐
々
に
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
の
現
状
と
課
題

平
成
29
年
度
の
設
立
当
初
は
、「
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
っ
て
何
？
」

な
ど
の
意
見
も
多
く
、
住
民
の
方
の
認
知
度

も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
活
動
を
開
始
し
、

４
年
目
を
迎
え
る
現
在
は
、
徐
々
に
住
民
の

方
に
活
動
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
を

設
立
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
自
治
会

間
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
と
し

て
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

を
推
進
し
な
が
ら
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
根
幹
を
支
え
る
自
治
会
の
活
性
化
は
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
自
治
会
の
こ
と

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
と
い
う
考
え
で
し

た
が
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
を
核
と
し
て
、
自
治
会
間
の
情
報
共
有
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
祭
り
等
の
イ
ベ
ン

ト
の
合
同
開
催
や
子
ど
も
会
の
連
携
等
の
動

き
も
見
え
は
じ
め
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会
で
も
独
自
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲見守り活動の様子
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防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
時
の
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

町
の
青
パ
ト
を
活
用
し
た
巡
回
な
ど
地
域
の

安
心
・
安
全
を
見
守
る
活
動
が
全
校
区
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
活
動
と
し
て
、
～
元
気
な
時

か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
地
域
で
～
を
テ
ー
マ

に
町
と
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
の
共
働
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
た
脳
ト
レ
や

軽
運
動
、
健
康
に
関
す
る
教
室
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
介
護
予
防
教
室
を
全
校
区
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
介
護
予
防
教
室
で
は
、
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
役
員
が
、

教
室
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
参
加

者
の
方
が
安
心
し
て
教
室
に
参
加
し
や
す
い

環
境
が
で
き
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
地
域
の
特
性
に

あ
っ
た
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

宇
美
町
の
山
沿
い
に
あ
る
宇
美
東
小
学
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
、
大
雨

に
よ
る
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に
防
災

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
は
、
地
域
の
要

支
援
者
に
連
絡
を
と
り
、
避
難
誘
導
を
行
っ

た
り
、
町
と
共
働
で
避
難
所
運
営
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
避
難
者
の
方
も
身
近
な
地
域
の

方
が
避
難
所
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
災
害

へ
の
不
安
が
和
ら
ぐ
効
果
は
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
避
難
所
だ
け
で
は
な
く
、
小

学
校
区
内
の
各
自
治
会
の
自
治
会
公
民
館
を

避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
際
に
、
小
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
調
整
役
と
な

り
、
被
災
の
可
能
性
が
あ
る
自
治
会
公
民
館

か
ら
別
の
安
全
な
自
治
会
公
民
館
へ
避
難
者

を
誘
導
す
る
体
制
を
事
前
に
協
議
し
、
実
際

の
避
難
時
に
、
自
分
が
住
ん
で
い
な
い
自
治

会
公
民
館
に
も
避
難
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
後
の
連
携
で
は
な
く
、
災

害
が
起
き
る
前
の
避
難
準
備
の
段
階
か
ら
こ

の
よ
う
な
自
治
会
間
の
連
携
体
制
を
構
築
で

き
て
い
る
の
は
、
小
学
校
区
と
い
う
範
囲
で

新
た
な
枠
組
み
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
校
区
で
も
、
夏
休
み
に
子
ど
も

た
ち
の
移
動
図
書
館
を
開
催
し
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
校
区
の
特
徴
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
町
と

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
連

携
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
や
は
り
人
材
の
確
保
だ

と
思
い
ま
す
。
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
に
お
い
て
も
、
人
材
の
高
齢
化
や
固

定
化
が
見
ら
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
各
校
区

で
の
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
人
材
が

ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
の

で
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
も
重
要
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
導
入
の
検
討
や

若
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
世
代
と
の
事
業
連
携
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
の
理
念
で
あ
る

「
ひ
と
が
輝
き
！
地
域
が
輝
き
!!
ま
ち
が
輝

く
!!!
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
地
域
と
行
政
が
共
働
で
さ
ら
な
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。宇

美
町
長
　
木
原
　
忠

（
令
和
２
年
10
月
５
日
付
第
３
１
３
５
号
）

▲避難訓練の様子

▲移動図書館の様子
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１
　
丘
の
ま
ち
び
え
い
の
概
要

美
瑛
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
十
勝
岳
連
峰
の
山
麓
に
広
が
る
人
口
約

1
万
人
の
ま
ち
で
す
。
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同

じ
６
７
６
・
78
㎢
の
広
大
な
面
積
を
有
し
、

河
川
流
域
に
沿
っ
て
放
射
線
状
に
形
成
さ
れ

た
集
落
で
は
、
農
業
に
不
向
き
と
言
わ
れ
る

丘
陵
地
形
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
勝
岳
連
峰

の
雪
ど
け
水
や
昼
夜
の
寒
暖
差
な
ど
恵
ま
れ

た
条
件
を
活
か
し
て
、
米
、
小
麦
、
ば
れ
い

し
ょ
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
、
豆
と
い
っ
た

多
彩
な
農
産
物
の
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
。

町
独
自
の
認
定
基
準
に
よ
り
厳
選
さ
れ
た

ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
商
品
に
は
、
素
材
と
れ
た

て
の
美
味
し
さ
を
と
じ
こ
め
た
「
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
食
品
」
を
始
め
、
こ
の
豊
富
な
農
畜

産
物
を
加
工
し
て
生
ま
れ
た
特
産
品
が
顔
を

▲

十
勝
岳
連
峰
を
背
景
に
し
た
丘
陵
景
観

▲青い池

現 地 レ ポ ー ト

北海道

美瑛町
びえいちょう

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

美
し
い
農
業
景
観
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ

北海道

美瑛町
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そ
ろ
え
る
な
ど
、
農
業
を
軸
に
副
次
的
な
産

業
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を
背
景

に
ど
こ
ま
で
も
波
の
よ
う
に
続
く
丘
陵
地
帯

は
、
季
節
が
進
む
に
つ
れ
て
多
様
な
作
物
が

さ
ま
ざ
ま
な
色
に
変
化
す
る
た
め
「
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
丘
」
と
も
呼
ば
れ
、
農
業
の
営
み

が
創
り
出
す
こ
の
美
し
い
農
業
景
観
を
目
的

に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
十
勝
岳
の
火
山
活
動
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
砂
防
施
設
の
一

部
が
「
青
い
池
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
人
気
を
集
め
て
お
り
、
年
間

２
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光

地
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

２
　
景
観
保
全
の
意
識
の
芽
生
え

美
瑛
町
の
観
光
業
は
、
昭
和
後
期
ま
で
は

十
勝
岳
山
麓
の
白
金
温
泉
を
中
心
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
が
、昭
和
62
年
に
風
景
写
真
家
・

前
田
真
三
氏
の
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
拓
真
館
」

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
農
業
景
観
が

注
目
を
集
め
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
観
光
入
込

客
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
く

富
良
野
大
雪
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
の
重

点
整
備
地
区
に
設
定
さ
れ
、
さ
ら
な
る
観
光

振
興
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
い
移
住
者
や
観

光
客
が
増
え
、
店
舗
や
住
宅
の
建
設
が
無
秩

序
に
広
が
る
こ
と
を
懸
念
し
、
住
民
を
中
心

に
景
観
を
保
全
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
同
年

12
月
に
「
美
瑛
町
景
観
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
景
観
整
備
の
方
針
を
示
す

「
景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
景
観

形
成
地
区
を
指
定
し
た
う
え
で
そ
の
地
域
に

応
じ
た
景
観
形
成
基
準
を
設
け
、
建
築
行
為

等
の
統
一
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
町
に
よ
る
指
導
や
助
言
の
対
象
は
、

あ
く
ま
で
も
こ
の
指
定
さ
れ
た
地
区
内
に
お

け
る
行
為
に
限
ら
れ
て
お
り
、
民
有
地
の
指

定
に
は
土
地
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ

た
た
め
、
地
区
の
指
定
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
多
く
、
唯
一
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
は
リ

ゾ
ー
ト
開
発
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
白
金

地
区
の
み
と
課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
一
方
で
、
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
あ
る
本
通
り
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
い
て
は
、
電
線
類
の
地
中
化
や

流
雪
溝
の
整
備
の
ほ
か
、
住
民
相
互
に
建
築

協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
「
自
然
と
調
和
し
た
美

瑛
の
玄
関
口
」
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
づ
く

り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
は
等
辺
切
妻
屋

根
を
基
調
と
し
、
外
壁
に
は
美
瑛
軟
石
を
積

極
的
に
使
用
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
「
街
づ

く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
住
民
総
意
の
も

と
に
策
定
し
、
建
築
行
為
に
一
定
の
制
限
を

か
け
る
こ
と
で
、
統
一
し
た
街
並
み
が
形
成

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
欧
州
の
よ
う

な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
空
間
は
、
今

も
多
く
の
観
光
客
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。

３
　
景
観
計
画
の
策
定

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開

発
も
下
火
と
な
り
、
社
会
的
に
自
然
保
護
や

景
観
保
全
の
意
識
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
12
年
頃
よ
り
美
瑛
町
景
観
審
議
会
に
お

い
て
、
課
題
の
残
さ
れ
て
い
た
景
観
条
例
の

改
正
に
向
け
て
検
討
が
始
ま
り
、
平
成
15
年

3
月
に
「
美
瑛
の
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て

る
条
例
」
が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
農

村
景
観
は
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
次
世
代
の

た
め
に
守
り
育
て
て
い
く
責
任
が
あ
る
と

い
っ
た
考
え
が
地
域
に
定
着
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
精
神
が
前
文
に
謳
わ
れ
る
と

▲

本
通
り
地
区

▲

拓
真
館
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と
も
に
、
条
例
の
適
用
範
囲
を
町
内
全
域
と

し
、
開
発
行
為
の
手
続
き
の
１
つ
に
住
民
説

明
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
た
景
観
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
1
年
後
の
平
成
16
年
6
月

に
「
景
観
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
条
例
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
自
治

体
独
自
の
条
例
と
な
っ
て
し
ま
い
、
景
観
法

に
基
づ
い
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
景
観
行
政
団
体
の
指
定
を
受
け
、
景
観

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
18
年
8
月
に
景
観
行
政
団
体
の

指
定
を
受
け
、
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を

経
て
、
平
成
24
年
に
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
結
び
、
本

格
的
に
景
観
計
画
の
策
定
を
始
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
の
調
査
研
究
で
は
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
課
題
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
約
3
年
の
期
間
を
か
け
て
丁
寧
に

作
業
が
進
め
ら
れ
、
平
成
27
年
3
月
に
「
美

瑛
町
景
観
計
画
」が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
同
年
7
月
に
は
「
美
瑛
の
美
し
い

景
観
を
守
り
育
て
る
条
例
」
を
景
観
法
に
基

づ
く
条
例
と
し
て
全
部
改
正
し
て
い
ま
す
。

景
観
計
画
は
、
そ
の
策
定
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
こ
と
な
く
、
具
体
的
な
取
組
も
進
め
て
い

ま
す
。
町
民
や
事
業
者
に
計
画
の
概
要
を
示

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
美
瑛
町
ら
し
い
建
物

の
建
ち
方
を
示
し
た
事
例
集
を
配
布
し
て
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
景
観
セ
ミ

ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
通
し
て
、
景

観
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
意
識
向
上
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
の
改
正
に
よ

り
新
た
に
定
め
ら
れ
た
助
成
金
制
度
で
は
、

景
観
づ
く
り
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
て
助

成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
景
観
重
要
建
造
物
の

補
修
や
塗
装
、
写
真
撮
影
に
支
障
と
な
っ
て

い
る
電
柱
の
移
設
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
　�「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」�

づ
く
り
運
動

平
成
17
年
10
月
、
美
瑛
町
を
は
じ
め
と
す

る
全
国
7
町
村
に
よ
り
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
化

や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
暮
ら
し

に
よ
っ
て
根
付
い
た
風
景
や
文
化
を
守
る
た

め
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
よ
う
な
志
を
と
も

に
す
る
仲
間
が
、
現
在
は
全
国
63
地
域
に
ま

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

美
瑛
町
で
は
、
農
協
や
商
工
会
な
ど
町
内

23
機
関
を
構
成
団
体
と
す
る
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
取
組
を
推
進
し
て
お
り
、
観
光

道
路
の
清
掃
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
装
、「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
称
し
た
市
街
地
の
花
壇

整
備
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
住
民
の
手
に

よ
っ
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
取
組
を
通
し
て
改
め
て
町
民
一
人
ひ
と
り

が
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け

る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ふ
る
さ

と
学
習
や
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
誇
れ
る
地
域
資
源
に
つ

い
て
問
い
か
け
る
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
農
作
物
や
農
業
景
観
と
い
っ

た
声
が
多
い
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

発
見
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

が
抱
く
小
さ
な
誇
り
を
郷
土
愛
と
し
て
育
ん

で
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
声
に
も
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
、
ま
ち
全
体
で
美
し
い
村
づ
く
り

の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲ガードレール塗装

▲

景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム

北海道 美瑛町
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５
　
農
業
と
観
光
業
の
共
存

美
瑛
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
美
し
い
丘

陵
景
観
を
眺
望
で
き
る
「
農
地
」
が
中
心
と

な
る
た
め
、
観
光
客
が
増
え
る
一
方
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る
路
上
駐
車
、
農

地
へ
の
無
断
侵
入
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
。
特

に
農
地
へ
の
立
ち
入
り
は
、
踏
み
込
ん
だ
靴

底
の
病
害
虫
等
に
よ
り
作
物
が
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
心
な
い

1
歩
が
周
辺
一
帯
の
農
地
や
農
産
物
の
生
産

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
大
き
な
リ
ス
ク
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
、こ
れ
ま
で
、

優
良
景
観
ポ
イ
ン
ト
に
は
展
望
公
園
と
し
て

駐
車
場
や
ト
イ
レ
の
整
備
を
は
じ
め
、
観
光

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

看
板
を
設
置
す
る
等
の
対
応
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
は
外
国
人
観
光
客
が
増
え
、

言
語
が
通
じ
な
い
こ
と
や
異
文
化
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て
お

り
、苦
慮
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

訪
れ
る
側
と
受
け
入
れ
る
側
の
双
方
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
は
今
も
ま
だ
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
、
農
家
を
中
心
に

し
た
「
畑
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
看
板
を
通
し
て
農
家
の
思
い

を
伝
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
農
業
景

観
を
見
渡
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ

た
看
板
に
は
、
農
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発

信
や
観
光
客
が
農
業
者
を
支
援
す
る
仕
組
み

な
ど
、
農
家
と
観
光
客
が
つ
な
が
る
仕
掛
け

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

観
光
客
に
目
の
前
に
広
が
る
美
し
い
景
観

が
農
家
の
営
み
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
観
光
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
両
者
の
摩
擦
を

解
消
し
て
良
い
関
係
性
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
す
る
活
動
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
観
光
マ

ナ
ー
問
題
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
農
家

側
か
ら
声
が
上
が
り
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
美

瑛
町
に
と
っ
て
新
た
な
1
歩
と
な
り
ま
し

た
。

６
　
誰
も
が
住
み
た
い
ま
ち
に

平
成
の
時
代
と
と
も
に
歩
み
始
め
た
美
瑛

町
の
景
観
づ
く
り
は
、
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ

解
決
し
な
が
ら
着
実
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
ま

し
た
。
携
帯
電
話
基
地
局
の
建
設
な
ど
生
活

の
利
便
性
を
高
め
る
一
方
で
、
景
観
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
美
瑛
町
ら
し
い
景
観
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
美

し
い
農
業
景
観
は
、
開
拓
以
降
の
農
家
の
営

み
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
産
物
で
あ
り
、
こ
の

貴
重
な
地
域
資
源
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
続

け
て
い
く
た
め
に
も
農
業
の
持
続
的
な
発
展

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
国
内
外
の
多

く
の
方
々
に
美
瑛
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
観
光
業
も
重
要
な
産
業
と
な
り
ま

す
。こ

れ
ら
2
つ
の
産
業
を
軸
に
新
た
な
人
の

流
れ
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
誰

も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
「
丘
の
ま
ち
び
え

い
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

美
瑛
町
長
　
角
和
　
浩
幸

（
令
和
２
年
９
月
７
日
付
第
３
１
３
２
号
）

▲農地に立ち入る観光客

▲

畑
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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関
ケ
原
町
は
、
岐
阜
県
の
西
端
、
滋
賀
県

と
の
県
境
に
位
置
し
、
人
口
６
、
８
４
１
人

（
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
）、
東
西
に
約
８

㎞
、
南
北
に
約
12
㎞
、
総
面
積
49
・
28
㎢
で
、

北
は
伊
吹
山
を
主
峰
と
す
る
伊
吹
山
地
、
南

は
鈴
鹿
山
脈
に
囲
ま
れ
、
平
野
部
で
も
高
低

差
が
あ
り
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
域
の
８
割
近
く
が
山
林

で
占
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
北
部
及
び
南
部
山

地
を
中
心
に
揖
斐
関
ケ
原
養
老
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
る
等
、
良
好
な
自
然
環
境
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
昔
は
、
こ
の
山
々
に
挟
ま
れ

た
険
路
を
通
ら
な
け
れ
ば
東
西
の
行
き
来
が

で
き
な
い
交
通
の
要
衝
で
し
た
。
交
通
網
と

し
て
は
、
国
道
21
号
線
や
国
道
３
６
５
号
線

に
加
え
、
名
神
高
速
道
路
関
ヶ
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
等
が
あ
り
、
交
通
至
便
な
道
路
網

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
道
本
線
の
関
ヶ
原
駅
か
ら
、
岐
阜
・
名

古
屋
方
面
や
京
都
・
大
阪
方
面
ま
で
の
良
好

な
鉄
道
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

関
ケ
原
町
の
魅
力
と
し
て
、
伊
吹
山
が
も

た
ら
す
豊
か
な
自
然
に
加
え
、
か
つ
て
中
山

道
・
北
国
街
道
・
伊
勢
街
道
の
３
つ
の
街
道

が
出
会
う
東
西
の
結
節
点
で
あ
り
、
戦
国
の

世
か
ら
泰
平
の
世
へ
と
移
行
す
る
舞
台
と

な
っ
た
関
ケ
原
古
戦
場
を
は
じ
め
、
壬
申
の

乱
、
不
破
関
跡
、
中
山
道
宿
場
町
（
関
ケ
原

宿
、
今
須
宿
）、
東
洋
一
の
規
模
を
誇
っ
た

旧
陸
軍
の
火
薬
庫
跡
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

壬
申
の
乱
後
に
は
古
代
三
関
の
１
つ
で
あ
る

「
不
破
関
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
関
所
か
ら
東
を
関
東
、
西
を
関
西
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
東
西
が

混
合
す
る
食
文
化
や
風
習
等
の
数
多
く
の
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

関
ケ
原
古
戦
場
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
機

本
町
は
戦
国
の
世
か
ら
泰
平
の
世
へ
と
移

行
す
る
契
機
と
な
っ
た
「
関
ケ
原
の
戦
い
」

の
地
と
し
て
、
高
い
知
名
度
を
誇
り
ま
す
。

住
民
の
誇
り
や
観
光
価
値
を
生
み
出
す
よ
う

な
関
ケ
原
古
戦
場
の
保
存
と
整
備
を
望
む
声

は
従
前
よ
り
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

▲
�【

関
ケ
原
合
戦�

決
戦
地
】

�

現
在
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
こ
の
地
に
お
い
て
、
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
年
）
に
天
下
分
け
目
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現 地 レ ポ ー ト

岐阜県

関ケ原町
せきがはらちょう

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が

　調
和
し
た
ま
ち

岐阜県

関ケ原町
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あ
る
の
は
史
跡
指
定
地
９
カ
所
計
約
26 

ha
の

広
大
な
「
古
戦
場
」
で
あ
り
、
建
造
物
の
よ

う
な
目
に
見
え
る
史
跡
は
わ
ず
か
し
か
な
い

た
め
に
観
光
地
化
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
19
年
に
「
関
ケ
原
古

戦
場
保
存
活
用
の
た
め
の
基
本
構
想
」
を
、

平
成
21
年
に
は
そ
れ
に
基
づ
く
保
存
管
理
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
は
、
関
ケ

原
古
戦
場
が
「
地
域
活
性
化
の
重
要
資
源
」

と
し
て
定
住
人
口
と
交
流
人
口
の
拡
大
と
い

う
役
割
を
担
う
こ
と
、
そ
し
て
、
未
来
へ

そ
の
歴
史
的
意
義
を
継
承
し
て
い
く
と
い

う
役
割
を
担
う
こ
と
を
重
要
な
柱
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
本
構
想
と
計
画
を
踏
ま
え
、

関
ケ
原
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
と
歴
史
資
産
の
継
承
に
向
け
た
第
一
歩

と
し
て
、平
成
26
年
度
に
岐
阜
県
と
共
同
で
、

学
識
経
験
者
や
歴
史
フ
ァ
ン
等
の
多
彩
な
顔

ぶ
れ
か
ら
な
る
懇
談
会
を
開
催
し
、
関
ケ
原

古
戦
場
の
整
備
と
活
用
の
指
針
と
な
る
「
関

ケ
原
古
戦
場
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
今
日
ま
で
、

岐
阜
県
と
協
働
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
古
戦
場
観
光
の
受
入
体

制
と
環
境
の
整
備
や
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
町
の
観
光
事
業
の

「
強
み
」
と
「
弱
み
」
を
知
る

本
町
の
「
強
み
」
は
、
主
要
な
史
跡
等
が

Ｊ
Ｒ
関
ヶ
原
駅
近
郊
に
位
置
し
、
歩
い
て
訪

れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
名
神
高
速
関
ヶ

原
イ
ン
タ
ー
を
利
用
す
れ
ば
東
海
関
西
圏
か

ら
は
日
帰
り
観
光
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
関
ケ
原
古
戦
場
へ
の
観
光
客

は
、
東
海
地
方
の
み
な
ら
ず
関
東
、
関
西
方

面
か
ら
も
多
く
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
に
戦
国
の
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
や
映
画

「
関
ケ
原
」
が
公
開
さ
れ
た
と
き
、
さ
ら
に

は
戦
国
武
将
が
主
役
と
な
る
ゲ
ー
ム
が
人
気

に
な
っ
た
と
き
等
は
例
年
に
増
し
て
多
く
の

観
光
客
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
「
歴
女
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
に
非
常
に

関
心
が
高
い
女
性
が
関
ケ
原
に
訪
れ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
の
周
辺
地
域
（
愛
知
県
や
滋

賀
県
等
）
と
併
せ
て
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
方
も
多
く
、
戦
国
時
代
を
題
材
と
し

た
周
遊
観
光
の
中
核
的
観
光
拠
点
の
役
割
を

担
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

逆
に
本
町
の「
弱
み
」を
来
訪
者
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
関
ケ
原
を
訪
れ

る
方
の
大
半
が
他
県
や
他
の
観
光
施
設
等
の

つ
い
で
に
日
帰
り
（
立
ち
寄
り
）
旅
行
で
来

訪
さ
れ
て
お
り
、「
本
町
で
の
滞
在
時
間
が

か
な
り
短
く
、
宿
泊
や
食
事
・
お
土
産
品
購

入
等
の
分
野
が
弱
い
こ
と
」「
関
ケ
原
合
戦

の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
」「
一
般
的
な
観
光
客
が
楽
し
め
る
設
備

や
工
夫
に
欠
け
る
こ
と
」「
史
跡
の
歴
史
的

価
値
が
十
分
に
保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
」
等
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
古
戦
場
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
に
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。

古
戦
場
観
光
の
新
た
な
環
境
整
備

と
さ
ま
ざ
ま
な
広
域
で
の
取
組
を

は
じ
め
る

本
町
の
古
戦
場
観
光
の
強
み
と
弱
み
を
追

求
し
て
い
く
中
で
多
く
の
方
か
ら
具
体
的
な

ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
つ
つ
平
成
27
年
度
か
ら
は
関
ケ
原
古

戦
場
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
岐
阜

県
と
関
ケ
原
町
と
協
働
し
て
、
多
岐
に
わ
た

る
古
戦
場
観
光
事
業
へ
の
取
組
が
加
速
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
東
西
両

軍
で
15
万
の
兵
が
戦
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

関
ケ
原
の
戦
い
の
規
模
の
大
き
さ
や
そ
の
後

の
経
過
を
鑑
み
、
同
規
模
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
南
北
戦
争
最
大
の
激
戦
地
で
あ
る
ゲ
テ
ィ

ス
バ
ー
グ
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
主
戦
場
と

な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
王
国
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
古
戦

場
に
呼
び
か
け
て
、「
世
界
三
大
古
戦
場
」
と

し
て
古
戦
場
サ
ミ
ッ
ト
を
本
町
で
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
縁
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
区
と
姉
妹

都
市
協
定
を
、
同
国
立
軍
事
公
園
と
は
姉
妹

古
戦
場
協
定
を
締
結
し
、
翌
年
に
は
ベ
ル

ギ
ー
王
国
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
古
戦
場
と
姉
妹

古
戦
場
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
気
軽
に
古
戦
場
巡
り
の
拠
点
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
、
平
成
27
年
度
に
は
、
古
戦
場
観
光
の

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ
関
ヶ
原
駅
前
に

「
関
ケ
原
駅
前
観
光
交
流
館（
愛
称
：
い
ざ
！

関
ケ
原
）」
を
開
設
し
、
全
国
か
ら
の
来
訪

者
に
関
ケ
原
の
魅
力
や
情
報
の
発
信
、
観
光

案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
お
み
や
げ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
、

町
内
各
地
に
点
在
す
る
史
跡
巡
り
で
活
躍
す

る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
運
営
は
観
光
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

関
ケ
原
古
戦
場
を
訪
れ
る
方
に
向
け
て
、
本

町
の
地
理
案
内
は
「
関
ケ
原
街
角
案
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

▲ベルギー王国ワーテルロー古戦場との協定式

▲関ケ原駅前観光交流館おみやげショップ
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さ
ら
に
詳
し
く
関
ケ
原
合
戦
の
名
所
・
古

跡
に
つ
い
て
の
案
内
が
ほ
し
い
方
に
対
し
て

は
、「
せ
き
が
は
ら
史
跡
ガ
イ
ド
」
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
古
戦
場
巡
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、

年
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
方
の
活
躍
で
交
流
の
場
が
広
が
っ
て

お
り
、「
オ
ー
ル
関
ケ
原
で
お
も
て
な
し
」

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

他
に
も
お
み
や
げ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
現
在
、

８
５
０
種
類
の
ア
イ
テ
ム
が
並
び
、
関
ケ
原

合
戦
に
参
戦
し
た
武
将
の
グ
ッ
ズ
や
家
紋
の

焼
き
印
が
押
さ
れ
た
お
菓
子
や
飲
料
だ
け
で

な
く
、
関
ケ
原
合
戦
に
関
連
し
た
書
籍
や
模

造
刀
等
、
幅
広
い
品
揃
え
で
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
加
え
、
東
西
文
化
の
接
点
で
あ
る

関
ケ
原
を
象
徴
す
る
商
品
と
し
て
、
鰹
出
汁

と
昆
布
出
汁
の
「
味
の
東
西
対
決
」
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
「
ど
ん
兵
衛
カ
ッ
プ
う
ど

ん
東
西
味
比
べ
セ
ッ
ト
」
等
が
あ
り
、
ご
家

族
や
ご
友
人
へ
の
お
み
や
げ
と
し
て
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
戦
場
観
光
の
課
題
だ
っ
た
老
朽

化
し
て
不
揃
い
だ
っ
た
案
内
看
板
等
は
、
関

ケ
原
古
戦
場
に
訪
れ
る
方
や
海
外
か
ら
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
来
訪
さ
れ
る
方
に
、
気

軽
に
史
跡
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
英
語
併
記
で
の
史
跡
地
へ
の
誘
導
サ
イ

ン
（
１
２
８
基
）、広
域
案
内
の
サ
イ
ン
（
２

基
）
や
史
跡
地
の
解
説
サ
イ
ン
（
32
基
）、

眺
望
ポ
イ
ン
ト
の
サ
イ
ン
（
３
基
）
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
町
内
の

史
跡
地
周
辺
の
電
柱
広
告
に
は
「
こ
の
ま
ち 

ま
る
ご
と 

古
戦
場
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
ほ
か
、合
戦
に
参
戦
し
た
武
将
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
豆
知
識
、
歴
史
ク
イ
ズ
等
が
掲
出
さ
れ

て
お
り
、
史
跡
巡
り
の
道
中
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
史
跡
地
の
整
備
も
順
次
進
め

て
お
り
、
徳
川
家
康
最
後
陣
跡
、
決
戦
地
、

石
田
三
成
陣
跡
、
大
谷
吉
継
の
墓
、
開
戦
地
、

東
首
塚
等
の
樹
木
伐
採
や
園
路
整
備
、
手
す

り
の
設
置
、
平
成
30
年
度
に
は
、
屋
外
公
衆

ト
イ
レ
（
４
カ
所
）
の
洋
式
化
も
行
い
、
来

訪
さ
れ
る
方
々
を
迎
え
入
れ
る
体
制
を
着
々

と
整
え
て
き
ま
し
た
。

史
跡
地
の
整
備
を
進
め
る
と
同
時
に
、
歴

史
フ
ァ
ン
以
外
の
方
も
気
軽
に
楽
し
め
る
施

設
を
望
む
声
が
高
く
、
ま
た
、
歴
史
教
育
や

研
究
が
目
的
で
来
訪
さ
れ
る
方
や
社
会
見
学

や
地
域
学
習
等
で
古
戦
場
を
訪
れ
る
子
ど
も

た
ち
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、

「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
が
昨
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
砦
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
建
物
は
関
ケ
原
古
戦
場
観
光
の
拠
点
と

し
て
岐
阜
県
が
建
設
し
、
本
町
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
建
物
に
な
り
ま
し
た
。
記
念
館
の
館
長

に
は
戦
国
時
代
史
が
専
門
で
関
ケ
原
合
戦
に

精
通
さ
れ
て
い
る
静
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小

和
田
哲
男
先
生
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
俳

優
の
竹
下
景
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
歴
史

フ
ァ
ン
に
は
待
望
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。少

し
施
設
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス

張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
る
と
、
１
階

は
「
関
ケ
原
の
戦
い
を
体
験
」
と
題
し
、
巨

大
な
床
面
グ
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
日
本

中
を
巻
き
込
ん
だ
関
ケ
原
合
戦
の
行
方
に
つ

い
て
放
映
し
、
シ
ア
タ
ー
で
は
縦
4
・
5
ｍ
、

横
13
ｍ
の
大
型
楕
円
形
ス
ク
リ
ー
ン
で
風
や

振
動
、
光
と
音
の
演
出
に
よ
り
、
関
ケ
原
合

戦
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
再
現
し
て
い
ま

す
。
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
に
２
階
へ
と
上

が
る
と
、
展
示
室
に
は
１
階
で
の
体
験
を
よ

り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
甲
冑
や
武
具
の

ほ
か
、
多
く
の
歴
史
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、戦
国
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

本
物
そ
っ
く
り
の
武
器
に
触
れ
た
り
、
兜
を

か
ぶ
っ
て
の
写
真
撮
影
等
が
で
き
ま
す
。
３

階
に
上
が
る
と
、セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
、

各
種
講
演
等
の
場
と
し
て
も
対
応
し
て
い
ま

▲�東西の味の対決が楽しめ
る「日清どん兵衛カップ
うどん東西味比べセット」

▲整備された史跡サイン

▲岐阜関ケ原古戦場記念館５階の展望室

▲岐阜関ケ原古戦場記念館

▲�武将の推定兵力により大きさがラン
ク付けされた人気のコインロッカー
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す
。
そ
し
て
最
上
階
の
５
階
に
上
が
る
と
、

３
６
０
度
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
展
望
室
が
現

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
関
ケ
原
古
戦
場
が

一
望
で
き
、
合
戦
当
時
の
武
将
が
見
た
で
あ

ろ
う
景
色
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。岐

阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
主
体
と
な
っ
て
い
た
町

の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
記
念
館
の
補
完
施

設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
改
装
し

て
歴
史
民
俗
学
習
館
と
し
ま
し
た
。
こ
の
学

習
館
は
郷
土
の
歴
史
を
大
切
に
し
、
教
育
的

視
点
と
体
験
的
要
素
を
重
視
し
た
施
設
と
し

て
、
全
国
の
歴
史
フ
ァ
ン
や
小
中
学
生
が
集

い
、学
び
、語
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
階
に
は
教
育
旅
行
に
お
け
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
が
行
え
る
多
目
的
室
を
備
え

て
お
り
、
古
戦
場
を
散
策
さ
れ
る
方
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
多
目
的
室
の
壁

面
に
は
関
ケ
原
の
戦
い
に
関
す
る
書
籍
を
配

架
し
て
お
り
、
古
戦
場
巡
り
で
疲
れ
た
体
を

休
め
な
が
ら
歴
史
を
堪
能
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
関
ケ
原
の
戦
い
関
連
の
書
籍
は
今

後
も
増
や
し
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。

ま
た
、
２
階
の
体
験
展
示
室
に
は
関
ケ
原

の
明
治
時
代
以
降
の
生
活
に
焦
点
を
当
て
、

当
時
の
く
ら
し
を
支
え
る
道
具
や
生
活
で
使

わ
れ
た
民
具
が
展
示
し
て
あ
り
、
当
時
の
生

活
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
く

２
階
の
地
域
展
示
室
で
は
「
東
西
の
交
差
点 

関
ケ
原
」
と
題
し
、
縄
文
～
戦
後
に
至
る
ま

で
を
６
つ
の
時
代
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
関
ケ
原
の
様
子
や
所
蔵
品
等
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
社
会
見
学
や
地
域
学

習
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
学
校
や
子
ど

も
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
戦
場
観
光
が
も
た
ら
す

好
循
環
の
波
及
効
果

６
年
に
わ
た
る
各
種
観
光
事
業
を
推
し
進

め
た
こ
と
で
、
関
ケ
原
古
戦
場
が
地
域
活
性

化
の
重
要
な
要
素
と
し
て
輝
き
を
増
し
、
近

年
に
お
い
て
は
他
の
施
策
に
好
循
環
な
効
果

が
現
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
本
町
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
移

住
・
定
住
施
策
や
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
に
お

い
て
、
観
光
事
業
で
培
っ
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
よ
り
、
本
町
へ
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、
空
き
家
を
活
用

し
て
移
住
を
す
る
方
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
お
い
て
は
、
以
前
に

本
町
へ
観
光
で
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
も
、
納
税
と
と
も
に
「
関
ケ
原
の

観
光
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
を
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
、

関
ケ
原
古
戦
場
の
知
名
度
を
活
か
し
た
魅
力

的
な
返
礼
品
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
多

く
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
附
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
好
循
環
の
波
及
効
果
は
、
町
が

実
施
す
る
施
策
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
視
点

か
ら
、
自
ら
が
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
す
る
団
体
が
結
成
さ
れ
る
等
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
や
「
観
光
推
進
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
時
期
に
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
行
動
に
現

れ
て
き
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
平
成
30
年
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
商
工
・
観
光
団
体
等

か
ら
構
成
さ
れ
る
「
関
ケ
原
古
戦
場
お
も
て

な
し
連
合
」
が
結
成
さ
れ
、
町
内
イ
ベ
ン
ト

に
参
画
す
る
等
、
お
も
て
な
し
の
心
が
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
参
画
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、

古
戦
場
内
に
あ
る
田
畑
に
コ
ス
モ
ス
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
、
絶
好
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
多
く
の
方
を
魅
了
す
べ
く
「
何
も
な
い

古
戦
場
の
風
景
で
も
、お
も
て
な
し
を
す
る
」

気
持
ち
を
込
め
た
景
観
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

観
光
地
に
は
土
産
物
店
が
あ
り
食
事
の
場

が
あ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
施
設
が
多
少
な

り
と
も
あ
る
の
が
当
た
り
前
と
思
い
ま
す

が
、
本
町
で
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
は
「
玉
城
」
と

い
う
陣
城
の
遺
構
が
新
た
に
テ
レ
ビ
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
古
戦
場
の
史
跡

等
に
つ
い
て
も
整
備
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
高
い
史
跡
の
保

存
整
備
と
古
戦
場
を
観
光
地
と
位
置
づ
け
て

の
開
発
整
備
は
、
両
立
が
難
し
い
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
古
戦
場
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
未
曾
有

の
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
続
く
こ
と
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
等
の
課
題
が
山
積
し
、
地
域
活
力

の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
基
本
に
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
絆
を
大
切
に
、
助
け

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
こ
れ
か
ら
も

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
や
歴
史
を
大
切

に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

関
ケ
原
町
長
　
西
脇
　
康
世

（
令
和
３
年
２
月
22
日
付
第
３
１
５
０
号
）

▲関ケ原歴史民俗学習館�多目的室

▲古戦場内に咲き誇るコスモス畑
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岬
町
の
概
要

大
阪
府
の
最
南
端
に
位
置
し
、
地
形
は

東
西
10
ｋｍ
、
南
北
６
ｋｍ
、
面
積
49
・
18
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
東
南
部
は
和
泉
山
脈
で

和
歌
山
県
と
接
し
て
お
り
、
全
体
の
約

80
％
が
山
地
で
す
。
ま
た
、
西
北
部
は
大

阪
湾(

ち
ぬ
の
海)

に
臨
ん
で
淡
路
島
と
相

対
し
、
府
内
で
も
珍
し
い
自
然
海
岸
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
気
候
は
四
季
を
通
じ
て

温
和
で
雨
量
の
少
な
い
瀬
戸
内
気
候
区
に

属
し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
み
よ

い
ま
ち
で
す
。

岬
町
に
は
鉄
道
駅
が
６
つ
あ
り
、
大
阪

の
中
心
地
へ
は
電
車
で
約
50
分
、
隣
の
和

歌
山
市
へ
は
約
10
分
と
、
公
共
交
通
に
よ

る
都
市
間
移
動
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
や
山
、
小
川
等
の
自
然
環
境
に
も
恵
ま

れ
、
文
化
的
な
都
会
の
暮
ら
し
と
、
心
が

な
ご
む
田
舎
の
暮
ら
し
を
と
も
に
楽
し
め

る
素
敵
な
ま
ち
で
す
。
本
町
に
は
、
ゴ
ル

フ
場
、
海
釣
り
公
園
、
海
水
浴
場
、
自
然

海
浜
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
等
が
あ
り
、
憩
い
の

場
を
求
め
る
家
族
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
求
め
る
仲
間
た
ち
が
、
大
阪
府
内

外
か
ら
こ
の
ま
ち
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、

ラ
グ
ビ
ー
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ア
ス
リ
ー
ト

た
ち
は
、
こ
の
ま
ち
で
の
競
技
を
通
じ
て

世
界
へ
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
岬

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
町
の
文
化
、
歴
史
、

▲�「日本の夕陽百選」に選ばれた長松海岸から望む夕陽
　※�大阪府に唯一残る自然海岸で、干潮時には10 ～ 20ｍの岩礁や潮だまりが出現。淡路島から明石海峡大橋、神戸の

街並みが一望でき、夕闇迫る海岸は夕陽のスポット。

現 地 レ ポ ー ト

大阪府

岬町
みさきちょう

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

い
ま
求
め
ら
れ
る
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　豊
か
な
自
然
の
中
で
「
働
き
」「
学
び
」「
楽
し
め
る
」
ま
ち

大阪府

岬町
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資
源
等
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

く
り
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

広
域
型
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

岬
町
は
ま
ち
全
体
が
大
阪
湾
に
突
出
し

て
お
り
、
古
く
か
ら
淡
路
・
四
国
へ
渡
る

海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
ま
ち
の
中
心
部
に
あ
る
深
日
港
か
ら

発
着
す
る
航
路
は
、
開
港
か
ら
約
50
年
間

も
、
人
々
の
生
活
や
産
業
・
文
化
を
支
え

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
道
路
交
通
網
の
整

備
と
自
家
用
車
の
普
及
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多

様
化
等
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
、
全
て

廃
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ま
ち
の
活
気
ま
で
も
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

海
の
玄
関
口
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い

た
頃
の
深
日
港
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

航
路
を
復
活
さ
せ
、
広
域
観
光
を
推
進
し
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
航
路
復
活
の

取
組
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
船
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
運

航
し
て
く
れ
そ
う
な
会
社
を
何
度
も
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
よ
う
や
く
念
願
の

深
日
港
と
洲
本
港
を
55
分
で
結
ぶ
「
深
日

洲
本
ラ
イ
ナ
ー
」
運
航
の
実
施
に
至
り
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
は
約
３
か
月
、
平
成

30
年
度
は
約
８
か
月
、
令
和
元
年
度
は
約

６
か
月
運
航
し
、
合
計
３
万
５
千
人
を
超

え
る
方
々
に
乗
船
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
「
深
日
洲
本
ラ
イ
ナ
ー
」
に

は
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
が
最
大
31

台
積
載
で
き
、
サ
イ
ク
ル
シ
ッ
プ
と
し
て

の
機
能
も
備
え
て
お
り
ま
す
。
深
日
洲
本

ラ
イ
ナ
ー
の
運
航
に
よ
り
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
は
、
大
阪
や
和
歌
山
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
に
加
え
、
淡
路
島
を
１
周
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
ア
ワ
イ
チ
」
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
航
路
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
広
域
観

光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ま
ち

の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
乗
船
い
た

だ
き
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

み
な
と
オ
ア
シ
ス
み
さ
き

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
み
さ
き
」
は
、
深
日

港
か
ら
淡
輪
港
ま
で
の
港
エ
リ
ア
の
賑
わ

い
の
再
創
出
を
目
指
し
、
平
成
27
年
10
月

に
大
阪
府
下
で
は
第
１
号
の
登
録
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
岬
町
に
は
、
か
つ
て
四

国
や
淡
路
島
へ
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た

深
日
港
と
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
有
し
、

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
淡

輪
港
の
２
つ
の
地
方
港
湾
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
み
な
と
周
辺
に
は
ふ
れ
あ
い
漁

港
や
、
大
阪
府
内
に
残
る
貴
重
な
自
然
海

浜
、
海
水
浴
場
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資

源
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
基
本
施
設
で
あ

る
深
日
港
観
光
案
内
所
は
、
町
内
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
情
報
の
発
信
拠
点

で
あ
り
、
ま
た
、
海
辺
の
み
な
と
オ
ア
シ

ス
み
さ
き
構
成
施
設
と
連
携
し
て
、
住
民

参
加
型
の
地
域
振
興
の
取
組
を
行
い
、
賑

わ
い
と
交
流
に
よ
る
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▲
�

自
転
車
を
積
載
で
き
る
サ
イ
ク
ル
シ
ッ
プ「
深

日
洲
本
ラ
イ
ナ
ー
」

▲

�

航
路
を
利
用
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

利
用
者
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関
西
国
際
空
港
の
整
備
に
使
用
し
た
施
設

を
活
か
し
、
海
釣
り
公
園
の
運
営
へ

関
西
国
際
空
港
第
２
滑
走
路
付
近
の
埋

め
立
て
用
の
土
砂
を
搬
出
す
る
た
め
、
小

島
地
区
に
整
備
さ
れ
た
桟
橋
を
「
海
釣
り

公
園
」
と
し
て
再
利
用
し
、
平
成
19
年
10

月
10
日
に
「
と
っ
と
パ
ー
ク
小
島
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は
、
愛
称
を

募
集
し
た
際
、
応
募
者
が
子
ど
も
の
時
に

魚
を『
と
っ
と
』と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

「
と
っ
と
パ
ー
ク
小
島
」
が
選
ば
れ
、
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
る
名
前
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
海
釣
り
公
園
と
道
の

駅
が
併
設
さ
れ
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
つ

く
り
で
、
１
年
を
通
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

休
憩
場
所
や
、
ト
イ
レ
休
憩
施
設
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
と
っ
と

パ
ー
ク
小
島
」
の
桟
橋
は
２
０
０
ｍ
以
上

沖
へ
突
き
出
し
て
お
り
、
先
端
は
水
深
25

ｍ
と
深
く
、
マ
ダ
イ
や
ハ
マ
チ
等
、
四
季

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
釣
れ
、
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
多
く
の
方
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

岬
町
内
に
は
、「
と
っ
と
パ
ー
ク
小
島
」

と
「
道
の
駅
み
さ
き
夢
灯
台
」
の
２
つ
の

道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

「
葛
城
修
験
」日
本
遺
産
の
保
存
と
活
用

“「
葛
城
修
験
」

－

里
人
と
と
も
に
守
り

伝
え
る
修
験
道
は
じ
ま
り
の
地
”
は
、
令

和
２
年
に
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
大
阪
と
和
歌
山
の
府
県
境
を
東
西

に
走
る
和
泉
山
脈
、
大
阪
と
奈
良
の
府
県

境
に
そ
び
え
る
金
剛
山
地
―
総
延
長
１
１

２
ｋｍ
―
に
及
ぶ
こ
の
峰
々
一
帯
は
「
葛
城
」

と
呼
ば
れ
、
修
験
道
の
開
祖
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
役え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
が
最
初
に
修
業
を
積

ん
だ
の
が
葛
城
修
験
道
で
す
。

岬
町
に
は
、
孝
子
の
高
仙
寺
に
修
験
道

の
開
祖
・
役
行
者
の
母
の
墓
地
が
あ
り
、

和
歌
山
市
加
太
の
友
ヶ
島
か
ら
始
ま
る
葛

城
二
十
八
宿
で
は
、神
福
寺
跡
（
岬
町
西
畑
）

と
慈
眼
院
（
岬
町
佐
瀬
川
）
等
が
岬
町
に

現
存
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
貴
重
な
文
化
歴
史
遺
産
の
保

存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
に
葛
城

修
験
道
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
近
畿
自
然
歩
道
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ

ン
グ
を
案
内
す
る
等
を
和
歌
山
、
奈
良
、
大

阪
の
広
域
で
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
力
を
活
か
し
た
子
育
て
・

　
　

教
育
の
充
実

本
町
で
は
、
児
童
数
の
減
少
が
進
む
小
学

校
区
の
「
地
域
の
力
」
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
、
小
学
校
の
耐
震
化
を
済
ま
せ
た
空
き
教

室
に
保
育
所
を
併
設
し
、
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
を
加
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
大
人
も
小
学
校
に

集
い
、
プ
リ
ン
ト
テ
ス
ト
の
学
習
や
、
知
的

障
が
い
児
が
ウ
ェ
イ
タ
ー
を
す
る
福
祉
喫
茶

を
開
催
す
る
等
、
地
域
の
人
々
が
地
域
の
子

ど
も
を
皆
で
育
て
る
と
い
う
、
幅
広
い
子
育

て
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

▲

と
っ
と
パ
ー
ク
小
島
で
釣
り
を
楽
し
む
来
場
者

大阪府 岬町
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保
育
所
児
童
と
小
学
生
の
交
流
行
事
を
通
じ

て
、
お
互
い
に
良
好
な
教
育
的
効
果
も
創
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
大
阪
府
立
大

学
と
連
携
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
籍
の
留
学
生
ま
で
も
が
、
岬
町
の

小
学
校
に
集
い
、
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材

育
成
に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

全
国
に
２
つ
の
「
み
さ
き
ち
ょ
う
」

同
士
の
連
携

全
国
に
「
み
さ
き
ち
ょ
う
」
と
い
う
自
治

体
は
、
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
と
岡
山
県
久
米

郡
美
咲
町
の
み
で
、
両
町
は
頻
繁
な
交
流
が

可
能
な
距
離
、
対
照
的
な
立
地
条
件
・
自
然

環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
・
体
験
学
習
、

特
産
品
の
販
売
等
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
相
互

に
補
完
が
可
能
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
令
和

２
年
11
月
３
日
に
友
好
交
流
都
市
協
定
書
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
お
互

い
の
特
産
品
（
岬
町
：
シ
ラ
ス
、
美
咲
町
：

た
ま
ご
）
の
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
特

産
品
を
利
用
し
、
友
好
交
流
都
市
と
の
学
校

間
交
流
学
習
と
し
て
、
お
互
い
の
特
産
物
を

知
り
、
友
好
を
深
め
る
た
め
、
全
国
学
校
給

食
週
間
に
合
わ
せ
、
２
つ
の
特
産
品
を
使
用

し
た
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

美
咲
町
で
有
名
な
た
ま
ご
か
け
ご
飯
で
使
用

し
て
い
る
「
た
ま
ご
」
と
大
阪
湾
で
獲
れ
た

新
鮮
な
「
シ
ラ
ス
」
を
使
用
し
た
そ
の
名
も

「
ダ
ブ
ル
み
さ
き
丼
」。
両
町
内
の
全
学
校
園

で
児
童
生
徒
は
「
ダ
ブ
ル
み
さ
き
丼
」
を
食

べ
、
そ
の
後
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
交
流
も
行

う
こ
と
で
、
小
規
模
学
校
に
通
う
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
新
た
な
刺
激
と
な
り
、
教
育

的
効
果
も
創
造
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
両
町
の
交
流
は
民
間
同
士
の

交
流
に
も
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
令
和

２
年
12
月
に
は
、
岬
町
の
道
の
駅
み
さ
き

夢
灯
台
の
商
品
を
岡
山
県
美
咲
町
の
物
産

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
販
売
し
ま

し
た
。
商
品
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
咲

町
に
お
い
て
供
給
が
少
な
い
海
産
物
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
両
町
の

事
業
者
・
生
産
者
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ

と
に
加
え
て
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
も
、

両
町
の
特
産
品
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向

上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
互
い
に
常
設
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
民
間
交
流

の
促
進
に
よ
る
持
続
的
な
ま
ち
の
活
性
化
に

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

お
わ
り
に

岬
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
、
産
学

官
の
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
令
和
２
年
度
に
は
、
本
町
が
抱
え
る

課
題
解
決
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地

域
活
性
化
に
、
民
間
事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た

め
、
㈱
官
民
連
携
事
業
研
究
所
と
「
公
民

連
携
促
進
に
関
す
る
連
携
協
定
書
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
岬
町

に
１
度
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

岬
町
長
　
田
代
　
堯

（
令
和
３
年
３
月
22
日
付
第
３
１
５
３
号
）

▲

�

互
い
の
特
産
品
を
使
っ
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー「
ダ

ブ
ル
み
さ
き
丼
」

▲岬町公式Instagram

▲�深日洲本ライナー
の最新情報

▲
�

岡
山
・
美
咲
町
の
物
産
セ
ン
タ
ー
で
、
道
の
駅

み
さ
き
の
取
扱
い
商
品
を
販
売
し
て
い
る
様
子
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明
日
香
村
の
概
要

明
日
香
村
は
、
奈
良
盆
地
の
南
東
部
に
位

置
し
、
面
積
24
・
10
㎞
、
人
口
５
、
４
７
１

人
、
高
齢
化
率
39
・
１
％
の
小
さ
な
村
で
す
。

（
12
月
末
現
点
）

本
村
は
、
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
に
か
け

て
の
約
１
０
０
年
間
、日
本
の
都
が
置
か
れ
、

聖
徳
太
子
に
よ
る
「
十
七
条
憲
法
の
制
定
」、

中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
に
よ
る
「
大
化
の

改
新
」
の
舞
台
と
し
て
、
律
令
国
家
体
制
の

礎
が
形
成
さ
れ
た
、
日
本
の
は
じ
ま
り
の
地

で
す
。

村
内
に
は
、
古
墳
や
史
跡
等
の
歴
史
的
文

化
遺
産
が
数
多
く
点
在
し
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
で
は
、
埋
葬
者
が
蘇
我
馬
子
で
は
な
い

か
と
さ
れ
る
「
石
舞
台
古
墳
」
や
日
本
最
古

の
「
飛
鳥
大
仏
」、
国
宝
指
定
さ
れ
た
「
キ

ト
ラ
古
墳
壁
画
」
等
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
稲

渕
棚
田
や
、
５
ヶ
所
あ
る
国
営
飛
鳥
歴
史
公

園
等
の
自
然
的
環
境
が
、
歴
史
的
文
化
遺
産

と
一
体
と
な
っ
て
美
し
い
景
観
を
形
成
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
令
和
４
年
３
月
に
本
村
の
財
産
が

多
く
点
在
す
る
コ
ー
ス
を
走
る
飛
鳥
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
や
、
令
和
６
年
夏
頃
を
目

標
と
し
た
飛
鳥
・
藤
原
の
世
界
遺
産
登
録

等
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
家
ス
テ
イ
事
業
の
始
ま
り

本
村
を
は
じ
め
と
す
る
飛
鳥
地
域
で
は
、

平
成
23
年
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
民
泊
に
よ

▲

棚
田
の
風
景

現 地 レ ポ ー ト

奈良県

明日香村
あすかむら

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

「
民
家
ス
テ
イ
」
か
ら
始
ま
る

　地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

奈良県

明日香村
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197

る
国
内
外
か
ら
の
体
験
型
教
育
旅
行
受
入
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

明
日
香
村
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な

り
、「
明
日
香
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」

を
設
立
し
、
そ
の
後
、
事
業
の
広
域
化
に
伴

い
、
平
成
25
年
に
「
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
」
と
改
称
、
平
成
30
年
に
「
一
般

社
団
法
人
大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
し
て
法
人
化
し
ま
し
た
。

大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
本
村

を
中
心
と
し
て
奈
良
県
内
の
広
域
エ
リ
ア
で

事
業
を
順
調
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
教
育

旅
行
・
修
学
旅
行
生
を
年
間
約
６
、
０
０
０

泊（
内
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
30
％
～
50
％
程
度
）

受
け
入
れ
、
日
本
の
国
が
は
じ
ま
っ
た
地
で

の
体
験
型
教
育
旅
行
『
民
家
ス
テ
イ
』
を
全

国
に
広
め
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
12
月
ま
で

の
受
け
入
れ
は
見
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た

が
、体
験
に
よ
る
学
び
を
求
め
る
声
は
多
く
、

次
年
度
以
降
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
対
策

を
講
じ
な
が
ら
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

事
業
ス
タ
ー
ト
時
に
苦
労
し
た
こ
と

民
家
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
確
保

が
１
番
の
課
題
で
し
た
。
募
集
告
知
等
で
の

反
応
を
待
っ
て
み
て
も
、
受
け
入
れ
先
と
し

て
自
ら
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
る
方
は
見
つ

か
ら
ず
、
事
務
局
が
〝
こ
の
ご
家
庭
な
ら
受

け
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
〟
と
思
う

方
々
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
は
、
何
度
も
断

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
地
道
に
確
保
し
て
い
き
ま
し

た
。ま

た
商
工
会
会
員
や
地
域
の
諸
団
体
等
、

あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
、
何
度
も
説
明
を
重
ね
て
、
民
家
ス
テ
イ

の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
過
程
を

経
て
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

民
家
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る

受
け
入
れ
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な

一
連
の
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
１
軒
ず
つ
確

保
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
民
家
ス
テ

イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
確
保
に
王
道
な

し
」
で
す
。

民
家
ス
テ
イ
で
学
べ
る
こ
と

民
家
ス
テ
イ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
普
段
の
生
活
の
中
で
、
家
族

の
ひ
と
り
と
し
て
過
ご
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
共
同
調
理
や
団
ら
ん
等
を
通
し
て
、
人

間
関
係
を
築
き
な
が
ら
社
会
性
を
養
う
こ
と

を
大
切
に
し
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
は
、

交
流
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
民
泊
実
施
団
体
は
、
全
国
各
地
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
自
然
体
験
学
習

や
社
会
体
験
学
習
に
加
え
、
実
物
に
直
接

ふ
れ
る
歴
史
学
習
が
で
き
る
こ
と
は
、
古

代
の
遺
跡
が
点
在
す
る
こ
こ
大
和
・
飛
鳥

地
域
な
ら
で
は
の
体
験
で
す
。
歴
史
を
知

り
、
学
ぶ
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
未
来
を
創

造
す
る
礎
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
地
を
選

ん
で
く
だ
さ
る
学
校
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目

▲インバウンド交流

▲収穫体験

▲農業体験
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指
す
た
め
の
国
際
目
標
で
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
対
応
す
る
学
び
が
、
民
家
ス
テ
イ
の
中
に

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

本
村
で
は
、
次
に
掲
げ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
目

標
を
設
定
し
、
教
育
旅
行
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
実
践
で
き
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
ミ
ラ
イ
を
創
る
体

験
を
当
地
に
残
し
て
い
く
た
め
に
…

村
民
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
本
事

業
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
の
横
の

つ
な
が
り
が
深
く
な
っ
た
り
、
新
規
移
住
者

と
在
住
者
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
住
み
続

け
る
喜
び
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
を
た
く

さ
ん
耳
に
し
ま
す
。

ま
た
生
徒
の
目
を
通
し
て
見
る
地
元
は
新

鮮
で
、
地
域
の
魅
力
を
新
た
に
感
じ
た
り
、

自
分
た
ち
が
住
む
土
地
に
誇
り
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
多

く
存
在
し
ま
す
。

交
流
人
口
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
関

係
人
口
の
促
進
に
も
自
然
と
つ
な
が
る
本
事

業
は
、
ま
さ
に
住
民
満
足
度
向
上
と
地
域
経

済
活
性
化
を
両
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
が
は
じ
ま
っ
た
こ
の
地
で
、
新

し
い
家
族
に
出
会
う
「
民
家
ス
テ
イ
」
に
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
家

族
と
共
に
「
ほ
ん
も
の
」
を
体
験
し
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、〝
新

し
く
で
き
た
明
日
香
の
家
族
に
、
ま
た
会
い

に
来
て
ほ
し
い
〟
と
想
い
な
が
ら
、
い
つ
も

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
、送
り
出
し
て
い
ま
す
。

い
つ
か
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
誰
か
が
、

本
村
に
移
住
・
定
住
し
、
共
に
こ
の
事
業

に
関
わ
っ
て
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽

し
み
に
、
事
業
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ 

の
つ
な
が
り

民
家
ス
テ
イ
で
は
、
多
く
の
国
内
外
か

ら
の
中
高
生
が
修
学
旅
行
や
野
外
活
動
の

一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目

的
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪
者
も
急
増
し
て
お

り
、
地
域
内
に
お
い
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
層
）

の
需
要
開
拓
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
国
内
Ｆ
Ｉ
Ｔ
及
び
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪
者
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

「民家ステイ」におけるSDGsターゲット目標 ＝ 教育旅行でSDGsを実践 ※

①田舎の暮らしに触れる＝日本の未来の課題に触れ社会を知る　※【住み続けられるまちづくりを（11.4）】
�　都会では埋もれてしまっている問題（社会課題）が地方では、既に顕著化されています。景観保全のメリット
やデメリットを学び、持続可能な地域づくりを考えます。　

②日本の歴史／ルーツを知る＝自分／地元を知る（事前・事後ワークシートでより深い学びを）  
 ※【質の高い教育をみんなに（4.4）（4.7）】
�　本村についての情報を事前に収集・整理してから、課題を見つけ、民家ステイ当日を迎えます。自身の住む地
域と比較することで、地元に対する新しい気付きが芽生えることがあります。さらに、事後に振り返りの時間を
取ることで、体験だけではない「身につく学び」となります。

③食べること（食べた物）＝生きること（今の自分）　※【飢饉をゼロに（2.4）つくる責任つかう責任（12.8）】
�　日常生活・学校生活の中で、子どもたちが調理をする機会が減少しています。「民家ステイ」中に、調理し片付
けまですることで、食に対する関心をもっと持ってほしいと願います。食事を作ってくれる人への感謝の気持ち
が芽生えたり、食わず嫌いが直ったりすることもあります。

▲食事づくりも一緒に体験

▲

受
け
入
れ
家
庭
に
よ
る
歴
史
ガ
イ
ド

奈良県 明日香村
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199

ト
と
す
る
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活

用
し
た
宿
泊
施
設
の
整
備
運
営
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

代
表
的
な
施
設
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ア
ス
カ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

築
１
１
０
年
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。
日
本
最
古
の

本
格
的
寺
院
と
言
わ
れ
る
「
飛
鳥
寺
」
の
創

建
当
時
の
境
内
に
位
置
し
、
周
辺
に
は
飛
鳥

時
代
の
歴
史
的
遺
跡
や
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

等
が
点
在
す
る
、
歴
史
と
自
然
に
あ
ふ
れ
る

魅
力
的
な
環
境
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

主
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
等
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
来
訪
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
料

金
プ
ラ
ン
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。
古
民
家

の
古
き
良
き
風
情
を
残
し
つ
つ
、
複
数
の
男

女
別
シ
ャ
ワ
ー
及
び
ト
イ
レ
の
設
置
、
ス

タ
ッ
フ
の
英
語
対
応
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
完
備
、

オ
プ
シ
ョ
ン
で
の
食
事
提
供
等
、
ゲ
ス
ト
に

と
っ
て
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。

●
ア
ス
カ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
ま
で

空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿
泊
事

業
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
、
対
象
物
件
の
選

定
と
資
金
調
達
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

対
象
物
件
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
地
域
貢

献
へ
の
意
識
が
高
い
家
主
の
協
力
を
得
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。

事
業
全
体
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
資
金
調
達
手
段
を
検

討
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
国

補
助
金
及
び
地
元
の
金
融
機
関
融
資
を
活

用
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る「
ふ
る
さ
と
投
資
」

と
し
て
の
取
組
で
す
。
事
業
の
実
施
主
体

は
村
内
の
若
手
事
業
者
が
出
資
し
た
株
式

会
社
が
担
い
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
投
資

の
要
件
で
あ
る
金
融
機
関
か
ら
の
プ
ロ

パ
ー
融
資
の
実
行
、
補
助
金
を
含
め
た
資

金
調
達
手
段
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

大
き
な
労
力
が
伴
い
、
行
政
・
民
間
事
業
者
・

商
工
会
等
の
連
携
が
な
け
れ
ば
事
業
遂
行

は
困
難
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
あ
す
か
癒
里
の
里
　
森
羅
塾

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
富
裕
層
と
す
る
１
棟
貸
し

の
古
民
家
宿
で
す
。

１
日
１
組
限
定
で
、
最
長
31
時
間
の
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
が
可
能
で
、
本
村
を
じ
っ
く
り
堪

能
し
た
い
方
に
最
適
で
す
。

●
あ
す
か
癒
里
の
里
　
森
羅
塾
の
開
業
ま
で

資
金
調
達
は
、
国
及
び
奈
良
県
の
補
助

金
で
、
金
融
機
関
融
資
等
を
活
用
し
、
村

内
の
民
間
事
業
者
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確

立
ま
で
に
は
３
年
程
度
の
期
間
を
要
し
、
古

民
家
宿
泊
施
設
の
整
備
自
体
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
唆
し
て
く
れ
た
事
例
で
す
。

今
後
に
向
け
て

民
家
ス
テ
イ
と
古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
に
は
、
共
通
し
て
「
持
続
可
能
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
、

事
業
や
対
象
物
件
に
関
す
る
絶
え
間
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直
し
、
公
民
連
携

の
推
進
等
が
非
常
に
重
要
な
視
点
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
す
。

今
ま
で
の
取
組
を
成
功
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
反
省
す
べ
き
課
題
を
抽
出
し
、

よ
り
高
い
目
標
を
達
成
す
る
と
い
う
決
意

を
も
っ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
観
光
業
や
飲
食
業
等
に
多
大
な
る
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、
経
済
再
建
を
ど
う

図
っ
て
い
け
る
の
か
、
予
測
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
長
期
的
な
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
傾
向
を

先
読
み
し
つ
つ
、
世
界
遺
産
登
録
を
見
据

え
る
新
た
な
観
光
戦
略
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　（
一
社
）
大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
　

明
日
香
村
商
工
会

明
日
香
村
役
場

（
令
和
３
年
２
月
15
日
付
第
３
１
４
９
号
）

▲アスカゲストハウス（蔵個室）

196_3149奈良県_明日香村_三.indd   200 2022/09/14   12:25



町村の施策事例集Ⅷ200

１
．
湯
浅
町
の
概
要

湯
浅
町
は
、
和
歌
山
県
の
中
部
、
紀
伊
半

島
の
西
岸
に
位
置
す
る
人
口
１
１
、
６
８
８

人
（
令
和
2
年
10
月
現
在
）、
面
積
20
・
79

㎢
の
小
さ
な
町
で
す
。
県
都
和
歌
山
市
か
ら

は
車
で
お
よ
そ
30
分
程
度
、
関
西
国
際
空
港

か
ら
は
高
速
道
路
を
利
用
し
て
1
時
間
程
の

距
離
に
あ
り
ま
す
。

紀
伊
水
道
に
臨
み
温
暖
な
気
候
か
ら
沿
岸

漁
業
や
柑
橘
類
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
湯
浅
湾

で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
シ
ラ
ス
等
の
魚
介

類
と
本
町
の
田
地
区
で
栽
培
さ
れ
る｢

田
村

み
か
ん｣
は
ブ
ラ
ン
ド
み
か
ん
と
し
て
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

湯
浅
町
は
、
湯
浅
村
・
青
木
村
・
別
所
村
・

山
田
村
か
ら
な
る
湯
浅
村
（
明
治
29
年
（
１

８
９
６
）
に
町
制
施
行
）
と
、
栖
原
村
・
田

村
・
吉
川
村
か
ら
な
る
田
栖
川
村
が
、
昭
和

31
年
（
１
９
５
６
）
に
合
併
し
て
で
き
た
も

の
で
、
平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
に
は
町
制

施
行
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

古
く
は
、
紀
伊
半
島
南
部
の
聖
地
・
熊
野

に
詣
で
る
人
々
が
利
用
し
た
熊
野
古
道
が
町

を
縦
断
し
、
そ
の
立
地
か
ら
か
つ
て
は
宿
所

や
休
息
所
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
に
は
、
本
姓
藤
原
氏
を
称

す
る
豪
族
が
、
こ
の
湯
浅
の
地
を
本
拠
と
し

湯
浅
宗
重
（
１
１
１
８
～
95
）
の
時
代
に
力

を
伸
ば
し
、
や
が
て
湯
浅
一
族
は
紀
伊
半
島

に
広
く
勢
力
を
持
つ
武
士
団
と
し
て
、
そ
の

名
を
轟
か
せ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
後
に
、
湯
浅
一
族
は
滅
亡
し
ま
す
が
、

▲

伝
建
地
区

現 地 レ ポ ー ト

和歌山県

湯浅町
ゆあさちょう

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

伝
統
と
歴
史
が
息
吹
く

　醤
油
発
祥
の
地

和歌山県

湯浅町
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湯
浅
の
地
は
醤
油
醸
造
等
の
商
工
業
を
中
心

に
栄
え
ま
し
た
。

と
り
わ
け
湯
浅
を
特
徴
づ
け
た
の
は
、

鎌
倉
時
代
に
そ
の
起
源
を
遡
る
醤
油
の
醸

造
で
す
。
紀
州
藩
の
保
護
を
受
け
て
湯
浅

の
醤
油
醸
造
は
興
隆
し
、
そ
の
歴
史
か
ら

湯
浅
は
「
醤
油
醸
造
の
発
祥
の
地
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
醤
油
醸
造
が

盛
ん
で
あ
っ
た
市
街
地
の
一
帯
は
、
今
も

醤
油
醸
造
業
関
連
の
町
家
や
土
蔵
を
は
じ

め
と
す
る
伝
統
的
な
建
造
物
が
よ
く
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
（
２
０

０
６
）
12
月
に
醤
油
の
醸
造
町
と
し
て
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
、
歴
史
あ
る
町
並
み
の
保
存
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
4
月

に
は
、
本
町
の
醤
油
醸
造
発
祥
の
歴
史
と

伝
統
を
物
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
「『
最
初
の
一

滴
』
醤
油
醸
造
の
発
祥
の
地
　
紀
州
湯
浅
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
人
が
世
界
に
誇
る
「
和
食
」

の
文
化
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
醤
油
で

す
。
醤
油
醸
造
の
発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史

を
活
か
し
た
観
光
施
策
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
．
観
光
振
興
の
取
組

湯
浅
町
は
、
田
村
み
か
ん
や
釣
り
と
い
っ

た
点
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
知
名

度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

平
成
18
年
に
和
歌
山
県
内
で
唯
一
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
て
以
降
は
、
湯
浅
町
を
訪
れ
る
方
が
徐
々

に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

湯
浅
の
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
自
然
と
い
っ

た
魅
力
を
県
内
外
の
よ
り
多
く
の
方
に
広

く
発
信
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
だ
結
果
、

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
古
く
か
ら
の

町
並
み
が
残
る
伝
建
地
区
を
中
心
に
、
こ

こ
数
年
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
観
光
客

数
が
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
、
伝
建
地
区
内
に
あ
っ
た

伝
統
的
建
造
物
の
空
き
家
を
改
修
し
、
昔

な
が
ら
の
町
家
の
風
情
を
残
し
た
１
棟
貸

し
の
宿
泊
体
験
等
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
伝
建
地
区
に
近
い

観
光
用
駐
車
場
の
整
備
や
地
元
産
品
を
中

▲醤油仕込蔵

▲�外観� �
宿泊体験等施設� �
千山庵

◀内観

▲湯浅まつり花火大会

▲湯浅美味いもん蔵
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心
と
し
た
土
産
物
の
販
売
と
飲
食
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
た
「
湯
浅
美
味
い
も
ん
蔵
」
も

整
備
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
湯
浅
町
で
も

観
光
客
の
姿
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
例

年
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
集
ま
る
「
湯

浅
ま
つ
り
花
火
大
会
」
や
地
元
で
と
れ
る

新
鮮
な
魚
介
や
そ
れ
ら
を
使
っ
た
料
理
の

販
売
が
あ
る
「
ギ
ョ
ギ
ョ
っ
と
お
魚
ま
つ

り
」
も
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
本
年

の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
感
染
症
が
収
束
し
た
暁
に
は
、
現

在
落
ち
込
ん
で
い
る
観
光
客
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、

津
波
防
災
に
関
す
る
日
本
遺
産
の
認
定
を

受
け
て
い
る
隣
町
の
広
川
町
と
も
連
携
し

な
が
ら
広
域
観
光
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．�

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い�

創
出
の
取
組

町
の
重
要
課
題
と
し
て
、
中
心
市
街
地

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
湯
浅
駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
湯
浅
駅

を
含
む
駅
前
複
合
施
設
の
整
備
事
業
に
着

手
し
、
令
和
2
年
3
月
に
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
醤
油
醸
造
の
発

祥
地
で
あ
る
湯
浅
の
玄
関
口
で
あ
る
こ
と

か
ら
醤
油
の
醸
造
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外

観
と
な
っ
て
お
り
、
名
称
を
広
く
募
集
し

た
結
果
、
地
元
高
校
生
に
よ
り
「
湯
浅
え

き
蔵く
ら

」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
湯
浅
え
き
蔵
」
は
、
１
階
に
Ｊ
Ｒ
湯
浅

駅
、観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、湯
浅
町
商
工
会
、

２
階
に
カ
フ
ェ
を
併
設
す
る
図
書
館
、
３

階
に
会
議
室
や
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
に
利

用
で
き
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
配
し
て

い
ま
す
。
２
階
の
図
書
館
は
、
最
大
約
６

万
冊
の
収
蔵
が
可
能
で
、
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ま
も
一

緒
に
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
、
湯
浅
の

歴
史
な
ど
、
こ
こ
に
来
れ
ば
湯
浅
の
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
今
後

充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
３
階
の
会

議
室
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
活
用
も
想
定
し
て
お

り
、
防
災
機
能
も
併
せ
持
つ
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

駅
と
直
結
し
た
図
書
館
、
そ
し
て
会
議

ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
の
が

こ
の
施
設
最
大
の
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
湯
浅
駅
や
湯
浅
え
き
蔵

の
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
駅
周
辺
の
さ

ら
な
る
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
駅
前
駐
車
場

の
整
備
と
併
せ
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

▲湯浅えき蔵

▲えき蔵　図書館ホール壁面

▼
�

ギ
ョ
ギ
ョ
っ
と
お
魚
ま
つ
り

和歌山県 湯浅町

200_3140和歌山県_湯浅町_四.indd   203 2022/10/03   20:36



203

ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
え
る
広
場
の

整
備
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
湯
浅
の
玄
関

口
を
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
「
湯
浅
え
き
蔵
」
を
拠
点
に
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
く
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
．
人
口
減
少
時
代
に
向
け
た
取
組

湯
浅
町
の
人
口
は
、
昭
和
60
年
（
１
９

８
５
）
に
１
７
、
１
７
１
人
で
最
多
と
な
っ

て
以
降
、
減
少
に
転
じ
て
お
り
現
在
は
過

疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
20
年
後
の
２
０
４

０
年
に
は
、
7
、
３
８
２
人
ま
で
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
い

か
に
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す
る

か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
住
民
の
誰
も
が
安
心
し

て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
で
あ

り
、
す
で
に
町
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
建

替
え
や
耐
震
化
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
和
歌
山
県
で
は
、
東
南
海
・
南

海
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
へ
の
防
災
対
策
も
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
湯
浅
町
で
は
、
地
震
発
生
後
約
35

分
で
津
波
が
到
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
旧
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と

す
る
町
内
の
公
共
施
設
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
津
波
浸
水
区
域

内
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
た
め
、
防
災
拠
点
で
あ
る
役
場
庁

舎
と
消
防
組
合
庁
舎
、
そ
し
て
老
人
福
祉

施
設
を
高
台
に
移
転
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
現
在
、
保
育
園
を
統
合
し
た

新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
や
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
移
転
、
平
常
時
に
は
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
等
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
方
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
人

口
減
少
対
策
へ
の
第
１
歩
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

５
．
こ
れ
か
ら
の
湯
浅
町

湯
浅
町
に
は
、
先
人
よ
り
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
文
化
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
か
つ
新
た
な

魅
力
と
し
て
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
湯
浅
町
を
後
世
に
引
き
継

ぎ
、
併
せ
て
、
町
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に

向
け
た
取
組
を
強
化
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
つ
つ
、
雇
用
創
出
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
町
行
政
と
し
て
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

醤
油
づ
く
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
さ
ず
、
各
人
が
責
任

を
も
っ
て
遂
行
し
て
こ
そ
、
美
味
し
い
も

の
が
完
成
し
ま
す
。
町
行
政
も
同
じ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
職
員
、
そ
し
て
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
活
気
あ
ふ
れ
る
湯
浅
町
の
実
現

に
つ
な
が
る
と
確
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
１
度
湯
浅
町
を
訪
れ
て
、

湯
浅
な
ら
で
は
の
歴
史
と
自
然
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
浅
町
長
　
上
山
　
章
善

（
令
和
２
年
11
月
９
日
付
第
３
１
４
０
号
）

▲

湯
浅
町
の
海
と
山

▲えき蔵　児童書コーナー
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沖
縄
本
島
か
ら
南
西
へ
約
５
０
９
㎞
、
石

垣
島
か
ら
約
１
２
７
㎞
、
東
京
か
ら
約
２
、

０
０
０
㎞
に
位
置
し
、
台
湾
か
ら
わ
ず
か
１

１
１
㎞
。
周
囲
わ
ず
か
28
㎞
の
小
さ
な
島
は

3
つ
の
集
落
に
約
１
、７
０
０
人
が
暮
ら
し
、

亜
熱
帯
気
候
で
年
間
を
通
し
て
暖
か
く
、
年

平
均
気
温
は
23
℃
。
独
自
の
生
態
系
が
育
ま

れ
、
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
島

の
周
囲
の
大
半
が
断
崖
絶
壁
で
、
起
伏
が
激

し
い
独
特
の
地
形
地
質
が
特
徴
で
す
。

東
京
か
ら
南
南
西
に
約
２
、
０
０
０
㎞
、

台
湾
の
東
１
０
０
㎞
余
り
の
洋
上
に
ポ
ツ
リ

と
浮
か
ぶ
島
。島
で
唄
い
継
が
れ
て
い
る「
与

那
国
小
唄
」
の
一
番
は
“
波
に
ぽ
っ
か
り
浮

く
与
那
国
は
、
島
は
よ
い
島
無
尽
の
宝
庫
、

歌
と
情
け
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
・
・
” 

黒
潮
が

日
本
で
最
初
に
出
会
う
絶
海
の
孤
島
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
か
ら
飛
行

機
を
乗
り
継
げ
ば
そ
の
日
の
う
ち
に
到
着
す

る
、
案
外
気
軽
に
い
け
る
日
本
最
西
端
与
那

国
島
。
年
に
数
十
日
、
晴
れ
た
日
に
は
島
の

西
方
に
台
湾
の
島
影
が
く
っ
き
り
と
映
り
ま

す
。
こ
の
島
の
夕
日
は
水
平
線
に
沈
ま
ず
台

▲

西
崎
と
日
本
最
後
の
夕
日

▲日本最西端の碑

現 地 レ ポ ー ト

沖縄県

与那国町
よなぐにちょう

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）

5

日
本
で
最
後
に
夕
日
が
沈
む
島

沖縄県

与那国町
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湾
に
沈
ん
で
い
き
ま
す
。

車
で
島
を
一
周
し
て
い
る
と
、
与
那
国
馬

が
の
ん
び
り
と
草
を
食
み
な
が
ら
道
路
を
闊

歩
す
る
光
景
に
出
会
う
は
ず
で
す
。
実
は
島

の
周
囲
は
牧
場
が
多
く
、
そ
の
中
を
一
周
道

路
が
通
っ
て
い
ま
す
。
牧
場
の
入
り
口
は
テ

キ
サ
ス
ゲ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
足
下
が
溝
状
の

ゲ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
牛
や
馬
な
ど
四
つ

足
の
動
物
は
そ
の
ゲ
ー
ト
を
通
れ
な
い
た
め

門
扉
は
開
放
さ
れ
た
ま
ま
で
、
車
は
そ
の
ま

ま
通
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
情
を
知
ら
な
い
観

光
客
は
道
路
に
馬
や
牛
が
放
し
飼
い
に
さ
れ

て
い
る
と
驚
く
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

ま
た
、
島
の
周
り
の
紺
碧
の
海
の
中
も
独

特
で
、
海
底
遺
跡
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
階

段
状
の
巨
大
な
岩
の
構
造
物
が
静
か
に
眠
っ

て
い
ま
す
。
自
然
の
も
の
か
、
古
代
の
人
々

が
造
り
出
し
た
も
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
潜
っ
た
人
た
ち
は
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
神
々
し
さ
さ
え
感
じ
る
と
言
い
ま
す
。

観
光
で
町
お
こ
し

与
那
国
島
の
周
辺
海
域
に
は
、
ハ
ン
マ
ー

ヘ
ッ
ド
シ
ャ
ー
ク
が
群
れ
を
な
す
ダ
イ
ビ
ン

グ
ス
ポ
ッ
ト
や
独
特
の
海
底
景
観
を
形
成
し

て
い
る
海
底
の
自
然
資
源
が
あ
り
、
多
く
の

ダ
イ
バ
ー
が
私
た
ち
の
町
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
２
、
０
０
０
ｍ
の
滑
走
路
を
有
す
る
与

那
国
空
港
の
乗
降
客
数
も
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
島
内
の
観
光
業
の
事
業
者
、
従
事
者
数

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

与
那
国
島
に
来
島
さ
れ
る
入
域
観
光
客
数

は
年
間
で
約
３
万
人
か
ら
４
万
人
に
推
移
し

て
き
て
い
ま
す
。
隣
の
石
垣
市
・
竹
富
町
の

約
１
３
０
万
人
に
比
較
す
る
と
か
な
り
少
な

く
感
じ
ま
す
が
、
50
人
乗
り
の
飛
行
機
が
１

日
数
便
の
与
那
国
と
、
航
空
路
線
の
乗
り
入

れ
数
の
圧
倒
的
な
違
い
は
い
か
ん
と
も
し
が

た
く
、
航
空
会
社
へ
増
便
の
要
請
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

与
那
国
へ
の
観
光
客
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
イ

ビ
ン
グ
や
カ
ジ
キ
釣
り
な
ど
、
は
っ
き
り
し

た
目
的
を
持
っ
て
来
島
す
る
層
と
、「
日
本

の
最
西
端
に
行
き
た
い
」
と
の
漠
然
と
し
た

目
的
で
訪
れ
る
層
の
2
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
目
的
の
観
光
客
は
年

間
1
万
５
、
０
０
０
人
か
ら
２
万
人
程
度
と

想
定
さ
れ
、
こ
れ
は
観
光
客
の
半
数
程
度
を

占
め
て
お
り
、
島
内
の
宿
の
多
く
は
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
目
的
の
観
光
客
向
け
の
小
規
模
な
民

宿
タ
イ
プ
の
宿
が
大
半
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
、
与
那
国
で
初
と
な
る
ホ
テ

ル
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
「
ア
イ
ラ
ン

ド
リ
ゾ
ー
ト
与
那
国
」
が
開
業
し
、
こ
れ
ま

で
受
け
入
れ
が
難
し
か
っ
た
団
体
客
が
増
加

し
、
観
光
客
数
及
び
観
光
客
層
が
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。
当
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数
は
年
間

1
万
５
、
０
０
０
人
以
上
の
水
準
と
な
っ
て

お
り
、
団
体
客
の
増
加
に
対
応
し
て
観
光
バ

ス
事
業
の
需
要
が
伸
び
た
ほ
か
、
み
や
げ
物

店
で
の
特
産
物
販
売
な
ど
、
そ
の
波
及
効
果

は
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
か
ら
18
年
の
間
に
複
数

回
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
Ｄ
ｒ
．
コ

ト
ー
診
療
所
」
に
よ
る
効
果
は
、
観
光
客
数

の
増
加
の
面
で
は
放
送
当
時
か
ら
比
べ
る
と

だ
い
ぶ
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、
与
那
国
の

知
名
度
向
上
に
広
く
寄
与
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

本
町
の
観
光
は
、ダ
イ
ビ
ン
グ
の
時
期
等
、

季
節
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然

体
験
型
観
光
、
伝
統
文
化
体
験
観
光
や
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
環
境
を
充
実
さ
せ
観
光
の
通
年

化
、
ま
た
、
歴
史
的
遺
跡
等
の
観
光
交
流
資

源
が
数
多
く
島
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
広
域
観
光
・
交

流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
島
の
地

質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
島
の
独
特
の
景

観
は
与
那
国
島
の
成
り
立
ち
を
知
る
う
え
で

極
め
て
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

▲東崎と与那国馬

▲ハンマーヘッドシャークの群れ
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の
観
察
地
と
し
て
日
本
を
代
表
す
る
も
の
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
与
那
国
島
が
誇
る
地
域
資
源

と
し
て
、
そ
の
学
術
的
な
価
値
を
教
育
や
観

光
に
利
用
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
町
お
こ
し

町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
国
際
カ
ジ
キ

釣
り
大
会
や
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

し
て
お
り
、
島
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
活

性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
島
内
外

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
島
は
大
変
な

賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。

「
日
本
最
西
端
与
那
国
島
国
際
カ
ジ
キ
釣

り
大
会
」
は
与
那
国
島
を
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の

メ
ッ
カ
と
し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
観
光
・

漁
業
の
振
興
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

毎
年
７
月
に
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
与
那
国
島
は
、
カ
ジ
キ
を
は
じ
め
と
す

る
大
型
回
遊
魚
の
宝
庫
で
、
沖
縄
県
内
随
一

の
カ
ジ
キ
の
水
揚
げ
を
誇
り
ま
す
。
今
大
会

は
約
30
チ
ー
ム
に
よ
り
カ
ジ
キ
の
ト
ロ
ー
リ

ン
グ
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
島
の
周
囲
で
の
磯

釣
り
や
サ
ブ
と
し
て
親
子
釣
り
大
会
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
来
の
カ

ジ
キ
釣
り
大
会
の
他
に
乗
馬
体
験
や
海
底
遺

跡
ツ
ア
ー
、
闘
牛
大
会
な
ど
が
楽
し
め
て
、

夜
に
は
島
の
伝
統
芸
能
や
ラ
イ
ブ
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
最
終
日
に
は
、

大
会
名
物
カ
ジ
キ
の
丸
焼
き
が
来
場
者
へ
振

る
舞
わ
れ
、
島
で
１
年
に
１
回
の
打
ち
上
げ

花
火
も
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
島
民
、
観
光
客

が
一
体
と
な
っ
た
お
祭
り
と
し
て
約
30
年
前

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
最
西
端
・
国
境
の
町
を
走

ろ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
毎
年
11

月
の
第
２
土
曜
日
に
「
日
本
最
西
端
与
那
国

島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
25
㎞
島
一
周
コ
ー
ス
と
、
島
の
一
番

西
の
岬
か
ら
会
場
ま
で
の
10
㎞
コ
ー
ス
が
あ

り
、
自
然
豊
か
な
与
那
国
島
の
景
観
を
楽
し

め
ま
す
。
参
加
人
数
は
地
元
ラ
ン
ナ
ー
含
め

県
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
余
り
で
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
喜
び
を
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
の

皆
さ
ん
と
分
か
ち
あ
い
ま
す
。
レ
ー
ス
終
了

後
は
、
民
俗
芸
能
や
音
楽
シ
ョ
ー
等
々
趣
向

を
凝
ら
し
た
交
流
を
目
的
に
「
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か
れ
、
出
会
い
と
心
の

絆
、
親
睦
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

▲カジキ釣り大会の様子

▲マラソン大会のスタートの様子

▲テレビドラマ「Dr．コトー診療所」撮影セット
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伝
統
文
化
・
芸
能
と
そ
の
継
承

与
那
国
島
は
日
本
の
最
西
端
に
位
置
し
、

隔
絶
さ
れ
た
島
独
特
の
、
特
色
あ
る
行
事
、

言
語
が
み
ら
れ
、
琉
球
王
朝
と
南
方
文
化
の

影
響
を
受
け
た
芸
能
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

芸
能
、
文
化
の
多
く
は
冠
婚
葬
祭
や
、
時
節

に
催
さ
れ
る
行
事
・
祭
事
で
今
で
も
語
り
継

が
れ
、歌
い
継
が
れ
、踊
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

島
の
祭
事
は
作
物
の
播
種
か
ら
始
ま
り
収

穫
ま
で
を
１
つ
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
節
目

ご
と
に
大
小
30
に
も
お
よ
び
ま
す
。

各
祭
事
は
神
々
と
島
民
を
つ
な
ぐ
司
が
祭

事
の
日
取
り
か
ら
、
神
へ
の
祈
願
を
取
り
仕

切
り
ま
す
。
近
年
は
司
に
あ
た
る
方
（
女
性

が
継
承
）
が
島
外
へ
移
住
す
る
な
ど
の
問
題

も
あ
り
、
後
継
者
が
途
絶
え
る
恐
れ
や
、
社

会
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
祭
事
も
形
態
の

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

行
事
と
し
て
生
活
の
節
目
の
１
つ
で
あ
り
、

島
民
の
祈
り
の
場
で
あ
る
こ
と
に
は
今
も
昔

も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
祈
り
は
、
家
庭
や
島
の
繁
栄

や
平
和
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
家
庭
円
満
・

子
孫
繁
栄
・
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
・
航
海

安
全
・
海
上
平
穏
・
大
漁
祈
願
等
が
あ
り
ま
す
。

与
那
国
島
で
は
神
が
降
り
て
く
る
神
の
月

（
カ
ン
ヌ
テ
ィ
・
旧
暦
10
月
以
降
の
庚
申
の

日
か
ら
始
ま
る
）
に
、
25
日
間
と
言
う
長
期

間
に
わ
た
っ
て
マ
チ
リ
（
カ
ン
ブ
ナ
ガ
）
が

行
わ
れ
ま
す
。
カ
ン
ブ
ナ
ガ
と
は
神
の
節
と

い
う
意
味
で
、
こ
の
マ
チ
リ
を
終
え
る
と
島

は
正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
ま
す
。

マ
チ
リ
は
与
那
国
島
の
存
続
と
繁
栄
を
祈

願
す
る
大
切
な
祭
祀
で
、ク
ブ
ラ
マ
チ
リ（
久

部
良
自
治
公
民
館
主
催
）
で
は
異
国
人
退
散

を
、
ウ
ラ
マ
チ
リ
（
東
自
治
公
民
館
主
催
）

で
は
牛
馬
繁
殖
を
、
ン
デ
ィ
マ
チ
リ
（
比
川

自
治
公
民
館
主
催
）
で
は
子
孫
繁
栄
を
、
ン

マ
ナ
ガ
マ
チ
リ
（
島
仲
自
治
公
民
館
主
催
）

で
は
五
穀
豊
穣
を
、
ン
ダ
ン
マ
チ
リ
（
西
自

治
公
民
館
主
催
）
で
は
航
海
安
全
を
、
5
つ

の
マ
チ
リ
で
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
し
ま
す
。

島
の
人
々
は
昔
か
ら
マ
チ
リ
の
期
間
中
、

四
足
の
動
物
、
特
に
牛
の
屠
殺
及
び
食
肉
を

禁
じ
て
い
ま
す
が
、
理
由
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
説
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
１
つ
と
し
て
、
昔
か
ら
人
々
の
農
耕

作
業
や
交
通
の
助
け
と
な
り
、
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
か
っ
た
牛
や
動
物
た
ち
を
敬
い
、
感

謝
し
て
マ
チ
リ
の
期
間
中
は
屠
殺
し
な
い
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ン
ダ
ン
マ
チ
リ
を
終
え
、
全
て

の
マ
チ
リ
が
終
わ
る
と
ア
ン
タ
ド
ゥ
ミ
と
呼

ば
れ
る
儀
式
が
行
わ
れ
、
司
達
は
神
衣
を
脱

い
で
人
間
に
戻
り
、
そ
れ
と
同
時
に
期
間
中

の
禁
忌
も
全
て
解
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
年
中
行
事

を
た
だ
淡
々
と
消
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
意
味
を
知
っ
た
と
き
に
伝
統
は
初
め
て
人

の
心
に
価
値
を
も
た
ら
し
、
感
謝
や
厳
粛
な

気
持
ち
を
植
え
つ
け
ま
す
。
そ
の
思
い
を
古

来
か
ら
絶
や
さ
ず
、
守
り
続
け
て
き
た
島
の

人
々
の
誠
実
さ
、
勤
勉
さ
が
あ
り
、
祭
事
に

基
づ
く
伝
統
文
化
が
生
活
に
息
づ
き
、
豊
か

な
人
間
関
係
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
祭
事
の

▲２４日間にわたり執り行われるマチリの一場面

▲豊年祭での奉納芸能の場面

▲豊年祭での奉納芸能の場面
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中
で
育
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
の
い
じ
め
の
無
い
ま
ち
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
若
者
が
少
な
く
な
り
、
伝
統
の

継
承
が
次
第
に
困
難
に
な
る
中
で
、
祭
事
の

維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
公
民
館
を
中
心

と
し
た
地
域
の
活
動
を
守
り
育
て
る
た
め
の

施
策
や
、祭
事
な
ど
の
文
化
の
発
信
や
Ｐ
Ｒ
、

地
域
の
仕
事
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。

西
の
玄
関
口
を
目
指
し
て

さ
て
、
年
に
数
十
回
、
晴
れ
た
日
に
は
台

湾
の
山
並
み
を
肉
眼
で
み
る
こ
と
が
で
き
る

日
本
の
最
西
端
国
境
の
島
。
こ
う
し
た
立
地

は
、
当
然
の
如
く
お
隣
の
台
湾
と
も
関
係
が

深
く
、
戦
前
・
戦
後
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま

で
台
湾
は
島
発
展
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
り
ま
す
。

戦
前
、
与
那
国
島
は
東
洋
一
と
言
わ
れ
た

鰹
節
工
場
が
あ
り
活
力
の
あ
る
島
と
し
て
発

展
、
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
台
湾
は
、
仕

事
・
買
い
物
・
修
学
旅
行
と
日
常
生
活
の
場

で
あ
り
、
戦
後
は
台
湾
と
の
密
貿
易
の
中
継

基
地
と
し
て
人
や
物
資
が
島
に
集
ま
り
昭
和

22
年
に
は
人
口
は
約
1
万
2
、
０
０
０
人
ま

で
膨
れ
あ
が
り
ま
し
た
。
日
本
全
体
が
混
乱

し
て
い
る
時
代
、
台
湾
を
通
じ
て
食
料
や
物

資
が
島
に
入
り
、
こ
こ
か
ら
沖
縄
本
島
や
本

土
の
方
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の

時
代
を
知
る
島
の
古
老
は
“
景
気
時
代
”
と

い
っ
て
懐
か
し
が
り
ま
す
。
島
に
と
っ
て
台

湾
は
戦
前
か
ら
漁
船
で
行
き
来
で
き
る
生
活

圏
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
戦
後
の
動
乱

期
を
過
ぎ
、
国
境
線
が
確
定
す
る
と
動
脈
が

切
れ
た
よ
う
に
人
・
物
・
金
の
流
れ
が
ス
ト
ッ

プ
し
文
字
通
り
端
っ
こ
の
島
と
な
り
、
そ
の

後
の
島
の
衰
退
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

与
那
国
島
歴
史
文
化
交
流
資
料
館
（
通
称

Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
交
流
館
）
に
「
親
仁
善
隣
」
と
書

か
れ
た
額
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
は
周
囲

の
国
々
や
人
々
と
仲
良
く
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
与
那
国
町
は
１
９
８
２
年
か
ら
台

湾
・
花
蓮
市
と
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
お
り
、
そ
の
締
結
記
念
と
し
て
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
、
２
０
２
２
年
に
は
締
結
40
周
年

と
な
り
ま
す
。
与
那
国
か
ら
訪
問
団
を
結
成

し
直
接
乗
り
入
れ
る
計
画
中
で
す
が
、
両
地

域
の
間
に
定
期
的
な
就
航
路
線
は
な
く
、
与

那
国
島
か
ら
直
接
チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
便
か
船

舶
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
30
数

年
の
経
験
を
通
じ
て
そ
れ
が
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
状
況
も
知
り
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛
け
て
き

ま
し
た
が
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
近

さ
に
あ
る
台
湾
も
制
度
的
に
は
遠
い
存
在
で

あ
り
ま
す
。
島
に
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税
関
・
入
管
・

検
疫
）
の
施
設
、
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
も
要
因
の
１
つ
で
あ
り
ま
す
。

島
が
困
窮
し
て
い
る
打
開
策
と
し
て
「
国

境
交
流
特
区
」
を
過
去
に
申
請
し
て
き
ま
し

た
が
、
結
果
は
残
念
な
が
ら
ほ
ぼ
不
可
と
し

て
退
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
飛
ば
す
な
ど
台
湾
と
の
直
接
交
流

の
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
「
与
那
国
町
国
境
交
流
結
節
点
化
推
進
事

業
」
に
よ
り
台
湾
と
の
間
に
高
速
船
を
就
航

で
き
な
い
か
、
国
の
制
度
の
高
い
壁
を
打
ち

破
る
べ
く
、
実
現
に
向
け
て
模
索
中
で
す
。

与
那
国
空
港
か
ら
飛
行
機
に
乗
る
と
わ
ず
か

30
分
、
高
速
船
を
使
え
ば
約
3
時
間
弱
で
台

湾
へ
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
近
く
て
遠

い
国
へ
与
那
国
島
か
ら
い
つ
で
も
自
由
に
往

来
で
き
る
よ
う
、
日
本
の
西
の
端
の
玄
関
口

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

与
那
国
町
長
　
外
間
　
守
吉

（
令
和
２
年
11
月
２
日
付
第
３
１
３
９
号
）

▲島の西の岬、西崎から見える台湾の島影

▲東洋一と言われた戦前の鰹節工場
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